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はじめに 
 
池上重弘（静岡文化芸術大学） 
 
１．本報告書の位置づけと性格 
 本報告書は 2014年度に静岡文化芸術大学が学長特別研究「多文化共生分野の地域課題解
決に向けた実践的研究」（研究代表：池上重弘）の一環として実施した「磐田市東新町団地
の生活状況をめぐる調査」（以下、東新町団地 2014調査）の結果に基づき、2015年度の静
岡文化芸術大学文化・芸術研究センター長特別研究「多文化共生の地域課題をめぐる総括
的研究」（研究代表：池上重弘）の一環として分析作業を行った結果をまとめたものである。
私たちのチームは 2015年度に磐田市と静岡文化芸術大学の共同研究として「磐田市多文化
共生推進プラン基礎調査（外国人調査）」（以下、磐田市 2015調査）を実施しているが、東
新町団地 2014調査では団地の全数調査を実施し、磐田市 2015調査では東新町団地を対象
から外したため、実施年度に１年の差はあるものの、両者を統合すると 2014 年度と 2015
年度の磐田市における外国人の生活実態と意識が浮かび上がることになる。 
 東新町団地 2014調査の結果については、2015年 2月 10日に磐田市多文化共生社会推進
協議会において、研究代表者の池上が「磐田市東新町団地調査の概略－速報版－」として
最初の報告を行った。続いて 2015年 3月 8日には団地内にある県営住宅集会場において研
究チームのメンバーが「磐田市東新町団地調査の結果報告－居住者の皆様へ－」としてよ
り詳しい報告の機会を持った（3月 8日の報告資料は本報告書の巻末の付録資料に所収）。
本報告書では、2015年度に行ったより詳細な分析結果を盛り込んだ論文を掲載している。 
 
２．磐田市における外国人の動態と多文化共生施策の展開(1) 
 静岡県磐田市は輸送用機器製造を中心とする工業都市であり、製造品出荷額は浜松市に
次いで静岡県下で第 2位となっている［静岡県企画広報部情報統計局統計調査課 2014：9］。
天竜川の東岸一帯に位置する磐田市、福田町、竜洋町、豊田町、豊岡村が合併し、2005年
4月に現在の磐田市となった。リーマンショック直前の 2008年 9月末時点では、総人口 17
万 7千人のうち、外国人登録者数は 9,936人で外国人比率は 5.6％となっていた。つまり市
民の 18人に 1人が外国人であった。製造業分野において間接雇用で働く外国人が多く、ブ
ラジル国籍者が外国人登録者数のほぼ 8 割を占める点に磐田市の特色があった（この点は
浜松市や磐田市を含む静岡県西部地域の特色とも言える）。その他には、中国やインドネシ
アからの研修生・技能実習生、中国人をはじめとする留学生、そして定住型のフィリピン
人、ペルー人が目立っていた。また、市内でも県営住宅とＵＲ都市機構の賃貸住宅（旧公
団住宅、以下、ＵＲ住宅）が隣接する東新町地区は、団地の外国人比率がほぼ 5割に達し、
外国人集住地区となっていた。他方、市内には民間アパートに住む外国人も多く、分散型
の居住地区もみられた。 
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 磐田市は 2001年の設立当初から外国人集住都市会議に参加しているが、多文化共生に関
する取り組みが本格化したのは、企画調整課内に共生社会推進室が担当部署として設置さ
れた 2003年 4月からである。それまでにも、1999年には外国人児童生徒相談員、2001年
には市民課ポルトガル語通訳が配置されたが、外国人住民への対応や多文化共生施策の総
合的な調整・推進が進むようになったのは同室の設置を契機としている。2003年度は、外
国人共生社会推進連絡会と外国人共生社会推進庁内連絡会が設置された。前者は日本人市
民と市内在住外国人の相互理解を深め、共生社会の推進を図ることを目的に設置され、後
者は係長クラスをメンバーに外国人市民への対応を組織的かつ円滑に進めることを目的に
設置された。 
翌 2004年度、共生社会推進室は共生社会推進課に昇格し、課にポルトガル語通訳が配置
された。前年度の外国人共生社会推進連絡会をより充実させる形で、多文化共生社会推進
協議会（以下協議会）が設定された。20 名の委員が施策の検討、関係機関との情報交換、
連携事業を実施した。また、ブラジル人 500人を対象とした実態調査が実施された。 
さらに 2005年度には新磐田市の誕生に伴い、共生社会推進課内に全国の市としては初め
ての多文化共生係が置かれた。筆者は 2005 年度から会長として協議会に加わっているが、
協議会は地域、労働、教育の 3 つの部会に分かれて引き続き活発な議論を行い、年度末の
2006年 3月には市への要望を提言書としてまとめて市長に提出した。この年、主にブラジ
ル人 650世帯を対象とする実態調査が実施された(2)。 
 この当時の東新町団地の様子を描き出してみよう。市の南東部の東新町地区では、1970
年代になると、水田が広がる一帯に戸建て住宅区画と中規模集合住宅区画が隣接する宅地
開発が進んだ（表１）。 
 
表１ 東新町団地の県営住宅と UR住宅の比較 
 
 出典：稲葉他［2008］ 
 
 2003年頃から外国人居住者が急増したが、2002年から県営住宅と UR住宅の自治会を含
む広域自治会と行政が団地自治会を支援するで団地における外国人急増に対応した。2002
年に通訳サポート委員を作り、2003年から「通訳サポート制度」を導入した。県営住宅も
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UR住宅も居住者の半数近くが外国人だが、外国人居住者の自治会加入率は高く、この頃か
ら現在に至るまで自治会役員の半数近くは外国人が務めている［池上 2004］。 
 景気がよく間接雇用での製造業分野の労働需要が多かった時代にはとくに大きな問題も
生じなかったが、2008年のリーマンショックを契機とする景気後退と雇用環境の激変は、
間接雇用の不安定さを露骨な形で白日のもとに暴き出すことになった［松尾 2010］。2009
年以降はそれまでの趨勢とは裏腹に外国人の急減が顕著になり、その後も減尐傾向に歯止
めがかかっていない（図１）。それは主にブラジル人の減尐による（表２）。 
 
図１ 各年３月末の磐田市における外国人人口の推移（単位：人） 
 
出典：磐田市資料 
 
表２ 磐田市における 2008年 9月末と 2014年 3月末の外国人人口の比較（単位：人） 
 
出典：磐田市資料 
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３．調査の背景と研究の趣旨 
 上述の通り、筆者は 2005年度から継続して磐田市多文化共生社会推進協議会会長を務め
ており、磐田市が 2007年 3月に静岡県下ではじめて多文化共生社会推進プランを策定した
時も、その 5年後の 2012年にプランを改定した時も、同協議会会長として磐田市の多文化
共生施策に深く関わってきた。協議会会長としての活動の一環として 2013年 12月に磐田
市の渡部修市長に同協議会の提言を提出した際、渡部市長から「2008年のリーマンショッ
ク以降、磐田市の外国人集住団地の居住者も大きく異なってきたため、団地居住者の状況
がわからなくなり、市としてどのような施策を打てばいいのかわからず困惑している。大
学としてぜひ道しるべを示してほしい」と直々の要請を受けた。 
 筆者は 2002年度に焼津市の外国人集住団地で居住者の全戸調査を実施し、当該団地の多
文化共生施策に資する研究報告を提出した経験を持つ［池上・福岡 2004、2005; 福岡・
池上 2005］。また、2008年のリーマンショック前後で、静岡県や浜松市から多文化共生を
めぐる大規模調査も受託して実施した［池上 2008; 池上・イシカワ 2009; 静岡県 
2008a; 静岡県 2008b; 静岡県 2010］。また研究メンバーの一人である千年よしみは 2005
年度に磐田市が実施した「磐田市外国人生活実態調査」にも深く関わった経験を持つ。 
 これらの調査結果との比較も念頭において調査項目を策定し、リーマンショック後の外
国人集住団地における日本人居住者および外国人居住者の実態を把握するとともに、地域
での生活や子どもの教育等に関する意識を把握し、磐田市における多文化共生施策推進の
一助となるような政策を提言することを本調査の目的として設定した。 
 
４．調査内容の確定に向けての流れ 
 団地への外国人居住者増加に伴う影響として、大きく住宅管理上の問題と団地コミュニ
ティの問題が挙げられる［稲葉他 2008; 池上・福岡 2005］。住宅管理上の問題としては、
ゴミの出し方や不法投棄、室内での生活騒音、屋外での生活騒音、無断同居・転貸等、駐
車上のトラブル等がある。また、団地コミュニティの運営をめぐっては、日本語でコミュ
ニケーションがとれない、自治会活動に参加しない、回覧・連絡文書が回らないといった
課題が挙げられる。東新町団地の場合、上述の通り、自治会活動への参加率は高く、回覧・
連絡文書も日本語とポルトガル語で用意して回すような態勢ができていた。しかし、リー
マンショック以後のブラジル人の急減により、団地内でできていた多文化共生のしくみが
うまく機能しなくなり、市長の発言にあるように、市としても施策展開の方向性を見いだ
せなくなっているのである。 
 研究チームとしては、稲葉他［2008］や福本他［2015］の先行研究を参考にしながら、
東新町団地について以下のような問題意識を抱いた。 
・団地コミュニティ自体が“制度疲労”を起こしているのではないか。 
・日本人居住者も含めたコミュニケーション不全に陥っているのではないか。 
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・生活上の騒音をめぐるトラブルの背景には、エスニックな“文化の違い”というより、  
 世代や就労形態の差による生活時間帯の違いがあるのではないか。 
・団地に外国人は多いが、そもそも団地に「外国人コミュニティ」は存在するか。 
・外国人側は団地での生活をどう認識しているか。 
・外国人側は日本人との交流を希望しているのか。 
・外国人はどんなネットワークの中で生活しているのか。 
・外国人は日本での生活に何を期待しているのか。 
 
 以上の問題意識を持ちながら、2014年 5月 2日に東新町団地を含む南御厨地区の自治会
長、市、自治会連合会、多文化交流センター、静岡文化芸術大学の四者で打合せを行い、
調査の大枠について検討した。5月 30日には東新町地区の子どもたちが通う磐田市立東部
小学校で校長、教頭、外国人担当教諭にヒアリングを実施し、教育面での課題をうかがう
と同時に、調査項目に対する要望を聞いた。その後、6月から 8月にかけて研究チーム（表
３）でのミーティングを重ね、質問項目と選択肢を精査し、9月にかけて調査票の翻訳を進
めた。 
 
表３ 研究チームの構成 
氏名 所属 職位 
池上重弘（研究代表者） 静岡文化芸術大学 文化政策学部教授 
イシカワ エウニセ アケミ 静岡文化芸術大学 文化政策学部准教授 
千年よしみ 国立社会保障・人口問題研究所 国際関係部第一室長 
中川雅貴 国立社会保障・人口問題研究所 国際関係部第三室 
研究員 
上田ナンシー直美 静岡文化芸術大学 准研究員 
 
 多文化交流センターが 9月 21日（日）に開催した「なかよし会」の折に、試作版の調査
票を用意して来場者に回答してもらい、その回答結果や回答者のフィードバックをもとに
調査票に改善を加えた。 
 磐田市、東新町地区の自治会、多文化交流センターと連携し、団地の管理者である静岡
県および UR都市住宅機構の協力も得て、2014年 11月に大規模なアンケート調査（量的調
査）と 2015年 2月に一部の外国人に対するインタビュー調査（質的調査）を実施した。 
 
５．アンケート調査の調査方法と調査項目 
５－１ 調査方法 
 アンケート調査については、東新町団地の県営住宅および UR 住宅に住む 16 歳以上の全
居住者（日本人居住者、外国人居住者）を対象に調査票を用いた個人調査を実施した。ま
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た外国人世帯（外国人が含まれる世帯）については調査票を用いた世帯調査も併せて実施
した。日本人向けには日本語の調査票、外国人向けにはやさしい日本語、ポルトガル語、
スペイン語、英語の調査票を用意し、回答しやすいもので回答してもらった。 
 団地の階段横にある掲示板に事前告知の貼り紙をした上で、2014年 11月 11日（火）か
ら 11月 25日（火）までの 15日間にかけて調査を実施した。学生実施チーム 20名が 2人
一組になって平日の 18:00から 20:00の時間帯と土日の 10:00～18:00の時間帯で各戸を訪
問し、基本的に手渡しして後日回収する方法を取った(3)。アンケートの回答そのものはごく
一部の例外以外、回答者自身が行った(4)。 
 
５－２ 調査票 A（日本人個人調査）の調査項目一覧 
【１】地域での行事等への参加 
  地域の会合や催しへの参加 
【２】近隣の人々とのつきあい 
  団地に住む日本人とのつきあい、団地に住む外国人とのつきあい 
  団地に住む外国人との壁、団地の外国人との今後の関係 
  団地での外国人受け入れの条件、今後３年以内の引越予定とその理由 
【３】外国人とのつきあい 
  団地以外での外国人とのつきあいとその機会 
  外国人との相互理解のために参加したいもの 
  外国人との相互理解のために地域で必要なこと 
【４】外国人対象のサービス等 
  行政サービスの認知 
  用語の理解（男女共同参画、ユニバーサルデザイン、多文化共生） 
【５】基本属性 
  性別、年齢、同居者、配偶者の国籍 
  磐田市での滞在年数、この団地での滞在年数 
  団地入居前の居住地、職種、意見や要望（自由記述） 
  
５－３ 調査票Ｂ（外国人個人調査）の調査項目一覧 
【１】基本属性 
  性別、年齢、国籍、出生国、日系世代深度、在留資格、初来日年   
  日本での通算滞在年数、磐田市での通算滞在年数、団地入居前の居住地、宗教 
  最終学歴（母国／日本）、帰化の意向とその理由 
【２】社会との関わり 
  生活情報の入手方法、会合や催しへの参加状況 
【３】近隣とのつきあい 
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  団地に住む同国人とのつきあい、団地に住む同国人以外の外国人とのつきあい 
  団地に住む日本人とのつきかい、団地に住む日本人との間の人間関係の壁 
  日本人との今後の関係 
【４】日本語能力 
  会話能力、読む力、書く力、今後の日本語学習意向 
【５】現在の仕事 
  収入を伴う仕事の有無 
  現職の形態、現職の雇用形態、現職を得た情報源、現職の継続期間 
  前月の週当たり労働時間、過去３ヶ月の平均月収 
  現職の業種、現職の職種、現職の労働契約期間、母国への送金 
【６】日本で初めてした仕事 
  日本初職の形態、日本初職の雇用形態、日本初職を得た情報源 
  日本初職の業種、日本初職の職種 
【７】母国でしていた仕事 
  母国での職種 
【８】転居や帰国の予定 
  今後３年以内の転居予定の有無、予定がある場合の転居予定先、今後の日本滞在予定 
【９】配偶者との関係 
  婚姻状況、公的な婚姻届け、結婚した国、同居年数、初婚・再婚の別、配偶者の国籍 
  自分の両親の状況、配偶者の両親の状況 
【10】社会的サポート 
  相談相手 
【11】健康状態や心配事 
  健康状態、悩みやストレスの有無、悩みやストレスの理由 
  困難や行政に望むこと（自由記述） 
   
５－４ 調査票Ｃ（外国人世帯調査）の調査項目一覧 
【１】防災 
  災害への備え、地域防災訓練参加の有無、不参加の理由、災害時の心配事 
【２】行政サービスの認知と利用 
  外国人対象の行政サービスの認知と利用状況 
【３】家族 
  同居人数、同居者、過去３ヶ月の世帯平均月収 
【４】子ども 
  子どもの総数、同居している子どもの人数、同居している 15歳未満の子どもの人数、 
  同居第一子と第二子の状況、行政から受けている援助、ＰＴＡ参加、 
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  学校の週間やルールの情報入手得方法 
  子どもの放課後の遊び相手、子どもの週末の遊び相手 
  学齢期前の子どもの面倒を見る人 
【５】子どもの将来 
  子どもの日本での生活希望の有無、子どもに望む学歴 
  子どもの進学についての課題、子どもに日本で就いて欲しい職種 
  困難や行政に望むこと（自由記述） 
 
６．インタビュー調査 
６－１ 調査方法  
 調査票Ｂ（外国人個人調査）の末尾に連絡先を記入してもらう欄を設け、個別のインタ
ビュー調査に応じてもよい回答者には連絡先の記入を依頼した。連絡先の記載のあった 37
世帯のうち 10世帯に対して、2015年 2月に静岡文化芸術大学のブラジル人学生たちが 2人
一組で回答者の世帯を訪問してインタビューを実施した(5)。その結果は日本語に翻訳した報
告メモとして研究チームに提出されたが、プライバシーに配慮して本報告書では掲載せず
非公開とする。 
 
６－２ インタビュー調査の調査項目一覧と指示内容 
【１】基本事項確認（インタビューを受けた人の属性を確認するため） 
  調査票をめくりながら、簡単に出身地や来日歴、家族等について質問 
【２】仕事のこと 
  いまの仕事だけでなく、来日以降、どんな仕事をしてきたか 
  どういう経路ないし方法で仕事を変わってきたか 
  いまの仕事の問題点は何か 
【３】子どもの教育のこと 
  家庭内の言語状況 
  子どもの交友関係（学校内、学校外） 
  学校にどのようなことを望んでいるか 
  親の帰国・日本滞在についての考え 
  子どもの将来についての考え（どこでどんな生活をしてほしいと考えているか） 
  教育の優先順位（教育、地位、財産等の中で教育がどれほど大切に思われているか） 
【４】団地に住む同胞（同じ国の人）との関係、日本人との関係 
  同じ国の人たちとはどんな関係か 
  団地に住む日本人との間はどんな関係か 
  困った時に助け合ったりする人たちは、どこに住むどんな関係の人たちか 
【５】日本の社会との接点、情報収集 
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  日本の社会との接点となっているは会社か、地域か、あるいは他の何かか 
  日本で生活する上で必要な情報はどのようにして入手しているか 
【６】自治会活動についてどう関わっているか、どう考えるか 
  団地の自治会の活動（掃除等）には参加しているか 
  自治会役員を経験したことがあるか 
  自治会役員をやっていて大変なことは何か 
  団地の自治会活動をしっかりやっている人には、今後どのような形で自治会を運営 
  するとよいと思うか、尋ねてみる 
【７】その他 
  先方が学生に尋ねたいことがある場合、そのことについて意見交換しても構わない 
  その場合、どういう質問で、どのように回答したかも報告すること 
  できれば、インタビューの回答してくれた家族と一緒に写真を撮ってくる 
  （写真は研究上の用途でのみ利用と説明すること） 
 
７．本報告書の構成 
 本報告書は以下、テーマごとにまとめられた７つの章と付録資料から構成される。筆者
による第１章は、調査時点の磐田市の外国人人口を確認した上で、アンケート調査の回答
者の基本的属性を明らかにしている。続く第２章は、生活情報収集と施設利用について、
一部では日本人調査と外国人調査の結果を対比させながら検討する。第３章で筆者は、日
本語能力と社会関係に焦点をあててまとめる。 
 中川による第４章は、外国人居住者の就労状況を取り上げ、雇用形態に注目しながらい
くつかの新たな知見を導いている。第５章で千年は、出産と子育てをめぐるサポート・ネ
ットワークについて論じている。国立社会保障・人口問題研究所が 2013年に実施した「第
５回全国家庭動向調査」の結果も参照しながら、団地に住む外国人の子育てサポート・ネ
ットワークの特質を浮き彫りにしている。千年によれば、団地に居住する外国人の子ども
に焦点を当てて実態を把握した報告は見当たらないという。千年がまとめた第６章は、こ
れまで注目されてこなかった子どもたちの実態を描き出している。イシカワの第７章は、
外国人調査の自由記述回答から外国人住民の声を拾い上げてかれらの意識を明らかにして
いる。 
 
謝辞 
 調査実施に向けて団地の管理部局である静岡県およびＵＲ都市機構との調整をはじめ、
各方面との調整にあたってくださった磐田市市民部市民活動推進課のスタッフに深く御礼
申し上げます。また、団地自治会の役員の皆様には実施面でお世話になりました。調査実
施時には団地に隣接する多文化交流センターを「ベースキャンプ」として利用させていた
だきました。ご関係の皆様に感謝申し上げます。 
10 
 
 
注 
(1) リーマンショック以前の磐田市における多文化共生施策の全体像については、月花
［2008］が手際よくまとめている。なお、この節は池上［2009］を元に 2016 年現在か
ら振り返る形で記述している。 
(2) もちろんこの他にも磐田市では注目すべき施策を数多く展開している。たとえば、2004
年度には、市内 2 カ所で外国人の子どもの学習支援、生活情報提供等を目的とする多文
化交流子育て支援センター事業が開始され、翌 2005 年度には外国人集住団地の近くに
同事業の専用施設として市民と行政の協働により多文化共生交流センターが完成した。
また、2005 年度には広報磐田ポルトガル語版の発行が始まり、ポルトガル語版生活ガ
イドブックも発行された。2006 年度は外国人情報窓口が開設され、外国人登録時のオ
リエンテーション機能、相談機能が強化された。 
(3) 20 名の学生実施チームのうち半数の 10 名が外国につながる学生たちであり、ポルトガ
ル語、スペイン語、中国語、英語については学生実施チームで対応できた。2002 年度
に筆者が焼津市の県営住宅で調査を実施した時は、団地居住者のブラジル人とその友人
らに外国語対応の協力を仰いだことと比較すると、ほぼ 10 年の間で外国につながるニ
ューカマーの大学生がまだわずかではあるが確実に増加していることを実感できる。静
岡文化芸術大学における南米系の定住外国人学生の増加については池上［2014］を参照。
今回の調査においては、調査票の配布・回収をブラジル人大学生が担当しているという
情報が団地内のブラジル人居住者の間に広まったらしく、調査期間の後半になると、訪
問した学生に対して「どうやって日本語を覚えたのか」「どのように勉強して大学に入
ったのか」「学費はどうしているのか」といった質問を投げかけてきた居住者もいた。 
(4) 一部のフィリピン人に対しては、英語の調査票を学生が読み上げ、回答者の英語での回
答を学生が調査票に書き込んだものがあった。 
(5) 個人調査票に「インタビューに応じてもいい」として連絡先を記載したのは 54 名だっ
たが、同一世帯の回答者も複数いたため、実世帯数としては 37 世帯であった。 
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回答者のプロフィール－基本属性、就労実態、今後の滞在と教育に関する意識－ 
 
池上重弘（静岡文化芸術大学） 
 
１．はじめに 
 本章は、各章の分析に先立ち、東新町団地 2014調査の回答者のプロフィールを描き出す
ことを目的とする。具体的には、まず住民基本台帳データから調査時点（あるいはそれに
近い時点）での磐田市および東新町団地の外国人人口の特色を描き出す。次に調査票の回
収数と回収率について詳細に述べる。その上で調査票 A（日本人個人調査）と調査票 B（外
国人個人調査）で共通する質問項目を中心に、日本人の回答と外国人の回答を対比させる
形で回答結果を紹介する。さらに調査票 B（外国人個人調査）と調査票 C（外国人世帯調査）
に基づき、就労の実態、今後の滞在と子どもの教育に関する意識を取り上げて論じる。 
 
２．磐田市、南御厨地区、東新町団地の外国人 
 表１は磐田市、東新町団地を含む市南東部の南御厨地区、そして東新町団地の県営住宅
とＵＲ住宅の総人口と外国人人口、そして関連する比率を示したものである。 
 
表１ 磐田市、南御厨地区、県営住宅・ＵＲ住宅の総人口と外国人人口 
 
出典：磐田市住民基本台帳資料より磐田市が作成した表を筆者が一部改変。 
 
 表１は調査実施時の 2014年 11月に近い 9月末現在の数字である。この表から大きく以
下の３点を読み取ることができる。第一に、南御厨地区、とりわけ団地エリアは外国人の
集住が認められる。磐田市全体でみると総人口 170,776人のうち外国人は 5,983人であり、
外国人比率は 3.5％である。それに対し、南御厨地区では総人口 3,647人のうち外国人は 714
人で外国人比率は 19.6％に跳ね上がる。なかでも団地の外国人比率の高さは突出しており
県営住宅では 56.9％、ＵＲ住宅では 58.4％に及んでいる。今回の調査対象からは除外した
が、南御厨地区には業務請負業者が社宅としている集合住宅もあり、県営住宅とＵＲ住宅
の居住者以外の外国人は、ほぼすべてその民間集合住宅に住んでいる。第二に、南御厨地
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区、とくに団地エリアに住む外国人の子どもの比率の高さを指摘できる。磐田市全体では
16歳未満の外国人の人口は 963人で外国人全体の 5,983人の 16.1％であるのに対し、南御
厨地区では外国人 714人中 219人が 16歳未満でその比率は 30.7％となり、市全体のほぼ
倍となっている。ここから、団地を含む南御厨地区では外国人の子どもが多い、すなわち
家族滞在の子育て層が多いことがうかがえる。また、16 歳未満の外国人の人口を磐田市全
体と南御厨地区で比較すると、市全体で 963人いる 16歳未満の外国人の 22.7％に相当する
219人が南御厨地区に集中していることがわかる(1)。 
 
３．調査票の配布数、回収数と回収率 
 本調査においては、団地に住む 16歳以上の居住者全員を調査対象とした。表２は３つの
調査票の対象者数と回収数、有効回収数とその比率を示したものである。 
 
表２ 東新町団地 2014調査の回収数と回収率 
 
 
 調査実施に際して、磐田市から住民基本台帳に基づく居住者の情報を提供してもらい、
各世帯人員の国籍をチェックし、その国籍に応じて世帯ごとに使用されていると思われる
言語に対応した調査票を入れた封筒を用意した。具体的には、ブラジル人についてはポル
トガル語とやさしい日本語、ペルー人についてはスペイン語とやさしい日本語、フィリピ
ン人については英語とやさしい日本語の調査票を同封した。それ以外の国籍の居住者につ
いては英語とやさしい日本語の調査票を同封した。国籍では日本と表記されていても氏名
や同居人の国籍等から外国籍と思われる場合は、外国人向けの調査票を用意した。 
 日本人向けの個人調査である A票の対象者は 352人で有効回収数は 229であった。有効
回収率は 65.1％となっている。外国人向けの個人調査である B票の対象者 402人のうち、
197 人から回答があった。このうち有効回収数は 190、有効回収率は 47.3％である。今回
は原則として対象者に直接会って、対象者の母語ないしそれに準じる言語を用いて調査の
趣意書（巻末付録資料の調査実施のお知らせ）を提示した上で調査票を手渡しし、対象者
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の指定する日時に対面で回収する方法を採用した。実際には何回訪問しても会えず、玄関
ドアの郵便受けに投函することもあったし、郵便受けに入れてもらった回答を回収するこ
ともあったが、外国語を用いて対応する学生たちが手渡しして回収する直接法を取ったた
め、回収率は筆者らがこれまでに実施した郵送法調査の回収率を大きく上回った(2)。 
 外国人個人調査の有効回収調査票を言語別に分析すると、全体で 190 人のうちポルトガ
ル語が 167人（回収率 87.9％）で圧倒多数を占めた。残りはやさしい日本語が 10人（回収
率 5.3％）、スペイン語が 9人（回収率 4.7％）、英語が 4人（回収率 2.1％）であった(3)。 
 外国人世帯調査票であるC票については、198世帯に配布して 104世帯から回答を得た。
このうち有効回収数は 102、有効回収率は 51.5％であり、言語別の回収率も外国人向け個
人調査の B票の場合と大きく変わらない。やはりポルトガル語での回答が 85.3％と大半を
占めた。やさしい日本語版での回答率は 5.9％で、B 票の回答率（5.3％）とほぼ同様であ
った。 
 
４．基本属性 
 以下では、このあとの各章において重要な情報となる回答者の基本属性を明らかにする
が、そのうち日本人の回答と外国人の回答を対比させることができる項目についてはひと
つのグラフにまとめて紹介する。以下のグラフにおいて、日本人の回答として表示されて
いるのは 229 人を母数とする当該選択肢の回答率、外国人の回答として表示されているの
は 190人を母数とする当該選択肢の回答率である。なお、不詳には無回答を含んでいる。 
 
（１）性別、年齢、国籍、日系世代深度等、個人の属性 
 図１は回答者の性別を示したものである。日本人は男性 44.5％、女性が 52.4％であり、
外国人は男性が 42.1％、女性が 56.8％であった。いずれも女性の比率が高いが、外国人の
方が女性の回答率が高い。 
 
図１ 性別の比較（A票問 15、B票 Q1、単位：％） 
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 図２は回答者の年齢を 10歳ごとの年齢層に区分して示したものである。一見して明らか
なように、日本人は 60歳代が 21.4％でもっとも多く、70歳代が 14.0％でそれに続く。60
歳代と 70歳代を合計すると 35.4％で、日本人回答者の約 3分の 1を占める。一方で外国人
回答者は 30歳代が 38.4％でもっとも多く、40歳代が 23.1％でそれに続く。外国人回答者
の中では 60歳以上はわずか 5％ほどしかいない。日本人と外国人で年齢構成に大差がある。 
 
図２ 年齢層構成の比較（A票問 16、B票 Q2、単位：％） 
 
 
 次の図３は外国人世帯調査票（C票）で質問した同じ世帯に住んでいる人の数（本人一人
の場合は"1人"と回答）である。外国人の場合 3人、4人の世帯が多いことがわかる。 
 
図３ この家に住んでいる人の数（C票 Q6、単位：％） 
 
 図４は外国人回答者の国籍と出生国を示したものである。国籍ではブラジルが 87.9％で
圧倒的に多く、ペルーが 5.3％でそれに続く。日本との回答も 1.6％あった。東新町団地は
元々ブラジル人居住者が多数を占めるため、回答者の国籍についてもブラジルが多数を占
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めた。続けて外国人回答者の生まれた国を尋ねたところ、国籍とほぼ同じ結果が認められ
た。ブラジル、ペルー、フィリピン国籍と回答した者は出生国も同様であった。二重国籍
の分の一部が出生国を日本と回答したようである。今回の調査結果には日本生まれの若い
層の回答はほとんど含まれていないことが示唆される。 
 
図３ 国籍（B票 Q3、単位：％）と生まれた国（B票 Q4、単位：％） 
 
 
 図４は外国人回答者に日系の世代深度を質問した結果である。３世が 39.5％でもっとも
多く、２世も 26.3％でそれに続く。一方、非日系との回答も 25.8％ある。東新町団地 2014
調査の回答者にはブラジル人が多いことから、日系２世、３世の存在が目立つが、非日系
も一定数いることがわかる。 
 
図４ 日系の世代深度（B票 Q5、単位：％） 
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（２）越境移動と日本滞在 
 図５は初めて来日した年を尋ねた結果である。２つのピークがあることがわかる。一つ
目は 1990年代の前半で、これは 1990 年 6 月の改定入管法施行直後に来日した人である。
二つ目は 2000年代前半で、これはリーマンショック前の製造業が好景気に沸いた時期に来
日した人々である。2010年代に入ってから初めて来日した人もわずかながら認められた。 
 
図５ 初来日年（B票 Q7、単位：％） 
 
 日本と磐田市での通算滞在年数を対比させて示したものが図６である。日本での滞在年
数の方が磐田市での滞在年数より長い。日本滞在年数では 10-14年が 31.6％でもっとも多
く、15-19年が 22.6％、20-24年が 21.6％と続く。10年以上日本に滞在している者が 77.4％
に及び、滞在の長期化がうかがえる。約半数の 45.8％が 15年以上の滞在者である。次に図
６のうち、磐田市での通算滞在年数に注目してみよう。磐田市での滞在年数は 0-4 年が
25.8％でもっとも多いが、5-9年が 25.3％で、10年未満の滞在者が 51.1％と過半数となっ
ている。ここから日本国内での移動傾向の強さを読み取ることができる。 
 
図６ 日本（B票 Q８）と磐田市（B票 Q９）での滞在年数の比較（単位：％） 
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 図７は、磐田市での日本人と外国人の通算滞在年数を比較したものである。外国人につ
いては上述の通り、磐田市滞在が 10 年に満たない者がほぼ半数だが、日本人の場合は 30
年以上が 33.6％で、20年以上まで広げると 59.4％に達する。 
 
図７ 日本人（A票問 19）と外国人の磐田市（B票 Q９）での滞在年数の比較（単位：％） 
 
 日本人について磐田市での滞在年数と団地での滞在年数を対比させて示したのが図８で
ある。団地での滞在では 5年未満が 22.6％ともっとも多く、日本人についても団地での滞
在が比較的短い人が認められる。一方、団地滞在が 20年以上の人は 36.3％で、日本人居住
者の約 3分の 1は長期にわたって団地で生活していることがわかる。 
 
図８ 日本人の磐田市（A票問 19）と団地（A票問 20）での滞在年数の比較 
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 団地に住む前はどこに住んでいたかを尋ねたところ、日本人も外国人も磐田市内との回
答がもっとも多く、以下静岡県内、日本国内と続いた。ただし、外国人は磐田市内からの
転入が 65.3％で多く、ほぼ 3分の 2が磐田市内からの転入であることがわかる。 
 
図９ 日本人（A票問 21）と外国人（B票 Q10）団地に住む前の居住地（単位：％） 
 
 
 在留資格については永住者が 52.6％でもっとも多く、過半数が永住資格を持っているこ
とが明らかになった。次いで多いのが定住者で 28.9％を占める。表９の選択肢の上から４
つまではいわゆる「定住型」の在留資格であり、日本での就労に制限がない。定住型の在
留資格保持者の合計が 92.0％に及ぶことがわかる。さらにそこに日本国籍取得者の 3.7％を
加えると 95.7％に達し、欧米の基準からすると「移民」と表現すべき外国人が多い。 
 
図 10 在留資格（B票 Q6、単位：％） 
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 日本国籍取得の意向を明確に示す者は 11.6％に過ぎなかった。滞在が長期化し、永住資
格取得者が過半数に達しているにもかかわらず、日本の場合は日本国籍取得はそれまでの
国籍を放棄しなくてはならないため、現在の国籍放棄にためらいがあったり、帰化のメリ
ットをあまり感じなかったりするためと思われる。帰化を希望する理由については、42 人
を母数とする回答のうち、「就職に有利」が 35.7％、「日本のパスポートがあると便利」が
26.2％、「いつでも自由に日本に戻れる」が 38.1％だった。 
 
図 11 日本国籍取得（帰化）の意向（B票 Q13、単位：％） 
 
 
（３）婚姻状況 
 外国人居住者の婚姻状況を示したものが図 12である。結婚している人が 73.2％でもっと
も多く、独身が 15.3％でそれに続いた。図は省略するが公的な結婚の届け出を役所などに
出したかどうか尋ねたところ、非該当者を除く 162 人のうち、87.0％が届け出をしたと回
答した。また、結婚した国については、同じく 162人のうち、外国が 59.3％でもっとも多
いが、日本との回答も 34.0％だった。夫・妻とも初婚の者は 64.2％でほぼ 3分の 2、夫は
初婚で妻が再婚が 11.7％でそれに続く。夫・妻ともに再婚も 9.3％で、夫は再婚、妻は初婚
が 7.4％であった。 
 
図 12 婚姻状況（B票 Q46、単位：％） 
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（４）学歴 
 母国と日本での最終学歴を尋ねた結果が図 13である。ここでは母国での学歴と日本での
学歴について、あてはまるものをひとつずつ回答してもらった。母国での学歴では高校卒
業が 33.2％でもっとも多く、高校中退が 18.4％でそれに続いた。大学等まで進学し卒業し
た者が 5.3％、中退は 4.7％で、ほぼ 10％が高校卒業後、上位の学校に進学したことがわか
る。一方で、中学校中退が 13.7％、中学校卒業が 14.2％なので、中卒以下の学歴しか持た
ない人が 27.9％いることが明らかになった。日本での学歴については、不詳が 67.4％と多
い。これは無回答を含むためと考えられる。日本での学歴形成はこれからの課題で、高校
在学中の者は 6人で 3.2％、高校中退は 5人で 2.6％であった。大学等を卒業した者はわず
か 2人で 1.1％を占めるにすぎない。 
 
図 13 母国と日本での最終学歴（B票 Q12、単位：％） 
 
５．就労 
 現在、収入を伴う仕事をしているか否かを尋ねたところ、「はい」が 67.4％、「いいえ」
が 24.7％、不詳が 7.9％であった。約 3分の 2が収入を伴う仕事に従事している。 
 
図 14 収入を伴う仕事の有無（B票 Q26、単位：人） 
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 次に現在の仕事について、非該当者を除外した 145 人を母数として、一般に「ハケン会
社」と称される業務請負会社を通して仕事に就いたか否かを示した。図 15を見ると、ほぼ
半数がハケン会社を通して働いていることがわかる。一方、ハケン会社を通さないで仕事
を得ている人は 12.1％、自営業は 3.7％とごく少数に留まっている。 
 
図 15 現在の仕事の形態（B票 Q27、N=145、単位：％） 
 
 仕事の内容（職種）について、母国でしていた仕事（母国）、日本で初めて就いた仕事（初
職）、現在の仕事（現職）の三段階で比較したものが図 16 である。母国では販売・サービ
スが 21.6％でもっとも多いが、事務的職業や専門職・管理職なども含む多様な職種で働い
ていたことがわかる。学生が 18.9％、専業主婦も 10.5％いた。しかし日本での初職は生産
工程・一般作業、つまりいわゆるライン作業での仕事が 84.7％を占めた。日本の側の労働
需要に吸い込まれるように画一的な職種に流れ込む様子がわかる。日本での現職について
も生産工程・一般作業が 77.6％と圧倒的に多い点に変わりはない。滞在年数が長くなって
もライン作業以外の職種に移動できるような状況にはなっていないことが明らかである。 
 
図 16 母国（B票 Q42）と初職（B票 Q41）と現職（B票 Q34、N=152）の職種の比較 
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 日本での初職と現職について業種を比較してみると、図 17に明らかなように製造業が圧
倒多数を占める。初職では電気・電子製品関連や食品関連の製造業が相対的に多いが、磐
田市では自動車・バイク関連の製造業での仕事が多くなる。これは磐田市周辺域の産業の
特色を反映した結果である。 
 
図 17 初職（B票の Q40）と現職（B票の Q33、N=148）の業種の比較（単位：％） 
 
 
６．今後の滞在と教育に関する意識 
 図 18 は今後の日本での滞在予定を尋ねた結果である。明確な永住希望を表明したのは
13.2％でほぼ 8人に 1人であった。不安定な就労状況を反映しているためか、「あとどれく
らい日本で生活するかわからない」との回答が 60.0％でもっとも多かった。 
 
図 18 今後の日本滞在予定（B票 Q45、単位：％） 
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 外国人世帯調査票（C票）から、子どもの将来についての質問項目をまとめる。子どもを
持つ世帯に子どもが将来日本で生活することを希望するか否かについて尋ねたところ、図
19に示すように、希望する者が 38.6％で多かったが、わからないとの回答も 34.1％に及ん
だ。不安定就労に起因する先行きの不透明感がここにも表れていると言える。しかし明確
に希望しないと回答したのは１割であり、わからないと回答している世帯でも滞在が長期
化し、結果的に子どもが日本で教育を受け就労する可能性が高いだろう。 
 
図 19 子どもの将来（日本での生活）への希望（C票 Q19、N=88、単位：％） 
 
 
 次に子どもの教育に対する希望をまとめる。もっとも多かったのは「（日本の）短大・大
学を卒業」で 30.6％を占めた。「専門学校を卒業」が 24.7％でそれに続く。日本の高校卒業
を期待する保護者は 21.2％であった。日本の中学校や外国人学校の中学校段階を卒業する
レベルでよいと考える保護者は 20.0％で、保護者の多くが少なくとも高校卒業ないし外国
人学校の高校段階卒業以上の学歴を期待している。 
 
図 20 子どもの教育に対する希望（C票 Q20、N=85、複数回答、単位：％） 
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 子どもの将来の仕事に関する希望と親世代の現在の仕事の職種を対比させて示したのが
図 21である。上述の通り、親世代では 77.6％が生産工程・一般作業に従事しており、それ
以外の職種で働く者は極めてまれである。しかし、子どもに同じ生産工程・一般作業の仕
事を望む親は皆無だった。つまり、親世代の誰一人として、子どもには自分と同じような
「工場仕事」に就いて欲しいとは思っていなかったのである。それに対して、子どもに専
門職・管理職に就いて欲しいと願う親は 56.1％であり、事務的職業の 11.0％を加えると、
ほぼ 3分の 2に相当する 67.1％が子どもにはホワイトカラーの仕事に就くことを期待して
いるのである。 
 
図 21 親世代の現職（B票 Q34、N=152）と子どもの教育への希望（C票 Q22、N=82）の比較 
   （単位：％） 
 
 ではその希望が叶うためにはどのような課題を乗り越える必要があるのだろうか。図 22
は子どもの進学についての課題を尋ねたものである。 
 
図 22 子どもの進学についての課題（C票 Q21、N=83、複数回答、単位：％） 
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 もっとも回答が多かったのは「家計への負担が大きい」で、37.3％が経済的負担に対する
不安を表明していた。次に多かったのが「翻訳された進学情報が不足」との選択肢で、26.5％
が回答した。翻訳された進学情報自体は、教育委員会や県、NPO 等でも作成し、WEB 上
で閲覧できるものもあるが、そうした資料の情報が十分に行き届いていないことがうかが
える。「日本の進学情報にアクセスできない」は 10.8％、「進学について相談できる人がい
ない」は 9.6％が回答しているが、これらはいずれも進学についての情報が入ってこないこ
とを意味している。子どもの高校卒業やそれ以上の学歴を希望する保護者が多いなか、そ
の希望が実現するために必要な情報を的確に届けるための工夫が求められる。「子どもの学
力が不安」との選択肢も 16.9％が選んでいた。学力面の支援も怠ってはならない。東新町
団地に隣接する多文化交流センターでは、2004年から継続して子どもたちの学習支援を行
っている。今後もさらなる展開が望まれる。 
 
 
注 
(1) 南御厨地区の子どもたちが通う東部小学校や神明中学校は早くから外国人児童や外国
人生徒の教育に積極的に取り組む学校として知られている。リーマンショック以前の磐
田市教育委員会や東部小、神明中の取り組みについては池上［2009］を参照のこと。 
(2) 16歳以上のブラジル人、ペルー人を主な対象とする 2006年の浜松市調査の回収率は、
外国人登録分（無作為抽出による郵送法）で 28.6％、外国人雇用企業経由分（企業が手
渡し・回収）で 59.2％、外国人学校経由分（学校が手渡し・回収）で 65.4％、公立小
学校経由分（学校が手渡し・回収）が 65.4％、全体で 48.5％であった［池上・竹ノ下 
2008: 10］。16歳以上のブラジル人のみを対象にポルトガル語の調査票を用いて実施し
た 2007年の静岡県調査では、外国人登録（無作為抽出による郵送法）で 28.2％、公立
小中学校経由で 56.3％、高等学校経由で 25.3％、全体で 35.3％であった［池上 2009: 
18］。ブラジル、中国、フィリピン、ペルー、韓国・朝鮮、インドネシア、ベトナムの
国籍者を対象に外国人登録情報からの無作為抽出による郵送法で実施した 2009年の静
岡県調査では、国籍による最高の 29.2％（中国）から最低の 20.2％（ベトナム）まで
の幅があるが、全体の回収率は 25.1％だった［静岡県県民部多文化共生室 2010: 2］。 
(3) 多国籍の外国人を対象とした 2009年の静岡県調査では、ルビ付き日本語調査票での回
答が全体で 21.2％であり、ブラジル人については 13.9％となっていた［静岡県県民部
多文化共生室 2010: 2］。今回の東新町団地 2014調査では、それから 5年が経過して
おり、単なるルビ付きではなく「やさしい日本語」に直した調査票だったが、やさしい
日本語での回答はその半分以下の数字だった。その理由については今後のさらなる分析
が必要である。 
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地域での生活－日本語能力、社会関係、情報収集－ 
 
池上重弘（静岡文化芸術大学） 
 
１．はじめに 
 本章では、外国人居住者の日本語能力について概観した上で、団地内外での社会関係や
情報収集の手段等について分析する。滞在の長期化が進み、実態としての定住が進行しつ
つあるのはまぎれもない事実であるが、滞在期間が長いわりに定住外国人の日本語能力が
必ずしも高くないことは各所で指摘されている［たとえば外国人集住都市会議 2015］。外
国人の日本語能力を把握するため、筆者らがこれまで実施した浜松市や静岡県の調査にお
いては、「会話」、「ひらがな等を読める」、「ひらがな等を書ける」、「漢字を読める」、「漢字
を書ける」といった項目について、それぞれ「まったくできない」、「あまりできない」、「ま
あまあできる」、「わりとできる」、「ほぼ完全にできる」という五択の選択肢を提示して主
観的基準によりあてはまるものを選んでもらう形式を取っていた［池上 2008、2009］。し
かしながら、こうした設問と選択肢設定では具体的な日本語能力のイメージがつかみにく
いため、本調査では島田ら［2007］を参考に、より具体的な選択肢を設定した。 
 外国人居住者の社会関係については、日本人調査と対比させながら、地域で行われる会
合や催しの認知と参加状況を明らかにする。さらに、同じく日本人調査とパラレルな質問
項目となっている近隣の人々とのつきあいの程度を描き出す。外国人居住者、とりわけブ
ラジル人居住者が半数近くを占める集合住宅では「ブラジル人コミュニティができている」
ように考える日本人が多いが、果たしてそれは正しい認識であろうか。近隣の人々とのつ
きあいの分析から、この問いに対する答えを導き出したい。 
 本章の最後の部分で、外国人居住者がどのような手段で生活上の情報を収集しているか、
また外国人を対象とした行政サービスをどの程度認知し利用しているかを明らかにする。
この作業を通して、生活上のニーズにどのようにして対応しているかを浮き彫りにしたい。 
 
２．日本語能力 
 本調査では外国人居住者の日本語能力について、個人調査票のなかで「会話能力」、「読
む力」、「書く力」の３点について質問した。リーマンショックのあと、ハケン会社に頼ら
ずに自力でより安定した仕事を続けるには、業務連絡メモ等を書いたり読んだりする能力
が求められるようになった。そこでとくに「書く力」に関する質問では、伝言メモを書く
力が備わっているかどうかに焦点を当てて質問した。 
 図１は会話能力に関する回答結果である。「自分の家族や国などについて簡単な質問に答
えることができる」という選択肢を選んだ者が 51.6％で群を抜いてもっとも多かった。「買
い物をするときに自分の希望や条件を詳しく説明できる」との回答が 20.0％、「自国の教育
制度や政治制度を説明できる」との回答が 6.8％であり、尐し込み入った会話などにおいて
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日常レベルでほぼ問題なく意思疎通できると思われる人はその両者を合計した 26.8％、つ
まりほぼ 4人に 1人と考えることができる。「名前や出身地など、簡単な自己紹介ができる」
との回答は 16.8％、「まったくできない」との回答は 2.6％であった。 
 
図１ 日本語の会話能力（B票 Q22、単位：％） 
 
 
 図２は日本語を読む力について回答結果を示したものである。もっとも多かったのは「カ
タカナやひらがなで書かれた国名や都市名を読むことができる」という選択肢で、33.2％、
ほぼ 3人に 1人がこれを選んでいた。一方で、「まったく読めない」人も 27.9％で 3割近い。
「ひらがな付きであれば市役所や学校からの通知（お知らせ）を読んで理解できる」のは
25.3％、「ひらがななしで市役所や学校からの通知（お知らせ）を読んで理解できる」のは
6.3％、「新聞を読むことができる」のは 4.7％であった。通常の日本語の文書をそのまま読
めるのはわずか 1割ほどであり、文書での通知にはルビ振り、やさしい日本語での表記な
ど工夫が求められることがわかる。 
 
図２ 日本語を読む力（B票 Q23、単位：％） 
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 日本語能力の最後に日本語を書く力についての回答を紹介したい。この質問では分布が
二極化している。「自分の名前をカタカナで書くことができる」との回答が 37.4％でもっと
も多かった。「自分の住所を漢字で書くことができる」という選択肢は、決まった情報を漢
字で書くことができるかどうかを知るために設定したが、これを選択した人は 4.2％でごく
尐数だった。決まった情報ではあるが、やはり漢字のバリアは高いと言える。次に伝言メ
モを書けるかどうかという観点から見ると、「仕事の伝言メモをひらがなやカタカナで書く
ことができる」との回答は 30.0％だった。さらに「仕事の伝言メモを漢字を含めて書くこ
とができる」と回答した 6.3％と合計すると、自分から書き言葉としての日本語を出力でき
るのは 36.3％でほぼ 3分の 1になるが、日本人と同レベルの書く力を有して業務上の伝言
メモを書けるのはまだ 1割にも満たないことがわかる。 
 
図３ 日本語を読む力（B票 Q24、単位：％） 
 
 
 ではこれからの日本語学習希望についてはどうだろうか。図４は今後の日本語学習に対
する希望について質問した結果である。もっとも多かったのは「自分の都合にあう機会が
あればぜひ学習したい」との回答で 54.7％がこれを選んだ。ただし、「自分の都合にあう機
会」という条件に見合う学習機会の設定はなかなか困難である。実際には仕事のない休日
であっても、疲れていたり遊びの約束があったりして日本語学習に時間を振り向けること
が難しい場合が尐なくない。一方、「ぜひ学習したい」という強い学習希望を示したのが
25.8％、ほぼ 4人に 1人であった。こう回答した人たちは何らかの強い動機を持っている
はずだが、現時点ではその動機に見合う学習機会に出会えていないことがわかる。ニーズ
の明確化とニーズに合った学習機会の提供が求められよう。「時間の余裕がないので学習は
無理」との現実的な回答も 13.7％あった。不安定な就労環境の下ではとにかく仕事優先で、
日本語学習に振り向ける時間的余裕がなかなか確保できない人たちがいることがうかがえ
る。滞在の長期化が進むなか、すでに十分な日本語能力を身につけた人もかなりいるであ
ろうと予測したが、「すでに習得しているのでもう十分」との回答はわずか 3.2％に留まっ
た。 
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図４ 今後の日本語の学習希望（B票 Q25、単位：％） 
 
３．地域での会合や催しへの参加 
 本調査では地域で行われる会合や催しについて、日本人居住者と外国人居住者の双方に
対して同じ項目を提示して質問した。質問の対象となったのは、①自治会の役員に参加義
務がある自治会の会合、②役員に限らず自治会の義務として位置づけられる草刈り、ごみ
ひろい、③子ども向けの年中行事の手伝いとしての通学合宿（6月）、キャンプファイヤー
（8月）、④地区をあげての年中行事としての地区運動会（9月第一日曜日）、地区祭り（10
月第一土日）、地区文化祭（11月 3日）、⑤多文化交流センター（及び敷地）で開催される
東新横丁（毎月第 3日曜日）、「こんにちは！」のイベント、⑥地域防災訓練（12月）であ
った。それらの項目について「1 参加したことがある」、「2 知っているが参加したこと
はない」、「3 知らない」という 3つの選択肢を設けて回答してもらった。紙幅の制約から
すべての催しについて回答結果をグラフ化して提示できないため、①～⑥の中からひとつ
ずつ選択して以下に回答結果を紹介する（すべての催しに関する回答については巻末付録
資料の単純集計表を参照）。 
 
図５ 自治会の会合への参加（A票問 1A、B票 Q16A、単位：％） 
 
 まず①の自治会の会合についてみると、日本人も外国人も「参加したことがある」がも
っとも多かった。日本人ではほぼ 50％、外国人でも 40％が参加経験があった。一方、外国
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人は不詳が 21.6％と比率が高くなっている。これは「知らない」との回答とほぼ重なると
考えてよいだろう。日本人でも「知っているが参加したことはない」が 31.4％いた。東新
町団地では十年以上前から外国人居住者も団地自治会に加わる形で自治会運営を図ったき
たため、現在でも自治会の会合に対する外国人の参加率は高いと言える。 
 次に自治会員として参加が義務づけられているごみひろいを取り上げる。自治会の会合
と同様、義務づけられ不参加の場合罰金もあるので、日本人も外国人も「参加したことが
ある」がもっとも多い。ただし、日本人は 75.5％なのに対し、外国人は 63.2％と尐し比率
が低くなる。この場合も外国人回答者の「不詳」が 18.4％と多く、実質的にはごみひろい
のことを理解できていない外国人が一定数いることを推測させる。 
 
図６ ごみひろいへの参加（A票問 1C、B票 Q16C、単位：％） 
 
図７ 通学合宿への参加（A票問 1D、B票 Q16D、単位：％） 
 
 子ども向けの年中行事の手伝いとしての通学合宿は、毎年 6月に南御厨地区の公民館で
二泊三日のプログラムとして行われる。小学校高学年の児童を対象としたこの行事では炊
き出し等で地域の大人たちがボランティアとして関わっている。ボランタリーな活動であ
り、また子どもがいないと関わる必然性がないため、日本人でも「知らない」との回答が
51.5％でもっとも多い。外国人も 31.6％が「知らない」と回答している。参加したことが
ある人は日本人、外国人とも 1割前後に留まっている。 
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 参加がまったく任意でありながら、地域の結束強化に大きく寄与する地区運動会を取り
上げ、参加状況を比較してみよう。図８に明らかなように、地区運動会については日本人
と外国人で大きく参加状況に差が認められた。日本人ではほぼ半数が「参加したことがあ
る」と回答しているのに対し、外国人は「参加したことがある」との回答は 1 割に満たな
い。「知らない」と「不詳」を合計すると、外国人の場合、61.6％とほぼ 3分の 2が地区運
動会の存在自体を知らないものと思われる。 
 
図８ 地区運動会への参加（A票問 1F、B票 Q16F、単位：％） 
 
図９ 東新横町への参加（A票問 1I、B票 Q16I、単位：％） 
 
 毎月第３日曜日に、団地に隣接する多文化交流センター及び敷地内の広場を会場に行わ
れる東新横丁は、軽トラ市や模擬店、フリーマーケット等もあり、団地に賑わいをもたら
している。また、多文化交流センターの学習支援に通う子どもたちが踊りを披露したりす
る回には、その保護者たちが足を運ぶことも多い。図９はそのような定期的なイベントで
ある東新横町への参加状況を示したものである。地区運動会同様、任意参加の催しではあ
るが、子どもが踊りを披露したりする機会でもあるため、外国人でも「参加したことがあ
る」が 20.0％に及んでいる。しかし日本人の参加はおしなべて尐ないようで、「参加したこ
とがある」が 34.5％でほぼ 3分の 1、「知っているが参加したことはない」の 37.1％と「知
らない」の 18.8％を合計すると 55.9％が参加したことがないと回答している。 
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 この部分の最後に地域防災訓練について参加状況を比較してみる。日本人も外国人も「参
加したことがある」がもっとも多いが、日本人では 53.7％であるのに対し、外国人は 38.4％
であり、日本人より 15 ポイントほど低い。「知っているが参加したことはない」人は日本
人も外国人も 20%程度であるが、外国人は不詳が 3割近く、やはり地域防災訓練の存在そ
のものがよく知られていないことがうかがえる。 
 
図 10 地域防災訓練への参加（A票問 1K、B票 Q16K、単位：％） 
 
図 11 災害のための準備しているもの（C票問 1、複数回答、単位：％） 
 
 この点と関連させて外国人世帯調査票（C票）で質問した防災関連の項目についてここで
まとめておこう。災害（地震、台風など）のために準備しているものを尋ねたところ、図
11に明らかなとおり、指定避難場所の確認がもっとも多く 55.9％に達した。他方で「特に
何もしていない」も 46.1％を占めており、防災意識の欠落も危惧される。非常食や飲料水
の準備、携帯ラジオや懐中電灯の準備は、いずれもそれぞれ 15.7％、17.6％と 2 割を下回
り、被災時には困難に直面することが予測される。 
 災害（地震、台風など）の発生時に一番心配なことを尋ねたところ、図 12にあきらかな
ように、家族の安否確認と回答した人が 67.6％で、家族の安否確認が最大の関心事である
ことがわかる。他の選択肢を選んだ人はいずれも 5％以下であった。 
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図 12 災害発生時の一番の心配事（C票問 4、単位：％） 
 
 外国人世帯調査で地区防災訓練への参加について尋ねたところ、回答のあった 102 世帯
のうち「ある」と「なし」がいずれも 48.0％ずつ、不詳が 3.9％であった。図 13に示すよ
うに、不参加の理由としては、回答のあった 54 世帯を母数とすると、「訓練の情報が入っ
てこない」が 37.0％、「時間がない」が 31.5％、「出ても日本語がわかならい」が 37.0％で
あり、「関心がない、必要姓を感じない」という回答は一切なかった。情報伝達、時間（余
暇時間）、日本語の壁の３つが防災訓練参加へのブレーキとなっていることがわかる。 
  
図 13 地区防災訓練不参加の理由（C票 Q3、複数回答、単位：％） 
 
 
４．近隣とのつきあい 
 ここでは団地内の人間関係について、日本人個人調査と外国人個人調査を対比させて検
討しよう。ここで紹介する質問項目と選択肢は 2002年に焼津市の公営住宅で全戸調査を実
施した際と同様である［池上・福岡 2005］。ここでは紙幅の都合で焼津調査との比較は行
わないが、十数年の時間を挟んだ両調査の比較は今後の課題として興味深い。 
 まず同じ国の人とのつきあいについて比較してみる。すわなち日本人回答者は団地の日
本人とのつきあいについて、外国人回答者は団地に住む同じ国籍の外国人とのつきあいに
ついて回答してもらった。図 14はその結果を示したものであるが、ここから次の三点を読
み取ることができる。第一点は、日本人は外国人と比較してみた場合、全般的に浅いつき
あいに留まっている人が多いことである。「あいさつ程度」が 47.2％でもっとも多く、「つ
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きあいはない」との回答も 6.6％あった。第二点は、外国人は「ときどき立ち話」がもっと
も多く 56.8％となっている点である。団地内での表面的現れだけを見ていると、外国人の
方が同じ国の人同士で立ち話をしている様子が目立つので、日本人の多くは「団地内で外
国人コミュニティができている」と思いがちである。しかし第三点として、外国人の場合、
「一緒に何かしたり、相談したりする」ような深い関係にある人たちは意外に尐ないこと
に注目すべきである。これら三点から導かれるのは、日本人はあいさつ程度の表面的なつ
きあいが多いのに対して、外国人は「ときどき立ち話」するようなより情報量の多いつき
あいをしているが、「一緒に何かしたり、相談したりする」ような深い関係になることは尐
なく、「コミュニティができている」とは必ずしも言えないという点である。 
 
図 14 団地に住む同国人とのつきあい（日本人 A票問 2、外国人 B票 Q17、単位：％） 
 
 
 同じ団地に住む同国人以外の外国人とのつきあいについては、同国人ほどの深い関係は
認められなかった。図 15に明らかなように、もっとも多いのはあいさつ程度で 48.9％だっ
た。「ときどき立ち話」も 35.8％あったが、同国人との間のような比率の高さではなかった。
外国人同士でも国籍が異なると比較的表面的なつきあいに終始していることがうかがえる。 
 
図 15 団地に住む同国人以外の外国人とのつきあい（外国人 B票 Q18、単位：％） 
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 図 16は日本人と外国人、相互のつきあいについて記したものである。この図からは次の
三点を読み取ることができる。第一点は、日本人も外国人も「あいさつ程度」のつきあい
が 5 割代でもっとも多くなっていることである。互いにあいさつ程度は交わしているとい
う認識をしている人が半分程度いることになる。第二点は、その一方で認識のギャップが
認められる点である。日本人の回答では、外国人とつきあいはないと感じている人が 2 割
と多いが、外国人側は日本人とつきあいはないと感じている人はわずか 1.6％しかいない。
また、「ときどき立ち話をしている」と捉えている日本人は 14.4％に留まるが、外国人側は
その倍以上の 34.7％が「ときどき立ち話をしている」と認識している。第三点は、「一緒に
何かしたり、相談したりする」ような深い関係があると認識している人は、日本人・外国
人ともにごく一部にすぎないことである。リーマン・ショック以前にできていた団地内で
の多文化共生の関係（日本人と外国人が協働した活動等）が機能しなくなっているという
磐田市長の認識を裏づけることになった。 
 
図 16 団地に住む外国人と日本人とのつきあい（日本人 A票問 3、外国人 B票 Q19、単位：％） 
 
 
 次に団地に住む日本人と外国人の間での人間関係の壁について尋ねた結果を図 17に示す。
日本人に対しては、「団地に住む外国人との間に人間関係の壁を感じますか」と質問し、外
国人に対しては、「団地に住む日本人との間に人間関係の壁を感じますか」と質問した結果
を対比して示した図である。ここにも大きな認識のギャップが認められる。「あまり感じな
い」との回答が日本人も外国人もほぼ 4 割でもっとも多いが、日本人は外国人との間に壁
を感じる人が多い。「とても強く感じる」が 20.1％、「かなり感じる」が 27.9％で、両者を
合計すると、ほぼ半数の 48.0％が外国人との間に壁を感じていることがわかる。その裏返
しとして「まったく感じない」と回答した日本人は 8.3％に留まっている。一方、外国人は
「とても強く感じる」は 4.7％と尐なく、「かなり感じる」の 16.3％と合計しても日本人と
の間に壁を感じている人は 21.0％に過ぎず、日本人の 48.0％の半分以下となっている。外
国人側は「まったく感じない」との回答が 35.3％と多く、日本人の方が外国人に対して人
間関係の壁を感じる傾向が強いことが浮き彫りになった。 
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図 16 団地に住む外国人と日本人との間の人間関係の壁 
   （日本人 A票問 4、外国人 B票 Q20、単位：％） 
 
 以上を踏まえた上で、団地内での今後の関係のあり方について尋ねた結果を検討しよう。
この質問においても大きなギャップが認められる。日本人に対して「団地に住む外国人と
今後どのような関係を持ちたいですか」と質問したところ、「なるべく関わりたくない」が
47.6％でもっとも多かった。「まったく関わりたくない」と強い拒否感を示した 16.6％と合
計すると、64.2％が外国人との関わりに消極的姿勢を見せた。それに対して、外国人に対し
て「団地に住む日本人とこれからどのような関係を持ちたいですか」と質問したところ、「ま
ったく関わりたくない」という回答はなく、「なるべく関わりたくない」も 14.2％に過ぎな
かった。このように消極的姿勢を示す外国人はごく尐数であることがわかる。他方で「尐
し関わりを持ってみたい」が 61.1％でもっとも多く、「もっと積極的に関わってみたい」も
19.5％に及んでいた。外国人の約 8 割が日本人との関わりに積極的姿勢を示していること
がうかがえるのである。 
 
図 17 団地に住む外国人と日本人との間の今後の関係 
   （日本人 A票問 5、外国人 B票 Q21、単位：％） 
 
 
 日本人に対して、団地における今後の外国人受け入れについて尋ねた結果が図 18である。
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「日本人と同じ条件で受け入れればよい」は 17.9％で、他の人は何らかの条件設定を望ん
でいた。「生活ルールの遵守を条件に受け入れればよい」が 54.1％でもっとも多く、「日本
語能力を条件に受け入れればよい」と回答した 14.4％を大きく上回っていた。つまり、日
本語能力の如何は問わないが、団地の生活ルールは守って欲しいというのが本音であろう。
「一切受け入れるべきでない」という強い拒否は 8.7％であり、けっして多数派ではない。 
 
図 18 団地における外国人の受け入れ（日本人 A票問 6、単位：％） 
 
 続けて日本人に対して尋ねたもうひとつの質問の結果を紹介したい。これは「外国人と
の相互理解を深めるために地域で必要なことは何ですか」という質問に対する回答である。
三つまで選択できる形の複数回答とした結果が図 19 である。「生活ルールを外国人に知っ
てもらう」が 65.1％でもっとも多かった。上記図 18で「生活ルール遵守を条件」とする回
答が 54.1％でもっとも多かったのと呼応している。また、「日常的にあいさつする」も 56.3％
でそれに続いた。図 16に示したように、日本人は外国人と「あいさつ程度」のつきあいは
していると回答した人がほぼ半数だったが、その重要性をここでも再確認できる。 
 
図 19 団地における外国人の受け入れ（日本人 A票問 12、単位：％） 
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５．今後の引越予定 
 今後 3年以内に東新町団地から引っ越す予定があるかどうかを尋ねた結果が図 19である。
「大いにある」と「ある程度ある」は引越する可能性がある人たちだが、両者の合計は日
本人で 34.1％、外国人で 30.5％となっており、いずれも約 3割が引っ越す可能性を視野に
入れていた。しかし外国人はほぼ半数に近い 48.9％が「まったくない」と回答しており、
日本人も「まったくない」が 33.6％でもっとも多かった。「あまりない」と「まったくない」
の両者の合計は日本人では 60.2％、外国人では 64.7％で、ほぼ 6割は今後も団地に留まる
ことが予測される。 
 
図 19 今後３年間の団地からの引越予定（日本人 A票問 7、外国人 B票 Q43、単位：％） 
 
 今後３年間の引越予定が「大いにある」、「ある程度ある」と回答した人たちに引越予定
先を尋ねたところ、図 20に示すように、日本人・外国人とも磐田市内がもっとも多かった。
日本人は磐田市内 28.4％とほぼ同率の 27.4％が静岡県内と回答しているが、外国人の場合、
磐田市内は 38.2％と多いものの、静岡県内は 4.4％とごく尐数に留まる。外国への帰国を
想定しているのは 22.1％であった。 
 
図 20 引越予定先（日本人 A票問 8 N=95、外国人 B票 Q44 N=68、単位：％） 
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６．生活情報の収集 
 生活情報をどのような手段によって入手しているかを質問した結果が図 21である。当然
のことながら入手手段は複数考えられるので５つまで選択できる複数回答とした。もっと
も回答が多かったのは、母国語の新聞・雑誌で 55.3％を占めた。リーマンショック以前は
複数のポルトガル語週刉新聞があったが、リーマンショック前後で淘汰され、現在ではポ
ルトガル語活字メディアは月刉のフリーペーパーがブラジル雑貨店やブラジル料理のレス
トラン等に置かれていることが多い。 
 続いて FACEBOOKが 53.7％で多かった。FACEBOOKを通じて友人・知人等から情報を得て
いる人が多いことがわかる。市役所の広報紙（外国語版）も 50.5％で活用されているよう
すがわかる。団地の場合、外国人も原則として自治会に加入しており、広報いわたの外国
語版が届くようになっている。手に届けば情報源として活用していることがわかったので、
いかにして外国人市民（とくにポルトガル語版を読めるブラジル人市民）の手に広報のポ
ルトガル語版を届けるかが課題となろう。 
  
図 21 生活情報の入手方法（外国人 B票 Q15、単位：％） 
 
 以下、同国籍の友人からの情報が 47.9％、日本のラジオ・テレビが 46.8％、母国語のラ
ジオ・テレビが 40.0％となっている。40％以上が利用しているものを主な情報源とすれば、
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日本のラジオ・テレビ以外はすべて母国語での情報収集となっている。逆に言えば、その
中で日本のラジオ・テレビが日本語での情報収集源として重要な位置を占めていることが
わかる。 
 スマートフォンを持っている外国人は尐なくないが、市役所を含む日本の官公庁の外国
語ホームページの利用はさほど多くはない。それらの中では、いわたホッとライン（ポル
トガル語版）が 8.9％でもっとも多いが、市役所の外国語 HPは 6.8％、その他の日本の官
公庁の外国語 HPは 0.5％と低迷している。FACEBOOKの利用は多いのであるから、FACEBOOK
とうまく連動して HP上の情報につなげる工夫が必要であろう。 
 
７．外国人対象の行政サービス 
 磐田市では外国人を対象とする多様な行政サービスが展開している。表１は外国人につ
いてはそれらのサービスをどの程度認知し利用しているかを示し、日本人についてはそれ
を知っているかどうかを示したものである。 
 
表１ 外国人対象の行政サービスの認知と利用（日本人 A票問 13、外国人 C票 Q5、単位：％）
 
 外国人の利用が多い上位三つは、市役所の外国人窓口が 83.3％、ごみ収集カレンダー外
国語版が 78.4％、ポルトガル語版広報いわたが 77.5％となっている。これらについては日
本人の認知度も高く、それぞれ 45.9％、55.9％、57.2％となっている。日本人の場合、市
役所の外国人窓口に足を向けたことはなくても、団地内の生活では回覧板にポルトガル語
版広報いわたが挟み込まれていたり、団地のごみ集積所にごみ収集カレンダー外国人語版
が掲示されていたりするので認知度が高いものと思われる。外国人世帯調査の C票では、
冒頭で「この調査票には家族についての質問があります。子どもがいる場合、子どものこ
とが良くわかっている親が答えてください」と指示が記されている。そのため、多くの場
合、母親が回答したものと思われる。子どものことが良くわかっている親が回答している
ので、多文化交流センターで活動する「こんにちは！」の各種プログラムについての利用
度や認知度も 3割から 4割に及んだと理解できる。 
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注 
(1) 南御厨地区の子どもたちが通う東部小学校や神明中学校は早くから外国人児童や外国
人生徒の教育に積極的に取り組む学校として知られている。リーマンショック以前の磐
田市教育委員会や東部小、神明中の取り組みについては池上［2009］を参照のこと。 
(2) 16歳以上のブラジル人、ペルー人を主な対象とする 2006年の浜松市調査の回収率は、
外国人登録分（無作為抽出による郵送法）で 28.6％、外国人雇用企業経由分（企業が手
渡し・回収）で 59.2％、外国人学校経由分（学校が手渡し・回収）で 65.4％、公立小
学校経由分（学校が手渡し・回収）が 65.4％、全体で 48.5％であった［池上・竹ノ下 
2008: 10］。16歳以上のブラジル人のみを対象にポルトガル語の調査票を用いて実施し
た 2007年の静岡県調査では、外国人登録（無作為抽出による郵送法）で 28.2％、公立
小中学校経由で 56.3％、高等学校経由で 25.3％、全体で 35.3％であった［池上 2009: 
18］。ブラジル、中国、フィリピン、ペルー、韓国・朝鮮、インドネシア、ベトナムの
国籍者を対象に外国人登録情報からの無作為抽出による郵送法で実施した 2009年の静
岡県調査では、国籍による最高の 29.2％（中国）から最低の 20.2％（ベトナム）まで
の幅があるが、全体の回収率は 25.1％だった［静岡県県民部多文化共生室 2010: 2］。 
(3) 多国籍の外国人を対象とした 2009年の静岡県調査では、ルビ付き日本語調査票での回
答が全体で 21.2％であり、ブラジル人については 13.9％となっていた［静岡県県民部
多文化共生室 2010: 2］。今回の東新町団地 2014調査では、それから 5年が経過して
おり、単なるルビ付きではなく「やさしい日本語」に直した調査票だったが、やさしい
日本語での回答はその半分以下の数字だった。その理由については今後のさらなる分析
が必要である。 
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磐田市東新町団地における外国人居住者の就労状況 
 
中川雅貴（国立社会保障・人口問題研究所） 
 
 
 2008 年秋のいわゆる「リーマンショック」に端を発した世界金融危機と、その後の日本
経済の停滞、さらには輸出向け製造業を中心とする国内産業の再編と雇用環境の変化は、
こうした部門を主要な雇用先としてきた在日ブラジル人をはじめとする外国人労働者の就
労状況にも少なからず影響を与えていると考えられる。一方、日本国内に居住するブラジ
ル人口については、2007 年末の 32 万人をピークにその総数が減少傾向にあるものの、そ
の後も若年人口割合の増加―すなわち定住第二世代の再生産―や「永住者」資格取得者の
割合の増加―定住志向の高まり―といった傾向が続くなど、その構成にも変化がみられる。
本章では、こうした在日ブラジル人をめぐる近年の変化を踏まえたうえで、間接雇用を通
じた不安定な雇用状況のもとで、非熟練・非専門職労働に滞留する外国人労働者の典型的
な例と考えられる日系ブラジル人をはじめとする東新町団地の外国人居住者の就労状況に
ついて分析する。 
 
1. 就労状況ならびに雇用形態の概況 
  
図 1. 男女・年齢階級別にみた就業者割合 
 
 
注：就業者割合は，「あなたは、今、仕事をしていますか？」との問いに「はい」と答えた者の割合。「就
学中」および年齢不詳を除く． 
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図 1 は、「磐田市東新町団地の生活状況をめぐる調査」の外国人向け個人調査の 20 歳以
上の回答者について、現在の就業状況を男女・年齢階級別に集計したものである。「あなた
は、今、仕事をしていますか？」との問いに「はい」と答えた人の割合は、20 歳以上の男
性全体で 84%、女性で 65%となっている。年齢階級別にみると、男性では 40 歳代で 95%
以上と顕著に高いが、30 歳代および 50 歳以上では 80%を下回り、とくに 30 歳代の低い就
業率は注目に値する。一方、女性の就業率については、30 歳代以降は年齢階級別の違いが
ほとんどみられないのが特徴といえる。 
 外国人向け個人調査票では、上記に該当する現在就業中の回答者を対象に、「今のあなた
の仕事の形は次のどれですか？」（Ｑ２７）という問いが設けられており、対象者は、「私
の店を持っている」（自営業）、「派遣会社を通して働いている」、「派遣会社は通さないで、
働いている」の３つの選択肢のなかから回答することになっている。集計対象となるサン
プルサイズの制約上、男女・年齢階級別の集計結果を分析することは統計的に困難である
が、図 2 では、この設問に対する回答に基づき、現在就業中の回答者（20 歳以上）につい
て、その雇用形態を男女別に集計した。 
 
図 2. 男女別にみた就業者の雇用形態 
 
注：年齢不詳を除く． 
 
図 2 に示されるとおり、男女ともに、「派遣会社を通して働いている」と答えた人の割合
が約 70%と最も高くなっており、男女別では女性のほうが若干高くなっている。こうした
派遣会社を通じて就業する人の割合の高さは、日本国内における外国人労働者、とりわけ
日系ブラジル人に関する従来の調査研究でたびたび指摘されてきた特徴である。しかしな
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がら、その割合は、静岡県内で外国人住民を対象に実施された同様の調査結果と比較して
も、若干低くなっていることがうかがえる。例えば、「2006 年浜松市外国人調査」では、「派
遣･請負」業者を通じた間接雇用契約で就労している回答者の割合は 76%であった（池上編 
2008）。また、2007 年に実施された「静岡県外国人労働実態調査」によると、ブラジル人就
業者における非正規雇用の割合は 85%（不詳を除く）に達していた（池上・イシカワ 2009）。 
一方で、現在就業中の回答者のうち、派遣会社を通さずに働いている人の割合は、男性
16%（不詳を除くと 18%）、女性 12%（不詳を除くと 14%）と、従来の同様の調査と比較し
て高い割合となっている。なお、「派遣会社を通さずに働いている」と回答した就業者（男
女計：17 人）のうち、71%に相当する 12 人が「期間が決まっていない正規社員として働い
ている」と回答したが、これは全就業者数（男女計：123 人）の 1 割未満であり、東新町団
地における外国人居住者が、依然として不安定な雇用契約・就業状況に滞留していること
がうかがえる。 
図 3 は、こうした雇用形態について年齢階級別にみたものであるが、現在就業中の人の
うち、派遣会社を通じて働いている人の割合は 30 代～40 代のいわゆる「働き盛り」の年齢
層で 75%以上と最も高くなっている。ただし、40 歳～49 歳では、派遣会社を通さずに働い
ている人の割合が 14%（不詳を除くと 17%）と、やや高くなっている。そして、集計対象
者数は少なくなるものの、50 歳以上になると、派遣会社を通さずに働いている人の割合が
27%（不詳を除くと 34%）となり、自営業者の割合も 9%（不詳を除くと 11%）に上昇する。
この集計結果より、東新町団地の外国人居住者のなかでも、日本での在留期間が比較的長
期化している思われる中高年層においては、非正規雇用から正規雇用への移行が一定の割
合で起こっていることがうかがえる。 
 
図 3. 年齢階級別にみた就業者の雇用形態 
 
注：年齢不詳を除く． 
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2. 非正規就業者と正規就業者の比較 
 
表 1 は、就業者の現在の仕事に関する産業部門別分布を、「派遣会社を通して働いている」
グループと「派遣会社を通さずに働いている」（自営業を含む）グループに分けて示したも
のである。雇用形態に関わらず、製造業が大半を占めており、その内訳は、自動車・バイ
ク関連が全体の 65%と最も多い。これは、従来の調査において見られた傾向とほぼ同じで
ある1。全体の 24%を占める「その他製造業」については、ゴム関連、プラスティック、化
学関連（化粧品）等、多岐に渡った。雇用形態別にみると、「派遣会社を通さずに働いてい
る」グループにおいて製造業の割合がやや低下する一方で、サービス業の割合が高くなっ
ており、産業部門別でみた就業状態の多様化が比較的進んでいると考えられる。 
 
表 1. 雇用形態別にみた就業者の産業部門分布 * 
 
総数 ** 
（n = 105） 
  
 派遣会社を通して働
いている（n = 76） 
派遣会社を通さずに
働いている（n = 15） 
製造業 97.1%  98.7%  93.3%  
 （自動車・バイク関連） (64.8%)  (68.4%)  (60.0%)  
 （電機・電器関連） (8.6%)  (7.9%)  (6.7%)  
 （その他製造業） (23.8%)  (22.4%)  (26.7%)  
サービス業 2.9%  1.3%  6.7%  
計 100.0%  100.0%  100.0%  
*  就業分野不詳を除く 
**雇用形態「不詳」および「自営業」を含む． 
 
職種別では，外国人就業者の 91%が生産工程（「ものを作る・作業する」）に従事してい
るという集計結果になったが、派遣会社を通じて就業している外国人に限定すると、その
割合は 94%であった。一方、派遣会社を通さずに従事している外国人就業者の職種をみる
と、生産工程従事者の割合は 79%に低下し、「事務職」や「専門・管理職」に従事する人も
数名ではあるが確認されるなど、ここでも「派遣会社を通さずに働いている」グループに
おける就業状態の多様化がみられた。 
 図 4 は、同様に「派遣会社を通して働いている」グループと「派遣会社を通さずに働い
ている」（自営業を含む）グループ別に、現在の職場での雇用期間について集計したもので
ある。外国人向け個人調査票では、現在就業中の回答者を対象に、「今の仕事は何年くらい
続けていますか？」という質問を設け、その年月を具体的に記入するようにたずねている。
設問の対象者―すなわち現在就業中の人―全体で、回答の不詳割合が 34%と高くなってい
                                                   
1たとえば、「2006 年浜松市外国人調査」によると、集計対象を「回答者本人」に限定した場合、就業先の
産業部門について自動車関連製造業の占める割合は 60%であった（池上編 2008）。 
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る質問項目であるが、回答内容が判別できる調査対象者について、可能な限り雇用形態別
の集計値を算出することにより、その就業状況の実態を確認することができる。具体的に
は、上記のとおり就業者の大部分を占める「派遣会社を通して働いている」グループでは、
現在の仕事の継続期間が「2 年以上～5 年未満」が 40%と最も多く、2 年未満（27%）と合
せると、現在の職場での雇用期間が 5 年未満の就業者の割合は 67%となった。一方、「派遣
会社を通さずに働いている」グループでは、「2 年未満」「2 年～5 年未満」の割合がそれぞ
れ 13%と顕著に低く、70%以上が「5 年以上」となっていた。なお、現在の職場での雇用期
間の平均は、「派遣会社を通して働いている」グループが 4.6 年、「派遣会社を通さずに働い
ている」グループが 9.6 年となっており、その差は 2 倍以上という結果になった。 
 
図 4. 雇用形態別にみた現在の職場での雇用期間 * 
 
*  雇用期間不詳を除く． 
**雇用形態「不詳」および「自営業」を含む． 
 
 派遣会社を通して働いている就業者と通さずに働いている就業者の働き方の違いは、一
週間の就労期間にもみられる。図 5 は、前月の週平均就労時間に関する設問への回答結果
を雇用形態別に集計したものであるが、派遣会社を通じて雇用されている就業者において
就労時間が長くなる傾向がみられる。具体的には、週に 45時間以上働いている人の割合が、
派遣会社を通して働いているグループでは 55%と半数を超えており、週に 60 時間以上働い
ているケースも 17%にのぼった。一方、派遣会社を通さずに働いているグループでは、週
に 60 時間以上働いている人の割合が 13%に低下し，45 時間未満の割合が 50%を超えてい
る。すなわち、雇用契約が不安定で賃金水準も比較的低いと考えられる派遣労働者の特徴
として、長時間労働の傾向がみられる。なお、週当たりの就業時間が 40 時間未満のケース
の割合が、「派遣会社を通して働いている」グループにおいて 13%とやや高くなっているが、
これは、とりわけ女性就業者のなかで、パート・アルバイトとして短時間就労に従事する
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ケースが含まれるためであると考えられる。 
 
図 5. 雇用形態別にみた週当たり就労時間 * 
 
*  就労時間不詳を除く． 
**雇用形態「不詳」および「自営業」を含む． 
 
 
 図 6 は、過去 3 ヶ月間の平均月額給与に関する質問への回答を 5 段階に分類し、派遣会
社を通して働いている人と通さずに働いている人の分布を比較したものである。平均月給
15 万円未満の人の割合は、派遣会社を通して働いている人（26%）と通さずに働いている
人（31%）の間で若干の開きがみられるが、平均月給 25 万円以上の割合は，いずれのグル
ープにおいても 25～26%と、ほぼ同じ結果となっている。また、平均値をみても、派遣会
社を通して働いているグループでは 190,310 円、通さずに働いているグループでは 190,750
とほぼ同じ水準となっており、この調査結果からは、両グループの間の給与水準に顕著な
差は見られない。 
ただし、派遣会社を通して働いている非正規就業者の給与水準は、基本的には就業時間
数あるいは就業日数に依存するという点には注意が必要である。すなわち、派遣会社を通
して働いているグループと通さずに働いているグループの月平均の給与水準に顕著な差が
みられないとしても、派遣労働者の給与水準は、前掲の図 5 で示されたように、比較的長
時間の就業によって維持されていることが示唆される。 
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図 6. 雇用形態別にみた月間収入の分布 * 
 
*  月間収入不詳を除く． 
**雇用形態「不詳」および「自営業」を含む． 
 
 
3. 雇用形態の変化とその関連要因 
 今回の外国人向け個人調査では、現在の就業状況に加えて、来日前の職業および来日し
て最初に就いた職業についての質問を設けている。すでに見てきたとおり、東新町団地に
おける外国人居住者の現在の就業状況については、派遣会社を通じた非正規就業による製
造業での非専門職・非熟練労働への従事者が大部分を占めることが確認される一方で、こ
れまでに静岡県内で実施されてきた同様に調査と比較すると、派遣会社を通さずに就労し
ている人が増加しているという新たな傾向も見られる。そこで、以下では、来日後の雇用
形態の変化に着目し、派遣会社を通じた非正規就業から正規就業（自営業を含む）への移
行とその関連要因について分析する。 
 図 7 では、20 歳以上の男女すべての回答者について、現在の雇用形態を、日本で初めて
就いた仕事の雇用形態別に集計したものである。日本での初職が派遣会社を通じた非正規
就業であった 155 人のうち、60%以上は現在も非正規就業に留まっているが、10%は派遣業
者を介さない正規就業（自営業を含む）への移行を経験している。一方で、日本での初職
が派遣会社を介さない正規就業であった場合でも、その半数近くが、現在は派遣会社を通
じた非正規就業に従事していること、また、日本での初職が正規・非正規に関わらず、こ
れまでに日本での就労経験があるケースでも、「今は働いていない」回答者が一定の割合で
存在することは注目に値する。サンプル規模の制限のため、とりわけ「就業→未就業」の
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ケースに該当する回答者の特徴を詳細に分析することは困難であるが、これまで、男女を
問わず「就業目的のための来日」という動機およびそれに依拠した日本での就労行動によ
って画一的に特徴づけられることの多かった日系ブラジル人をはじめとする外国人の意識
や行動が、多様化していることがうかがえる。 
 
 
図 7. 日本での初職の雇用形態別にみた現在の雇用形態 * 
 
* 日本での初職および現在の雇用形態「不詳」を除く． 
** 「自営業」を含む． 
 
 
こうした非正規就業から正規就業への移行を経験した人の特徴を把握するために、図 7a
～図 7d では、「日本語能力」「教育水準」「現在の仕事を得た方法（情報源）」「定住傾向」
についての集計結果を、派遣会社を通じた非正規就業に留まっているグループおよび現在
は非就業状態のグループと比較した結果を示した。これらの項目は、外国人労働者や移民
の受け入れ国の労働市場における職業達成・経済的上昇の関連要因として国内外の研究で
しばしば指摘されてきたものである。たとえば、Takenoshita (2013) は、2007 年の「静岡県
外国人労働実態調査」によるデータを用いて、「ブラジルでの教育水準」および「日本にお
ける居住年数」が、ブラジル人労働者の日本における非正規就業から正規就業への移行と
有意な関連をもつことを示している。ここでは、サンプル規模の制限により、Takenoshita 
(2013)で採用された手法と同じ多変量解析を実施することは困難であるが、以下に示す二変
量分析（クロス集計）結果からも、従来の調査結果と共通する点および異なる点をいくつ
か指摘することができる。 
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図 7a. 日本における雇用形態の変化と日本語能力および学習意欲 
 
 
注：集計対象は日本における初職が非正規就業であった回答者のみ． 
*現在の雇用形態「自営業」を含む． 
 
図 7b. 日本における雇用形態の変化と教育水準および職業経験 
 
 
注：集計対象は日本における初職が非正規就業であった回答者のみ． 
*現在の雇用形態「自営業」を含む． 
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図 7c. 日本における雇用形態の変化と現在の仕事を得るために用いた情報源 
 
 
注：集計対象は日本における初職が非正規就業であった回答者のみ． 
*現在の雇用形態「自営業」を含む． 
 
図 7d. 日本における雇用形態の変化と滞在年数・永住予定・東新町団地からの引越し予定 
 
 
注：集計対象は日本における初職が非正規就業であった回答者のみ． 
*現在の雇用形態「自営業」を含む． 
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 まず、日本語能力については、Takenoshita (2013) では非正規就業から正規就業への移行
との有意な関連は認められなかったが、今回の東新町団地調査では「話す能力」「読む能力」
「書く能力」「学ぶ意欲」に分けた質問項目を設けることにより、日本語能力と雇用形態の
変化の関連について、より詳細な知見が得られたと言える。外国人調査票では、日本語能
力に関する上記の各項目について、回答者が５段階で自己評価できる選択肢を設けている
が、図 7a では、それぞれの項目について上から２番目までの水準（「学ぶ意欲」以外は、い
ずれも 5 か 4 が該当／「学ぶ意欲」については 1 か 2 が該当）を選択した回答者の割合を、
雇用形態の変化のパターン別に集計した。これによると、日本語に関するいずれの項目に
ついても、正規就業への移行を経験したグループの値が高くなっているが、とくに「話す
能力」および「読む能力」について、非正規就業に留まっているグループとの差が大きく
なっている。「書く能力」が高い水準にある人の割合については、正規就業への移行を経験
したグループで 47%，非正規就業に留まっているグループで 33%と、日本語能力に関する
他の二項目と比較して、いずれのグループでも最も高い割合となっている。また、「学ぶ意
欲」については、「これから日本語を勉強したいと思いますか？」との問いに対して「とて
も勉強したい」あるいは「いい機会があれば、とても勉強したい」と回答した人の割合が、
いずれのグループにおいても 80%を超えており、高い日本語学習意欲がうかがえる。 
 教育水準および職業経験については、正規就業での意向を経験したグループの特徴とし
て、「母国での職業が事務職あるいは専門職」であった人の割合が高いことに加え、日本で
高校卒業以上の教育を受けた人の割合が高いことが挙げられる（図 7b）。一方、母国での教
育水準については、高卒以上の教育を受けた人の割合が、むしろ非正規就業に留まってい
るグループで高くなっている。この集計結果は、来日前に海外で受けた教育水準が、安定
的な雇用への移行を含む日本の労働市場でのパフォーマンス（あるいは評価）に反映され
ないという従来の分析結果と整合的である。ただし、母国で高等学校卒業程度の教育を受
けているかどうかは、来日時の年齢と強い相関をもつ―すなわち来日前の母国での教育水
準が高ければ高いほど来日時の年齢も高くなる―ことが想定され、来日後の日本の労働市
場における適応過程も含めて、その効果については慎重に吟味する必要がある。 
 今回の外国人調査票では、現在就業中の回答者に対して、「今の仕事はどうやって見つけ
ましたか？」という問いが設けられ、設問の対象者は「家族や親せき」「同じ国の友達」「日
本人の友達」「ハローワーク」「派遣会社」といった項目から該当するものすべてを選択す
ることになっている。図 7c では、このうち、人的ネットワークに関する３項目―「家族や
親せき」「同じ国の友達」「日本人の友達」―について、それぞれ選択した人の割合を、非
正規就業に留まっているグループと正規就業に移行したグループの別に示した。（「今は働
いていない」ケースについては、本設問の対象外）。いずれの場合も、「日本人の友達に教
えてもらった」と答えた人は存在せず、外国人集住団地という居住空間の閉鎖性が、その
居住者の求職行動にも反映されていることが示唆される。また、いずれのグループにおい
ても、「同じ国の友達に教えてもらった」と回答する人の割合が、すべての選択肢のなかで
55
最も高くなっており、正規就業への移行に際しても、こうした外国人コミュニティにおけ
る人的ネットワークというインフォーマルな資源が重要な役割を果たしていることがうか
がえる。 
こうした社会的・経済的機能をもつ居住空間としての外国人集住団地という視点に立つ
と、図 7d に示した「日本での滞在年数」「今後の移動可能性」および「日本での永住予定」
という移動性向に関する項目と就業状況についても興味深い関連がみられる。正規就業に
移行した―すなわち比較的安定的な雇用を獲得した―グループの特徴として、日本での滞
在年数が長いという傾向は、従来の調査研究による知見と整合的であるが、加えて、「今後、
団地から引っ越す予定がある」と回答した人の割合（「すごくある」「少しだけある」と回
答した人の割合の総計）が、正規就業に移行したグループでは 60%と顕著に高くなってい
る。また、このグループでは、「日本で永住する予定がある」と回答した人の割合が 20%と
比較的高くなっており、安定的な雇用の獲得―団地からの引っ越し―日本での永住といっ
た一連のプロセスが相互に関連し合いながら、外国人の定住過程における一つのモデルケ
ースとして確立されつつある実態がうかがえる。 
 
4. 女性の就業と家庭 
本章の冒頭で、東新町団地の外国人居住者においても、男性と比較して女性の就業率が
低いこと、30 歳代以降の女性の就業率については年齢階級別の違いがほとんどみられない
ことを確認した。ここでは、こうした女性の就業を規定する要因として、配偶関係および
同居児の有無に着目し、その関連について検討する。 
 
図 8. 配偶関係および同居児の有無でみた 20～49 歳女性の就業者割合 
 
 
注：就業者割合は，「あなたは、今、仕事をしていますか？」との問いに「はい」と答えた者の割合。「就
学中」および年齢不詳を除く． 
*総数には「配偶関係」不詳および「同居している子どもの有無」不詳を含む． 
** 「無配偶」は「未婚」および「離別」「死別」の総数． 
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 図 8 は、20 歳代から 40 歳代の女性の回答者について、配偶関係および同居している子供
の数と就業状態の関連を示したものである。まず、配偶関係については、無配偶者（未婚
および離死別の総数）における就業者割合が 80%に対して、有配偶者ではその割合が 60%
以下と顕著な差が確認できる。図には示されていないが、男性については有配偶者であっ
ても 83%が就業中となっている集計結果と比較すると、結婚を契機とした仕事の中断が、
東新町団地に居住する外国人女性においても、ある程度普遍的にみられるライフコースと
して共有されていることが示唆される。さらに、子どもと同居していないグループではす
べての女性が就業中であるのに対して、同居児数が 1 人の場合は就業者割合が 62%、2 人に
なると 53%に低下し、同居している子ども数と就業率の間に負の相関が確認される。 
 さらに、現在就業中の 20 歳代から 40 歳代の女性について、その配偶関係および子ども
の数と雇用形態―すなわち派遣会社を通じた就業か否か―との関連を示したものが図 9 で
ある。ここでは、配偶関係と派遣就業者割合との間に有意な関連が認められたが、集計対
象数が限定されたこともあり、同居児数と雇用形態の間には明確な関連は認められなかっ
た。 
 
図 9. 配偶関係および同居児の有無でみた 20～49 歳女性の派遣就業者割合 
 
 
注：派遣規就業者は，現在就業中の回答者のうち，雇用形態について「派遣会社を通して働いている」と
回答した者の割合。 
*総数には「配偶関係」不詳および「同居している子どもの有無」不詳を含む． 
** 「無配偶」は「未婚」および「離別」「死別」の総数． 
 
なお、調査時点で不就業状態であった 20～49 歳の有配偶女性（22 人）のうち、「日本に
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来て初めてやった仕事」について「派遣会社を通して働いた」と回答した割合は 96%に上
った。また、15 歳以下の子どもと同居している 20～49 歳女性については、調査時点で不就
業状態であって場合でも、全員が、日本における初職について、「派遣会社を通して働いた」
と回答している。こうした集計結果からも、結婚・育児による就業の中断が、派遣会社を
通じた不安定な就業状況にある外国人女性においても普遍的に観察される傾向であること
が示唆される。家庭内の資源配分に関する視点から見た場合、このような有配偶女性の就
業行動の規定要因および変化のプロセスについての関心が喚起されるが、日本人女性との
比較を通じてその特徴を抽出しつつ、日本での定住および社会・経済的適応といった外国
人が直面する課題を含む文脈において明らかにすることが今後の課題である。 
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出産・子育てをめぐるサポート・ネットワーク 
 
千年よしみ（国立社会保障・人口問題研究所） 
 
 日本に居住する外国人は定住化が進んでいることから、日本で出産・子育てを経験す
るケースが増えている。例えば、厚生労働省の人口動態統計によると、父母ともに外国人
の出生数は1995年の10,363から2013年の12,997へ17年間の間に2,634件増加している。
その結果、父母共に外国人の出生が全出生に占める割合は、1995 年の 0.87％から 1.25％へ
と増加している（国立社会保障・人口問題研究所 2015a）。日本人夫婦の場合、出産・子育
てに関して配偶者（夫）と同程度かそれ以上に多くのサポートを妻に提供しているのは、
夫婦双方の親、特に妻の母親である（国立社会保障・人口問題研究所 2011; 2015b）。
しかし、ニューカマーの外国籍住民の場合、その多くは夫婦の親を母国に残して来日し
ていると思われるが、出産や子育てに際し、どのようなサポート・ネットワークを形成
しているのだろうか。また、サポートの種類にも子育てに関する相談などの心理的サポ
ート、実際に子どもの面倒を見てもらう世話的サポート、長期にわたる支援が必要とさ
れる長期的サポート、短い期間に限り突然支援が必要となる短期的サポートなどの種類
があるが、サポートの性質によって支援を受けることのできるネットワークは、どのよ
うに異なるのだろうか。また、日本人との子育てネットワークはどの程度あるのだろう
か。最後に、誰にも支援を頼むことの出来ない「サポート無し」の人々は、どの程度存
在しており、どのような特徴がみられるのだろうか。 
 本稿では、2014 年に実施した「磐田市東新町団地の生活状況をめぐる調査」のデー
タを用いて、東新町団地に居住する外国人（主としてブラジル人）の出産・子育てをめ
ぐるサポート・ネットワークについて実態を把握する。まず、東新町団地における結婚
経験のある対象者の現在の婚姻状況を把握した上で、重要な子育てサポート提供者と思
われる親の生存状況、居住地を検討する。そして、子育てに関わる心理的サポートや、
子どもの保育、出産時の妻の世話など、出産・子育てにまつわる様々な場面において、
東新町団地の外国人の夫婦がどこからどのようなサポートを得ているのか把握する。 
 なお、サポートのうち経済的な支援に関しては、すべての回答者を対象としたが、そ
の他のサポートは夫婦間の問題や、出産・子育てに関連するサポートであるため、結婚
経験のある対等者に限定して集計した。また、サンプル数が少ないため、細かい分類を
用いた集計は行っていない。 
 
1．結婚経験のある団地居住者の属性 
 結婚経験のある調査対象者は 152 人で平均年齢は 41.1 歳であり、結婚経験の無い者
の平均年齢（24.0 歳）よりもかなり上である。性別は、女性が 56.7％、男性が 43.3％
である。結婚経験がある者には、現在も婚姻状態が持続している有配偶者と、離婚や死
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別により現在は配偶者がいない離死別者に分けられる。今回の調査対象者では、％
が有配偶、％が離死別者であった（図 ）。また、結婚した国についてみると、日本
が ％、外国が ％となっており、外国で結婚したケースの方が多い（図 ）。ま
た、夫婦の国籍をみると、同じ国籍同士の結婚が ％、国籍が違う夫婦が ％で
ある（図 ）。夫・妻の結婚回数についてみると、夫・妻ともに初めての結婚同士が ％、
少なくとも 人が再婚のケースが ％である（図 ）。
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子育てに関するサポート提供者：夫婦の親
表１に、最も重要な子育てサポート提供者と考えられる親の生存割合と居住国を示す。
サンプル数が少ないため、対象者の年齢別にみた親の生存割合は集計していない。表 1
によると、自分の親・配偶者の親にかかわらず、親の生存割合は父親が 53％程度、母
親が 74～77％である。しかし親の居住国をみると、予想通り外国人夫婦の親の多くは
国外に居住している。全体でみると、夫婦の母親のうち日本で居住しているのは 1割程
度、父親では 1割を切る。生存している者に限定しても、日本に居住している親の割合
図 1 婚姻状況 図 2 結婚した国 
図 3 夫・妻の国籍 図 4 夫・妻の結婚回数 
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は、父親・母親にかかわらず概ね 14％程度と低い。従って、実際に子どもの面倒を見
てもらうといった世話的な支援に関しては、親に頼れる外国籍住民の割合は低くなるだ
ろう。 
 
 
 
 
 
．出産・子育てのサポート資源
第 節で、子育てや出産に関して多くの支援を期待できると思われる夫婦の親の状況
について概観した。しかし、子育てのサポート資源には、夫婦の親だけでなく、配偶者、
夫婦のきょうだいといった親族、友達や同僚、といった非親族のネットワーク、非親族
についても、同じ団地の人といった近隣ネットワークもある。さらには保育園や学校の
先生といった公的な施設の社会的資源も含まれる。特に、親や親しい親族が母国にいる
可能性が高い外国籍の夫婦の場合には、親族からの支援よりも、同国人の友達、近所の
人、といった非親族、及び保育園や小学校の先生といった社会的資源から多くのサポー
トを得ていることが予想される。
出産・子育てに関するサポートと言ってもその内容は幅広い。サポートには、日頃育
児を担っている人の相談にのる心理的サポート、通常の育児の担い手に代わって子ども
の世話を行う世話的なサポートに分けられる。前者は、子育てをする人の悩みや困った
時の相談相手になり、必要な情報を提供し、育児にかかわる不安や心配事を払拭するよ
うなサポートである。後者は、いつ、どのくらいの期間そのサポートが必要とされるの
かかが、前もってわからない突発的な支援、サポートが必要とされる期間や時期がある
程度事前に判明している支援、長時間、長期間にわたって世話が必要とされる支援など
に分けることができる。必要とされる支援の内容に応じて、通常育児を担っている者が
支援を求める先を変えることも考えられる。
「磐田市東新町団地の生活状況をめぐる調査」では、日常的に直面する様々な支援の
必要性に応じて、どこにサポートを求めるかを探るため、出産や子育ての状況を具体的
に設定し、それぞれの場面で誰にサポートを頼むのかを最も重要な支援提供者（位）、
次に重要な支援提供者（位）とあわせて尋ねた。状況設定は、①経済的なサポート
（％）
父親の状況 母親の状況 父親の状況 母親の状況
総数 㻝㻠㻢 㻝㻠㻞 㻝㻟㻠 㻝㻞㻥
死亡 㻠㻢㻚㻢 㻞㻡㻚㻠 㻠㻣㻚㻜 㻞㻞㻚㻡
生存 㻡㻟㻚㻠 㻣㻠㻚㻢 㻡㻟㻚㻜 㻣㻣㻚㻡
　日本に居住 㻥㻚㻢 㻝㻜㻚㻢 㻣㻚㻡 㻝㻜㻚㻥
　海外に居住 㻠㻟㻚㻤 㻢㻠㻚㻝 㻠㻡㻚㻡 㻢㻢㻚㻣
注㻝） 結婚経験がある対象者に限定
自分の親 配偶者の親
表 両親の生存割合と居住地
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（経済的に困ったとき、頼りにする人）、②心理的なサポート（夫婦間で問題が
あるとき、相談する人、出産や育児で困ったとき、相談する人、子どもの友人問
題で困ったとき、相談する人、子どもの教育・進路を決めるとき、相談する人）、③
子どもの世話を行う世話的なサポート（子どもが病気になったとき、頼りにする人、
自分が働きに出ているとき、子どもの世話をする人）の三つである。上記の設問に
対し選択肢は 21項目あるが、便宜上、表 2に示すように 11項目に分類する。 
 
 
 
 
 
表 3にそれぞれの場面において、最も優先的に支援を頼む相手、表 4では 2番目に
支援を頼む相手を示す。サンプル数が少ないため、男女別に集計を分けることはしてい
ない。また、有配偶女性のみに限定して集計をすることもしていない。しかし、多くの
項目が出産・子育てに関わるものであるため、「1. 経済的に困ったとき、頼りにする人」
を除く 6項目については、結婚経験がある男女に限定して集計を行った。 
出産・子育てサポートに関して同じく様々な具体的場面を設定して、最も重要な支援
提供者、2番目に重要な支援提供者についてたずねている調査に、国立社会保障・人口
問題研究所が 2013年に実施した「第 5回全国家庭動向調査」がある（国立社会保障・
人口問題研究所 2015b）。この調査は、日本人の既婚女性を対象としており、設問の選
択肢も今回の「磐田市東新町団地の生活状況をめぐる調査」と異なるため、単純に比較
分類  設問の選択肢
1. 配偶者 3) 結婚している相手
2. 親 4) 私の親、5) 結婚している相手の親
3. きょうだい 6) 私のきょうだい、7) 結婚している相手のきょうだい
4. その他親族 8) 私の子ども、9) その他の家族
5. 団地の人 10) 同じ団地に住む同じ国の人、11) 同じ団地に住む日本人
6. 教会の人 12) 教会の人
7. 同国人の友達 14) 同じ国の友達
8. 公的施設の人 16) 保育園や学校の先生、18) 市役所に行く
9. その他
13) 私の国にいる親せき・友達、15) 日本人の友達、
17) ”ハケン会社”の担当の人、19) 多文化交流センターの
人、20) その他
10. サポート無し 2) 相談しない、一人で何とかする、21) 相談できる人がいない
11. 経験無し 1) 経験がない
注）設問の数字は、設問内の選択肢の番号。
表 支援者の分類
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することはできないが、「第 5回全国家庭動向調査」の結果も参照しながら、磐田市東
新町団地の外国籍住民の子育てサポート・ネットワークについてみていく。 
まず、表 3の結果をみると東新町団地の外国籍住民は、必要とされる支援の内容によ
って、様々なサポート資源から支援を受けていることがわかる反面、「サポート無し」
の割合が支援の内容によっては比較的高いことがあげられる。例えば、「②夫婦間で問
題があるとき、相談する人」については、約 5分の 1（20.2％）が「サポート無し」と
回答している。また、「①経済的に困ったとき、頼りにする人」、「③子どもが病気にな
ったとき、頼りにする人」、そして「④出産や育児で困ったとき、相談する人」の 3項
目についても、11～13％の対象者が、「サポート無し」と回答している。「サポート無
し」の回答が一番低かったのは、「⑤自分が働きに出ているとき、子どもの世話をする
人」で、2.3％であった。第 5回全国家庭動向調査と比べると、圧倒的に外国籍住民で
「サポート無し」の割合が高い。前者では項目にもよるが、「サポート無し」の割合は、
高い項目でも 1割は切っていた。集計対象が違うとはいえ、東新町団地の外国籍住民の
「サポート無し」の割合は高い。 
親族からのサポートと非親族からのサポートを比べてみると、「⑤自分が働きに出て
いるとき、子どもの世話をする人」を除いたほぼ全ての項目で、親族からのサポートが
51～73％、非親族からのサポートが 16～29％となっており、親族からのサポートが重
要であることがわかる。一方、「⑤自分が働きに出ているとき、子どもの世話をする人」
は、非親族からのサポートが 57.0％、親族からのサポートが 40.7％であり、非親族か
らのサポートが親族からのサポートを上廻っている。表 3によると「公的施設」の割合
が 45.3％と飛び抜けて高くなっており、これは保育園の役割が大きいことを示唆して
いる。2000年代にしばしばみられたブラジル人による託児所や無認可の保育所の数が
減ったことも影響しているのであろう。また、「⑤自分が働きに出ているとき、子ども
の世話をする人」で「サポート無し」の割合が特に低いのは、回答者に男性が含まれて
おり、その場合には配偶者が面倒を見ることができるためであろう。本報告書の中川に
よる章にみられるように、本調査対象者では有配偶女性で就業率が比較的低く、子ども
の面倒をみるために就業していない可能性が高い。現に、「配偶者」の割合が 30.2％と
高くなっている。 
 第１節でみたように夫婦の両親の多くは母国に居住していることから、親の役割は低
くなることを予想したが、「①経済的に困ったとき、頼りにする人」と「②夫婦間で問
題があるとき、相談する人」については、親の割合の方が配偶者よりも高い。具体的に
は、「①経済的に困ったとき、頼りにする人」では「親」が 1位で 31.7％に達しており、
2位の「配偶者」の 20.6％を上廻っている。「第 5回全国家庭動向調査」の結果でも、
「親」が大きく「配偶者」を上廻っていた。「配偶者」の割合が「親」よりも低くなる
理由としては、今回の調査の場合、集計対象に男性も含まれるため配偶者の女性が働い
ていないケースもあり、その場合には経済的な支援を配偶者に期待出来ないこと、また、
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当事者のみが経済的に困っているのではなく、夫婦で困っている可能性も考えられる。 
 「②夫婦間で問題があるとき、相談する人」についても、「親」の割合が 18.0％、「配
偶者」が 11.2％となっており、「親」の方が「配偶者」よりも高い。「親」に次ぐのは「き
ょうだい」の 15.7％、非親族の「教会の人」の 14.6％であり、いずれも「配偶者」の
11.2%よりも高い。この項目では、配偶者が問題の当事者であるため、相談しにくいと
いうことが挙げられる。ここで目立つのは何と言っても「サポート無し」が 20.2％と
非常に高いことである。少子高齢化という問題を抱えている日本では、ついつい「子育
て支援」の方に目を向けがちであるが、東新町団地に住む外国人にとっては、夫婦間に
問題があった時の相談の方が、政策的な対応が必要とされている課題なのかもしれない。 
 一方、「配偶者」の役割が 40%を超えて圧倒的に集中しているのは、「③子どもが病
気になったとき、頼りにする人」、「⑥子どもの友人問題で困ったとき、相談する人」、
「⑦子どもの教育・進路を決めるとき、相談する人」の 3項目である。配偶者の割合は、
それぞれ順番に 47.1％、49.3％、そして 58.6 %に達している。「③子どもが病気になっ
たとき、頼りにする人」は、急な場合が多いこと、病気であるため保育施設に預けられ
ないことから、どうしても身内の親族に頼るケースも多くなるためであろう。「⑥子ど
もの友人問題で困ったとき、相談する人」では、「配偶者」に続いて「公的施設」の割
合が 18.7％と高くなっており、学校や保育園の先生に相談するケースが多いことが推
察される。この項目に関しては、「経験無し」の割合が非常に高いことに注意する必要
がある。「⑦子どもの教育・進路を決めるとき、相談する人」については、どの項目よ
りも配偶者への集中度が高いことが特徴である。今後の自分たちの生活や滞在予定にも
関わることから、まず夫婦で話し合う必要があるためであろう。 
 サポートを求める先が比較的広範囲にわたるのは、「④出産や育児で困ったとき、相
談する人」である。最も割合が高いのは「配偶者」であるが、最も高いにもかかわらず
25.8%と 4分の 1程度である。次いで「親」が 17.7%、「きょうだい」が 13.9％、「サポ
ート無し」が 11.4％、「教会の人」が 10.1％と、支援を求める先は比較的多様なのが特
徴である。 
 上記をまとめると、夫婦の親は国外に居住しているにもかかわらず、経済的なサポー
トと夫婦間に問題があるときの精神的サポートに関しては、大きな役割を担っている。
働きに出る時の子どもの世話に関しては、保育所の貢献が大きい。子どもが病気になっ
た時の支援などの急を要するサポート、子どもの友達問題や進学に関する精神的なサポ
ートでは、やはり配偶者の役割が重要であることが確認された。また、日本の夫婦に比
べると親一辺倒ではなく、きょうだいや教会の人の役割も比較的大きいことが特徴であ
ろう。出産・子育てに関する精神的サポートは、広範囲なソースから支援を受けており、
また、サポートを得られていないのは、子育てに関する項目よりも、夫婦間の問題に関
する項目であることがわかった。 
  
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族
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
㻤㻥
㻣㻜
㻚㻢
㻠㻢
㻡㻝
㻚㻣
㻣㻜
㻢㻣
㻚㻟
㻡㻝
㻢㻠
㻚㻢
㻟㻡
㻠㻜
㻚㻣
㻠㻤
㻢㻠
㻚㻜
㻢㻠
㻣㻟
㻚㻢
  
　
 配
偶
者
㻞㻢
㻞㻜
㻚㻢
㻝㻜
㻝㻝
㻚㻞
㻠㻥
㻠㻣
㻚㻝
㻞㻡
㻞㻡
㻚㻤
㻞㻢
㻟㻜
㻚㻞
㻟㻣
㻠㻥
㻚㻟
㻡㻝
㻡㻤
㻚㻢
  
　
 親
㻠㻜
㻟㻝
㻚㻣
㻝㻢
㻝㻤
㻚㻜
㻥
㻤㻚
㻣
㻝㻠
㻝㻣
㻚㻣
㻠
㻠㻚
㻣
㻞
㻞㻚
㻣
㻠
㻠㻚
㻢
  
　
 き
ょ
う
だ
い
㻝㻢
㻝㻞
㻚㻣
㻝㻠
㻝㻡
㻚㻣
㻥
㻤㻚
㻣
㻝㻝
㻝㻟
㻚㻥
㻠
㻠㻚
㻣
㻡
㻢㻚
㻣
㻢
㻢㻚
㻥
  
　
 そ
の
他
親
族
㻣
㻡㻚
㻢
㻢
㻢㻚
㻣
㻟
㻞㻚
㻥
㻝
㻝㻚
㻟
㻝
㻝㻚
㻞
㻠
㻡㻚
㻟
㻟
㻟㻚
㻠
2.
 非
親
族
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
㻞㻝
㻝㻢
㻚㻣
㻞㻡
㻞㻤
㻚㻝
㻞㻜
㻝㻥
㻚㻞
㻝㻥
㻞㻠
㻚㻝
㻠㻥
㻡㻣
㻚㻜
㻞㻞
㻞㻥
㻚㻟
㻞㻜
㻞㻟
㻚㻜
  
　
 団
地
の
人
㻞
㻝㻚
㻢
㻝
㻝㻚
㻝
㻜
㻜㻚
㻜
㻜
㻜㻚
㻜
㻝
㻝㻚
㻞
㻜
㻜㻚
㻜
㻜
㻜㻚
㻜
  
　
 教
会
の
人
㻢
㻠㻚
㻤
㻝㻟
㻝㻠
㻚㻢
㻡
㻠㻚
㻤
㻤
㻝㻜
㻚㻝
㻟
㻟㻚
㻡
㻞
㻞㻚
㻣
㻝
㻝㻚
㻝
  
　
 友
達
㻠
㻟㻚
㻞
㻣
㻣㻚
㻥
㻡
㻠㻚
㻤
㻟
㻟㻚
㻤
㻞
㻞㻚
㻟
㻠
㻡㻚
㻟
㻠
㻠㻚
㻢
　
　
公
的
施
設
㻞
㻝㻚
㻢
㻜
㻜㻚
㻜
㻟
㻞㻚
㻥
㻠
㻡㻚
㻝
㻟㻥
㻠㻡
㻚㻟
㻝㻠
㻝㻤
㻚㻣
㻢
㻢㻚
㻥
　
　
 そ
の
他
㻣
㻡㻚
㻢
㻠
㻠㻚
㻡
㻣
㻢㻚
㻣
㻠
㻡㻚
㻝
㻠
㻠㻚
㻣
㻞
㻞㻚
㻣
㻥
㻝㻜
㻚㻟
3.
 サ
ポ
ー
ト
無
し
㻝㻢
㻝㻞
㻚㻣
㻝㻤
㻞㻜
㻚㻞
㻝㻠
㻝㻟
㻚㻡
㻥
㻝㻝
㻚㻠
㻞
㻞㻚
㻟
㻡
㻢㻚
㻣
㻟
㻟㻚
㻠
（経
験
無
し
）
㻝㻡
㻝㻜
㻚㻢
㻝㻤
㻝㻢
㻚㻤
㻟
㻞㻚
㻤
㻝㻤
㻝㻤
㻚㻢
㻝㻞
㻝㻞
㻚㻞
㻞㻠
㻞㻠
㻚㻞
㻝㻠
㻝㻟
㻚㻥
注
1)
「経
済
的
に
困
っ
た
と
き
、
頼
り
に
す
る
人
」以
外
は
、
全
て
、
結
婚
経
験
が
あ
る
人
に
限
定
注
2)
 不
詳
を
除
い
て
集
計
注
3)
 割
合
は
、
「経
験
無
し
」を
除
い
た
総
数
に
対
す
る
比
。
「経
験
無
し
」の
割
合
は
、
総
数
に
「経
験
無
し
」を
加
え
た
実
数
に
対
す
る
比
。
注
4)
 割
合
の
合
計
は
四
捨
五
入
の
関
係
で
10
0に
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
①
 経
済
的
に
困
っ
た
と
き
、
頼
り
に
す
る
人
②
 夫
婦
間
で
問
題
が
あ
る
と
き
、
相
談
す
る
人
③
 子
ど
も
が
病
気
に
な
っ
た
と
き
、
頼
り
に
す
る
人
④
 出
産
や
育
児
で
困
っ
た
と
き
、
相
談
す
る
人
⑤
 自
分
が
働
き
に
出
て
い
る
と
き
、
子
ど
も
の
世
話
を
す
る
人
⑥
 子
ど
も
の
友
人
問
題
で
困
っ
た
と
き
、
相
談
す
る
人
⑦
 子
ど
も
の
教
育
・
進
路
を
決
め
る
と
き
、
相
談
す
る
人
表

出
産
、
子
育
て
を
め
ぐ
る
サ
ポ
ー
ト
資
源
：
１
位

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サポート資源 㻺 㻔㻑㻕 㻺 㻔㻑㻕 㻺 㻔㻑㻕 㻺 㻔㻑㻕 㻺 㻔㻑㻕 㻺 㻔㻑㻕 㻺 㻔㻑㻕
総数 㻝㻞㻢 㻝㻜㻜㻚㻜 㻤㻥 㻝㻜㻜㻚㻜 㻝㻜㻠 㻝㻜㻜㻚㻜 㻣㻥 㻝㻜㻜㻚㻜 㻤㻢 㻝㻜㻜㻚㻜 㻣㻡 㻝㻜㻜㻚㻜 㻤㻣 㻝㻜㻜㻚㻜
1. 親族からのサポート 㻤㻥 㻣㻜㻚㻢 㻠㻢 㻡㻝㻚㻣 㻣㻜 㻢㻣㻚㻟 㻡㻝 㻢㻠㻚㻢 㻟㻡 㻠㻜㻚㻣 㻠㻤 㻢㻠㻚㻜 㻢㻠 㻣㻟㻚㻢
  　 配偶者 㻞㻢 㻞㻜㻚㻢 㻝㻜 㻝㻝㻚㻞 㻠㻥 㻠㻣㻚㻝 㻞㻡 㻞㻡㻚㻤 㻞㻢 㻟㻜㻚㻞 㻟㻣 㻠㻥㻚㻟 㻡㻝 㻡㻤㻚㻢
  　 親 㻠㻜 㻟㻝㻚㻣 㻝㻢 㻝㻤㻚㻜 㻥 㻤㻚㻣 㻝㻠 㻝㻣㻚㻣 㻠 㻠㻚㻣 㻞 㻞㻚㻣 㻠 㻠㻚㻢
  　 きょうだい 㻝㻢 㻝㻞㻚㻣 㻝㻠 㻝㻡㻚㻣 㻥 㻤㻚㻣 㻝㻝 㻝㻟㻚㻥 㻠 㻠㻚㻣 㻡 㻢㻚㻣 㻢 㻢㻚㻥
  　 その他親族 㻣 㻡㻚㻢 㻢 㻢㻚㻣 㻟 㻞㻚㻥 㻝 㻝㻚㻟 㻝 㻝㻚㻞 㻠 㻡㻚㻟 㻟 㻟㻚㻠
2. 非親族からのサポート 㻞㻝 㻝㻢㻚㻣 㻞㻡 㻞㻤㻚㻝 㻞㻜 㻝㻥㻚㻞 㻝㻥 㻞㻠㻚㻝 㻠㻥 㻡㻣㻚㻜 㻞㻞 㻞㻥㻚㻟 㻞㻜 㻞㻟㻚㻜
  　 団地の人 㻞 㻝㻚㻢 㻝 㻝㻚㻝 㻜 㻜㻚㻜 㻜 㻜㻚㻜 㻝 㻝㻚㻞 㻜 㻜㻚㻜 㻜 㻜㻚㻜
  　 教会の人 㻢 㻠㻚㻤 㻝㻟 㻝㻠㻚㻢 㻡 㻠 㻤 㻤 㻝㻜㻚㻝 㻟 㻟㻚㻡 㻞 㻞㻚㻣 㻝 㻝㻚㻝
  　 友達 㻠 㻟㻚㻞 㻣 㻣㻚㻥 㻡 㻠㻚㻤 㻟 㻟㻚㻤 㻞 㻞㻚㻟 㻠 㻡㻚㻟 㻠 㻠㻚㻢
　　公的施設 㻞 㻝㻚㻢 㻜 㻜㻚㻜 㻟 㻞㻚㻥 㻠 㻡㻚㻝 㻟㻥 㻠㻡㻚㻟 㻝㻠 㻝㻤㻚㻣 㻢 㻢㻚㻥
　　 その他 㻣 㻡㻚㻢 㻠 㻠㻚㻡 㻣 㻢㻚㻣 㻠 㻡㻚㻝 㻠 㻠㻚㻣 㻞 㻞㻚㻣 㻥 㻝㻜㻚㻟
3. サポート無し 㻝㻢 㻝㻞㻚㻣 㻝㻤 㻞㻜㻚㻞 㻝㻠 㻝㻟㻚㻡 㻥 㻝㻝㻚㻠 㻞 㻞㻚㻟 㻡 㻢㻚㻣 㻟 㻟㻚㻠
（経験無し） 㻝㻡 㻝㻜㻚㻢 㻝㻤 㻝㻢㻚㻤 㻟 㻞㻚㻤 㻝㻤 㻝㻤㻚㻢 㻝㻞 㻝㻞㻚㻞 㻞㻠 㻞㻠㻚㻞 㻝㻠 㻝㻟㻚㻥
注1)「経済的に困ったとき、頼りにする人」以外は、全て、結婚経験がある人に限定
注2) 不詳を除いて集計
注3) 割合は、「経験無し」を除いた総数に対する比。「経験無し」の割合は、総数に「経験無し」を加えた実数に対する比。
注4) 割合の合計は四捨五入の関係で100にならないことがある。
① 経済的に困っ
たとき、頼りにする
人
② 夫婦間で問題
があるとき、相談
する人
③ 子どもが病気
になったとき、頼り
にする人
④ 出産や育児で
困ったとき、相談
する人
⑤ 自分が働きに
出ているとき、子
どもの世話をする
人
⑥ 子どもの友人
問題で困ったと
き、相談する人
⑦ 子どもの教育・
進路を決めると
き、相談する人
表 出産、子育てをめぐるサポート資源：１位
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 サ
ポ
ー
ト
資
源
㻺
㻔㻑
㻕
㻺
㻔㻑
㻕
㻺
㻔㻑
㻕
㻺
㻔㻑
㻕
㻺
㻔㻑
㻕
㻺
㻔㻑
㻕
㻺
㻔㻑
㻕
総
数
㻥㻣
㻝㻜
㻜㻚
㻜
㻢㻜
㻝㻜
㻜㻚
㻜
㻣㻥
㻝㻜
㻜㻚
㻜
㻡㻥
㻝㻜
㻜㻚
㻜
㻡㻠
㻝㻜
㻜㻚
㻜
㻢㻞
㻝㻜
㻜㻚
㻜
㻢㻞
㻝㻜
㻜㻚
㻜
1.
 親
族
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
㻡㻥
㻢㻜
㻚㻤
㻞㻥
㻠㻤
㻚㻟
㻞㻥
㻟㻢
㻚㻣
㻞㻥
㻠㻥
㻚㻞
㻞㻢
㻠㻤
㻚㻝
㻞㻟
㻟㻣
㻚㻝
㻞㻢
㻠㻝
㻚㻥
  
　
 配
偶
者
㻞
㻞㻚
㻝
㻞
㻟㻚
㻟
㻠
㻡㻚
㻝
㻞
㻟㻚
㻠
㻝㻝
㻞㻜
㻚㻠
㻠
㻢㻚
㻡
㻢
㻥㻚
㻣
  
　
 親
㻝㻟
㻝㻟
㻚㻠
㻝㻞
㻞㻜
㻚㻜
㻠
㻡㻚
㻝
㻝㻜
㻝㻢
㻚㻥
㻞
㻟㻚
㻣
㻣
㻝㻝
㻚㻟
㻝㻝
㻝㻣
㻚㻣
  
　
 き
ょ
う
だ
い
㻞㻣
㻞㻣
㻚㻤
㻥
㻝㻡
㻚㻜
㻣
㻤㻚
㻥
㻝㻜
㻝㻢
㻚㻥
㻟
㻡㻚
㻢
㻤
㻝㻞
㻚㻥
㻡
㻤㻚
㻝
  
　
 そ
の
他
親
族
㻝㻣
㻝㻣
㻚㻡
㻢
㻝㻜
㻚㻜
㻝㻠
㻝㻣
㻚㻣
㻣
㻝㻝
㻚㻥
㻝㻜
㻝㻤
㻚㻡
㻠
㻢㻚
㻡
㻠
㻢㻚
㻡
2.
 非
親
族
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
㻞㻥
㻞㻥
㻚㻥
㻞㻞
㻟㻢
㻚㻣
㻟㻢
㻠㻡
㻚㻢
㻞㻤
㻠㻣
㻚㻡
㻞㻟
㻠㻞
㻚㻢
㻟㻠
㻡㻠
㻚㻤
㻟㻝
㻡㻜
㻚㻜
  
　
 団
地
の
人
㻜
㻜㻚
㻜
㻜
㻜㻚
㻜
㻟
㻟㻚
㻤
㻜
㻜㻚
㻜
㻝
㻝㻚
㻥
㻝
㻝㻚
㻢
㻜
㻜㻚
㻜
  
　
 教
会
の
人
㻡
㻡㻚
㻞
㻢
㻝㻜
㻚㻜
㻤
㻝㻜
㻚㻝
㻠
㻢㻚
㻤
㻟
㻡㻚
㻢
㻡
㻤㻚
㻝
㻠
㻢㻚
㻡
  
　
 友
達
㻝㻞
㻝㻞
㻚㻠
㻤
㻝㻟
㻚㻟
㻝㻝
㻝㻟
㻚㻥
㻝㻞
㻞㻜
㻚㻟
㻣
㻝㻟
㻚㻜
㻝㻝
㻝㻣
㻚㻣
㻠
㻢㻚
㻡
　
　
公
的
施
設
㻜
㻜㻚
㻜
㻜
㻜㻚
㻜
㻟
㻟㻚
㻤
㻣
㻝㻝
㻚㻥
㻤
㻝㻠
㻚㻤
㻝㻜
㻝㻢
㻚㻝
㻝㻡
㻞㻠
㻚㻞
　
　
そ
の
他
㻝㻞
㻝㻞
㻚㻠
㻤
㻝㻟
㻚㻟
㻝㻝
㻝㻟
㻚㻥
㻡
㻤㻚
㻡
㻠
㻣㻚
㻠
㻣
㻝㻝
㻚㻟
㻤
㻝㻞
㻚㻥
3.
 サ
ポ
ー
ト
無
し
㻥
㻥㻚
㻟
㻥
㻝㻡
㻚㻜
㻝㻠
㻝㻣
㻚㻣
㻞
㻟㻚
㻠
㻡
㻥㻚
㻟
㻡
㻤㻚
㻝
㻡
㻤㻚
㻝
（経
験
無
し
）
㻙
㻙
㻙
㻙
㻙
㻙
㻙
㻙
㻙
㻙
㻙
㻙
㻙
㻙
注
1)
「経
済
的
に
困
っ
た
と
き
、
頼
り
に
す
る
人
」以
外
は
、
全
て
、
結
婚
経
験
が
あ
る
人
に
限
定
注
2)
 不
詳
を
除
い
て
集
計
注
3)
 割
合
の
合
計
は
四
捨
五
入
の
関
係
で
10
0に
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
①
 経
済
的
に
困
っ
た
と
き
、
頼
り
に
す
る
人
②
 夫
婦
間
で
問
題
が
あ
る
と
き
、
相
談
す
る
人
③
 子
ど
も
が
病
気
に
な
っ
た
と
き
、
頼
り
に
す
る
人
④
 出
産
や
育
児
で
困
っ
た
と
き
、
相
談
す
る
人
⑤
 自
分
が
働
き
に
出
て
い
る
と
き
、
子
ど
も
の
世
話
を
す
る
人
⑥
 子
ど
も
の
友
人
問
題
で
困
っ
た
と
き
、
相
談
す
る
人
⑦
 子
ど
も
の
教
育
・
進
路
を
決
め
る
と
き
、
相
談
す
る
人
表

出
産
、
子
育
て
を
め
ぐ
る
サ
ポ
ー
ト
資
源
：

位

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サポート資源 㻺 㻔㻑㻕 㻺 㻔㻑㻕 㻺 㻔㻑㻕 㻺 㻔㻑㻕 㻺 㻔㻑㻕 㻺 㻔㻑㻕 㻺 㻔㻑㻕
総数 㻥㻣 㻝㻜㻜㻚㻜 㻢㻜 㻝㻜㻜㻚㻜 㻣㻥 㻝㻜㻜㻚㻜 㻡㻥 㻝㻜㻜㻚㻜 㻡㻠 㻝㻜㻜㻚㻜 㻢㻞 㻝㻜㻜㻚㻜 㻢㻞 㻝㻜㻜㻚㻜
1. 親族からのサポート 㻡㻥 㻢㻜㻚㻤 㻞㻥 㻠㻤㻚㻟 㻞㻥 㻟㻢㻚㻣 㻞㻥 㻠㻥㻚㻞 㻞㻢 㻠㻤㻚㻝 㻞㻟 㻟㻣㻚㻝 㻞㻢 㻠㻝㻚㻥
  　 配偶者 㻞 㻞㻚㻝 㻞 㻟㻚㻟 㻠 㻡㻚㻝 㻞 㻟㻚㻠 㻝㻝 㻞㻜㻚㻠 㻠 㻢㻚㻡 㻢 㻥㻚㻣
  　 親 㻝㻟 㻝㻟㻚㻠 㻝㻞 㻞㻜㻚㻜 㻠 㻡㻚㻝 㻝㻜 㻝㻢㻚㻥 㻞 㻟㻚㻣 㻣 㻝㻝㻚㻟 㻝㻝 㻝㻣㻚㻣
  　 きょうだい 㻞㻣 㻞㻣㻚㻤 㻥 㻝㻡㻚㻜 㻣 㻤㻚㻥 㻝㻜 㻝㻢㻚㻥 㻟 㻡㻚㻢 㻤 㻝㻞㻚㻥 㻡 㻤㻚㻝
  　 その他親族 㻝㻣 㻝㻣㻚㻡 㻢 㻝㻜㻚㻜 㻝㻠 㻝㻣㻚㻣 㻣 㻝㻝㻚㻥 㻝㻜 㻝㻤㻚㻡 㻠 㻢㻚㻡 㻠 㻢㻚㻡
2. 非親族からのサポート 㻞㻥 㻞㻥㻚㻥 㻞㻞 㻟㻢㻚㻣 㻟㻢 㻠㻡 㻢 㻞㻤 㻠㻣㻚㻡 㻞㻟 㻠㻞㻚㻢 㻟㻠 㻡㻠㻚㻤 㻟㻝 㻡㻜㻚㻜
  　 団地の人 㻜 㻜㻚㻜 㻜 㻜㻚㻜 㻟 㻟㻚㻤 㻜 㻜㻚㻜 㻝 㻝㻚㻥 㻝 㻝㻚㻢 㻜 㻜㻚㻜
  　 教会の人 㻡 㻡㻚㻞 㻢 㻝㻜㻚㻜 㻤 㻝㻜㻚㻝 㻠 㻢㻚㻤 㻟 㻡㻚㻢 㻡 㻤㻚㻝 㻠 㻢㻚㻡
  　 友達 㻝㻞 㻝㻞㻚㻠 㻤 㻝㻟㻚㻟 㻝㻝 㻝㻟㻚㻥 㻝㻞 㻞㻜㻚㻟 㻣 㻝㻟㻚㻜 㻝㻝 㻝㻣㻚㻣 㻠 㻢㻚㻡
　　公的施設 㻜 㻜㻚㻜 㻜 㻜㻚㻜 㻟 㻟㻚㻤 㻣 㻝㻝㻚㻥 㻤 㻝㻠㻚㻤 㻝㻜 㻝㻢㻚㻝 㻝㻡 㻞㻠㻚㻞
　　その他 㻝㻞 㻝㻞㻚㻠 㻤 㻝㻟㻚㻟 㻝㻝 㻝㻟㻚㻥 㻡 㻤㻚㻡 㻠 㻣㻚㻠 㻣 㻝㻝㻚㻟 㻤 㻝㻞㻚㻥
3. サポート無し 㻥 㻥㻚㻟 㻥 㻝㻡㻚㻜 㻝㻠 㻝㻣㻚㻣 㻞 㻟㻚㻠 㻡 㻥㻚㻟 㻡 㻤㻚㻝 㻡 㻤㻚㻝
（経験無し） 㻙 㻙 㻙 㻙 㻙 㻙 㻙 㻙 㻙 㻙 㻙 㻙 㻙 㻙
注1)「経済的に困ったとき、頼りにする人」以外は、全て、結婚経験がある人に限定
注2) 不詳を除いて集計
注3) 割合の合計は四捨五入の関係で100にならないことがある。
① 経済的に困っ
たとき、頼りにする
人
② 夫婦間で問題
があるとき、相談
する人
③ 子どもが病気
になったとき、頼り
にする人
④ 出産や育児で
困ったとき、相談
する人
⑤ 自分が働きに
出ているとき、子
どもの世話をする
人
⑥ 子どもの友人
問題で困ったと
き、相談する人
⑦ 子どもの教育・
進路を決めると
き、相談する人
表 出産、子育てをめぐるサポート資源：位
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逆にサポート資源として選択されていない相手をみると、「団地の人」と「日本人の
友達」が目立つ。「団地の人」には、同国人の人も日本人も含まれているが、たとえ同
国人であっても団地内の出産・子育てに関するサポート・ネットワークは、無に等しい
と言える。「日本人の友達」は「その他」に含まれているが、実数をみても非常に少な
く、日本人とのネットワークについても非常に希薄であることがうかがえる。 
表 4は、2番目に支援を頼む相手の集計結果である。サンプル数が非常に少ないので、
参考程度に掲載する。2番目に頼る相手になると、最重要の相手と比べて全般的に親族
の割合が減少し非親族の割合が上昇する。親族では「配偶者」や「親」の割合が低下し、
「きょうだい」や「その他親族」の割合が上昇する。非親族では「友達」の割合が全般
的に高まる傾向がみられる。 
「サポート無し」の割合が 1位では「②夫婦間で問題があるとき、相談する人」が
20.2％と飛び抜けて高かったが、2位についてもこの項目の「サポート無し」は 15.0%
と高かった。つまり、最初から相談できる相手がいない人が既に 2割程度いるほか、と
りあえず相談出来る相手が一人はいる人も、その次に頼れる人がいない、というケース
が多いということを示している。2位についても「団地の人」の割合は低く、団地居住
者の近隣ネットワークの低さを示唆している。 
 
．サポートを得られないのは誰か
それでは、どのような属性の人々がサポートを得られないのであろうか。表 5は、選
択肢の第１位に「サポート無し」と回答した対象者を「サポート・ネットワーク無し」
として分類し、個人の属性がサポート・ネットワークの有無によりどのように違うのか、
比較したものである。すべての設問に対して「不詳」または「非該当」であった対象者
は除いている。 
 統計的に有為な違いが出たのは、在留資格、最終学歴、そし日本滞在予定の三つであ
った。特に最終学歴による違いが大きい。まず「在留資格」であるが、永住者または日
本国籍の者は、「サポート・ネットワークあり」が 72.2％であるのに対し、それ以外の
在留資格の場合は 56.3％へ減少する。永住者・日本国籍保持者でサポート・ネットワ
ークありの割合が高いのは、日本在住期間が長いためかもしれない。最終学歴の違いに
よる分布をみると、学歴が高くなるほどサポート・ネットワークありの割合が上昇する。
例えば、中学校卒ではサポート・ネットワークありの割合は 40.7％と半数以下であるが、
高校中退で 72.7％、高校卒以上で 78.7%と、中学校卒とそれ以上では大きな差がみられる。
また、日本滞在予定についてもサポート・ネットワークの有無に大きな違いがみられた。
永住予定者ではサポート・ネットワークありの割合は 42.9% と半数以下である。滞在期間
の目安がある対象者では、その割合は 81.0%に跳ね上がる。永住は予定していないが、滞
在期間について「わからない」と回答した対象者では、69.7%であり、永住予定者よりは高
いものの、滞在期間の目安がある回答者よりは低いという非常に興味深い結果であった。 
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㻔㻑㻕
サポートネット
ワークあり
サポートネット
ワーク無し
㻺
性別
　女性 㻢㻣㻚㻞 㻟㻞㻚㻤 㻢㻠
　男性 㻢㻤㻚㻤 㻟㻝㻚㻟 㻠㻤
在留資格㻖㻖
　永住者・日本国籍以外 㻡㻢㻚㻟 㻠㻟㻚㻤 㻠㻤
　永住者・日本国籍 㻣㻢㻚㻣 㻞㻟㻚㻟 㻢㻜
前住地 
　磐田市内（団地含む） 㻢㻡㻚㻤 㻟㻠㻚㻞 㻣㻢
　磐田市以外 㻣㻞㻚㻞 㻞㻣㻚㻤 㻟㻢
宗教
　宗教無し 㻣㻡㻚㻜 㻞㻡㻚㻜 㻝㻢
　カトリック 㻢㻤㻚㻜 㻟㻞㻚㻜 㻡㻜
　カトリック以外の宗教 㻢㻠㻚㻠 㻟㻡㻚㻢 㻠㻡
最終学歴㻖㻖㻖
　中学卒 㻠㻜㻚㻣 㻡㻥㻚㻟 㻞㻣
　高校中退 㻣㻞㻚㻣 㻞㻣㻚㻟 㻞㻞
　高校卒以上 㻣㻤㻚㻣 㻞㻝㻚㻟 㻢㻝
日本語能力（話す）
　全然話せない 㻣㻜㻚㻜 㻟㻜㻚㻜 㻞㻜
　簡単な話ならできる 㻣㻞㻚㻟 㻞㻣㻚㻣 㻢㻡
　説明ができる 㻡㻣㻚㻝 㻠㻞㻚㻥 㻞㻤
日本語能力（読む）
　全然読めない 㻢㻣㻚㻣 㻟㻞㻚㻠 㻟㻠
　ひらがなが付いていれば読める 㻣㻞㻚㻝 㻞㻣㻚㻥 㻠㻟
　ひらがなが付いていなくても読める 㻢㻟㻚㻥 㻟㻢㻚㻝 㻟㻢
就業状況
　仕事をしていない 㻢㻡㻚㻡 㻟㻠㻚㻡 㻞㻥
　仕事をしている 㻢㻤㻚㻤 㻟㻝㻚㻟 㻤㻜
団地引っ越し予定 
　予定なし 㻢㻣㻚㻝 㻟㻞㻚㻥 㻤㻞
　予定あり 㻣㻟㻚㻟 㻞㻢㻚㻣 㻟㻜
日本滞在予定㻖
　永住　 㻠㻞㻚㻥 㻡㻣㻚㻝 㻝㻠
　滞在期間の目安あり 㻤㻝㻚㻜 㻝㻥㻚㻝 㻞㻝
　滞在期間の目安なし 㻢㻥㻚㻣 㻟㻜㻚㻟 㻣㻢
健康状態
　良くない 㻤㻟㻚㻟 㻝㻢㻚㻣 㻝㻞
　普通 㻢㻞㻚㻤 㻟㻣㻚㻞 㻠㻟
　良い 㻢㻣㻚㻥 㻟㻞㻚㻝 㻡㻢
ストレスの有無
　ストレスを感じない 㻣㻡㻚㻢 㻞㻠㻚㻠 㻠㻝
　ストレスを感じる 㻢㻟㻚㻥 㻟㻢㻚㻝 㻣㻞
注1) Q54の1位に、「１」か「２１」を選択した場合、「サポートネットワーク無し」とした。
注2) 結婚経験ありの人に限定
注3) すべての回答が不詳か非該当を除く
注4) ** 5％水準で有意、* 10％水準で有意  
  
表 5 個人の属性別、サポート・ネットワークの有無 
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表 6は、年齢、日本居住年数、磐田市居住年数、結婚持続年数の平均をサポート・ネ
ットワークの有無別に集計したものである。すべての指標についてサポート・ネットワ
ークがある人ほど平均値が高い傾向がみられるが、統計的に有意ではない。 
 
 
サポートネット
ワークあり
サポートネット
ワーク無し
年齢 㻠㻝㻚㻥 㻟㻥㻚㻣
㻺 㻥㻢 㻡㻡
日本居住年数 㻝㻠㻚㻥 㻝㻟㻚㻡
㻺 㻥㻢 㻡㻡
磐田市居住年数 㻝㻜㻚㻠 㻤㻚㻣
㻺 㻥㻡 㻡㻡
結婚持続年数 㻝㻢㻚㻤 㻝㻡㻚㻝
㻺 㻥㻞 㻡㻜
注1) Q54の1位に、「１」か「２１」を選択した場合、「サポートネットワーク無し」とした。
注2) 結婚経験ありの人に限定
注3) すべての回答が不詳か非該当を除く
注4) ** 5％水準で有意、* 10％水準で有意  
 
以上の結果から、筆者が興味深く思ったのは最終学歴によるサポート・ネットワーク
の違いである。これまでのブラジル人の就業形態に関する研究では、ブラジル人の給与、
就業形態（派遣、非派遣）、に教育レベルの違いは見られない、というのが通説であっ
た。というのも、ブラジルでどのレベルの学歴を終えていようとも、たとえ母国で専門
職に従事していても、日本に居住するブラジル人の大部分は派遣社員として工場での組
み立てラインに従事するのが一般的であるためである。今回の結果は東新町団地の住民
であり、且つ出産・子育てに関するサポート・ネットワークという限定的なサンプルで
はあるが、最終学歴による違いが出たことは注目に値する。就業形態や給与は同じであ
っても、サポート・ネットワークの有無が大きな違いを生むことによって、高学歴保持
者は失業等のリスクに直面してもそれを回避しやすい状況にあるかもしれない。 
また、日本滞在予定とサポート・ネットワークの有無に関する結果も非常に興味深い。
ブラジル人の子どもたちの高校進学に大きなマイナス要因として作用しているのは、経
済的要因以外には親の日本における滞在予定であった（Takenoshita et al 2014）。
Takenoshitaらの分析結果によれば、親の日本滞在予定がはっきりしていない場合に、
子どもが高校へ進学する可能性は低下していた。今回の結果についても、滞在の目安が
はっきりしている場合にはサポート・ネットワークがある可能性は高くなるが、無い場
合には低くなる。また、少数ではあるが永住予定者にサポート・ネットワークありの割
合が低いことは気がかりである。本調査の個人票では、約半数の対象者の在留資格が永
住者である。しかし「日本に永住するつもり」と回答した割合はわずかに 13％程度で
表 6 サポート・ネットワークの有無別にみた滞在指標等の平均値 
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ある（巻末表参照）。日本での滞在予定がどのようなメカニズムでサポート・ネットワ
ークにまで影響を及ぼし、なぜ永住予定だとサポート・ネットワークを持たない人が多
いのか、今後、検討する必要があるだろう。 
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東新町団地における外国人の子どもたち 
 
千年よしみ（国立社会保障・人口問題研究所） 
 
 外国人の定住化の進展とともに、親と一緒に来日する子どもや、日本で生まれる外国籍
の子どもたちの数も増え続けている。子どもの各国籍別の構成割合をみると、各国籍別の
人口構成とは異なった傾向がみられる。例えば、2014 年末の在留外国人統計によれば、全
在留外国人数 212 万人のうち中国人約 65 万人と全体の約 3割を占め最も高い。次いで、韓
国・朝鮮籍の 23.6％、ブラジルの 10.3％、フィリピンの 8.3％という順番になっている（法
務省 2015）。一方、ほぼ義務教育修了までに相当する 0〜14 歳の子どもに注目すると総数は
188,119 人に達している。そのうち中国人の 0-14 歳は 56,808 人で 30.2％を占めており、
全人口構成割合とほぼ同ベルにある。韓国・朝鮮は 29,224 人で 15.5％を占めており、0-14
歳の子どもの割合は全人口に占める割合よりも低い。一方、ブラジル人とフィリピン人は
子どもが占める割合が全人口に占める割合よりも高く、ブラジルが 30,838 人で 16.4％、そ
してフィリピンが 21,136 人で 11.2％を占めている（図 1）。2006 年にはブラジル国籍の子
どもは 49,446人で 25.4％と 4分の 1弱を占めていた。その後、2008年に 53,402人で 26.1％
と人数・割合ともにピークに達してのち減少傾向に転じ、2014 年には 16.4％となっている。
それでもブラジル国籍が外国籍に占める割合は 10.3％であるから、ブラジル人は子どもの
割合が高い。 
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図 1 国籍別 0-14 歳人口の割合 
出所：法務省「在留外国人統計」各年 
(%) 0-14 歳人口 
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これまでに義務教育年齢にある外国籍の子どもたちが直面する最も大きな課題として、
不就学及び高校進学率の低さが挙げられてきた（太田・坪谷 2005; イシカワ 2005; 佐久間 
2006）。日本でホワイトカラー職に就くには、高校卒業は最低限必要な条件であり、特にブ
ラジル人の場合、親のように工場で肉体労働に就きたくなければ、高校に進学するしか道
はない。しかし、これまでブラジル人の子どもは日本語能力に付随する学力不足、クラス
でのいじめ等の深刻な問題に直面してきている。また、教育現場における問題の他にも、
家庭環境の影響も大きい（イシカワ 2005）。例えば、Ishikawaは、高校・大学進学を果たす
ためには、子どもが来日した年齢という要因の他に本人の努力はもちろんのことであるが、
親の子どもの教育に対する関心の高さや家計の安定が重要な要因であると指摘している
（2009）。 
また、Takenoshita 他の研究（2014）においても、本人の来日時の年齢の他、高校進学を
果たすことのできたブラジル人生徒の親の特徴として、親の就業が安定していたこと、親
自身の日本語能力が高いこと、日本とブラジルの間を頻繁に行き来するようなトランスナ
ショナルな移動をあまりしていないことが影響していることを指摘している（Takenoshita et 
al. 2014）。さらに、親が長時間労働に従事しているために子どもを監視できる状態にないこ
と、子どもの宿題や勉強を見てあげられないこと、親自身がどのくらい日本に滞在するか
の見通しが立っておらず先行きが不透明であること、という状況も関係するだろう（竹ノ
下 2005）。 
 本稿は、2014 年に実施した「磐田市東新町団地の生活状況をめぐる調査」のデータを用
いて、東新町団地に居住するブラジル人の子どもの状況と、子どもが置かれた家庭環境に
ついて実態を把握する。近年、地方の大規模団地に外国人が集住する現象が各地にみられ
るようになり、団地内の日本人居住者と外国人居住者との関係（池上 2001; 都築 2003； 稲
葉他 2008）が注目されている。しかし、団地に居住する外国人の子どもに焦点を当てて実
態を把握した報告は、見当たらない。 
 公営や都市機構の集合住宅は、入居条件さえ満たせば良いので民間のアパートやマンシ
ョンと違い入居差別が無い。家賃も安く、敷金・礼金・仲介手数料も不要で経済的である。
特定の団地に外国人が数世帯入居すると、噂が広まり次々と同じ国籍の外国人が入居し、
外国人集住団地が生まれる傾向にある（稲葉 2009）。ブラジル人の場合は多くの人が人材
派遣業者に雇われているため、初期のころは人材派遣業者が提供する宿舎に居住していた。
しかし、仕事が無くなると宿舎を出なければならず、2007 年のリーマン・ショックの際に
は多くのブラジル人が住む家を失うという事態に陥った。業務請負業者を替わっても引っ
越す必要の無い「広くて安い」住居は、ブラジル人にとっては一種の「安全保障」でもあ
る（池上 2001）。団地側も、高度成長期に建設されたものの中には、立地条件が悪く建物・
設備が老朽化しており、特に大規模団地では空き室発生率が高めの所が多い。そのため、
入居もすぐに出来る場合が多い。こうして外国人の入居者が増えると共に、日本人は団地
を敬遠し、団地が大規模であれば外国人の母語のみで生活できる環境が形成されていく（稲
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葉 2009）。 
ブラジル人が集住する団地に住んでいる場合、一軒家やマンションに住むのとは異なり、
子ども達はブラジル人が多く集住する地域で育つことになる。このような団地に居住する
ことは、一見エスニック・ネットワークが十分に発達し、そこからのサポートにアクセス
しやすいように見える。その反面、団地に居住しているということは、経済状態が不安定
であることが推察される。更に、地元の住民からは低所得者の吹き溜まりのような場所と
いうラベルを貼られがちであり、現に反社会的な活動に走りがちなグループが居住してい
る可能性も高い。このような団地に居住する子どもたちは、家族や友人とどのような関わ
り方をしているのであろうか。そして、団地に居住する親は子どもの将来に関してどのよ
うな希望を抱いており、子どもの教育に関してどのような問題を課題として挙げているの
だろうか。 
本章の分析は、各世帯に 1 通ずつ配布された世帯票のデータを元にしている。各世帯の
子どもに関しては、世帯票において同居する 0〜15 歳の子どもに関する情報を最大 2 名ま
で記入してもらっている。子どもの情報には、性別、年齢、出生国、来日年、就園・就学
状況、就園・就学先、子どもと夕食を食べる回数、子どもとの会話の言語が含まれる。ま
た、各世帯について、行政から受けている支援、PTAへの参加、日本の学校の習慣やルール
に関しての情報源、子どもの遊び相手、子どもの将来に対する希望等についてもたずねて
いる。本稿では子どもの立場から状況を把握することを目的としているため、世帯票デー
タを子ども個人単位に置き換え、そこに世帯票のその他の情報、個人票から得られた親一
人の情報をマッチさせており、その分析結果を提示する。子ども単位にデータを構築し直
すことにより、得られる子どもの情報を全て有効に用いることができるという利点がある
が、同じ世帯に子どもが 2 人いる場合には、その世帯の特徴にウエートが置かれる結果と
なることに留意する必要がある。また、子どものサンプル数は年齢が不詳のケースを除き、
94ケースと尐ない。集計する変数やクロス表によっては 94よりも更に尐なくなるため、細
かい分類を用いた集計は行わない。 
 
１．子どもがいる世帯の世帯構成 
まず、子どもが属する世帯の構造から見ていこう。0 歳から 15 歳の子どもがいる世帯の
平均世帯人員数は 4.0 人、子どもの数は 2.3 人、同居する子どもの数は 2.1 人、そして同
居する 0歳から 15歳の子どもの数は 2.0人となっている（表 1）。世帯人員の分布でみても、
やはり 4人が最も多く全世帯の 43.0％を占めており、次いで 3人が 23.7％である（表 2）。
家族形態でみると（表 3）、二人親と子どもから成る核家族世帯が最も多く、75.3％で 4 分
の 3 を占める。次いで、一人親と子どもから成る世帯が 18.3％を占めている。その他の世
帯には、(1) 夫婦、子どもと夫婦の親から成る世帯、(2) 夫婦、子どもと夫婦の親、そし
て夫婦のきょうだいから成る世帯、(3)世帯主、子どもと夫婦の親から成る世帯、そして(4) 
世帯主、子どもと世帯主のきょうだいから成る世帯が含まれる。(3)と(4) は親やきょうだ
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いと同居しているために、一人親世帯には分類されないが、子どもの親は一人であり、団
地に住むブラジル人には一人親世帯が多いことが示唆される。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
家族形態別に調査票記入者の性別をみたのが、表 4 である。二人親と子どもから成る世
帯では、記入者である親の性別は女性 47.0％、男性 53.0％とほぼ男女半数に分かれている。
しかし、一人親と子どもから成る世帯の場合、記入者である親の性別は、83.3％が女性、
16.7％が男性であり、母子世帯が多いことがわかる。子どものサンプル数が尐ないので確
定的なことは言えないが、東新町団地における母子世帯に属する子どもの割合は高く、ひ
いては、子どもの貧困率も高いことが予想される。 
 
２．子どもがいる世帯の経済状況と行政からの支援の受給 
 世帯票では、過去 3 か月間の世帯の平均月収をきいている。子どもが属する家族形態別
に平均世帯月収を示したのが図 3である。全体でみれば 20万未満の世帯は 16.9％であるが、
一人親世帯では 20万未満の世帯は 7割強を占めており、一人親世帯の経済状況が特に厳し
い状態にあることがわかる。二人親世帯では、30 万-40 万未満が 4 割強で最も高く、次い
で 20万-30万未満が 4分の 1を占めている。そして、40万以上の世帯が 3割弱程度存在し
ている。 
それではどのくらいの子どもが行政から支援を受ける世帯に属しているのだろうか。行
政からの支援に関する設問の選択肢には、(1) 児童手当、(2) 生活保護、(3) 母子家庭等
自立支援給付金、(4) 要保護ないし準要保護児童生徒認定による就学援助費、(5) 受給し
割合 N 記入者情報 女 男 N
二人親と子ども 75.3 70 二人親と子ども 47.0 53.0 66
一人親と子ども 18.3 17 一人親と子ども 88.2 11.8 17
その他 6.5 6 その他 83.3 16.7 6
合計 93 89
平均 N 世帯人員 割合 N
世帯人員 4.0 93 2人 5.4 5
子どもの数 2.3 93 3人 23.7 22
同居する子どもの数 2.1 91 4人 43.0 40
同居する子どもの数（0-15歳） 2.0 92 5人 17.2 16
6人 10.8 10
合計 93
表 1 子どもがいる世帯の平均人員 
 こど 
表 2 子どもがいる世帯の世帯人員分布 
 こど 
表 3 子どもがいる世帯の家族形態 
 こど 
表 4 家族形態別、調査票記入者の性別 
 こど 
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ていない、が設けられており、当てはまるものすべてに○をつける形式になっている。児
童手当は中学校修了までの国内に住所を有する児童で、夫婦と児童 2 人から成る世帯で所
得制限が年収 960 万円と寛大であるため、多くの世帯が該当すると考えられる。母子家庭
自立支援給付金は、母の主体的な能力開発の取り組みを支援することを目的としており、
雇用保険の教育訓練給付の受給資格を有していない人が対象教育訓練を受講し、修了した
場合、経費の 20％が支給される制度である。要保護ないし準要保護児童生徒認定による就
学援助費は、経済的理由により就学困難な児童および生徒に対する学用品費、教科用図書
費、修学旅行費等の補助である。 
 
 
 
 
 
 表 5 によると、予想通り児童手当は 95.5％とほぼ全ての子どもが受給している。一方、
要保護ないし準要保護児童生徒認定による就学援助費を受給している世帯に属する子ども
は 7.9％、次いで、母子家庭等自立支援給付金が 5.6％、生活保護受給世帯にいる子どもは
3.4％とわずかであった。家族形態別に受けている行政支援の種類数を集計した結果が、図
4 である。二人親世帯では 86.6％が１種類のみの支援を受けており、そのほぼ全てが児童
手当である。続いて 2種類受給が 7.5％、受給無しが 3.0％、そして 3種類以上支援を受け
ている世帯はゼロであった。一方、一人親世帯の子どもでは、１種類が 88.2％（児童手当）、
3種類（児童手当、母子家庭等自立支援給付金、要保護ないし準要保護児童生徒認定による
就学援助費）受給が 11.8％となっている。まったく支援を受けていない子ども、2 種類の
支援を受けている一人親世帯はそれぞれゼロであった。その他の世帯の子どもについては、
全世帯が 1種類（児童手当）を受給している。 
 
図 3 子どもがいる世帯の家族形態別、平均世帯月収 
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行政からの支援 受給割合 N
児童手当 95.5 89
生活保護 3.4 89
母子家庭等自立支援給付金 5.6 89
要保護ないし準要保護児童生徒
認定による就学援助費
7.9 89
 
 
 
 
 
 
３．学校の習慣やルールについての情報源と PTA参加状況 
次に学校に関する情報をどこから入手しているかについて、子どもの年齢別に示したの
が図 5である。子どもの年齢は、ほぼ就学前に相当する 0-5歳、小学校に相当する 6-12歳、
中学校に相当する 13-15 歳の 3 グループに分類した。図 5 によると、子どもの年齢が上昇
するにつれ「先生に聞く」及び「日本人の知り合い」の割合が増加することがわかる。子
どもが 0-5歳では「先生に聞く」の割合は 52.8％と半数強であるが、6-12歳では 58.1％と
6割弱、13-15歳では 71.4％と 7割を超える。一方「日本人の知り合い」に聞く割合は、0-5
歳では 5.6％と１割にも満たないが、6-12歳でも 6.5％、13-15歳では 23.8％と急増激する。
安定的に高いのは「同国人の知り合い」で、0-5歳で 58.3％、6-12歳で 51.6％、そして 13-15
歳で 52.4％と全ての年齢でほぼ半数を超えている。また、磐田市独自の取り組みである多
文化交流センターも、0-5歳では 5.6％であるが、小学校・中学校相当の年齢に達すると 10％
弱に達するようになる。学校からの配布物は、就学前や小学校では 55％から 61％と多くの
割合を占めているが、中学校に達すると 42.9％と半数を割る。 
3.0 
86.6 88.2 
100.0 
7.5 
3.0 
11.8 
0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%
90%
100%
二人親と子ども 一人親と子ども その他
なし 1種類 2種類 3種類
表 5 行政からの支援の受給割合（％） 
図 4 家族形態別行政からの支援受給数 
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中学校になると「先生に聞く」や「日本人の知り合い」が上昇し「学校からの配布物」
が減尐するのは、学校からのお便りの日本語が難しくなってくること、受験や部活などの
制度や仕組みが複雑で日本独自のものであることから、お便りに書かれていない背景や前
提とされている知識が親に不足していること等があるのではないかと考えられる。 
 学校の習慣やルールに関する情報収集先の数について、子どもの年齢別に集計したもの
が、図 6である。子どもが就学前の年齢である場合には、情報収集先が「１カ所」が 36.1％、
「2カ所」が 36.１%であり、2カ所までで 72.2％とほぼ 4分の 3を占める。子どもが小学
相当では「1カ所」が 32.3％であるが、「2カ所」が 41.9％と増加する。これが中学校相当
になると、これまでゼロだった「5カ所」が 9.5％と約 1割に達し、「1カ所」、「2カ所」が
それぞれ 33.3％となる。子どもが中学校になると、親はなるべく多くの情報源から情報を
収集する傾向があることが読み取れる。 
 
 
 
 
図 5 子どもの年齢別、学校に関する情報源 
図 6 子どもの年齢別、学校に関する情報源数 
(%) 
(%) 
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 それでは、親の PTA の参加状況は子どもの年齢の上昇と共にどのように変化するのであ
ろうか。図 7 によると、子どもが中学校に入るまでは、親の PTA 参加率にあまり大きな変
化はみられない。「参加したことがない」が最も高く、0-5 歳で 63.9％、6-12 歳で 59.4％
と 6 割前後の親が PTA に参加したことがない。小学校に入ると「できる限り参加」が就学
前に比べて増加するが、それでも 18.8％である。しかし、子どもが中学校に入ると、「参加
したことがない」との回答は、38.1％に大きく減尐し、「できる限り参加」との回答が 28.6％
と増加する。「できる限り参加」、「ほぼ欠かさず参加」、そして「役員経験あり」を合計し
た割合は、0-5歳では 22.2％、6-12歳で 31.3％、そして 13-15歳では 42.9％と徐々に増加
する。子どもが中学校に入学すると、親の PTA 参加率、学校に関する情報収集源は大きく
増加する。また、情報源の種類も「学校の配布物」から、「先生」や「日本人の知り合い」
など、日本人と直接対面して収集する形へ変化することがわかる。受験や部活など日本独
自の制度に子どもが関わることから、親もできる限り正確な情報を収集しようとしている
姿勢が読み取れる。 
 
 
 
 
４．子どもの属性と就学状況、進学への課題 
 次に子ども自身の特徴について把握する。子どもの性別を年齢別にみると（図 8）、全体
としては男性が 51.7％、女性が 48.4％でとほぼ半数ずつに分かれ、0-5歳、6-12歳も同様
である。しかし、13-15 歳については、男性が 28.6％、女性が 71.4％と女性の割合が顕著
に高い。次に子どもの出生国を年齢別にみてみると（図 9）、子どもの年齢が低いほど日本
生まれの割合が高くなっていることがわかる。日本生まれの子どもの割合は、13-15歳では
半分であるが、6-12歳では 61.8％、そして 0-5歳では 94.6％と 9割を超える。就学前の子
どもでは第二世代が主流となりつつある。これは、上の子どもは親と一緒に来日し、下の
子どもが日本で生まれるケースが多いことや、子どもの年齢が低い層で親が日本で結婚し
た割合が高くなっていることが関係しているだろう（図 10）。 
図 7 子どもの年齢別、親の PTA参加状況 
(%) 
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図 8 子どもの年齢別、子どもの性別 
図 9 子どもの年齢別、子どもの出生国 
図 10 子どもの年齢別、親が結婚した国 
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それでは、外国で生まれた子どもの来日年はどのような分布になっているだろうか。図
11によると 6-12歳、13-15歳どちらについても 2005-2009年の間に来日した子どもの割合
が最も高く、前者で 21.2％、後者で 27.3％である。次いで 2000-2004年であり前者で 9.1％、
後者で 18.2％となっている。2010年以降の来日は減尐しており、在留外国人統計とも一致
する結果となっている。 
 
 
 
 
次に子どもの就学状況について示したのが図 12である。小学校・中学校に相当する年齢
では、9割を超える子どもが就学している。6-12歳で就学していない子どもは 6.1％いるが、
年齢的なものと思われる。義務教育年齢にあたる 13-15歳で就学していない子どもは 4.8％
存在している。0-5歳では親が働いていれば保育園に通学していると考えられるが、44.7％
の子どもが保育園に行っておらず、2000 年初期の頃と比べると就学前で保育園に通学して
いる子どもの割合は減尐しているようである。 
 通園・通学している子どもの就園・就学先についてみると（図 13）、0-5歳では 9割近く
が日本の保育園に通っている。残りの 1 割は外国人学校である。6-12 歳では日本の小学校
が最も多く約 65％を占めており、日本の保育園が 14.3％、外国人学校が約 1割、外国人学
校の保育園・幼稚園が 7％という順番になっている。13-15歳に達すると、日本の中学校が
63％で最も多く、外国人学校が約 2割、日本の高校が 1割、小学校が 5％である。13-15歳
では女子の割合が高いためか（図 8）、高校に通っているのは全て女子である。 
 
 
図 11 子どもの年齢別、子どもの来日年 
＊6-12歳で、外国生まれの子どもで来日年が不詳のサンプルがあったため、図 9の割合とは一致しない。 
82 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
それでは、子どもの進学について親はどのような課題を抱えているのだろうか。子ども
の進学についての課題を複数回答可で親に聞いた結果を子どもの年齢別に示したのが図 14
である。全ての年齢について最も高いのが「家計への負担が大きい」であり、0-5歳では 5
割弱であるが 6-12歳では 5割、そして 13-15際では 67％と約 3分の 2を占める。就学前は、
「翻訳された進学情報が不足」も 5 割弱と高いが、子どもが小学校相当・中学校相当にな
ると「子どもの学力」と「翻訳された進学情報の不足」の２つが経済的負担に続く課題と
なっている。 
図 12 子どもの年齢別、就学状況 
図 13 子どもの年齢別、通園・通学先 
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５．親との関わり方 
夕食を一緒にとる回数及び子どもとの会話言語は、子どもと親との関わりを見る指標と
して設問に含めた。親との夕食の回数を図 15に示す。全体では 9割が「ほぼ毎日」という
結果になった。子どもの年齢が比較的低いため、全体としてみた場合に「ほぼ毎日」の割
合が高く出る傾向にある。13～15 歳では「ほぼ毎日」の割合が 8 割台に減尐し「週に 3-4
回」が 1割弱に増加する。「あまり無い」と回答した割合も 5％程度に増加する。 
 
 
 
 
 
図 14 子どもの年齢別、進学への課題 
図 15 子どもの年齢別、夕食を一緒にとる回数 
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次に親と会話する時に使う言語についてみると（図 16）、8割の子どもが「親の母国語」
を用いており、次いで「両方の言語が半々で混ざる」が 15.7％である。「ほぼ日本語」の割
合は 3％程度であり、非常に低い。これを子どもの年齢別にみると、0-5歳、6-12歳では全
体的な傾向とほぼ同様であるが、13-15 歳になると「親の母国語」が 75.0％と若干減尐す
る。「両方の言語が半々で混ざる」は 15.0％で他の年齢と大きな差はみられないが、「日本
語」の割合が 1割と大きく上昇する。 
 
 
 
それでは親との会話に用いる言語に、子どもが生まれた国は関係あるのだろうか。図 17
は、子どもが生まれた国別に親との会話に用いる言語を示したものである。「日本生まれ」
の場合に「日本語」が 4.7％、「外国生まれ」の場合にはゼロという違いはあるが、全体的
に生まれた国による大きな差は見られない。子どもの年齢の効果の方が大きいと考えられ
る（図 16）。 
 
 
 
図 16 子どもの年齢別、親と会話する時に使う言語 
図 17 子どもの生まれた国別、親と会話する時に使う言語 
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６．子どもの遊び相手 
 世帯票では、子どもの平日の遊び相手、週末の遊び相手について複数回答可能な形で聞
いている。図 18 が平日の遊び相手、図 19 が週末の遊び相手の結果である。まず平日から
みていくと、0-5歳では「きょうだい」が 65.5％と最も高く、「一人で遊ぶ」が 44.8％、「同
国人の友達」が 24.1％である。6-12 歳になると、「きょうだい」と「一人で遊ぶ」がそれ
ぞれ 5 割、2 割程度に減尐する一方、「同国人の友達」、「日本人同級生・友達」がそれぞれ
5割、「その他の外国人の友達」も 18.8％と増加する。更に 13-15歳に達すると「同国人の
友達」が 66.7％、「日本人同級生・友達」も 47.6％と更に増加する。そして、「きょうだい」、
「一人で遊ぶ」は 33.3％、19.1％に大きく低下する。 
 
 
 
 
  
 次に週末の遊び相手について各年齢階級別にみると（図 19）、0-5歳では概ね平日のパタ
ーンを踏襲しているが、「一人で遊ぶ」の割合が平日よりも低く、その分「きょうだい」の
割合が増加する傾向がみられる。普段、学校に行っていて昼間一緒に遊べないきょうだい
と、週末には遊ぶことができるためであろう。次に 6-12歳の週末の遊び相手をみると、平
日と比べて「日本人同級生・友達」、「同国人の友達」の割合が低く「きょうだい」の割合
が上昇する。13-15歳についても、平日と比較すると「きょうだい」の割合が 33.3％から 5
割に上昇し、「日本人同級生・友達」と「同国人の友達」の割合が減尐する。 
平日・週末にかかわらず、子どもの年齢とともに「きょうだい」と「一人で遊ぶ」の割
合は減尐し、「日本人同級生・友達」と「同国人の友達」の割合が上昇する。どの年齢層で
も、同国人の友達と遊ぶ割合の方が、日本人の友達と遊ぶ割合より高い。週末の遊び相手
は、どの年齢についても「きょうだい」が最も高い。週末は家族と過ごすケースが多いた
めであろう。 
 
図 18 子どもの年齢別、平日の遊び相手 
(%) 
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７．子どもの将来に関わる親の希望 
 世帯票では、親が子どもに望む将来の居住国、学歴、希望する職業について聞いている。
居住国に関しては、「あなたは子どもが将来も日本で生活することを希望しますか」という
形で、子どもの将来の居住国に関する希望を聞いている。図 20は、子どもの年齢別に親の
希望を集計したものである。これをみると、子どもの年齢の上昇とともに、「いいえ」（子
どもが日本で生活することを希望しない）という回答は減尐することがわかる。たとえば、
0-5 歳では、「いいえ」の割合は 16.7％であるが、6-12 歳では 6.3％と半分以下に減尐し、
13-15歳ではゼロとなる。しかし、「はい」（日本で生活することを希望する）との回答が一
律に上昇するわけではない。「はい」の割合は、それぞれの年齢ごとに 47.2％、 67.5％、 
57.1％であり、子どもが 6-12 歳の時に最も高い。13-15 歳では、「わからない」が 42.9％
に達し、最も高くなる。ブラジル人は、他の外国人と比べて今後の滞在予定は不明とする
回答が高いことが恒常的に知られており、そのことが子どもの将来の居住国に関しても影
響していると思われる。 
 
 
 
図 19 子どもの年齢別、週末の子どもの遊び相手 
図 20 子どもの年齢別、親は子どもに日本に居住することを希望するか 
(%) 
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一方、記入者である親の日本滞在年数別に子どもの将来の居住国の希望について集計し
たところ、滞在年数が長いほど「いいえ」の回答が減尐する（図 21）。例えば、滞在 0-9年
のグループでは、「いいえ」の割合は 18.2％であるが、10-19年では 4.4％、そして滞在 20
年以上ではゼロになる。しかし、「わからない」の回答は滞在 0-9 年で 27.3％だったのが、
10-19 年で 41.3％に急増し、20 年以上滞在してもその割合に変化はみられない。長期に滞
在することで比較的経済的に安定している場合には「はい」と回答できるが、経済的に不
安定な場合には「はい」とはっきり答えられずに「わからない」を選択するのかもしれな
い。 
 
 
 
 次に親が子どもに希望する学歴について、子どもの年齢別にまとめたのが図 22 である。
すべての年齢に共通して、子どもに「短大・大学を卒業」することを希望する親が最も高
い。その割合は 0-5歳で 3割弱、6-12歳で 5割弱、13-15歳で 4割弱、全体では 4割弱と
なっている。子どもが 0-5歳とまだ小さいうちは、「短大・大学を卒業」に続いて「母国の
通信教育で大学を卒業」、「専門学校を卒業」、「わからない」が 17.7%ずつで親の希望は分散
しがちである。6-12 歳になると、「専門学校」が 23％弱で「短大・大学」に続く。しかし
13-15 歳になると「短大・大学を卒業」の後は「母国の通信教育で大学を卒業」が 24％に
達し、続いて「専門学校」の 14.3％になる。大学受験の年齢が近づくにつれ、日本・外国
にかかわらず「大学」は卒業してほしいという親の希望がはっきりしてくるためだろう。
子どもの将来の居住国に関しては「わからない」の回答が高かったが、子どもの将来の学
歴に関しては、大学（選択肢は短大と大学を一緒の分類にしたが、「母国の通信教育で大学
を卒業」を希望する割合が高いことから、大学進学を希望する親が多いと思われる）卒業
を希望する親の割合が高いことは明らかである。 
図 21 親の日本滞在年数別、親は子どもに日本に居住することを希望するか 
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 世帯票では、子どもが将来日本で就業する場合の職業についても、親の希望を聞いてい
る（図 23）。子どもに望む学歴に比例して、ここでも親の希望は「専門職・管理職」に集中
している。具体的には、0-5歳で 79％、6-12歳で 78％、そして 13-15歳では 9割を超える。
親の多くが従事していると思われる「生産工程」はゼロ、「農業」、「専業主婦」についても
ゼロであった。子どもの性別でみると（図 24）、親が子供に「専門職」を希望する割合は、
男子の場合に女子である場合よりも高く（男子 86.8％、女子 75.0％）、その分「事務職」
を希望する割合が女子の場合に高い（男子 10.5％、女子 20.0％）。しかし、それ以外に特
に目立ったジェンダー間の差異はみられない。 
 
 
 
 
 
図 22 親が希望する子どもの学歴 
図 23 子どもの年齢別、親が子どもに希望する将来の職業 
(%) 
(%) 
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「ブラジル人の親は子どもの教育に関心が無い」という一般的なイメージとは異なり、
調査の結果からは、多くの親が子どもに大学まで進学し、専門職・管理職についてほしい
というはっきりした希望を抱いていることがわかった。親の子どもの教育に関する関心の
高さは、本調査に付随するインタビューの結果からもうかがえる。 
インタビューによると、多くの親はブラジルでの教育と日本の教育を比較し、ブラジル
の教育レベルは下がっているため、子どもに日本で教育を受けさせたいと望んでいる。子
どもの将来の夢を応援し、そのためには失業してもすぐ次の仕事を見つけ、経済的にサポ
ートし続けたいと考えている。子どもが浜松への高校を希望している家族は、そのために
団地から引っ越すことも考えている。 
子どもが勉強する意欲を持つには親とのコミュニケーションが大切であるが、日本語が
話せない親とポルトガル語が話せない子どもで成り立っている家庭もあり、親子のコミュ
ニケーションが難しくなっているケースも多々あるようである。子どもとのコミュニケー
ションがうまく行っている親子は、子どものポルトガル語学習能力が高いように思われる。
ある子どもの高校進学に熱心な家の親は、「娘にはまずポルトガル語の読み書きを学ばせた。
家庭内の言語はすべてポルトガル語である。しかし、最近では語彙が増えているので、娘
がたまにポルトガル語の単語がわからない時がある。その場合、親子で一緒にインターネ
ットなどで検索する。小さな文法的な間違いも、その都度指摘している」というように、
まずポルトガル語をきちんと学習させることに重きを置いている。ポルトガル語を学ぶこ
とは、親とのコミュニケーションをはかるため、という理由もあるが、将来の就職に有利
に働くため、ということも考えてのことである。 
 幾つかの研究の結果によれば（Ishikawa 2009; Takenoshita et al 2014）、親の日本で
図 24 子どもの性別、親が子どもに希望する将来の職業 
(%) 
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の滞在予定の見通しの無さが子どもの進学にネガティブな影響を与えていることが示唆さ
れている。本調査のインタビューに回答してくれた対象者は、子どもの教育に熱心な家族
が多かったためか、子どもの教育を考えて帰国はしない、と明言したケースが多かった。
経済的な理由で来日し、子どもに日本の学校へ行かせてみて日本の公教育の良さを痛感し、
引き続き教育を受けさせるために日本での滞在年数が長くなるケースもあると思われる。 
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磐田市東新町団地外国人住民の声


イシカワ エウニセ アケミ（静岡文化芸術大学）


 年に磐田市東新町団地で実施した調査で、そこに住む外国籍住民が団地内外
で経験する日常的な状況から、様々な悩みや問題を抱えていることが確認された。
例えば、日本における就労、住居環境をはじめ、言語によるコミュニケーションの
問題があげられる。学校の規則や習慣が分からないため子どもの教育に不安がある
という問題は、日本人であれば当たり前のことが分からないため、外国人には大き
な問題に繋がることが多い。その一方で、子どもたちは家では親の母語（ポルトガ
ル語、中国語、タガログ語など）で話し、学校では日本語で勉強し、日本語の方が
流暢になっていくケースが多い。この現状は、この団地だけの特徴ではなく、在日
外国人住民に共通する問題でもある。
近年、日本で駅周辺、役所や病院で、日本語以外の言語で書かれている表示をよ
く目にしたり、小・中学校でもブラジル人やフィリピン人の児童・生徒がいたりす
る状況が珍しくない。年現在、在日外国籍者は 万人であり、一番多いのが
中国籍で 万人、次に韓国・朝鮮籍で 万人、そしてフィリピン籍が 万人であ
る。また、万人以上の人口では、ブラジル籍が 万人、ベトナム籍が 万人と
なっている（表１、図１）。上位の５つの国籍者が在日外国籍者全体の ％を占め
ており、ブラジルを除くとアジア出身者である。ただ、ブラジル国籍者のほとんど
が日系人であるため、身体的特徴では他のアジア出身者と同様であるとも言える。
 
 
図１．在日外国籍人口 ２０１５ 
 
  
 
 
（法務省、2015） 
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表１． 在日外国籍人口 ２０１５ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（法務省、2015） 

在日ブラジル人に関して言えば、年には 万人が日本に住んでいたが、現在
では１７万人に減尐している（図２、表２）。
なぜブラジル人が日本に多く在住するようになったかといえば、まずは、日本の
入管法により、日本人の配偶者及び子供・孫は親族関係の入国許可を受けることが
可能になったためである。年 月に「出入国管理及び難民認定法の一部を改正
する法律」が施行され、日系二世には「日本人の配偶者等」、そして日系三世には
「定住者」の滞在資格が与えられるようになった。つまり、日本移民の子孫（世
まで）であることを証明できれば、日本に滞在する資格が与えられ、なおかつ日本
国内における活動に制限がない。
一方、ブラジルは海外に住む日系人人口が一番多い国である。ここでいう日系人
とは日本からブラジルへ移民した一世をはじめ､世代にかかわらず、ブラジルで生ま
れ育った全ての日本人子孫のことを意味する。その人口は 年現在、約 万人
と推定されている（サンパウロ人文科学研究所、年）。なお、ブラジルでは、
国内の経済状況の悪化により、年代初めから、高収入を求めて海外へ出て行く動
きが盛んになっていた（イシカワ、）。その時期、日系ブラジル人は日本へや
ってきたのである。結果的に、彼・彼女らは日本での工場や建設現場などにおける
非熟練労働に携わるようになった。
 
 
図２．在日ブラジル国籍者 １９８５年〜２０１４年 
 
 
（法務省、1986〜2015） 
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表２．在日ブラジル国籍者 １９８５年〜２０１４年 
 
    年      人口       年     人口 
1985 1,900  1994 159,619 
1987 2,250  1995 176,440 
1988 4,159  1996 201,795 
1989 14,528  2000 254,394 
1990 56,429  2005 302,080 
1991 119,333  2007 316,967 
1992 147,803  2008 312,582 
1993 154,650  2014 175,410 
（法務省、1986〜2015） 
 
 本調査地である静岡県磐田市では、ブラジル国籍者は外国人人口の ％を占め
ている（磐田市外国籍別人口、年 月）。本磐田市東新町団地調査でも、回
答者の ％はブラジル国籍者であった。
日本でブラジル人が集中しているのは、自動車産業や製造業が盛んな地域であり、
年現在、愛知県（約５万人）、静岡県（約２万６千人）、岐阜県や群馬県（各
県約１万人）、などである。これらの地域では、ブラジルレストランや雑貨屋、ブ
ラジル人学校などが数多く見られる。しかし、日本ではブラジルのサンパウロ市に
ある日本人街の「リベルダージ地区」のように、集中したブラジル人街はない。
「リベルダージ地区」は、数年前まではブラジルの日本人街として知られていたが、
日本人移民以外に中国人や韓国人移民の増加により、現在では東洋人街として知ら
れるようになった。そこでは、日本・中国・韓国のレストラン、雑貨屋、旅行会社
などが軒を連ねている。町を歩くと、日本語・中国語・韓国語を耳にすることも珍
しくないし､東洋系の人が多く買い物をしている。もちろん、一般のブラジル人､つ
まり非東洋系のブラジル人も多くみかける。
 日本の場合、多くのブラジル人が住んでいるのは、会社が準備する社宅や市町村
にある公営住宅などであり、比較的分散している。近年では、一戸建てを購入する
人もいるが、全体的にはまだ借家に住むブラジル人が多い。
しかし、現在ではブラジル人住民が集中している地域もあり、ブラジルタウンの
ように見える町も見られるようになった。これらの町では、ブラジル人は仕事場や
家庭でポルトガル語のみを使用して生活をしており、日常生活で日本語を使う必要
性がほとんどないほどである。例えば､静岡県の浜松市や磐田市が挙げられる。浜松
市では人口 万人中、外国籍者が 万人弱在住しているが（人口の ％）､その
内 千人はブラジル国籍者である（年）。磐田市では、人口 万人中、外国
籍は６千人であり（人口の ％）、そのうちブラジル国籍者は 人である。
これらの地域では、サンバ・カーニバルやサッカーなどのブラジル文化を紹介す
る多くのイベントが開催され､日本人との交流が図られている。しかし、残念ながら、
まだブラジル人が日本の地域社会に溶け込み､安定した生活をし、日本人と仲良く暮
らしているとは言い難い。ただ、ブラジル人が大規模で来日し始めた９０年代当初
と比較すれば､日本人とブラジル人は徐々に互いの文化を理解し合い､共生社会を築
いて行こうとしている現状がうかがえる。





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日本におけるブラジル人コミュニティ

 ここではブラジルの日系人社会と日本におけるブラジル人コミュニティを区別す
る。ブラジルの日系人社会とは、ブラジルにおける日本からの移民とその子孫が
年以上かけて築き上げた社会である一方、日本におけるブラジル人コミュニテ
ィとは、日本におけるブラジル人ネットワークを指す。つまり、年以降に来日
した日系人のネットワークを指し、その中でも個人ネットワークを重視している。
来日している日系人の多くは、家族単位で来日している（夫婦、親子、兄弟、従兄
弟などを含む広い意味の家族）特徴をもっている。
 年の磐田市東新町団地で実施した調査では、公営住宅入居条件に家族同居と
いう項目があるため、結果的に家族と一緒に住んでいる人がとほどんどだが、以前
筆者が行った調査でも、一般的に多くのブラジル人が家族と一緒に来日しているこ
とが確認できた。例えば、年に静岡県浜松市及び愛知県豊橋市でブラジル人労
働者を対象に実施した直接面接調査で得た情報を紹介する。筆者が特に注目した点
は、日系ブラジル人が来日する際、家族が同行している、もしくは家族の者がすで
に来日していることであった（イシカワ、）。他の調査でも同じような傾向が
みられる。例えば、年に群馬県太田市・大泉市、静岡県浜松市において来日し
ている日系ブラジル人を対象にした調査があり、そこでは「家族と来日している」
という者が であった（日本統計研究所、：）。また、年に『静岡
県浜松市における日系ブラジル・ペルー人を対象にした調査』では、家族全員及び
家族の一員と共に来日したという者が ％であった（浜松市企画部国際交流室、
S）。年に浜松市が実施した調査『浜松市における日本人市民及び外
国人市民の意識実態調査』でも、％の外国人が家族と住んでいると答えている
（浜松市企画調整部国際課、）。
 これらの調査で、ブラジル人をはじめ、ほとんどの外国人（技能実習生を除く）
は、来日する際に何らかの形で家族及び親戚と同行していると言えることから、
年に磐田市東新町団地調査で得たデータは在日外国人、主に在日ブラジル人の
全体的な特徴と共通していると言える。


ブラジル人の日本での仕事及び住宅事情

 ブラジル人が来日してから、仕事の内容や生活状況に不満を感じる場合、斡旋業
者を離れて企業と直接契約をすることもある。しかし、最も多いのは、斡旋業者を
代えることである。いずれにしても、ほとんどがブラジル人同士のネットワークを
通して転職をしている。転職による移動範囲は日本全国に及ぶ。また、ある企業の
条件が良い場合には、そこで働いているブラジル人が自分の家族や、友人の仕事の
世話をすることも多く、一つの企業で働いている同胞人が皆親戚同士であったり、
または、ブラジルで同じ地域の出身者であったりするケースが見られる。例えば、
豊橋市在住の 代の日系三世の男性が働いている工場では 人のブラジル人が働
いていて、そのうち、８人は親戚関係にあった（イシカワ、）。
 来日するブラジル人の多くは、自動車関係の製造業及び建設業に携わる非熟練労
働者として働いており、周りに同じ外国人が多く働いているのが一般的である。ま
た、ブラジル人が住んでいる地域でも、やはりブラジル人が多い。これは、来日す
るブラジル人のほとんどが、来日直後から斡旋業者が用意した住まい、あるいは企
業の寮（普通は斡旋業者や企業が借り上げたアパートである）に住んでいるためで
ある。居住の条件は様々である。一般市場価格より安い家賃を払う一方、日本では
じめて会った他のブラジル人と一緒に住まなければならないこともあった。
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 ここで問題なのは、斡旋業者や企業の寮に住んでいることにより、ブラジル人が
日本で生活する上で全面的に斡旋業者や会社に頼らなければならない一方的な依存
関係状態である。このことにより、仕事や給料の面でもすべて斡旋業者や企業の言
いなりにならなげればならないことになる。もちろん、このようなかたちでの仕事
や生活でも満足しているブラジル人は多くいる。まず家賃が安いということは短期
的に貯金ができるというメリットがある。また、日本で個人的に一般のアパートを
借りようと思っても、外国人ということで非常に難しい現状があるが、そのなかで
も個人的に民間のアパートを借りている人も増えている。
 豊橋市におけるブラジル人の生活の調査で見られた一つの特徴は、公営住宅への
数多くの外国籍の住民の入居である。年 月１日現在で、市営住宅で 戸、
県営住宅で  戸に外国人が居住しており、その大多数はブラジル国籍者であった。
家賃の金額は入居者の所得や、建物の築年により違いはあるが、２Ｋ（６畳、
畳、Ｋ３畳）の場合で家賃が月 円程度、３ＤＫ（８畳、６畳、畳、Ｋ６
畳）の場合で月 円程度である。
 公営住宅への居住は何を意味するかといえば、第一に家賃が安いということ、そ
して第二にブラジル人がある意味で斡旋業者や会社から自立することである。住む
ところを確保すれば、尐なくとも一時的には生活面での安定を確保をすることに等
しい。例えば、突然解雇されても、次の日から住む場所が無くなるという心配はな
い。したがって、このようにブラジル人が日本で一般の住宅に住むようになる傾向
は、日本社会とのかかわりが一歩進んだという解釈が可能になり、また安定した生
活が日本での長期滞在に大きく影響していると言えよう。さらに豊橋市及び浜松市
において、公営住宅に関する情報が外国人の間に口コミで広がったことは、緊密な
ネットワークの存在を証明するものとして、注目すべきであろう。


ブラジル人の家族滞在の背景

 ブラジル人が家族単位で来日することの背景には、ブラジルから日本へ来るルー
トが反映しているといえる。まず、在日のブラジル人の多くは、最初は本国の斡旋
業者を通して来日している。ほとんどの斡旋業者では日系ブラジル人もしくはブラ
ジルへ移民した日本人（一世）の存在が見られる。また、日本へ働きに来るブラジ
ル人を募集する業者（主に旅行業者）は、ブラジルの各地域における日系人のネッ
トワークを利用している。例えば、来日した日系三世の女性の場合には、「ブラジ
ルで父の知り合いのスズキ氏の紹介で日本へ来ました。父の知っている人だったの
で安心して来ました。妹や従兄弟と友達を含めて７人で来日しました」と言ってい
る（イシカワ、）。つまり、ここでスズキ氏という人は、日系人を雇用する日
本の企業と直接のつながりを持っているわけではなく、ブラジル側での斡旋に携わ
っている人物にすぎない。来日するブラジル人の中で、ブラジルでの日系人のネッ
トワークを信頼し、日本へ来る決意をするケースが 年の調査で約 ％見られ
た。残りの ％の者は、来日の決意がすでに固まっていたため、知り合いが世話を
するかどうかは関係なかったと語っている。しかし、来日の際、利用した斡旋業者
はすべてブラジルにおける日系旅行業者であった。
 ブラジルでの斡旋業者（旅行業者）の役割は、旅券、チケットなどを準備し、旅
費を立て替えて日本へ大量の日系人を送り出すことである。日本へ到着すると、日
本側の斡旋業者が待ち受けており、それぞれの業者に送り出す仕組みになっている。
つまり、日系人が日本へ働きに来ようと思えば、斡旋業者が全部手配をするので日
系人本人は準備の必要がない。来日してから、工場などで働きながら分割払いで旅
費や手数料を払い戻すパターンが最も多く見られる。この仕組みで一番大きな問題
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は、ブラジルで提示された条件と、実際日本へ来てからの条件が違うことである。
例えば、「旅費が普通の値段より高く取られている」、「日本での仕事内容や給料
がブラジルで約束されていたのとは違う」、「日本で家族が離ればなれにされた」
等々である。
 来日してからブラジル人同士が結婚するケースも多く見られる。そのため日本生
まれのブラジル国籍の子どもが増加している（日本の国籍法は血統主義である）。
すなわち、独身で来日し、日本で家族を形成することになる。また、最初は単身で
来日していた人々（男女双方を含む）が配偶者、子どもなどを呼び寄せるケースも
尐なくない。最初は夫のみ、あるいは夫婦のみで来日していたのが、日本での生活
が安定してくると、子どもをブラジルから呼び寄せ、日本の学校に通わせる。子ど
もが来日する、または日本で生まれるということは、親の生活パターンに変化を生
じさせることになる。例えば、子どもがまだ小さい場合には、仕事をしていた妻が、
子どものために仕事をやめる、あるいは子どもを保育園に預けて仕事をする。子ど
もが学齢期であれば、小中学校へ通わせ、夫婦ともに仕事に出る。しかし、子ども
が日本でともに生活をするということになると、来日時の短期的に金を稼いでブラ
ジルへ帰国するという目的を果たすことが困難になる。その理由として第一に、多
くの場合に妻の方が仕事をやめる、あるいは子どものために仕事の時間を減らすな
どによって家族全体の収入が減ること、第二に日本での日常生活にかかる費用が高
くなることがあげられる。その上、年の日本での経済不況は、解雇、給料の減
額などのかたちでブラジル人にも影響を及ぼした。したがって、当初の短期間日本
で働くという目的から、やむをえず日本に長期的に居残るということに変わってき
ている。


子どもの教育、言語

在日ブラジル人家庭のほとんどでは、二言語、つまり、ポルトガル語と日本語が
同時に使われている。親が日本語を使う家庭もみられるが、それは尐数派であり、
親たちが互いにポルトガル語で話し、子どもにもポルトガル語で話かけるのが一般
的である。しかし、多くの子どもたちは、幼尐時から日本の保育園に通い、そのま
ま日本の学校に進学するため、日本語の方が流暢になり、ポルトガル語を話さない
ケースが増えてきている。ここで留意すべきことは、日本の学校に通っているから
と言って、日本人と同等のレベルの日本語能力を有しているとは限らないという点
である（イシカワ、）。
 多くの家庭では、子どもたちがどの言語を習得するかという大きな課題を抱えて
いる。ポルトガル語と日本語のいずれかに重点を置くのか。親として、自分の母語
であるポルトガル語を子に習得してもらいたい気持ちがある一方で、日本で生活す
る上で必要な日本語も習得させたいジレンマがある。
 日本で生まれ育ったブラジル人の子どもにとって、親の母語がポルトガル語であ
るため、本人の母語もポルトガル語であると一般的に考えられる。しかし、移民家
庭で育つ子どもたちの「母語」については、状況は複雑である。つまり、「母語は
もともと母親が使う言語てある」『社会学辞典』が、移民家庭の場合、単純
にこの定義を当てはめることはできない。すなわち、家庭の中と外で使われている
言語が同じ場合、その解釈は簡単であるが、移民家庭で生まれる子どもの第一言語
は必ずしも親の母語であるとは言えなくなる。どちらかといえば、在住する国の公
用語が子どもの母語になりつつあると言えよう。例えば、ブラジルで生まれ育った
日本移民の第二世代以降の母語はポルトガル語になっており、日本語は外国語とな
っている。そのため、来日するほとんどの日系ブラジル人は、日本語が話せないの
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である。
 在日ブラジル人家庭で育った子どもたちは、日本社会で生きていくために、日本
の公用語である日本語を自分たちの第一言語として使用しており、日本の学校に通
う場合が多い。そのため、年齢に相当するポルトガル語運用能力を習得している子
どもは皆無に等しい。一方、ブラジル人学校に通う子どもたちは、家でも学校でも
公用語がポルトガル語であり、逆に日本で生活していても、日本語の習得に問題が
見られる。テレビの影響などで日本語の会話能力はある場合と日本の学校からブラ
ジル人学校へ転校した場合に、日本語が話せる子どももいるが、日本語が片言、も
しくは全然出来ない子どもが多く見られる。

東新町団地の住民の声（自由記述）

 本調査回答者の内訳を見ると、日本人住民の ％が 才以上であるが、外国人
住民は５％にすぎない。また、日本人の ％が 〜才であるのに対して、外国
人住民は ％も占めている。つまり、外国人世帯の大多数は子育て世帯であり、親
のほとんどが仕事をしながら子育てをしていると言える。ここからも、団地内で起
きるトラブルや意見の相違は日本人と外国人の違いだけでなく、世代間の違いから
生じる問題としても考慮する必要がある。
 また、日本在住 年以上が ％、年以上が ％を占めており、長期滞在し
ている外国人が多い。そして、そのなかで子どもと同居している外国人家庭が ％
であった。
 以下に、本調査で自由記述で意見を述べた人と、アンケート回答者の内、名が
インタビューに応じて、コメントをした内容を紹介する。
 外国人回答者の意見を、D子どもの教育、E親子関係、F仕事、G行政、H
同胞とのつきあい、I日本人とのつきあい、J自治会、K団地について、L情
報収集、M今後の予定、Nその他に分類して紹介する。そして、O日本人回答者
の意見を最後に紹介する。


D子どもの教育

 日本の学校に対して、好意的な印象を持っている外国人保護者が多かった。日本
の教育の方がブラジルの教育より良いと思うため、日本に来たという意見があった
一方、いじめや自閉症障害を持つ子どもに対して、日本の学校に不満を持つ親もい
た。また、保護者をはじめ、回答者本人が日本の高校、大学に進学を望んでいる意
見が目立った。

・来日の理由は日本の教育がブラジルより良いからである。日本では、ブラ
 ジルの学校にはない体育、音楽、水泳の授業がある。
・日本の教育を受けさせたい。勉強する環境が整っている。
・東部小学校で通訳がいて、とても助かる。
・才の娘の教育のため、再来日した。
・学校のお便りが翻訳されていて、学校のことが理解できる。
・日本の学校に感謝するだけ。とても良くしてもらっている。
・子どもには高校、専門学校を卒業してほしい。
・いじめの問題があっても、学校は何もしない。
・学校の対応に不満。子どもが問題を抱えていて学校に連絡をしても、学   
 校からは連絡が全くない。完全に見放されている感じ。
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・息子はいじめの問題で、日本の学校に行かなかった時期がある。
・外国人児童生徒に日本語の指導が必要。
・日本の学校では子どもは障害ありと言われ、いじめを受けた。ブラジル
 人学校に転校してからは、障害なしを言われ、成績も良い。
・日本の学校では感情、感性、遊びこころを育むことが難しい。
・外国人児童への日本人教員の理解が欲しい。
・子どもが本当に学校の授業を理解しているか先生に見て欲しい。
・学校により、外国人の子どもへのサポートに差がある。
・自分は日本の大学に進学したいが、学費の問題がある。自分で学費を稼が
 ないと行けない。日本語の問題も心配。
・子どもは日本の大学へ進学させたい。
・大学に進学したいが、経済的な理由で難しい。
・日本の学校の補助金制度について知らない。大学での奨学金等のことも知
 らない。
・学校内におけるわいせつ行為の問題について心配。
・幼稚園の先生が娘に無理矢理野菜を食べさせていた事例があった。夕方の４時に
 迎えに行ったら、娘はお昼からずっと座ったままだった。
・日本の幼稚園で日本の小学校に行けば苦労するから、ブラジル人学校に行くこと
 を勧められた。
・子どもの将来については、子どもには日本の高校を出て、親と同じ工場の仕事に
 はついてほしくないと言う。工場で働くのであれば、日本にる意味が無いため、
 もし娘が高校受験に失敗したら、ブラジルに戻るつもりである。
・悪いブラジル人生徒がいると、そのイメージが全員に当てはめられてしまい、嫌
である。
・娘には勉強を続けてほしいので、親として一生懸命働いて、お金を稼ぐ。また、 
 奨学金や教育ローンについて調べている。
・才の息子は、高校進学の際、先生やクラスメイトに進学は無理だと言われた。
 でも、高校進学して、今後は名古屋の専門学校に進学予定である。

E親子関係

 親子関係に関しては主に家庭内の会話についての意見が多かった。外国人保護者
のほとんどが日本語が分からないため、家庭内では親の母語のみを使用している。
しかし、子どもたちは日本の学校に行き、日本語の方が流暢になっている様子がコ
メントから伺える。

・家庭内ではポルトガル語
・言語：ポルトガル語は家の中だけ、外では日本語
・小２の息子、家庭内ではポルトガル語だが、日本語の方が流暢。難しい
 ことは日本語になってしまう。
・娘はポルトガル語の読み書きも出来るが、クラスメイトのブラジル人はあ
 まりポルトガル語が出来ない。娘も日本語の方が流暢になり、ポルトガル
 語の語彙がわからないことが増えている。

F仕事
 
 外国人のほとんどが男女を問わず、工場などで働く労働者であるが、子育て世代
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の女性の場合に専業主婦であるケースがある。仕事に対する意見では、賃金の安さ
や労働契約について多かった。

・専業主婦。手作りスナックを売って家計を助ける。来日１０年前でずっと
 働いていたが、０才の子どもがいるため、仕事をやめた。
・長男はブラジル人学校を卒業後、工場で勤務しているが、給料が低い。
・労働状況に不満。外国人は不利な状態。日本人と同じくしてほしい。
・お金を稼ぐため、一日５時間の残業は普通。今後、自国でビジネスを開業
 するため、日本では資金を稼ぐ目的。日本語を勉強する時間があれば、仕
 事がしたい。

G行政

 外国人から行政への要望としては、税金や年金、そして助成金の情報がほしいこ
とであった。そのなかで、税金が高いというコメントが多かった。

・行政に社会保険に加入している人の年金制度について説明が欲しい。外国 
 人の場合、年金の受取権利について教えてほしい。
・がんになって、現在は回復し仕事をしているが、年金の情報が欲しい。
・税金が高い。
・住民税はなぜ高いのか。
・低所得の外国人にたいして、税金や補助金制度、支援策についてもっと情
 報が欲しい。

H同胞人とのつきあい

 団地内をはじめ、地域社会で外国人が同胞とのつきあいは一般的には多くないこ
とがうかがえた。逆に、あえて同胞人とはあまり関わりたくないという意見もあっ
た。

・団地に住む同胞（ブラジル人）ともあまりつきあいはない。
・団地でも同胞との関わりが尐ない。
・仕事や教会での付き合いはあるが、隣近所のネットワークは薄い。
・キリスト教会でブラジル人と交流。そこで、情報を得る。
・日本滞在 年。年にこの団地に引っ越し。娘が浜松の高校に進学す
 れば、引っ越す予定。団地にブラジル人が多くなってから、騒音の問
 題などが増えた。安いが、湿度、寒さ、ペンキのはがれの問題が多い。
・団地で問題を起こす同胞人に困っている。関係持ちたくない。

I日本人とのつきあい

 団地内の日本人とのつきあいが尐ないことがうかがえる。その理由としては、日
本人から嫌われている様子があり、日本人とのつきあいは難しいと感じている人が
多い。

・日本人が持つ外国人のイメージは悪い。でも、一人一人見てほしい。皆が
 悪いわけではない。
・近所とのトラブル。うるさい、子どもがうるさいと怒鳴られた。でも、夕 
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 方４時に子どもが団地内広場で遊ぶのがうるさいとはおかしい。
・団地内の日本人とはあまり接点が無い。
・日本社会との接点は学校だけ。

J自治会

 外国人回答者からは自治会には参加していないという意見が多かった。その理由
としては、日本語のみのチラシだったり、自治会の行事に全て参加しないと祭りに
も参加できなかったり、働く人には参加しづらいからである。また、日本語が分か
らないため、自治会の意味も良く理解してない現状があると言える。

・知らせが日本語であるため、参加しないことが多い。
・自治会に参加している。
・日本人と外国人へのイメージが不平等。会費を払わない外国人を批判する 
 が、払わない日本人は批判しない。
・自治会に参加していない。
・自治会に参加している。ただ、地域の祭りに、稽古をしないと参加できな
 いと断れ、参加できなかった。
・自治会に参加したことがない。お知らせは日本語とポルトガル語のみであ  
 るため、情報が伝わらない。
・自治会には会費を払っているいるが、参加はしていない。
・自治会に参加している。班長の経験あり。


K団地について

 団地での生活に関して、隣近所とのつきあいや団地の建物の状態に関する不満が
多かった。

・日本人の高齢者と子どもがいる外国人家族が同じ棟に住むのが問題。
・子どもは団地の敷地内で遊ぶ権利がある。
・建物のメンテナンスをしてほしい。
・団地の階段が滑りやすい。
・壁のペンキがはがれている。
・アパートのドアの開け閉めが難しい。音がする。
・団地内で、日本人と外国人の未成年者が喫煙している問題。子どもに悪
 影響なので、何とかしてほしい。
・ペット禁止だが、飼っている人がいる。
・子どもが遊べるスペースが欲しい。
・子どものプレイグランドを充実してほしい。

L情報収集

 多くの外国人は日本語の理解力が低いため、外国語での情報に頼っている。それ
は日本における外国語のメディア、インターネット、そして行政から外国語で出さ
れる情報である。また、日本の学校制度や進学に関する情報が足りないという意見
もあった。

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・情報はポルトガル語に頼る。
・テレビや新聞もポルトガル語のみ。
・日本のテレビも見るが、子どもに訳してもらう。
・団地内の情報は日本語とポルトガル語のみ。英語かタガログ語が欲しい。 
・教育に関する情報が足りない：高校入試の情報。そのシステム。近くには
 大学に進んだ人がいない。
・周りでは、大学に進学する人が尐ない。
・定時制高校に行きたいが、その条件、手続きに関する情報が欲しい。

M今後の予定

 本調査で、今後の日本での滞在予定として「わからない」と答えている外国人は
％であり、「永住するつもり」が ％であった。つまり、約 ％は明確に本国へ
の帰国を考えていないことがわかる。その理由のなかで、上記でも紹介したが、子
どもの教育を日本で受けてほしいという考えが多いからだと言える。

・帰化も考えている。ブラジルへ戻る予定はなし。
・歳の自分はブラジルに帰国したいが、中学生である娘のことを考える
 と、日本にとどまった方が良いと思う。日本の教育の方が良い。
・子どもの将来のため、日本に永住するつもり。

Nその他

 子育て世代の悩みとして、仕事するため、子どもを預けるところがないことが多
い。これは日本人にも共通する問題であるが、日本語が分からないことと、多くの
外国人が工場で働いているため、労働時間が長いこともあって、問題はより深刻で
ある。
 また、病院、自然災害、日本語習得に関する意見もあったので紹介する。

・残業があるとき、子どもを預ける公共の場を紹介してほしい。「こ
 んにちは」は 時まで。
・ブラジル人が経営する保育所に対し、行政の補助金が必要。
・日本の保育所で障害児の受け入れを増やすべきである。
・病院：自閉症に関する情報が欲しい。日本語できないため、情報収
 集が難しい。
・自然災害の心配。避難所の場所がどこか知らない。
・日本語コース：フレックス時間の日本語教室を開いてほしい
・日本人と外国人が交流するイベントを増やしてほしい。
・子どもが日本の学校に通っているので、日本人と仲良くしたい。

O日本人からの意見

 本調査で日本人を対象にしたアンケートで、外国人とのつきあいの難しさのなか
で、やはり日本語の問題の指摘が多かった。そのため、コミュニケーションの問題
があり、団地内のルールや自治会の情報が外国人に理解されない内容が多かった。

・外国人が増えて、自治会の役員選出が難しい。
・日本人的なまちづくりが難しい。
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・ゴミの出し方の問題。
・騒音の問題。
・外国人に自治会の役員をやってほしい。
・団地のルールを守り、自治会の活動に参加してほしい。
・外国人のイメージが悪い。騒音、不法投棄、など。
・ルールを守らない日本人もいるが、外国人にも多いことは事実。
・日本人とブラジル人、互いの文化を理解する必要。しかし、互いに相手を
 批判。


まとめ

 
 磐田市東新町団地に限らず、在日ブラジル人が来日する際、すでにネットワーク
が形成されていることが多く、日本では現在においても、彼らは外国人集団の中で
の仕事と生活をしていると言える。しかし、そのつながりは必ずしも住んでいる近
所の同胞人ではない。逆に本団地に住むブラジル人同士の付き合いは薄く、互いに
頼りにしている状況が見られなかった。ブラジル人の場合、はやり頼りにする同胞
人は、日本にいる親族や友人、そしてブラジル人を雇っている斡旋業者である。
 一見、ブラジル人コミュニティが形成されており、集団内でのつながりが強いと
見られがちであるが、実は彼らの仕事や住宅環境にブラジル人が多いこと、またそ
の環境から抜け出すための条件（経済的余裕、日本語能力、仕事や居住の確保など）
が揃っていないことから、ブラジル人はその集団内で生活しているのである。
 短期滞在（２～３年）の目的で来日した多くのブラジル人が、結婚、家族の呼び
寄せ、子どもの出産などにより日本滞在が長期化しており、日本での生活に適応を
せざるを得ない状況にある。しかし、その多くは、まだ日本語の能力は低く、労働
環境も斡旋業者を通した単純労働に携わっているケースがまだ多い。その一方で、
日本の長期滞在に伴い、子どもたちが日本の学校に通い、親の母語より日本語の方
が流暢になり、日本の高校や大学に進学している若者とこれから進学を考えている
人が増えている。このような現状の中、今後も日本人と外国人が共生して行くため
には、外国人の労働環境の改善や子どもたちの教育を保障することが大前提であろ
う。



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.2
 
10
0.
0 
合
計
 
22
9 
10
0.
0 
10
0.
0 
 
 
地
区
運
動
会
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
 
11
5 
50
.2
 
50
.2
 
50
.2
 
知
っ
て
い
る
が
参
加
し
た
こ
と
は
な
い
 
55
 
24
.0
 
24
.0
 
74
.2
 
知
ら
な
い
 
44
 
19
.2
 
19
.2
 
93
.4
 
不
詳
 
15
 
6.
6 
6.
6 
10
0.
0 
合
計
 
22
9 
10
0.
0 
10
0.
0 
 
 
地
区
祭
り
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
 
10
2 
44
.5
 
44
.5
 
44
.5
 
知
っ
て
い
る
が
参
加
し
た
こ
と
は
な
い
 
84
 
36
.7
 
36
.7
 
81
.2
 
知
ら
な
い
 
24
 
10
.5
 
10
.5
 
91
.7
 
不
詳
 
19
 
8.
3 
8.
3 
10
0.
0 
合
計
 
22
9 
10
0.
0 
10
0.
0 
 
− 1−
 3  
  
地
区
文
化
祭
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
 
91
 
39
.7
 
39
.7
 
39
.7
 
知
っ
て
い
る
が
参
加
し
た
こ
と
は
な
い
 
65
 
28
.4
 
28
.4
 
68
.1
 
知
ら
な
い
 
55
 
24
.0
 
24
.0
 
92
.1
 
不
詳
 
18
 
7.
9 
7.
9 
10
0.
0 
合
計
 
22
9 
10
0.
0 
10
0.
0 
 
 
東
新
横
丁
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
 
79
 
34
.5
 
34
.5
 
34
.5
 
知
っ
て
い
る
が
参
加
し
た
こ
と
は
な
い
 
85
 
37
.1
 
37
.1
 
71
.6
 
知
ら
な
い
 
43
 
18
.8
 
18
.8
 
90
.4
 
不
詳
 
22
 
9.
6 
9.
6 
10
0.
0 
合
計
 
22
9 
10
0.
0 
10
0.
0 
 
  
「
こ
ん
に
ち
は
！
」
の
イ
ベ
ン
ト
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
 
16
 
7.
0 
7.
0 
7.
0 
知
っ
て
い
る
が
参
加
し
た
こ
と
は
な
い
 
53
 
23
.1
 
23
.1
 
30
.1
 
知
ら
な
い
 
13
5 
59
.0
 
59
.0
 
89
.1
 
不
詳
 
25
 
10
.9
 
10
.9
 
10
0.
0 
合
計
 
22
9 
10
0.
0 
10
0.
0 
 
 
地
域
防
災
訓
練
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
 
12
3 
53
.7
 
53
.7
 
53
.7
 
知
っ
て
い
る
が
参
加
し
た
こ
と
は
な
い
 
49
 
21
.4
 
21
.4
 
75
.1
 
知
ら
な
い
 
44
 
19
.2
 
19
.2
 
94
.3
 
不
詳
 
13
 
5.
7 
5.
7 
10
0.
0 
合
計
 
22
9 
10
0.
0 
10
0.
0 
 
 
4  
  【
２
】
近
隣
の
方
々
と
の
つ
き
あ
い
の
程
度
に
つ
い
て
お
た
ず
ね
し
ま
す
。
 
 
問
２
 
団
地
に
住
む
日
本
人
と
の
つ
き
あ
い
は
ど
の
程
度
で
す
か
。（
○
印
は
ひ
と
つ
）
 
 
日
本
人
住
民
と
の
つ
き
あ
い
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
ま
っ
た
く
つ
き
あ
い
は
な
い
 
15
 
6.
6 
6.
6 
6.
6 
あ
い
さ
つ
を
す
る
程
度
 
10
8 
47
.2
 
47
.2
 
53
.7
 
と
き
ど
き
立
ち
話
を
す
る
程
度
 
56
 
24
.5
 
24
.5
 
78
.2
 
一
緒
に
何
か
し
た
り
相
談
し
た
り
す
る
 
43
 
18
.8
 
18
.8
 
96
.9
 
不
詳
 
7 
3.
1 
3.
1 
10
0.
0 
合
計
 
22
9 
10
0.
0 
10
0.
0 
 
 問３
 
団
地
に
住
む
外
国
人
と
の
つ
き
あ
い
は
ど
の
程
度
で
す
か
。（
○
印
は
ひ
と
つ
）
 
 
外
国
人
住
民
と
の
つ
き
あ
い
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
ま
っ
た
く
つ
き
あ
い
は
な
い
 
48
 
21
.0
 
21
.0
 
21
.0
 
あ
い
さ
つ
を
す
る
程
度
 
12
3 
53
.7
 
53
.7
 
74
.7
 
と
き
ど
き
立
ち
話
を
す
る
程
度
 
33
 
14
.4
 
14
.4
 
89
.1
 
一
緒
に
何
か
し
た
り
相
談
し
た
り
す
る
 
20
 
8.
7 
8.
7 
97
.8
 
不
詳
 
5 
2.
2 
2.
2 
10
0.
0 
合
計
 
22
9 
10
0.
0 
10
0.
0 
 
 問４
 
団
地
に
住
む
外
国
人
と
の
間
に
人
間
関
係
の
壁
を
感
じ
ま
す
か
。（
○
印
は
ひ
と
つ
）
 
 
外
国
人
住
民
と
の
壁
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
と
て
も
強
く
感
じ
る
 
46
 
20
.1
 
20
.1
 
20
.1
 
か
な
り
感
じ
る
 
64
 
27
.9
 
27
.9
 
48
.0
 
あ
ま
り
感
じ
な
い
 
94
 
41
.0
 
41
.0
 
89
.1
 
ま
っ
た
く
感
じ
な
い
 
19
 
8.
3 
8.
3 
97
.4
 
不
詳
 
6 
2.
6 
2.
6 
10
0.
0 
合
計
 
22
9 
10
0.
0 
10
0.
0 
 
 
− 2−
 5 
問
５
 
団
地
に
住
む
外
国
人
と
今
後
ど
の
よ
う
な
関
係
を
持
ち
た
い
で
す
か
。（
○
印
は
ひ
と
つ
）
 
外
国
人
住
民
と
の
今
後
の
関
係
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
ま
っ
た
く
関
わ
り
た
く
な
い
 
38
 
16
.6
 
16
.6
 
16
.6
 
な
る
べ
く
関
わ
り
た
く
な
い
 
10
9 
47
.6
 
47
.6
 
64
.2
 
少
し
関
わ
り
を
持
っ
て
み
た
い
 
52
 
22
.7
 
22
.7
 
86
.9
 
も
っ
と
積
極
的
に
関
わ
っ
て
み
た
い
 
20
 
8.
7 
8.
7 
95
.6
 
不
詳
 
10
 
4.
4 
4.
4 
10
0.
0 
合
計
 
22
9 
10
0.
0 
10
0.
0 
 問６
 
団
地
に
お
け
る
外
国
人
の
受
け
入
れ
に
関
し
て
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。（
○
印
は
ひ
と
つ
）
 
外
国
人
住
民
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
一
切
受
け
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
 
20
 
8.
7 
8.
7 
8.
7 
生
活
ル
ー
ル
の
順
守
を
条
件
に
受
け
入
れ
れ
ば
よ
い
 
12
4 
54
.1
 
54
.1
 
62
.9
 
日
本
語
能
力
を
条
件
に
受
け
入
れ
れ
ば
よ
い
 
33
 
14
.4
 
14
.4
 
77
.3
 
日
本
人
と
同
じ
条
件
で
受
け
入
れ
れ
ば
よ
い
 
41
 
17
.9
 
17
.9
 
95
.2
 
不
詳
 
11
 
4.
8 
4.
8 
10
0.
0 
合
計
 
22
9 
10
0.
0 
10
0.
0 
 問７
 
今
後
３
年
以
内
に
東
新
町
団
地
か
ら
引
っ
越
し
す
る
予
定
は
あ
り
ま
す
か
。（
○
印
は
ひ
と
つ
）
 
3年
以
内
の
引
っ
越
し
予
定
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
大
い
に
あ
る
 
30
 
13
.1
 
13
.1
 
13
.1
あ
る
程
度
あ
る
 
48
 
21
.0
 
21
.0
 
34
.1
あ
ま
り
な
い
 
61
 
26
.6
 
26
.6
 
60
.7
ま
っ
た
く
な
い
 
77
 
33
.6
 
33
.6
 
94
.3
不
詳
 
13
 
5.
7 
5.
7 
10
0.
0
合
計
 
22
9 
10
0.
0 
10
0.
0 
 
6 
問
８
 
上
の
問
７
で
「
１
 
大
い
に
あ
る
」「
２
 
あ
る
程
度
あ
る
」
と
答
え
た
方
に
、
さ
ら
に
お
た
ず
ね
し
ま
す
。
 
 
 
 
 
そ
の
場
合
、
引
っ
越
し
予
定
先
は
ど
こ
で
す
か
。（
○
印
は
ひ
と
つ
）
 
引
っ
越
し
予
定
先
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
磐
田
市
内
 
27
 
11
.8
 
28
.4
 
28
.4
 
静
岡
県
内
 
26
 
11
.4
 
27
.4
 
55
.8
 
日
本
国
内
 
16
 
7.
0 
16
.8
 
72
.6
 
わ
か
ら
な
い
 
15
 
6.
6 
15
.8
 
88
.4
 
不
詳
 
11
 
4.
8 
11
.6
 
10
0.
0 
合
計
 
95
 
41
.5
 
10
0.
0 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
13
4 
58
.5
 
合
計
 
22
9 
10
0.
0 
【
３
】
外
国
人
と
の
つ
き
あ
い
に
つ
い
て
お
た
ず
ね
し
ま
す
。
 
問
９
 
団
地
以
外
で
外
国
人
と
の
つ
き
あ
い
は
あ
り
ま
す
か
。（
○
印
は
ひ
と
つ
）
 
団
地
外
の
外
国
人
と
の
つ
き
あ
い
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
外
国
人
の
友
人
が
い
る
 
30
 
13
.1
 
13
.1
 
13
.1
 
顔
見
知
り
程
度
の
つ
き
あ
い
は
あ
る
 
52
 
22
.7
 
22
.7
 
35
.8
 
ほ
と
ん
ど
な
い
 
37
 
16
.2
 
16
.2
 
52
.0
 
ま
っ
た
く
な
い
 
98
 
42
.8
 
42
.8
 
94
.8
 
不
詳
 
12
 
5.
2 
5.
2 
10
0.
0 
合
計
 
22
9 
10
0.
0 
10
0.
0 
問
１
０
 
上
の
問
９
で
「
１
」
ま
た
は
「
２
」
を
選
択
さ
れ
た
方
に
お
た
ず
ね
し
ま
す
。
 
 
 
 
 
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
つ
き
あ
い
が
あ
り
ま
す
か
。（
あ
て
は
ま
る
も
の
全
て
に
○
）
 
仕
事
関
係
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
な
し
 
49
 
21
.4
 
48
.0
 
48
.0
 
あ
り
 
40
 
17
.5
 
39
.2
 
87
.3
 
不
詳
 
13
 
5.
7 
12
.7
 
10
0.
0 
合
計
 
10
2 
44
.5
 
10
0.
0 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
12
7 
55
.5
 
合
計
 
22
9 
10
0.
0 
− 3−
 7 
学
校
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
な
し
 
73
 
31
.9
 
71
.6
 
71
.6
 
あ
り
 
16
 
7.
0 
15
.7
 
87
.3
 
不
詳
 
13
 
5.
7 
12
.7
 
10
0.
0 
合
計
 
10
2 
44
.5
 
10
0.
0 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
12
7 
55
.5
 
合
計
 
22
9 
10
0.
0 
子
ど
も
を
通
じ
た
親
同
士
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
な
し
 
79
 
34
.5
 
77
.5
 
77
.5
 
あ
り
 
10
 
4.
4 
9.
8 
87
.3
 
不
詳
 
13
 
5.
7 
12
.7
 
10
0.
0 
合
計
 
10
2 
44
.5
 
10
0.
0 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
12
7 
55
.5
 
合
計
 
22
9 
10
0.
0 
趣
味
の
活
動
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
な
し
 
81
 
35
.4
 
79
.4
 
79
.4
 
あ
り
 
8 
3.
5 
7.
8 
87
.3
 
不
詳
 
13
 
5.
7 
12
.7
 
10
0.
0 
合
計
 
10
2 
44
.5
 
10
0.
0 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
12
7 
55
.5
 
合
計
 
22
9 
10
0.
0 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
な
し
 
84
 
36
.7
 
82
.4
 
82
.4
 
あ
り
 
5 
2.
2 
4.
9 
87
.3
 
不
詳
 
13
 
5.
7 
12
.7
 
10
0.
0 
合
計
 
10
2 
44
.5
 
10
0.
0 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
12
7 
55
.5
 
合
計
 
22
9 
10
0.
0 
 
8 
宗
教
関
連
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
な
し
 
85
 
37
.1
 
83
.3
 
83
.3
 
あ
り
 
4 
1.
7 
3.
9 
87
.3
 
不
詳
 
13
 
5.
7 
12
.7
 
10
0.
0 
合
計
 
10
2 
44
.5
 
10
0.
0 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
12
7 
55
.5
 
合
計
 
22
9 
10
0.
0 
そ
の
他
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
な
し
 
71
 
31
.0
 
69
.6
 
69
.6
 
あ
り
 
18
 
7.
9 
17
.6
 
87
.3
 
不
詳
 
13
 
5.
7 
12
.7
 
10
0.
0 
合
計
 
10
2 
44
.5
 
10
0.
0 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
12
7 
55
.5
 
合
計
 
22
9 
10
0.
0 
問
１
１
 
外
国
人
と
の
相
互
理
解
を
深
め
る
た
め
に
参
加
し
た
い
も
の
は
あ
り
ま
す
か
。（
あ
て
は
ま
る
も
の
全
て
に
○
）
 
異
文
化
体
験
講
座
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
な
し
 
10
5 
45
.9
 
45
.9
 
45
.9
 
あ
り
 
50
 
21
.8
 
21
.8
 
67
.7
 
不
詳
 
74
 
32
.3
 
32
.3
 
10
0.
0 
合
計
 
22
9 
10
0.
0 
10
0.
0 
海
外
の
音
楽
や
踊
り
な
ど
に
触
れ
る
イ
ベ
ン
ト
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
な
し
 
12
6 
55
.0
 
55
.0
 
55
.0
 
あ
り
 
29
 
12
.7
 
12
.7
 
67
.7
 
不
詳
 
74
 
32
.3
 
32
.3
 
10
0.
0 
合
計
 
22
9 
10
0.
0 
10
0.
0 
− 4−
 9  
互
い
の
言
語
を
学
習
す
る
講
座
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
な
し
 
11
1 
48
.5
 
48
.5
 
48
.5
 
あ
り
 
44
 
19
.2
 
19
.2
 
67
.7
 
不
詳
 
74
 
32
.3
 
32
.3
 
10
0.
0 
合
計
 
22
9 
10
0.
0 
10
0.
0 
 
  
そ
の
他
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
な
し
 
97
 
42
.4
 
42
.4
 
42
.4
 
あ
り
 
58
 
25
.3
 
25
.3
 
67
.7
 
不
詳
 
74
 
32
.3
 
32
.3
 
10
0.
0 
合
計
 
22
9 
10
0.
0 
10
0.
0 
 
 
問
１
２
 
外
国
人
と
の
相
互
理
解
を
深
め
る
た
め
に
地
域
で
必
要
な
こ
と
は
何
で
す
か
。（
〇
印
は
３
つ
ま
で
）
 
 
日
常
的
に
あ
い
さ
つ
を
す
る
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
必
要
で
は
な
い
 
92
 
40
.2
 
40
.2
 
40
.2
必
要
 
12
9 
56
.3
 
56
.3
 
96
.5
不
詳
 
8 
3.
5 
3.
5 
10
0.
0
合
計
 
22
9 
10
0.
0 
10
0.
0 
 
 
差
別
意
識
を
持
た
な
い
よ
う
に
す
る
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
必
要
で
は
な
い
 
16
3 
71
.2
 
71
.2
 
71
.2
必
要
 
58
 
25
.3
 
25
.3
 
96
.5
不
詳
 
8 
3.
5 
3.
5 
10
0.
0
合
計
 
22
9 
10
0.
0 
10
0.
0 
 
 
文
化
や
生
活
習
慣
の
違
い
に
つ
い
て
知
る
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
必
要
で
は
な
い
 
16
3 
71
.2
 
71
.2
 
71
.2
必
要
 
58
 
25
.3
 
25
.3
 
96
.5
不
詳
 
8 
3.
5 
3.
5 
10
0.
0
合
計
 
22
9 
10
0.
0 
10
0.
0 
 
 
 
10
  
 
地
域
の
交
流
や
活
動
に
参
加
を
呼
び
か
け
る
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
必
要
で
は
な
い
 
18
8 
82
.1
 
82
.1
 
82
.1
 
必
要
 
33
 
14
.4
 
14
.4
 
96
.5
 
不
詳
 
8 
3.
5 
3.
5 
10
0.
0 
合
計
 
22
9 
10
0.
0 
10
0.
0 
 
 
生
活
す
る
上
で
の
ル
ー
ル
等
を
外
国
人
に
知
っ
て
も
ら
う
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
必
要
で
は
な
い
 
72
 
31
.4
 
31
.4
 
31
.4
 
必
要
 
14
9 
65
.1
 
65
.1
 
96
.5
 
不
詳
 
8 
3.
5 
3.
5 
10
0.
0 
合
計
 
22
9 
10
0.
0 
10
0.
0 
 
 
そ
の
他
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
必
要
で
は
な
い
 
21
5 
93
.9
 
93
.9
 
93
.9
 
必
要
 
6 
2.
6 
2.
6 
96
.5
 
不
詳
 
8 
3.
5 
3.
5 
10
0.
0 
合
計
 
22
9 
10
0.
0 
10
0.
0 
 
 
 
【
４
】
外
国
人
対
象
の
サ
ー
ビ
ス
等
に
つ
い
て
お
た
ず
ね
し
ま
す
。
 
 
問
１
３
 
以
下
の
サ
ー
ビ
ス
等
に
つ
い
て
ご
存
知
で
す
か
。
 
 
 
 
 
A～
J
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
１
か
２
の
い
ず
れ
か
ひ
と
つ
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
 
市
役
所
の
外
国
人
情
報
窓
口
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
知
っ
て
い
る
 
10
5 
45
.9
 
45
.9
 
45
.9
 
知
ら
な
い
 
10
5 
45
.9
 
45
.9
 
91
.7
 
不
詳
 
19
 
8.
3 
8.
3 
10
0.
0 
合
計
 
22
9 
10
0.
0 
10
0.
0 
 
     
− 5−
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ポ
ル
ト
ガ
ル
語
広
報
い
わ
た
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
知
っ
て
い
る
 
13
1 
57
.2
 
57
.2
 
57
.2
 
知
ら
な
い
 
79
 
34
.5
 
34
.5
 
91
.7
 
不
詳
 
19
 
8.
3 
8.
3 
10
0.
0 
合
計
 
22
9 
10
0.
0 
10
0.
0 
磐
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
版
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
知
っ
て
い
る
 
53
 
23
.1
 
23
.1
 
23
.1
 
知
ら
な
い
 
15
3 
66
.8
 
66
.8
 
90
.0
 
不
詳
 
23
 
10
.0
 
10
.0
 
10
0.
0 
合
計
 
22
9 
10
0.
0 
10
0.
0 
「
こ
ん
に
ち
は
！
」
親
子
遊
び
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
知
っ
て
い
る
 
66
 
28
.8
 
28
.8
 
28
.8
 
知
ら
な
い
 
14
4 
62
.9
 
62
.9
 
91
.7
 
不
詳
 
19
 
8.
3 
8.
3 
10
0.
0 
合
計
 
22
9 
10
0.
0 
10
0.
0 
「
こ
ん
に
ち
は
！
」
学
習
と
遊
び
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
知
っ
て
い
る
 
38
 
16
.6
 
16
.6
 
16
.6
 
知
ら
な
い
 
16
9 
73
.8
 
73
.8
 
90
.4
 
不
詳
 
22
 
9.
6 
9.
6 
10
0.
0 
合
計
 
22
9 
10
0.
0 
10
0.
0 
「
こ
ん
に
ち
は
！
」
相
談
・
情
報
提
供
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
知
っ
て
い
る
 
16
 
7.
0 
7.
0 
7.
0 
知
ら
な
い
 
19
0 
83
.0
 
83
.0
 
90
.0
 
不
詳
 
23
 
10
.0
 
10
.0
 
10
0.
0 
合
計
 
22
9 
10
0.
0 
10
0.
0 
 
12
 
「
こ
ん
に
ち
は
！
」
中
学
生
学
習
支
援
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
知
っ
て
い
る
 
20
 
8.
7 
8.
7 
8.
7 
知
ら
な
い
 
18
6 
81
.2
 
81
.2
 
90
.0
 
不
詳
 
23
 
10
.0
 
10
.0
 
10
0.
0 
合
計
 
22
9 
10
0.
0 
10
0.
0 
「
こ
ん
に
ち
は
！
」
学
び
直
し
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
知
っ
て
い
る
 
15
 
6.
6 
6.
6 
6.
6 
知
ら
な
い
 
19
1 
83
.4
 
83
.4
 
90
.0
 
不
詳
 
23
 
10
.0
 
10
.0
 
10
0.
0 
合
計
 
22
9 
10
0.
0 
10
0.
0 
磐
田
国
際
交
流
協
会
日
本
語
教
室
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
知
っ
て
い
る
 
27
 
11
.8
 
11
.8
 
11
.8
 
知
ら
な
い
 
17
8 
77
.7
 
77
.7
 
89
.5
 
不
詳
 
24
 
10
.5
 
10
.5
 
10
0.
0 
合
計
 
22
9 
10
0.
0 
10
0.
0 
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
外
国
語
版
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
知
っ
て
い
る
 
12
8 
55
.9
 
55
.9
 
55
.9
 
知
ら
な
い
 
84
 
36
.7
 
36
.7
 
92
.6
 
不
詳
 
17
 
7.
4 
7.
4 
10
0.
0 
合
計
 
22
9 
10
0.
0 
10
0.
0 
− 6−
 13
  
  問
１
４
 
以
下
の
言
葉
・
考
え
方
に
つ
い
て
ど
の
程
度
ご
存
知
で
す
か
。
 
 
 
 
 
A～
C
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
１
～
４
の
い
ず
れ
か
ひ
と
つ
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
 
 
男
女
共
同
参
画
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
よ
く
知
っ
て
い
る
 
23
 
10
.0
 
10
.0
 
10
.0
 
少
し
は
知
っ
て
い
る
 
46
 
20
.1
 
20
.1
 
30
.1
 
言
葉
だ
け
は
知
っ
て
い
る
 
59
 
25
.8
 
25
.8
 
55
.9
 
知
ら
な
い
 
88
 
38
.4
 
38
.4
 
94
.3
 
不
詳
 
13
 
5.
7 
5.
7 
10
0.
0 
合
計
 
22
9 
10
0.
0 
10
0.
0 
 
 
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
よ
く
知
っ
て
い
る
 
21
 
9.
2 
9.
2 
9.
2 
少
し
は
知
っ
て
い
る
 
43
 
18
.8
 
18
.8
 
27
.9
 
言
葉
だ
け
は
知
っ
て
い
る
 
59
 
25
.8
 
25
.8
 
53
.7
 
知
ら
な
い
 
84
 
36
.7
 
36
.7
 
90
.4
 
不
詳
 
22
 
9.
6 
9.
6 
10
0.
0 
合
計
 
22
9 
10
0.
0 
10
0.
0 
 
 
多
文
化
共
生
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
よ
く
知
っ
て
い
る
 
23
 
10
.0
 
10
.0
 
10
.0
 
少
し
は
知
っ
て
い
る
 
43
 
18
.8
 
18
.8
 
28
.8
 
言
葉
だ
け
は
知
っ
て
い
る
 
67
 
29
.3
 
29
.3
 
58
.1
 
知
ら
な
い
 
77
 
33
.6
 
33
.6
 
91
.7
 
不
詳
 
19
 
8.
3 
8.
3 
10
0.
0 
合
計
 
22
9 
10
0.
0 
10
0.
0 
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【
５
】
最
後
に
あ
な
た
自
身
の
こ
と
に
つ
い
て
お
た
ず
ね
し
ま
す
。
 
 問
１
５
 
あ
な
た
の
性
別
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
 
 
 
性
別
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
女
性
 
12
0 
52
.4
 
52
.4
 
52
.4
 
男
性
 
10
2 
44
.5
 
44
.5
 
96
.9
 
不
詳
 
7 
3.
1 
3.
1 
10
0.
0 
合
計
 
22
9 
10
0.
0 
10
0.
0 
 
 
問
１
６
 
あ
な
た
の
年
齢
は
い
く
つ
で
す
か
。
 
ag
e5
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
15
-1
9 
18
 
7.
9 
7.
9 
7.
9 
20
-2
4 
21
 
9.
2 
9.
2 
17
.0
 
25
-2
9 
11
 
4.
8 
4.
8 
21
.8
 
30
-3
4 
8 
3.
5 
3.
5 
25
.3
 
35
-3
9 
14
 
6.
1 
6.
1 
31
.4
 
40
-4
4 
21
 
9.
2 
9.
2 
40
.6
 
45
-4
9 
14
 
6.
1 
6.
1 
46
.7
 
50
-5
4 
9 
3.
9 
3.
9 
50
.7
 
55
-5
9 
22
 
9.
6 
9.
6 
60
.3
 
60
-6
4 
29
 
12
.7
 
12
.7
 
72
.9
 
65
-6
9 
20
 
8.
7 
8.
7 
81
.7
 
70
-7
4 
15
 
6.
6 
6.
6 
88
.2
 
75
-7
9 
9 
3.
9 
3.
9 
92
.1
 
80
-8
4 
6 
2.
6 
2.
6 
94
.8
 
85
-8
9 
2 
.9
 
.9
 
95
.6
 
不
詳
 
10
 
4.
4 
4.
4 
10
0.
0 
合
計
 
22
9 
10
0.
0 
10
0.
0 
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問
１
７
 
現
在
あ
な
た
は
ど
な
た
と
お
住
ま
い
で
す
か
。
あ
て
は
ま
る
も
の
全
て
に
○
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
 
配
偶
者
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
な
し
 
10
6 
46
.3
 
46
.3
 
46
.3
 
あ
り
 
11
0 
48
.0
 
48
.0
 
94
.3
 
不
詳
 
13
 
5.
7 
5.
7 
10
0.
0 
合
計
 
22
9 
10
0.
0 
10
0.
0 
子
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
な
し
 
13
2 
57
.6
 
57
.6
 
57
.6
 
あ
り
 
84
 
36
.7
 
36
.7
 
94
.3
 
不
詳
 
13
 
5.
7 
5.
7 
10
0.
0 
合
計
 
22
9 
10
0.
0 
10
0.
0 
親
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
な
し
 
16
6 
72
.5
 
72
.5
 
72
.5
 
あ
り
 
50
 
21
.8
 
21
.8
 
94
.3
 
不
詳
 
13
 
5.
7 
5.
7 
10
0.
0 
合
計
 
22
9 
10
0.
0 
10
0.
0 
そ
の
他
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
な
し
 
17
6 
76
.9
 
76
.9
 
76
.9
 
あ
り
 
40
 
17
.5
 
17
.5
 
94
.3
 
不
詳
 
13
 
5.
7 
5.
7 
10
0.
0 
合
計
 
22
9 
10
0.
0 
10
0.
0 
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  問
１
８
 
あ
な
た
の
配
偶
者
（
妻
な
い
し
夫
）
の
国
籍
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
 
配
偶
者
の
国
籍
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
日
本
 
14
5 
63
.3
 
63
.3
 
63
.3
 
ブ
ラ
ジ
ル
 
4 
1.
7 
1.
7 
65
.1
 
そ
の
他
 
7 
3.
1 
3.
1 
68
.1
 
二
重
国
籍
 
1 
.4
 
.4
 
68
.6
 
不
詳
 
72
 
31
.4
 
31
.4
 
10
0.
0 
合
計
 
22
9 
10
0.
0 
10
0.
0 
配
偶
者
の
国
籍
：
二
重
国
籍
そ
の
１
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
非
該
当
 
15
6 
68
.1
 
68
.1
 
68
.1
 
不
詳
 
72
 
31
.4
 
31
.4
 
99
.6
 
日
本
国
。
 
1 
.4
 
.4
 
10
0.
0 
合
計
 
22
9 
10
0.
0 
10
0.
0 
配
偶
者
の
国
籍
：
二
重
国
籍
そ
の
2 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
非
該
当
 
15
6 
68
.1
 
68
.1
 
68
.1
 
不
詳
 
72
 
31
.4
 
31
.4
 
99
.6
 
ブ
ラ
ジ
ル
国
。
 
1 
.4
 
.4
 
10
0.
0 
合
計
 
22
9 
10
0.
0 
10
0.
0 
            
− 8−
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 問１
９
 
磐
田
市
で
の
通
算
滞
在
年
数
は
何
年
に
な
り
ま
す
か
。
 
Q1
9x
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
0-
4 
29
 
12
.7
 
12
.7
 
12
.7
 
5-
9 
10
 
4.
4 
4.
4 
17
.0
 
10
-1
4 
11
 
4.
8 
4.
8 
21
.8
 
15
-1
9 
33
 
14
.4
 
14
.4
 
36
.2
 
20
-2
4 
43
 
18
.8
 
18
.8
 
55
.0
 
25
-2
9 
16
 
7.
0 
7.
0 
62
.0
 
30
-3
4 
30
 
13
.1
 
13
.1
 
75
.1
 
35
-3
9 
11
 
4.
8 
4.
8 
79
.9
 
40
-4
4 
11
 
4.
8 
4.
8 
84
.7
 
45
-4
9 
5 
2.
2 
2.
2 
86
.9
 
50
-5
4 
5 
2.
2 
2.
2 
89
.1
 
55
-5
9 
3 
1.
3 
1.
3 
90
.4
 
60
-6
4 
8 
3.
5 
3.
5 
93
.9
 
65
-6
9 
3 
1.
3 
1.
3 
95
.2
 
75
-7
9 
1 
.4
 
.4
 
95
.6
 
不
詳
 
10
 
4.
4 
4.
4 
10
0.
0 
合
計
 
22
9 
10
0.
0 
10
0.
0 
 
 
問
２
０
 
こ
の
団
地
で
の
通
算
滞
在
年
数
は
何
年
に
な
り
ま
す
か
。
 
 
q2
0x
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
0-
4 
61
 
26
.6
 
26
.6
 
26
.6
 
5-
9 
8 
3.
5 
3.
5 
30
.1
 
10
-1
4 
22
 
9.
6 
9.
6 
39
.7
 
15
-1
9 
41
 
17
.9
 
17
.9
 
57
.6
 
20
-2
4 
45
 
19
.7
 
19
.7
 
77
.3
 
25
-2
9 
12
 
5.
2 
5.
2 
82
.5
 
30
-3
4 
21
 
9.
2 
9.
2 
91
.7
 
35
-3
9 
5 
2.
2 
2.
2 
93
.9
 
不
詳
 
14
 
6.
1 
6.
1 
10
0.
0 
合
計
 
22
9 
10
0.
0 
10
0.
0 
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 問
２
１
 
こ
の
団
地
に
住
む
前
は
ど
こ
に
住
ん
で
い
ま
し
た
か
。（
○
印
は
ひ
と
つ
）
 
 
団
地
に
住
む
前
の
住
居
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
磐
田
市
内
 
11
2 
48
.9
 
48
.9
 
48
.9
 
静
岡
県
内
 
69
 
30
.1
 
30
.1
 
79
.0
 
日
本
国
内
 
29
 
12
.7
 
12
.7
 
91
.7
 
不
詳
 
19
 
8.
3 
8.
3 
10
0.
0 
合
計
 
22
9 
10
0.
0 
10
0.
0 
 
 問
２
２
 
あ
な
た
の
現
在
の
職
業
（
職
種
）
は
次
の
ど
れ
に
あ
た
り
ま
す
か
。（
○
印
は
ひ
と
つ
）
 
 
現
在
の
職
業
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
生
産
工
程
・
一
般
作
業
 
67
 
29
.3
 
29
.3
 
29
.3
 
販
売
・
サ
ー
ビ
ス
 
25
 
10
.9
 
10
.9
 
40
.2
 
事
務
的
職
業
 
10
 
4.
4 
4.
4 
44
.5
 
専
門
職
・
管
理
職
 
15
 
6.
6 
6.
6 
51
.1
 
農
業
 
1 
.4
 
.4
 
51
.5
 
専
業
主
婦
 
38
 
16
.6
 
16
.6
 
68
.1
 
学
生
 
18
 
7.
9 
7.
9 
76
.0
 
そ
の
他
 
41
 
17
.9
 
17
.9
 
93
.9
 
不
詳
 
14
 
6.
1 
6.
1 
10
0.
0 
合
計
 
22
9 
10
0.
0 
10
0.
0 
 
  
問
２
３
 
東
新
町
団
地
の
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
ご
意
見
・
ご
要
望
が
あ
れ
ば
、
以
下
に
ご
自
由
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。
 
 こ
れ
で
質
問
は
終
了
で
す
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 
− 9−
1 
 
磐
田
市
い
わ
た
し
 
東
新
町
と
う
し
ん
ち
ょ
う
団
地
だ
ん
ち
の
 
生
活
せ
い
か
つ
状
況
じ
ょ
う
き
ょ
う
を
め
ぐ
る
 
調
査
ち
ょ
う
さ
 
B 
（
外
国
人
が
い
こ
く
じ
ん
向む
け
 
個
人
こ
じ
ん
 
調
査
ち
ょ
う
さ
票ひょ
う
、
20
14
年ねん
11
月がつ
 
実
施
じ
っ
し
 
静
岡
し
ず
お
か
文
化
ぶ
ん
か
芸
術
げ
い
じ
ゅ
つ
大
学
だ
い
が
く
）
 
 
【
１
】
あ
な
た
に
つ
い
て
の
 
質
問
し
つ
も
ん
で
す
。
 
 
Ｑ
１
 
あ
な
た
の
 
性
別
せ
い
べ
つ
を
 
教おし
え
て
く
だ
さ
い
。
 
 
 
性
別
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
女
性
 
10
8 
56
.8
56
.8
 
56
.8
男
性
 
80
 
42
.1
42
.1
 
98
.9
不
詳
 
2 
1.
1
1.
1 
10
0.
0
合
計
 
19
0 
10
0.
0
10
0.
0 
 
 
Ｑ
２
 
あ
な
た
は
 
何
歳
な
ん
さ
い
で
す
か
。
 
 
q2
x 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
15
-1
9 
17
 
8.
9 
8.
9 
8.
9 
20
-2
4 
4 
2.
1 
2.
1 
11
.1
 
25
-2
9 
14
 
7.
4 
7.
4 
18
.4
 
30
-3
4 
38
 
20
.0
 
20
.0
 
38
.4
 
35
-3
9 
35
 
18
.4
 
18
.4
 
56
.8
 
40
-4
4 
27
 
14
.2
 
14
.2
 
71
.1
 
45
-4
9 
17
 
8.
9 
8.
9 
80
.0
 
50
-5
4 
13
 
6.
8 
6.
8 
86
.8
 
55
-5
9 
8 
4.
2 
4.
2 
91
.1
 
60
-6
4 
5 
2.
6 
2.
6 
93
.7
 
65
-6
9 
4 
2.
1 
2.
1 
95
.8
 
70
-7
4 
1 
.5
 
.5
 
96
.3
 
不
詳
 
7 
3.
7 
3.
7 
10
0.
0 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
10
0.
0 
 
   
2 
 Ｑ
３
 
あ
な
た
の
 
国
籍
こ
く
せ
き
を
 
教おし
え
て
く
だ
さ
い
。
 
 
国
籍
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
ブ
ラ
ジ
ル
 
16
7 
87
.9
 
87
.9
 
87
.9
 
ペ
ル
ー
 
10
 
5.
3 
5.
3 
93
.2
 
フ
ィ
リ
ピ
ン
 
3 
1.
6 
1.
6 
94
.7
 
日
本
 
3 
1.
6 
1.
6 
96
.3
 
そ
の
他
 
2 
1.
1 
1.
1 
97
.4
 
二
重
国
籍
 
5 
2.
6 
2.
6 
10
0.
0 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
10
0.
0 
 
 
国
籍
：
そ
の
他
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
非
該
当
 
18
8 
98
.9
 
98
.9
 
98
.9
 
不
詳
 
1 
.5
 
.5
 
99
.5
 
タ
イ
 
1 
.5
 
.5
 
10
0.
0 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
10
0.
0 
 
 
国
籍
：
二
重
国
籍
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
非
該
当
 
18
5 
97
.4
 
97
.4
 
97
.4
 
ブ
ラ
ジ
ル
 
3 
1.
6 
1.
6 
98
.9
 
中
国
 
1 
0.
5 
0.
5 
99
.5
 
日
本
 
1 
0.
5 
0.
5 
10
0.
0 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
10
0.
0 
 
 
国
籍
：
二
重
国
籍
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
非
該
当
 
18
6 
97
.9
 
97
.9
 
97
.9
 
ブ
ラ
ジ
ル
。
 
1 
0.
5 
0.
5 
98
.4
 
日
本
 
3 
1.
6 
1.
6 
10
0.
0 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
10
0.
0 
 
      
− 10−
3 
  
Ｑ
４
 
あ
な
た
が
 
生う
ま
れ
た
国くに
を
 
教おし
え
て
く
だ
さ
い
。
 
出
生
国
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
ブ
ラ
ジ
ル
 
16
7 
87
.9
 
87
.9
 
87
.9
ペ
ル
ー
 
10
 
5.
3 
5.
3 
93
.2
フ
ィ
リ
ピ
ン
 
3 
1.
6 
1.
6 
94
.7
日
本
 
6 
3.
2 
3.
2 
97
.9
そ
の
他
 
4 
2.
1 
2.
1 
10
0.
0
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
10
0.
0 
 
Ｑ
５
 
あ
な
た
は
 
日
系
に
っ
け
い
 
何
世
な
ん
せ
い
で
す
か
。
日
系
何
世
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
1世
 
5 
2.
6 
2.
6 
2.
6 
2世
 
50
 
26
.3
 
26
.3
 
28
.9
 
3世
 
75
 
39
.5
 
39
.5
 
68
.4
 
4世
 
9 
4.
7 
4.
7 
73
.2
 
非
日
系
 
49
 
25
.8
 
25
.8
 
98
.9
 
不
詳
 
2 
1.
1 
1.
1 
10
0.
0 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
10
0.
0 
 
Ｑ
６
 
あ
な
た
の
 
ビ
ザ
（
日
本
に
ほ
ん
に
 
い
る
た
め
の
 
資
格
し
か
く
）
は
 
ど
れ
で
す
か
。
 
 
在
留
資
格
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
永
住
者
 
10
0
52
.6
 
52
.6
 
52
.6
 
日
本
人
の
配
偶
者
等
 
17
8.
9 
8.
9 
61
.6
 
定
住
者
 
55
28
.9
 
28
.9
 
90
.5
 
永
住
者
の
配
偶
者
等
 
3
1.
6 
1.
6 
92
.1
 
そ
の
他
の
在
留
資
格
 
1
.5
 
.5
 
92
.6
 
日
本
国
籍
 
7
3.
7 
3.
7 
96
.3
 
不
詳
 
7
3.
7 
3.
7 
10
0.
0 
合
計
 
19
0
10
0.
0 
10
0.
0 
  
4 
 Ｑ
７
 
は
じ
め
て
 
日
本
に
ほ
ん
に
 
来き
た
の
は
 
い
つ
で
す
か
。
 日
本
に
ほ
ん
に
 
来き
た
年とし
を
 
書か
い
て
く
だ
さ
い
。
 
q7
x 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
日
本
生
ま
れ
 
5 
2.
6 
2.
6 
2.
6 
19
85
-8
9 
6 
3.
2 
3.
2 
5.
8 
19
90
-9
4 
51
 
26
.8
 
26
.8
 
32
.6
 
19
95
-9
9 
35
 
18
.4
 
18
.4
 
51
.1
 
20
00
-0
4 
51
 
26
.8
 
26
.8
 
77
.9
 
20
05
-0
9 
30
 
15
.8
 
15
.8
 
93
.7
 
20
10
-1
4 
6 
3.
2 
3.
2 
96
.8
 
不
詳
 
6 
3.
2 
3.
2 
10
0.
0 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
10
0.
0 
 
Ｑ
８
 
あ
な
た
は
 
 何
年
な
ん
ね
ん
 
日
本
に
ほ
ん
に
 
住す
ん
で
い
ま
す
か
。
（
数
字
す
う
じ
を
 
書か
い
て
く
だ
さ
い
）
 
q8
x 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
0-
4 
10
 
5.
3 
5.
3 
5.
3 
5-
9 
33
 
17
.4
 
17
.4
 
22
.6
 
10
-1
4 
60
 
31
.6
 
31
.6
 
54
.2
 
15
-1
9 
43
 
22
.6
 
22
.6
 
76
.8
 
20
-2
4 
41
 
21
.6
 
21
.6
 
98
.4
 
25
-2
9 
3 
1.
6 
1.
6 
10
0.
0 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
10
0.
0 
Ｑ
９
 
あ
な
た
は
 
何
年
な
ん
ね
ん
 
磐
田
市
い
わ
た
し
に
 
住す
ん
で
い
ま
す
か
。
（
数
字
す
う
じ
を
 
書か
い
て
く
だ
さ
い
）
 
q9
x 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
0-
4 
49
 
25
.8
 
25
.8
 
25
.8
 
5-
9 
48
 
25
.3
 
25
.3
 
51
.1
 
10
-1
4 
43
 
22
.6
 
22
.6
 
73
.7
 
15
-1
9 
35
 
18
.4
 
18
.4
 
92
.1
 
20
-2
4 
14
 
7.
4 
7.
4 
99
.5
 
不
詳
 
1 
.5
 
.5
 
10
0.
0 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
10
0.
0 
− 11−
5 
 Ｑ
１
０
 
東
新
町
と
う
し
ん
ち
ょ
う
団
地
だ
ん
ち
に
 
住す
む
前まえ
は
、
 ど
こ
に
 
住す
ん
で
い
ま
し
た
か
。
 
団
地
に
住
む
前
の
居
住
地
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
磐
田
市
内
（
団
地
含
む
）
 
12
4 
65
.3
 
65
.3
 
65
.3
 
磐
田
市
以
外
の
静
岡
県
内
 
41
 
21
.6
 
21
.6
 
86
.8
 
静
岡
県
以
外
の
日
本
国
内
 
15
 
7.
9 
7.
9 
94
.7
 
外
国
 
8 
4.
2 
4.
2 
98
.9
 
不
詳
 
2 
1.
1 
1.
1 
10
0.
0 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
10
0.
0 
 
Ｑ
１
１
 
あ
な
た
の
 
宗
教
し
ゅ
う
き
ょ
う
を
 
教おし
え
て
く
だ
さ
い
。
 
宗
教
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
ロ
ー
マ
カ
ト
リ
ッ
ク
 
85
 
44
.7
 
44
.7
 
44
.7
 
そ
の
他
の
キ
リ
ス
ト
教
 
42
 
22
.1
 
22
.1
 
66
.8
 
仏
教
 
3 
1.
6 
1.
6 
68
.4
 
そ
の
他
 
29
 
15
.3
 
15
.3
 
83
.7
 
特
定
の
宗
教
を
信
仰
し
て
い
な
い
 
27
 
14
.2
 
14
.2
 
97
.9
 
不
詳
 
4 
2.
1 
2.
1 
10
0.
0 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
10
0.
0 
6 
   
Ｑ
１
２
 
あ
な
た
が
 
一
番
い
ち
ば
ん
 
最
後
さ
い
ご
に
 
通かよ
っ
た
 
学
校
が
っ
こ
う
に
つ
い
て
 
教おし
え
て
く
だ
さ
い
。
 あ
な
た
の
国くに
と
 
日
本
に
ほ
ん
で
 
一
番
い
ち
ば
ん
 
最
後
さ
い
ご
に
 
通かよ
っ
た
 
学
校
が
っ
こ
う
を
 
ひ
と
つ
ず
つ
 
選えら
ん
で
く
だ
さ
い
。
 
最
終
学
歴
：
母
国
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
母
国
の
学
校
に
は
通
っ
て
い
な
い
 
5 
2.
6 
2.
6 
2.
6 
中
学
校
中
退
 
26
 
13
.7
 
13
.7
 
16
.3
 
中
学
校
卒
業
 
27
 
14
.2
 
14
.2
 
30
.5
 
高
校
在
学
中
 
2 
1.
1 
1.
1 
31
.6
 
高
校
中
退
 
35
 
18
.4
 
18
.4
 
50
.0
 
高
校
卒
業
 
63
 
33
.2
 
33
.2
 
83
.2
 
大
学
・
短
大
・
専
門
学
校
在
学
中
 
3 
1.
6 
1.
6 
84
.7
 
大
学
・
短
大
・
専
門
学
校
中
退
 
9 
4.
7 
4.
7 
89
.5
 
大
学
・
短
大
・
専
門
学
校
卒
業
 
10
 
5.
3 
5.
3 
94
.7
 
不
詳
 
10
 
5.
3 
5.
3 
10
0.
0 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
10
0.
0 
最
終
学
歴
：
日
本
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
日
本
の
学
校
に
は
通
っ
て
い
な
い
 
38
 
20
.0
 
20
.0
 
20
.0
 
中
学
校
中
退
 
3 
1.
6 
1.
6 
21
.6
 
中
学
校
卒
業
 
6 
3.
2 
3.
2 
24
.7
 
高
校
在
学
中
 
6 
3.
2 
3.
2 
27
.9
 
高
校
中
退
 
5 
2.
6 
2.
6 
30
.5
 
高
校
卒
業
 
2 
1.
1 
1.
1 
31
.6
 
大
学
・
短
大
・
専
門
学
校
卒
業
 
2 
1.
1 
1.
1 
32
.6
 
不
詳
 
12
8 
67
.4
 
67
.4
 
10
0.
0 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
10
0.
0 
− 12−
7 
   
Ｑ
１
３
 
あ
な
た
は
 
日
本
に
ほ
ん
の
 
国
籍
こ
く
せ
き
を
 
取と
り
た
い
と
 
思おも
い
ま
す
か
。
 
 
帰
化
の
意
向
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
は
い
 
22
 
11
.6
 
11
.6
 
11
.6
 
い
い
え
 
14
9 
78
.4
 
78
.4
 
90
.0
 
不
詳
 
19
 
10
.0
 
10
.0
 
10
0.
0 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
10
0.
0 
 
  
Ｑ
１
４
 「
１
 
は
い
」
と
 
答こた
え
た
 
理
由
り
ゆ
う
を
 
教おし
え
て
く
だ
さ
い
。（
○
は
 
い
く
つ
で
も
）
 
就
職
に
有
利
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
な
し
 
15
 
7.
9 
35
.7
 
35
.7
 
あ
り
 
15
 
7.
9 
35
.7
 
71
.4
 
不
詳
 
12
 
6.
3 
28
.6
 
10
0.
0 
合
計
 
42
 
22
.1
 
10
0.
0 
 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
14
8 
77
.9
  
 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
 
 
 
日
本
の
パ
ス
ポ
ー
ト
が
あ
る
と
便
利
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
な
し
 
19
 
10
.0
 
45
.2
 
45
.2
 
あ
り
 
11
 
5.
8 
26
.2
 
71
.4
 
不
詳
 
12
 
6.
3 
28
.6
 
10
0.
0 
合
計
 
42
 
22
.1
 
10
0.
0 
 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
14
8 
77
.9
  
 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
 
 
 
い
つ
で
も
自
由
に
日
本
に
戻
れ
る
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
な
し
 
14
 
7.
4 
33
.3
 
33
.3
 
あ
り
 
16
 
8.
4 
38
.1
 
71
.4
 
不
詳
 
12
 
6.
3 
28
.6
 
10
0.
0 
合
計
 
42
 
22
.1
 
10
0.
0 
 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
14
8 
77
.9
  
 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
 
 
8 
  【
２
】
社
会
し
ゃ
か
い
と
の
 
つ
な
が
り
に
つ
い
て
の
 
質
問
し
つ
も
ん
で
す
。
 
 
Ｑ
１
５
 
あ
な
た
は
 
生
活
せ
い
か
つ
の
 
情
報
じ
ょ
う
ほ
う
を
 
ど
う
や
っ
て
 
手て
に
 
入い
れ
ま
す
か
。（
○
は
 
５
つ
ま
で
）
 
母
国
語
の
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
な
し
 
11
2 
58
.9
 
58
.9
 
58
.9
 
あ
り
 
76
 
40
.0
 
40
.0
 
98
.9
 
不
詳
 
2 
1.
1 
1.
1 
10
0.
0 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
10
0.
0 
 
 
母
国
語
の
新
聞
・
雑
誌
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
な
し
 
83
 
43
.7
 
43
.7
 
43
.7
 
あ
り
 
10
5 
55
.3
 
55
.3
 
98
.9
 
不
詳
 
2 
1.
1 
1.
1 
10
0.
0 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
10
0.
0 
 
 
エ
ス
ニ
ッ
ク
レ
ス
ト
ラ
ン
・
ス
ー
パ
ー
の
チ
ラ
シ
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
な
し
 
14
2 
74
.7
 
74
.7
 
74
.7
 
あ
り
 
46
 
24
.2
 
24
.2
 
98
.9
 
不
詳
 
2 
1.
1 
1.
1 
10
0.
0 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
10
0.
0 
 
 
日
本
の
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
な
し
 
99
 
52
.1
 
52
.1
 
52
.1
 
あ
り
 
89
 
46
.8
 
46
.8
 
98
.9
 
不
詳
 
2 
1.
1 
1.
1 
10
0.
0 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
10
0.
0 
 
 
日
本
の
新
聞
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
な
し
 
17
2 
90
.5
 
90
.5
 
90
.5
 
あ
り
 
16
 
8.
4 
8.
4 
98
.9
 
不
詳
 
2 
1.
1 
1.
1 
10
0.
0 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
10
0.
0 
 
− 13−
9 
 
日
本
人
の
友
人
か
ら
の
情
報
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
な
し
 
15
6 
82
.1
82
.1
 
82
.1
あ
り
 
32
 
16
.8
16
.8
 
98
.9
9 
2 
1.
1
1.
1 
10
0.
0
合
計
 
19
0 
10
0.
0
10
0.
0 
同
じ
国
籍
の
友
人
か
ら
の
情
報
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
な
し
 
97
 
51
.1
51
.1
 
51
.1
あ
り
 
91
 
47
.9
47
.9
 
98
.9
不
詳
 
2 
1.
1
1.
1 
10
0.
0
合
計
 
19
0 
10
0.
0
10
0.
0 
自
分
と
は
違
う
国
籍
の
外
国
人
の
友
人
か
ら
の
情
報
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
な
し
 
18
2 
95
.8
95
.8
 
95
.8
あ
り
 
6 
3.
2
3.
2 
98
.9
不
詳
 
2 
1.
1
1.
1 
10
0.
0
合
計
 
19
0 
10
0.
0
10
0.
0 
会
社
か
ら
の
情
報
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
な
し
 
15
5 
81
.6
81
.6
 
81
.6
あ
り
 
33
 
17
.4
17
.4
 
98
.9
不
詳
 
2 
1.
1
1.
1 
10
0.
0
合
計
 
19
0 
10
0.
0
10
0.
0 
市
役
所
の
広
報
紙
（
日
本
語
版
）
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
な
し
 
18
0 
94
.7
94
.7
 
94
.7
あ
り
 
8 
4.
2
4.
2 
98
.9
不
詳
 
2 
1.
1
1.
1 
10
0.
0
合
計
 
19
0 
10
0.
0
10
0.
0 
10
 
 
市
役
所
の
広
報
紙
（
外
国
語
版
）
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
な
し
 
92
 
48
.4
 
48
.4
 
48
.4
 
あ
り
 
96
 
50
.5
 
50
.5
 
98
.9
 
不
詳
 
2 
1.
1 
1.
1 
10
0.
0 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
10
0.
0 
IC
Eニ
ュ
ー
ス
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
な
し
 
18
8 
98
.9
 
98
.9
 
98
.9
 
不
詳
 
2 
1.
1 
1.
1 
10
0.
0 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
10
0.
0 
市
役
所
の
日
本
語
HP
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
な
し
 
18
7 
98
.4
 
98
.4
 
98
.4
 
あ
り
 
1 
.5
 
.5
 
98
.9
 
不
詳
 
2 
1.
1 
1.
1 
10
0.
0 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
10
0.
0 
市
役
所
の
外
国
語
HP
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
な
し
 
17
5 
92
.1
 
92
.1
 
92
.1
 
あ
り
 
13
 
6.
8 
6.
8 
98
.9
 
不
詳
 
2 
1.
1 
1.
1 
10
0.
0 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
10
0.
0 
そ
の
他
の
日
本
の
官
公
庁
の
外
国
語
HP
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
な
し
 
18
7 
98
.4
 
98
.4
 
98
.4
 
あ
り
 
1 
.5
 
.5
 
98
.9
 
不
詳
 
2 
1.
1 
1.
1 
10
0.
0 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
10
0.
0 
− 14−
11
 
 
FA
CE
BO
OK
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
な
し
 
86
 
45
.3
45
.3
 
45
.3
あ
り
 
10
2 
53
.7
53
.7
 
98
.9
不
詳
 
2 
1.
1
1.
1 
10
0.
0
合
計
 
19
0 
10
0.
0
10
0.
0 
そ
の
他
の
SN
S 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
な
し
 
16
5 
86
.8
86
.8
 
86
.8
あ
り
 
23
 
12
.1
12
.1
 
98
.9
不
詳
 
2 
1.
1
1.
1 
10
0.
0
合
計
 
19
0 
10
0.
0
10
0.
0 
い
わ
た
ホ
ッ
と
ラ
イ
ン
（
日
本
語
版
）
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
な
し
 
18
5 
97
.4
97
.4
 
97
.4
あ
り
 
3 
1.
6
1.
6 
98
.9
不
詳
 
2 
1.
1
1.
1 
10
0.
0
合
計
 
19
0 
10
0.
0
10
0.
0 
い
わ
た
ホ
ッ
と
ラ
イ
ン
（
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
）
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
な
し
 
17
1 
90
.0
90
.0
 
90
.0
あ
り
 
17
 
8.
9
8.
9 
98
.9
不
詳
 
2 
1.
1
1.
1 
10
0.
0
合
計
 
19
0 
10
0.
0
10
0.
0 
そ
の
他
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
な
し
 
17
5 
92
.1
92
.1
 
92
.1
あ
り
 
13
 
6.
8
6.
8 
98
.9
不
詳
 
2 
1.
1
1.
1 
10
0.
0
合
計
 
19
0 
10
0.
0
10
0.
0 
12
 
  
Ｑ
１
６
 
あ
な
た
が
 
住す
ん
で
い
る
 
町まち
で
 や
る
 
集あつ
ま
り
や
 
イ
ベ
ン
ト
に
 
行い
っ
た
こ
と
が
 
あ
り
ま
す
か
。 
  
 
 
  
A～
K
の
 
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
１
～
３
の
 
ど
れ
か
 
ひ
と
つ
に
 
○
を
 
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
 
自
治
会
の
会
合
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
 
76
 
40
.0
 
40
.0
 
40
.0
 
知
っ
て
い
る
け
ど
、
行
っ
た
こ
と
は
な
い
 
51
 
26
.8
 
26
.8
 
66
.8
 
知
ら
な
い
 
22
 
11
.6
 
11
.6
 
78
.4
 
不
詳
 
41
 
21
.6
 
21
.6
 
10
0.
0 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
10
0.
0 
草
刈
り
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
 
77
 
40
.5
 
40
.5
 
40
.5
 
知
っ
て
い
る
け
ど
、
行
っ
た
こ
と
は
な
い
 
40
 
21
.1
 
21
.1
 
61
.6
 
知
ら
な
い
 
26
 
13
.7
 
13
.7
 
75
.3
 
不
詳
 
47
 
24
.7
 
24
.7
 
10
0.
0 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
10
0.
0 
ご
み
ひ
ろ
い
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
 
12
0 
63
.2
 
63
.2
 
63
.2
知
っ
て
い
る
け
ど
、
行
っ
た
こ
と
は
な
い
 
21
 
11
.1
 
11
.1
 
74
.2
知
ら
な
い
 
14
 
7.
4 
7.
4 
81
.6
不
詳
 
35
 
18
.4
 
18
.4
 
10
0.
0
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
10
0.
0 
通
学
合
宿
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
 
15
 
7.
9 
7.
9 
7.
9 
知
っ
て
い
る
け
ど
、
行
っ
た
こ
と
は
な
い
 
52
 
27
.4
 
27
.4
 
35
.3
 
知
ら
な
い
 
60
 
31
.6
 
31
.6
 
66
.8
 
不
詳
 
63
 
33
.2
 
33
.2
 
10
0.
0 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
10
0.
0 
− 15−
13
 
 
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
 
7 
3.
7 
3.
7 
3.
7
知
っ
て
い
る
け
ど
、
行
っ
た
こ
と
は
な
い
 
35
 
18
.4
 
18
.4
 
22
.1
知
ら
な
い
 
83
 
43
.7
 
43
.7
 
65
.8
不
詳
 
65
 
34
.2
 
34
.2
 
10
0.
0
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
10
0.
0 
地
区
運
動
会
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
 
15
 
7.
9 
7.
9 
7.
9 
知
っ
て
い
る
け
ど
、
行
っ
た
こ
と
は
な
い
 
58
 
30
.5
 
30
.5
 
38
.4
 
知
ら
な
い
 
58
 
30
.5
 
30
.5
 
68
.9
 
不
詳
 
59
 
31
.1
 
31
.1
 
10
0.
0 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
10
0.
0 
地
区
祭
り
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
 
47
 
24
.7
 
24
.7
 
24
.7
 
知
っ
て
い
る
け
ど
、
行
っ
た
こ
と
は
な
い
 
71
 
37
.4
 
37
.4
 
62
.1
 
知
ら
な
い
 
15
 
7.
9 
7.
9 
70
.0
 
不
詳
 
57
 
30
.0
 
30
.0
 
10
0.
0 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
10
0.
0 
地
区
文
化
祭
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
 
19
 
10
.0
 
10
.0
 
10
.0
 
知
っ
て
い
る
け
ど
、
行
っ
た
こ
と
は
な
い
 
49
 
25
.8
 
25
.8
 
35
.8
 
知
ら
な
い
 
54
 
28
.4
 
28
.4
 
64
.2
 
不
詳
 
68
 
35
.8
 
35
.8
 
10
0.
0 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
10
0.
0 
14
 
 
東
新
横
丁
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
 
38
 
20
.0
 
20
.0
 
20
.0
 
知
っ
て
い
る
け
ど
、
行
っ
た
こ
と
は
な
い
 
47
 
24
.7
 
24
.7
 
44
.7
 
知
ら
な
い
 
47
 
24
.7
 
24
.7
 
69
.5
 
不
詳
 
58
 
30
.5
 
30
.5
 
10
0.
0 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
10
0.
0 
「
こ
ん
に
ち
は
！
」
の
イ
ベ
ン
ト
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
 
54
 
3.
7 
3.
7 
3.
7
知
っ
て
い
る
け
ど
、
行
っ
た
こ
と
は
な
い
 
50
 
18
.4
 
18
.4
 
22
.1
知
ら
な
い
 
31
 
43
.7
 
43
.7
 
65
.8
不
詳
 
55
 
34
.2
 
34
.2
 
10
0.
0
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
10
0.
0 
地
域
防
災
訓
練
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
 
73
 
38
.4
 
38
.4
 
38
.4
 
知
っ
て
い
る
け
ど
、
行
っ
た
こ
と
は
な
い
 
38
 
20
.0
 
20
.0
 
58
.4
 
知
ら
な
い
 
26
 
13
.7
 
13
.7
 
72
.1
 
不
詳
 
53
 
27
.9
 
27
.9
 
10
0.
0 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
10
0.
0 
− 16−
15
 
  【
３
】
近ちか
く
に
 
住す
ん
で
い
る
 
人ひと
た
ち
と
の
 
つ
き
あ
い
に
つ
い
て
の
 
質
問
し
つ
も
ん
で
す
。
 
 
Ｑ
１
７
 
団
地
だ
ん
ち
に
 
住す
ん
で
い
る
 
同おな
じ
国くに
の
 
人ひと
と
の
 
つ
き
あ
い
は
 
ど
の
く
ら
い
で
す
か
。
 
団
地
に
住
む
同
国
人
と
の
つ
き
あ
い
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
ま
っ
た
く
つ
き
あ
い
は
な
い
 
4 
2.
1 
2.
1 
2.
1 
あ
い
さ
つ
を
す
る
程
度
 
50
 
26
.3
 
26
.3
 
28
.4
 
と
き
ど
き
立
ち
話
を
す
る
程
度
 
10
8 
56
.8
 
56
.8
 
85
.3
 
一
緒
に
何
か
し
た
り
相
談
し
た
り
す
る
 
16
 
8.
4 
8.
4 
93
.7
 
不
詳
 
12
 
6.
3 
6.
3 
10
0.
0 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
10
0.
0 
 
 
Ｑ
１
８
 
団
地
だ
ん
ち
に
 
住す
ん
で
い
る
 
他ほか
の
 
国くに
の
 
人ひと
と
の
 
つ
き
あ
い
は
 
ど
の
く
ら
い
で
す
か
。
 
団
地
に
住
む
同
国
人
以
外
の
外
国
人
と
の
つ
き
あ
い
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
ま
っ
た
く
つ
き
あ
い
は
な
い
 
16
 
8.
4 
8.
4 
8.
4 
あ
い
さ
つ
を
す
る
程
度
 
93
 
48
.9
 
48
.9
 
57
.4
 
と
き
ど
き
立
ち
話
を
す
る
程
度
 
68
 
35
.8
 
35
.8
 
93
.2
 
一
緒
に
何
か
し
た
り
相
談
し
た
り
す
る
 
3 
1.
6 
1.
6 
94
.7
 
不
詳
 
10
 
5.
3 
5.
3 
10
0.
0 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
10
0.
0 
 
 
Ｑ
１
９
 
団
地
だ
ん
ち
に
 
住す
ん
で
い
る
 
日
本
人
に
ほ
ん
じ
ん
と
の
 
つ
き
あ
い
は
 
ど
の
く
ら
い
で
す
か
。
 
団
地
に
住
む
日
本
人
と
の
つ
き
あ
い
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
ま
っ
た
く
つ
き
あ
い
は
な
い
 
3 
1.
6 
1.
6 
1.
6 
あ
い
さ
つ
を
す
る
程
度
 
10
9 
57
.4
 
57
.4
 
58
.9
 
と
き
ど
き
立
ち
話
を
す
る
程
度
 
66
 
34
.7
 
34
.7
 
93
.7
 
一
緒
に
何
か
し
た
り
相
談
し
た
り
す
る
 
4 
2.
1 
2.
1 
95
.8
 
不
詳
 
8 
4.
2 
4.
2 
10
0.
0 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
10
0.
0 
 
  
16
 
  Ｑ
２
０
 
団
地
だ
ん
ち
に
 
住す
ん
で
い
る
 
日
本
人
に
ほ
ん
じ
ん
と
の
 
間あい
だ
に
 
人ひと
と
 
人ひと
と
の
 
関
係
か
ん
け
い
の
 
壁かべ
を
 
感かん
じ
ま
す
か
。
 
団
地
に
住
む
日
本
人
と
の
壁
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
と
て
も
強
く
感
じ
る
 
9 
4.
7 
4.
7 
4.
7 
か
な
り
感
じ
る
 
31
 
16
.3
 
16
.3
 
21
.1
 
あ
ま
り
感
じ
な
い
 
76
 
40
.0
 
40
.0
 
61
.1
 
ま
っ
た
く
感
じ
な
い
 
67
 
35
.3
 
35
.3
 
96
.3
 
不
詳
 
7 
3.
7 
3.
7 
10
0.
0 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
10
0.
0 
 
 
Ｑ
２
１
 
団
地
だ
ん
ち
に
 
住す
ん
で
い
る
 
日
本
人
に
ほ
ん
じ
ん
と
 
こ
れ
か
ら
 
ど
の
よ
う
な
 
関
係
か
ん
け
い
を
 
持も
ち
た
い
で
す
か
。
 
団
地
に
住
む
日
本
人
と
の
今
後
の
関
係
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
必
要
最
小
限
の
こ
と
以
外
、
な
る
べ
く
か
か
わ
り
た
く
な
い
 
27
 
14
.2
 
14
.2
 
14
.2
 
少
し
か
か
わ
り
を
持
っ
て
み
た
い
 
11
6 
61
.1
 
61
.1
 
75
.3
 
も
っ
と
積
極
的
に
か
か
わ
っ
て
み
た
い
 
37
 
19
.5
 
19
.5
 
94
.7
 
不
詳
 
10
 
5.
3 
5.
3 
10
0.
0 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
10
0.
0 
 
                
− 17−
17
 
  【
４
】
あ
な
た
の
 
日
本
語
に
ほ
ん
ご
能
力
の
う
り
ょ
く
に
つ
い
て
の
 
質
問
し
つ
も
ん
で
す
。
 
Ｑ
２
２
 
あ
な
た
は
 
日
本
語
に
ほ
ん
ご
で
 
ど
の
く
ら
い
 
話はな
せ
ま
す
か
。
 
日
本
語
で
の
会
話
能
力
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
日
本
語
で
の
会
話
は
ま
っ
た
く
で
き
な
い
 
5 
2.
6 
2.
6 
2.
6 
名
前
や
出
身
地
な
ど
、
簡
単
な
自
己
紹
介
が
で
き
る
 
32
 
16
.8
 
16
.8
 
19
.5
 
自
分
の
家
族
や
国
な
ど
に
つ
い
て
簡
単
な
質
問
に
答
え
る
こ
と
が
で
き
る
 
98
 
51
.6
 
51
.6
 
71
.1
 
買
い
物
を
す
る
と
き
に
自
分
の
希
望
や
条
件
を
詳
し
く
説
明
で
き
る
 
38
 
20
.0
 
20
.0
 
91
.1
 
自
分
の
国
の
教
育
制
度
や
政
治
制
度
を
説
明
で
き
る
 
13
 
6.
8 
6.
8 
97
.9
 
不
詳
 
4 
2.
1 
2.
1 
10
0.
0 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
10
0.
0 
 
  Ｑ
２
３
 
あ
な
た
は
 
日
本
語
に
ほ
ん
ご
で
 
ど
の
く
ら
い
 
読よ
め
ま
す
か
。
 
日
本
語
を
読
む
力
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
日
本
語
は
ま
っ
た
く
読
め
な
い
 
53
 
27
.9
 
27
.9
 
27
.9
 
カ
タ
カ
ナ
や
ひ
ら
が
な
で
書
か
れ
た
国
名
や
都
市
名
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
 
63
 
33
.2
 
33
.2
 
61
.1
 
ひ
ら
が
な
付
き
で
あ
れ
ば
市
役
所
や
学
校
か
ら
の
通
知
（
お
知
ら
せ
）
を
読
ん
で
理
解
で
き
る
 
48
 
25
.3
 
25
.3
 
86
.3
 
ひ
ら
が
な
な
し
で
市
役
所
や
学
校
か
ら
の
通
知
（
お
知
ら
せ
）
を
読
ん
で
理
解
で
き
る
 
12
 
6.
3 
6.
3 
92
.6
 
新
聞
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
 
9 
4.
7 
4.
7 
97
.4
 
不
詳
 
5 
2.
6 
2.
6 
10
0.
0 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
10
0.
0 
 
18
 
  
Ｑ
２
４
 
あ
な
た
は
 
日
本
語
に
ほ
ん
ご
で
 
ど
の
く
ら
い
 
書か
け
ま
す
か
。
 
日
本
語
を
書
く
力
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
日
本
語
は
ま
っ
た
く
書
け
な
い
 
38
 
20
.0
 
20
.0
 
20
.0
 
自
分
の
名
前
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
 
71
 
37
.4
 
37
.4
 
57
.4
 
自
分
の
住
所
を
漢
字
で
書
く
こ
と
が
で
き
る
 
8 
4.
2 
4.
2 
61
.6
 
仕
事
の
伝
言
メ
モ
を
ひ
ら
が
な
や
カ
タ
カ
ナ
で
書
く
こ
と
が
で
き
る
 
57
 
30
.0
 
30
.0
 
91
.6
 
仕
事
の
伝
言
メ
モ
を
漢
字
を
含
め
て
書
く
こ
と
が
で
き
る
 
12
 
6.
3 
6.
3 
97
.9
 
不
詳
 
4 
2.
1 
2.
1 
10
0.
0 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
10
0.
0 
 
 Ｑ
２
５
 
あ
な
た
は
 
こ
れ
か
ら
 
日
本
語
に
ほ
ん
ご
を
 
勉
強
べ
ん
き
ょ
う
し
た
い
と
 
思おも
い
ま
す
か
。
 
今
後
の
日
本
語
学
習
希
望
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
ぜ
ひ
学
習
し
た
い
 
49
 
25
.8
 
25
.8
 
25
.8
 
自
分
の
都
合
に
あ
う
機
会
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
学
習
し
た
い
 
10
4 
54
.7
 
54
.7
 
80
.5
 
す
で
に
習
得
し
て
い
る
の
で
も
う
充
分
 
6 
3.
2 
3.
2 
83
.7
 
時
間
の
余
裕
が
な
い
の
で
学
習
は
無
理
 
26
 
13
.7
 
13
.7
 
97
.4
 
日
本
語
は
で
き
な
い
が
、
学
ぶ
必
要
を
感
じ
な
い
 
2 
1.
1 
1.
1 
98
.4
 
不
詳
 
3 
1.
6 
1.
6 
10
0.
0 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
10
0.
0 
 
        
− 18−
19
 
 【
５
】
あ
な
た
の
 
今いま
の
 
仕
事
し
ご
と
に
つ
い
て
の
 
質
問
し
つ
も
ん
で
す
。
 
Ｑ
２
６
 
あ
な
た
は
、
 今い
ま
、
 仕
事
し
ご
と
を
 
し
て
い
ま
す
か
。
 
 
収
入
を
と
も
な
う
仕
事
の
有
無
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
は
い
 
12
8 
67
.4
 
67
.4
 
67
.4
 
い
い
え
 
47
 
24
.7
 
24
.7
 
92
.1
 
不
詳
 
15
 
7.
9 
7.
9 
10
0.
0 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
10
0.
0 
 
 
Ｑ
２
７
 
今いま
の
 
あ
な
た
の
 
仕
事
し
ご
と
の
 
形かた
ち
は
 
次つぎ
の
 
ど
れ
で
す
か
。
 
現
在
の
仕
事
の
形
態
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
自
営
業
 
7 
3.
7 
4.
8 
4.
8
ハ
ケ
ン
会
社
（
斡
旋
業
者
）
を
通
し
て
働
い
て
い
る
 
98
 
51
.6
 
67
.6
 
72
.4
ハ
ケ
ン
会
社
（
斡
旋
業
者
）
を
通
さ
ず
働
い
て
い
る
 
23
 
12
.1
 
15
.9
 
88
.3
不
詳
 
17
 
8.
9 
11
.7
 
10
0.
0
合
計
 
14
5 
76
.3
 
10
0.
0 
 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
45
 
23
.7
  
 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
 
 
 
Ｑ
２
８
 
上うえ
の
 
Ｑ
２
７
で
、
「
３
」
と
 
答こた
え
た
 
人ひと
は
 
ど
の
よ
う
な
 
契
約
け
い
や
く
で
 
働はた
ら
い
て
い
ま
す
か
。
 
雇
用
形
態
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
期
間
を
定
め
な
い
正
規
社
員
と
し
て
雇
用
さ
れ
て
い
る
 
24
 
12
.6
 
41
.4
 
41
.4
期
間
を
定
め
た
契
約
社
員
と
し
て
雇
用
さ
れ
て
い
る
 
16
 
8.
4 
27
.6
 
69
.0
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
職
員
と
し
て
雇
用
さ
れ
て
い
る
 
7 
3.
7 
12
.1
 
81
.0
そ
の
他
 
3 
1.
6 
5.
2 
86
.2
不
詳
 
8 
4.
2 
13
.8
 
10
0.
0
合
計
 
58
 
30
.5
 
10
0.
0 
 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
13
2 
69
.5
  
 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
 
 
20
 
  Ｑ
２
９
 
今いま
の
 
仕
事
し
ご
と
は
 
ど
う
や
っ
て
 
見み
つ
け
ま
し
た
か
。
（
○
は
 
い
く
つ
で
も
）
 
家
族
や
親
戚
を
通
じ
て
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
な
し
 
96
 
50
.5
 
64
.9
 
64
.9
 
あ
り
 
41
 
21
.6
 
27
.7
 
92
.6
 
不
詳
 
11
 
5.
8 
7.
4 
10
0.
0 
合
計
 
14
8 
77
.9
 
10
0.
0 
 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
42
 
22
.1
  
 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
 
 
 
同
国
人
の
友
人
を
通
じ
て
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
な
し
 
83
 
43
.7
 
56
.1
 
56
.1
 
あ
り
 
54
 
28
.4
 
36
.5
 
92
.6
 
不
詳
 
11
 
5.
8 
7.
4 
10
0.
0 
合
計
 
14
8 
77
.9
 
10
0.
0 
 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
42
 
22
.1
  
 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
 
 
 
日
本
人
の
友
人
を
通
じ
て
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
な
し
 
13
6 
71
.6
 
91
.9
 
91
.9
 
あ
り
 
1 
.5
 
.7
 
92
.6
 
不
詳
 
11
 
5.
8 
7.
4 
10
0.
0 
合
計
 
14
8 
77
.9
 
10
0.
0 
 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
42
 
22
.1
  
 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
 
 
 
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
な
し
 
13
4 
70
.5
 
90
.5
 
90
.5
 
あ
り
 
3 
1.
6 
2.
0 
92
.6
 
不
詳
 
11
 
5.
8 
7.
4 
10
0.
0 
合
計
 
14
8 
77
.9
 
10
0.
0 
 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
42
 
22
.1
  
 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
 
 
  
− 19−
21
 
 
民
間
の
あ
っ
せ
ん
業
者
を
通
じ
て
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
な
し
 
10
1 
53
.2
 
68
.2
 
68
.2
 
あ
り
 
36
 
18
.9
 
24
.3
 
92
.6
 
不
詳
 
11
 
5.
8 
7.
4 
10
0.
0 
合
計
 
14
8 
77
.9
 
10
0.
0 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
42
 
22
.1
 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
母
国
語
で
書
か
れ
た
新
聞
や
雑
誌
を
見
て
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
な
し
 
13
0 
68
.4
 
87
.8
 
87
.8
 
あ
り
 
7 
3.
7 
4.
7 
92
.6
 
不
詳
 
11
 
5.
8 
7.
4 
10
0.
0 
合
計
 
14
8 
77
.9
 
10
0.
0 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
42
 
22
.1
 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
そ
の
他
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
な
し
 
12
8 
67
.4
 
86
.5
 
86
.5
 
あ
り
 
9 
4.
7 
6.
1 
92
.6
 
不
詳
 
11
 
5.
8 
7.
4 
10
0.
0 
合
計
 
14
8 
77
.9
 
10
0.
0 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
42
 
22
.1
 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
22
 
  
Ｑ
３
０
 
今いま
の
 
仕
事
し
ご
と
は
 
何
年
な
ん
ね
ん
く
ら
い
 
続つづ
け
て
い
ま
す
か
。
（
数
字
す
う
じ
を
 
書か
い
て
く
だ
さ
い
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
年ねん
 
 
 
 
 
 
 
 
カか
月げつ
 
Q3
0X
_M
ON
TH
Sx
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
1年
未
満
 
7 
3.
7 
4.
9 
4.
9 
1年
以
上
～
2年
未
満
 
19
 
10
.0
 
13
.3
 
18
.2
 
2年
以
上
～
3年
未
満
 
12
 
6.
3 
8.
4 
26
.6
 
3年
以
上
～
5年
未
満
 
17
 
8.
9 
11
.9
 
38
.5
 
5年
以
上
～
10
年
未
満
 
23
 
12
.1
 
16
.1
 
54
.5
 
10
年
以
上
～
15
年
未
満
 
9 
4.
7 
6.
3 
60
.8
 
15
年
以
上
 
8 
4.
2 
5.
6 
66
.4
 
不
詳
 
48
 
25
.3
 
33
.6
 
10
0.
0 
合
計
 
14
3 
75
.3
 
10
0.
0 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
47
 
24
.7
 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
Ｑ
３
１
 
前まえ
の
 月つ
き
は
 
平
均
へ
い
き
ん
し
て
、
 １
週
間
し
ゅ
う
か
ん
に
 
何
時
間
な
ん
じ
か
ん
 
働はた
ら
き
ま
し
た
か
。
（
数
字
す
う
じ
を
 
書か
い
て
く
だ
さ
い
） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
時
間
じ
か
ん
／
週しゅ
う
 q3
1 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
20
時
間
未
満
 
3 
1.
6 
2.
1 
2.
1 
20
時
間
以
上
～
40
時
間
未
満
 
12
 
6.
3 
8.
5 
10
.6
 
40
時
間
以
上
～
50
時
間
未
満
 
71
 
37
.4
 
50
.4
 
61
.0
 
50
時
間
以
上
 
41
 
21
.6
 
29
.1
 
90
.1
 
不
詳
 
14
 
7.
4 
9.
9 
10
0.
0 
合
計
 
14
1 
74
.2
 
10
0.
0 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
49
 
25
.8
 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
  
− 20−
23
 
 Ｑ
３
２
 
あ
な
た
の
 
前まえ
の
 
３
ヶ
月
か
げ
つ
間かん
の
 
給
料
き
ゅ
う
り
ょ
う
の
 
平
均
へ
い
き
ん
は
 
月つき
に
 
い
く
ら
く
ら
い
で
し
た
か
。
  
(数
字
す
う
じ
を
 
書か
い
て
く
だ
さ
い
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
円えん
／・
月つき
 
q3
2x
x 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
10
万
円
未
満
 
8 
4.
2 
5.
4 
5.
4 
10
万
円
以
上
～
15
万
円
未
満
 
28
 
14
.7
 
18
.9
 
24
.3
 
15
万
円
以
上
～
20
万
円
未
満
 
29
 
15
.3
 
19
.6
 
43
.9
 
20
万
円
以
上
～
25
万
円
未
満
 
27
 
14
.2
 
18
.2
 
62
.2
 
25
万
円
以
上
～
30
万
円
未
満
 
21
 
11
.1
 
14
.2
 
76
.4
 
30
万
円
以
上
 
8 
4.
2 
5.
4 
81
.8
 
不
詳
 
27
 
14
.2
 
18
.2
 
10
0.
0 
合
計
 
14
8 
77
.9
 
10
0.
0 
 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
42
 
22
.1
  
 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
 
 
  
Ｑ
３
３
 
今いま
の
 
仕
事
し
ご
と
は
 
何なに
に
 
関
係
か
ん
け
い
し
て
い
ま
す
か
。
 
 
現
在
の
仕
事
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
自
動
車
・
バ
イ
ク
関
連
 
79
 
41
.6
 
53
.4
 
53
.4
電
気
・
電
子
製
品
関
連
 
9 
4.
7 
6.
1 
59
.5
食
品
関
連
 
5 
2.
6 
3.
4 
62
.8
そ
の
他
 
28
 
14
.7
 
18
.9
 
81
.8
運
輸
・
運
送
 
1 
.5
 
.7
 
82
.4
販
売
 
1 
.5
 
.7
 
83
.1
そ
の
他
 
3 
1.
6 
2.
0 
85
.1
不
詳
 
22
 
11
.6
 
14
.9
 
10
0.
0
合
計
 
14
8 
77
.9
 
10
0.
0 
 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
42
 
22
.1
  
 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
 
 
       
24
 
  
Ｑ
３
４
 
今いま
の
 
仕
事
し
ご
と
の
 
内
容
な
い
よ
う
は
 
何なん
で
す
か
。
 
 
現
在
の
職
業
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
生
産
工
程
・
一
般
作
業
 
11
8 
62
.1
 
77
.6
 
77
.6
 
販
売
・
サ
ー
ビ
ス
 
3 
1.
6 
2.
0 
79
.6
 
専
門
職
・
管
理
職
 
1 
.5
 
.7
 
80
.3
 
専
業
主
婦
 
4 
2.
1 
2.
6 
82
.9
 
そ
の
他
 
9 
4.
7 
5.
9 
88
.8
 
不
詳
 
17
 
8.
9 
11
.2
 
10
0.
0 
合
計
 
15
2 
80
.0
 
10
0.
0 
 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
38
 
20
.0
  
 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
 
 
  
Ｑ
３
５
 
今いま
の
 
仕
事
し
ご
と
の
 
労
働
ろ
う
ど
う
 
契
約
け
い
や
く
 （
働はた
ら
く
 期
間
き
か
ん
の
 
約
束
や
く
そ
く
）
は
 
ど
の
く
ら
い
で
す
か
。
 
労
働
契
約
期
間
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
１
ヶ
月
 
16
 
8.
4 
10
.7
 
10
.7
 
2ヶ
月
 
21
 
11
.1
 
14
.1
 
24
.8
 
3ヶ
月
 
16
 
8.
4 
10
.7
 
35
.6
 
6ヶ
月
 
5 
2.
6 
3.
4 
38
.9
 
1年
以
上
 
3 
1.
6 
2.
0 
40
.9
 
期
間
の
定
め
は
な
い
 
81
 
42
.6
 
54
.4
 
95
.3
 
不
詳
 
7 
3.
7 
4.
7 
10
0.
0 
合
計
 
14
9 
78
.4
 
10
0.
0 
 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
41
 
21
.6
  
 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
 
 
           
− 21−
25
 
   
Ｑ
３
６
 
あ
な
た
の
 
国くに
へ
 
１
ヶ
月
か
げ
つ
 
平
均
へ
い
き
ん
し
て
 
お
金かね
を
 
い
く
ら
く
ら
い
 
送おく
っ
て
 
い
ま
す
か
。
 
 
母
国
へ
の
平
均
送
金
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
し
て
い
な
い
 
83
 
43
.7
 
55
.7
55
.7
1万
円
未
満
/月
 
3 
1.
6 
2.
0
57
.7
1万
円
以
上
_3
万
円
未
満
/月
 
20
 
10
.5
 
13
.4
71
.1
3万
円
以
上
_5
万
円
未
満
/月
 
13
 
6.
8 
8.
7
79
.9
5万
円
以
上
/月
 
14
 
7.
4 
9.
4
89
.3
不
詳
 
16
 
8.
4 
10
.7
10
0.
0
合
計
 
14
9 
78
.4
 
10
0.
0
 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
41
 
21
.6
  
 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
 
 
                
26
 
  【
６
】
あ
な
た
が
 
日
本
に
ほ
ん
に
来き
て
 
は
じ
め
て
し
た
 
仕
事
し
ご
と
に
つ
い
て
の
 
質
問
し
つ
も
ん
で
す
。
 
Ｑ
３
７
 
あ
な
た
が
 
日
本
に
ほ
ん
に
 
来き
て
 
は
じ
め
て
 
や
っ
た
 
仕
事
し
ご
と
の
 
形かた
ち
は
 
次つぎ
の
 
ど
れ
で
す
か
。
 
 
日
本
に
来
て
初
め
て
し
た
仕
事
の
形
態
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
自
営
業
 
2 
1.
1 
1.
1 
1.
1 
ハ
ケ
ン
会
社
（
斡
旋
業
者
）
を
通
し
て
働
い
て
い
る
 
15
5 
81
.6
 
81
.6
 
82
.6
 
ハ
ケ
ン
会
社
（
斡
旋
業
者
）
を
通
さ
ず
に
働
い
て
い
る
 
19
 
10
.0
 
10
.0
 
92
.6
 
不
詳
 
14
 
7.
4 
7.
4 
10
0.
0 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
10
0.
0 
 
  
Ｑ
３
８
 
前まえ
の
 
Ｑ
３
７
で
「
３
」
と
 
答こた
え
た
 
人ひと
は
 
ど
の
よ
う
な
 
契
約
け
い
や
く
で
 
働はた
ら
き
ま
し
た
か
。
 
 
日
本
に
来
て
初
め
て
し
た
仕
事
の
雇
用
形
態
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
期
間
を
定
め
な
い
正
社
員
と
し
て
雇
用
さ
れ
て
い
る
 
13
 
6.
8 
31
.0
 
31
.0
 
期
間
を
定
め
た
契
約
社
員
と
し
て
雇
用
さ
れ
て
い
る
 
8 
4.
2 
19
.0
 
50
.0
 
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
職
員
と
し
て
雇
用
さ
れ
て
い
る
 
8 
4.
2 
19
.0
 
69
.0
 
不
詳
 
13
 
6.
8 
31
.0
 
10
0.
0 
合
計
 
42
 
22
.1
 
10
0.
0 
 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
14
8 
77
.9
  
 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
 
 
     
− 22−
27
 
 
Ｑ
３
９
 
日
本
に
ほ
ん
に
 
来き
て
、
 は
じ
め
て
 
や
っ
た
 
仕
事
し
ご
と
は
 
ど
う
や
っ
て
 
見み
つ
け
ま
し
た
か
。
 
（
○
は
 
い
く
つ
で
も
）
 
日
本
に
来
て
初
め
て
の
仕
事
の
情
報
入
手
源
：
家
族
や
親
戚
を
通
じ
て
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
な
し
 
84
 
44
.2
44
.2
 
44
.2
あ
り
 
94
 
49
.5
49
.5
 
93
.7
不
詳
 
12
 
6.
3
6.
3 
10
0.
0
合
計
 
19
0 
10
0.
0
10
0.
0 
現
在
の
仕
事
の
情
報
入
手
源
：
同
国
人
の
友
人
を
通
し
て
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
な
し
 
15
5 
81
.6
81
.6
 
81
.6
あ
り
 
23
 
12
.1
12
.1
 
93
.7
不
詳
 
12
 
6.
3
6.
3 
10
0.
0
合
計
 
19
0 
10
0.
0
10
0.
0 
日
本
人
の
友
人
を
通
し
て
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
な
し
 
17
5 
92
.1
92
.1
 
92
.1
あ
り
 
3 
1.
6
1.
6 
93
.7
不
詳
 
12
 
6.
3
6.
3 
10
0.
0
合
計
 
19
0 
10
0.
0
10
0.
0 
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
な
し
 
17
5 
92
.1
92
.1
 
92
.1
あ
り
 
3 
1.
6
1.
6 
93
.7
不
詳
 
12
 
6.
3
6.
3 
10
0.
0
合
計
 
19
0 
10
0.
0
10
0.
0 
民
間
の
斡
旋
業
者
を
通
じ
て
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
な
し
 
12
9 
67
.9
67
.9
 
67
.9
あ
り
 
49
 
25
.8
25
.8
 
93
.7
不
詳
 
12
 
6.
3
6.
3 
10
0.
0
合
計
 
19
0 
10
0.
0
10
0.
0 
28
 
 
母
国
語
で
書
か
れ
た
新
聞
や
雑
誌
を
見
て
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
な
し
 
17
1 
90
.0
 
90
.0
 
90
.0
 
あ
り
 
7 
3.
7 
3.
7 
93
.7
 
不
詳
 
12
 
6.
3 
6.
3 
10
0.
0 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
10
0.
0 
そ
の
他
の
手
段
を
通
じ
て
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
な
し
 
16
1 
84
.7
 
84
.7
 
84
.7
 
あ
り
 
17
 
8.
9 
8.
9 
93
.7
 
不
詳
 
12
 
6.
3 
6.
3 
10
0.
0 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
10
0.
0 
そ
の
他
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
 
不
詳
 
29
 
15
.3
 
15
.3
 
15
.3
 
非
該
当
 
16
1 
84
.7
 
84
.7
 
10
0.
0 
 
 
19
0 
10
0.
0 
10
0.
0 
− 23−
29
 
 
Ｑ
４
０
 
日
本
に
ほ
ん
に
 
来き
て
 
は
じ
め
て
 
や
っ
た
 
仕
事
し
ご
と
は
 
何なに
に
 
関
係
か
ん
け
い
し
て
い
ま
し
た
か
。
 
 
日
本
に
来
て
初
め
て
し
た
仕
事
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
自
動
車
・
バ
イ
ク
関
連
 
97
 
51
.1
 
51
.1
 
51
.1
 
電
機
・
電
子
製
品
関
連
 
22
 
11
.6
 
11
.6
 
62
.6
 
食
品
関
連
 
22
 
11
.6
 
11
.6
 
74
.2
 
そ
の
他
 
14
 
7.
4 
7.
4 
81
.6
 
販
売
 
3 
1.
6 
1.
6 
83
.2
 
そ
の
他
 
2 
1.
1 
1.
1 
84
.2
 
不
詳
 
30
 
15
.8
 
15
.8
 
10
0.
0 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
10
0.
0 
 
  
Ｑ
４
１
 
日
本
に
ほ
ん
に
 
来き
て
 
は
じ
め
て
 
や
っ
た
 
仕
事
し
ご
と
の
 
内
容
な
い
よ
う
は
 
何なん
で
し
た
か
。
 
 
日
本
に
来
て
初
め
て
し
た
仕
事
の
職
業
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
生
産
工
程
・
一
般
作
業
 
16
1 
84
.7
 
84
.7
 
84
.7
 
販
売
・
サ
ー
ビ
ス
 
4 
2.
1 
2.
1 
86
.8
 
農
業
 
1 
.5
 
.5
 
87
.4
 
専
業
主
婦
 
1 
.5
 
.5
 
87
.9
 
学
生
 
3 
1.
6 
1.
6 
89
.5
 
そ
の
他
 
5 
2.
6 
2.
6 
92
.1
 
不
詳
 
15
 
7.
9 
7.
9 
10
0.
0 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
10
0.
0 
 
                
30
 
 
 
【
７
】
あ
な
た
が
 
日
本
に
ほ
ん
に
 
来く
る
 
前まえ
に
 
や
っ
て
い
た
 
仕
事
し
ご
と
に
つ
い
て
の
 
質
問
し
つ
も
ん
で
す
。
 
  
Ｑ
４
２
 
日
本
に
ほ
ん
に
 
来
る
く
る
 
前まえ
は
 
あ
な
た
の
 
国くに
で
 
ど
ん
な
仕
事
し
ご
と
を
 
し
て
い
ま
し
た
か
。
 
 
母
国
で
し
て
い
た
仕
事
の
職
業
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
生
産
工
程
・
一
般
作
業
 
16
 
8.
4 
8.
4 
8.
4 
販
売
・
サ
ー
ビ
ス
 
41
 
21
.6
 
21
.6
 
30
.0
 
事
務
的
職
業
 
22
 
11
.6
 
11
.6
 
41
.6
 
専
門
職
・
管
理
職
 
10
 
5.
3 
5.
3 
46
.8
 
農
業
 
2 
1.
1 
1.
1 
47
.9
 
専
業
主
婦
 
20
 
10
.5
 
10
.5
 
58
.4
 
学
生
 
36
 
18
.9
 
18
.9
 
77
.4
 
そ
の
他
 
22
 
11
.6
 
11
.6
 
88
.9
 
不
詳
 
21
 
11
.1
 
11
.1
 
10
0.
0 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
10
0.
0 
 
                       
− 24−
31
 
  
 
【
８
】
こ
れ
か
ら
 
違ちが
う
 
町まち
に
 
住す
む
、
 国く
に
へ
 
帰かえ
る
 
予
定
よ
て
い
に
つ
い
て
の
 
質
問
し
つ
も
ん
で
す
。
 
Ｑ
４
３
 
こ
れ
か
ら
 
３
年ねん
の
 
間あい
だ
に
、
東
新
町
と
う
し
ん
ち
ょ
う
団
地
だ
ん
ち
か
ら
 
引ひ
っ
越こ
す
 
予
定
よ
て
い
は
 
あ
り
ま
す
か
。
 
今
後
3年
以
内
の
引
っ
越
し
予
定
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
大
い
に
あ
る
 
24
 
12
.6
 
12
.6
 
12
.6
あ
る
程
度
あ
る
 
34
 
17
.9
 
17
.9
 
30
.5
あ
ま
り
な
い
 
30
 
15
.8
 
15
.8
 
46
.3
ま
っ
た
く
な
い
 
93
 
48
.9
 
48
.9
 
95
.3
不
詳
 
9 
4.
7 
4.
7 
10
0.
0
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
10
0.
0 
 
 
Ｑ
４
４
 
前まえ
の
Ｑ
４
３
で
「
１
 
す
ご
く
あ
る
」、
「
２
 
少すこ
し
だ
け
あ
る
」
と
 
答こた
え
た
 
人ひと
は
、
ど
こ
に
 
 
行い
く
 予
定
よ
て
い
で
す
か
。
 
 
 
 
引
っ
越
し
予
定
先
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
磐
田
市
内
の
別
の
地
区
 
26
 
13
.7
 
38
.2
38
.2
静
岡
県
内
の
別
の
市
町
 
3 
1.
6 
4.
4
42
.6
日
本
国
内
の
他
の
都
道
府
県
 
4 
2.
1 
5.
9
48
.5
外
国
 
15
 
7.
9 
22
.1
70
.6
わ
か
ら
な
い
 
11
 
5.
8 
16
.2
86
.8
不
詳
 
9 
4.
7 
13
.2
10
0.
0
合
計
 
68
 
35
.8
 
10
0.
0
 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
12
2 
64
.2
  
 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
 
 
            
32
 
  
Ｑ
４
５
 
こ
れ
か
ら
 
日
本
に
ほ
ん
で
ど
の
く
ら
い
 
住す
む
 
予
定
よ
て
い
で
す
か
。
 
今
後
の
日
本
で
の
滞
在
予
定
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
日
本
に
永
住
す
る
つ
も
り
 
25
 
13
.2
 
13
.2
 
13
.2
 
今
後
10
年
以
上
 
10
 
5.
3 
5.
3 
18
.5
 
今
後
3年
以
上
10
年
未
満
 
21
 
11
.1
 
11
.1
 
29
.6
 
今
後
1年
以
上
3年
未
満
 
9 
4.
7 
4.
8 
34
.4
 
今
後
1年
未
満
 
3 
1.
6 
1.
6 
36
.0
 
あ
と
ど
れ
く
ら
い
日
本
で
生
活
す
る
か
わ
か
ら
な
い
 
11
4 
60
.0
 
60
.3
 
96
.3
 
不
詳
 
7 
3.
7 
3.
7 
10
0.
0 
合
計
 
18
9 
99
.5
 
10
0.
0 
 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
1 
.5
  
 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
 
 
 
【
９
】
結
婚
け
っ
こ
ん
し
て
い
る
 
相
手
あ
い
て
と
の
 
関
係
か
ん
け
い
に
つ
い
て
の
 
質
問
し
つ
も
ん
で
す
。
 
 
Ｑ
４
６
 
あ
な
た
は
、
 今い
ま
、
 結
婚
け
っ
こ
ん
し
て
い
ま
す
か
。
 
婚
姻
状
況
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
独
身
 
29
 
15
.3
 
15
.3
 
15
.3
 
結
婚
し
て
い
る
 
13
9 
73
.2
 
73
.2
 
88
.4
 
離
別
 
11
 
5.
8 
5.
8 
94
.2
 
死
別
 
1 
.5
 
.5
 
94
.7
 
不
詳
 
10
 
5.
3 
5.
3 
10
0.
0 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
10
0.
0 
 
 
Ｑ
４
７
 
あ
な
た
は
 
結
婚
け
っ
こ
ん
の
 
届とど
け
（
お
知し
ら
せ
）
を
 
役
所
や
く
し
ょ
な
ど
に
 
出だ
し
ま
し
た
か
。
 
公
的
な
結
婚
の
届
け
出
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
届
け
出
を
し
た
 
14
1 
74
.2
 
87
.0
 
87
.0
 
届
け
出
を
し
て
い
な
い
 
9 
4.
7 
5.
6 
92
.6
 
不
詳
 
12
 
6.
3 
7.
4 
10
0.
0 
合
計
 
16
2 
85
.3
 
10
0.
0 
 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
28
 
14
.7
  
 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
 
 
 
− 25−
33
 
  
Ｑ
４
８
 
あ
な
た
は
 
ど
こ
で
 
 結
婚
け
っ
こ
ん
を
 
し
ま
し
た
か
。
 
結
婚
し
た
国
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
日
本
 
55
 
28
.9
 
34
.0
 
34
.0
 
外
国
 
96
 
50
.5
 
59
.3
 
93
.2
 
不
詳
 
11
 
5.
8 
6.
8 
10
0.
0 
合
計
 
16
2 
85
.3
 
10
0.
0 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
28
 
14
.7
 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
 
Ｑ
４
９
 
結
婚
け
っ
こ
ん
し
た
 
相
手
あ
い
て
と
 
何
年
な
ん
ね
ん
 
一
緒
い
っ
し
ょ
に
 
住す
ん
で
い
ま
す
か
。
（
数
字
す
う
じ
を
 
書か
い
て
く
だ
さ
い
）
 
q4
9x
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
0-
4 
20
 
10
.5
 
12
.3
 
12
.3
 
5-
9 
23
 
12
.1
 
14
.2
 
26
.5
 
10
-1
4 
28
 
14
.7
 
17
.3
 
43
.8
 
15
-1
9 
25
 
13
.2
 
15
.4
 
59
.3
 
20
-2
4 
24
 
12
.6
 
14
.8
 
74
.1
 
25
-2
9 
8 
4.
2 
4.
9 
79
.0
 
30
-3
4 
5 
2.
6 
3.
1 
82
.1
 
35
-3
9 
6 
3.
2 
3.
7 
85
.8
 
40
-4
4 
5 
2.
6 
3.
1 
88
.9
 
50
-5
4 
1 
.5
 
.6
 
89
.5
 
不
詳
 
17
 
8.
9 
10
.5
 
10
0.
0 
合
計
 
16
2 
85
.3
 
10
0.
0 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
28
 
14
.7
 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
34
 
  
Ｑ
５
０
 
今いま
の
 
結
婚
け
っ
こ
ん
は
 
何
回
目
な
ん
か
い
め
で
す
か
。
 
初
婚
・
再
婚
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
夫
・
妻
と
も
に
初
婚
 
10
4 
54
.7
 
64
.2
 
64
.2
 
夫
は
初
婚
、
妻
は
再
婚
 
19
 
10
.0
 
11
.7
 
75
.9
 
夫
は
再
婚
、
妻
は
初
婚
 
12
 
6.
3 
7.
4 
83
.3
 
夫
・
妻
と
も
に
再
婚
 
15
 
7.
9 
9.
3 
92
.6
 
不
詳
 
12
 
6.
3 
7.
4 
10
0.
0 
合
計
 
16
2 
85
.3
 
10
0.
0 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
28
 
14
.7
 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
  Ｑ
５
１
 
結
婚
け
っ
こ
ん
し
た
 相
手
あ
い
て
の
 
国
籍
こ
く
せ
き
を
 
教おし
え
て
く
だ
さ
い
。
 
配
偶
者
の
国
籍
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
ブ
ラ
ジ
ル
 
13
3 
70
.0
 
82
.1
 
82
.1
 
ペ
ル
ー
 
5 
2.
6 
3.
1 
85
.2
 
フ
ィ
リ
ピ
ン
 
3 
1.
6 
1.
9 
87
.0
 
日
本
 
9 
4.
7 
5.
6 
92
.6
 
そ
の
他
 
1 
.5
 
.6
 
93
.2
 
不
詳
 
11
 
5.
8 
6.
8 
10
0.
0 
合
計
 
16
2 
85
.3
 
10
0.
0 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
28
 
14
.7
 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
− 26−
35
 
  
Ｑ
５
２
 
あ
な
た
の
 
親おや
の
 
今いま
の
 
様
子
よ
う
す
に
つ
い
て
 
教おし
え
て
く
だ
さ
い
。
 
父
親
の
生
存
状
況
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
死
去
 
71
 
37
.4
 
43
.8
 
43
.8
 
健
在
 
76
 
40
.0
 
46
.9
 
90
.7
 
不
詳
 
15
 
7.
9 
9.
3 
10
0.
0 
合
計
 
16
2 
85
.3
 
10
0.
0 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
28
 
14
.7
 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
父
親
の
年
齢
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
40
-4
4 
1 
.5
 
1.
0 
1.
0 
45
-4
9 
2 
1.
1 
1.
9 
2.
9 
50
-5
4 
9 
4.
7 
8.
7 
11
.7
 
50
-5
9 
8 
4.
2 
7.
8 
19
.4
 
60
-6
4 
18
 
9.
5 
17
.5
 
36
.9
 
65
-6
9 
21
 
11
.1
 
20
.4
 
57
.3
 
70
-7
4 
11
 
5.
8 
10
.7
 
68
.0
 
75
-7
9 
9 
4.
7 
8.
7 
76
.7
 
80
-8
4 
3 
1.
6 
2.
9 
79
.6
 
85
-8
9 
3 
1.
6 
2.
9 
82
.5
 
90
-9
4 
1 
.5
 
1.
0 
83
.5
 
不
詳
 
17
 
8.
9 
16
.5
 
10
0.
0 
合
計
 
10
3 
54
.2
 
10
0.
0 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
87
 
45
.8
 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
36
 
 
父
親
と
の
居
住
距
離
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
同
居
 
5 
2.
6 
4.
8 
4.
8 
15
分
未
満
 
5 
2.
6 
4.
8 
9.
5 
15
_3
0分
未
満
 
1 
.5
 
1.
0 
10
.5
 
30
_6
0分
未
満
 
5 
2.
6 
4.
8 
15
.2
 
1_
3時
間
未
満
 
2 
1.
1 
1.
9 
17
.1
 
3時
間
以
上
（
日
本
国
内
）
 
2 
1.
1 
1.
9 
19
.0
 
国
外
 
74
 
38
.9
 
70
.5
 
89
.5
 
不
詳
 
11
 
5.
8 
10
.5
 
10
0.
0 
合
計
 
10
5 
55
.3
 
10
0.
0 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
85
 
44
.7
 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
母
親
の
生
存
状
況
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
死
去
 
38
 
20
.0
 
23
.5
 
23
.5
 
健
在
 
10
3 
54
.2
 
63
.6
 
87
.0
 
不
詳
 
21
 
11
.1
 
13
.0
 
10
0.
0 
合
計
 
16
2 
85
.3
 
10
0.
0 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
28
 
14
.7
 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
− 27−
37
 
 
母
親
の
年
齢
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
35
-3
9 
1 
.5
 
.8
 
.8
 
40
-4
4 
3 
1.
6 
2.
3 
3.
1 
45
-4
9 
1 
.5
 
.8
 
3.
8 
50
-5
4 
13
 
6.
8 
10
.0
 
13
.8
 
50
-5
9 
18
 
9.
5 
13
.8
 
27
.7
 
60
-6
4 
26
 
13
.7
 
20
.0
 
47
.7
 
65
-6
9 
15
 
7.
9 
11
.5
 
59
.2
 
70
-7
4 
14
 
7.
4 
10
.8
 
70
.0
 
75
-7
9 
10
 
5.
3 
7.
7 
77
.7
 
80
-8
4 
8 
4.
2 
6.
2 
83
.8
 
85
-8
9 
3 
1.
6 
2.
3 
86
.2
 
90
-9
4 
1 
.5
 
.8
 
86
.9
 
不
詳
 
17
 
8.
9 
13
.1
 
10
0.
0 
合
計
 
13
0 
68
.4
 
10
0.
0 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
60
 
31
.6
 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
母
親
と
の
居
住
距
離
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
同
居
 
8 
4.
2 
6.
2 
6.
2 
15
分
未
満
 
6 
3.
2 
4.
7 
10
.9
 
30
_6
0分
未
満
 
4 
2.
1 
3.
1 
14
.0
 
3時
間
以
上
（
日
本
国
内
）
 
1 
.5
 
.8
 
14
.7
 
国
外
 
95
 
50
.0
 
73
.6
 
88
.4
 
不
詳
 
15
 
7.
9 
11
.6
 
10
0.
0 
合
計
 
12
9 
67
.9
 
10
0.
0 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
61
 
32
.1
 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
    
38
 
  
Ｑ
５
３
 
今いま
の
 
あ
な
た
の
 
結
婚
け
っ
こ
ん
し
て
い
る
 
相
手
あ
い
て
の
 
親おや
の
 
様
子
よ
う
す
に
つ
い
て
 
教おし
え
て
く
だ
さ
い
。
 
配
偶
者
の
父
親
の
生
存
状
況
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
死
去
 
65
 
34
.2
 
40
.1
 
40
.1
 
健
在
 
73
 
38
.4
 
45
.1
 
85
.2
 
不
詳
 
24
 
12
.6
 
14
.8
 
10
0.
0 
合
計
 
16
2 
85
.3
 
10
0.
0 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
28
 
14
.7
 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
配
偶
者
の
父
親
の
年
齢
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
45
-4
9 
2 
1.
1 
2.
0 
2.
0 
50
-5
4 
9 
4.
7 
8.
9 
10
.9
 
50
-5
9 
8 
4.
2 
7.
9 
18
.8
 
60
-6
4 
16
 
8.
4 
15
.8
 
34
.7
 
65
-6
9 
15
 
7.
9 
14
.9
 
49
.5
 
70
-7
4 
6 
3.
2 
5.
9 
55
.4
 
75
-7
9 
7 
3.
7 
6.
9 
62
.4
 
80
-8
4 
2 
1.
1 
2.
0 
64
.4
 
90
-9
4 
1 
.5
 
1.
0 
65
.3
 
不
詳
 
35
 
18
.4
 
34
.7
 
10
0.
0 
合
計
 
10
1 
53
.2
 
10
0.
0 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
89
 
46
.8
 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
− 28−
39
 
 
配
偶
者
の
父
親
と
の
居
住
距
離
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
同
居
 
2 
1.
1 
2.
0 
2.
0 
15
分
未
満
 
3 
1.
6 
2.
9 
4.
9 
15
_3
0分
未
満
 
1 
.5
 
1.
0 
5.
9 
30
_6
0分
未
満
 
4 
2.
1 
3.
9 
9.
8 
1_
3時
間
未
満
 
2 
1.
1 
2.
0 
11
.8
 
3時
間
以
上
（
日
本
国
内
）
 
1 
.5
 
1.
0 
12
.7
 
国
外
 
65
 
34
.2
 
63
.7
 
76
.5
 
不
詳
 
24
 
12
.6
 
23
.5
 
10
0.
0 
合
計
 
10
2 
53
.7
 
10
0.
0 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
88
 
46
.3
 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
配
偶
者
の
母
親
の
生
存
状
況
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
死
去
 
29
 
15
.3
 
17
.9
 
17
.9
 
健
在
 
10
3 
54
.2
 
63
.6
 
81
.5
 
不
詳
 
30
 
15
.8
 
18
.5
 
10
0.
0 
合
計
 
16
2 
85
.3
 
10
0.
0 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
28
 
14
.7
 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
40
 
 
配
偶
者
の
母
親
の
年
齢
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
40
-4
4 
2 
1.
1 
1.
5 
1.
5 
45
-4
9 
3 
1.
6 
2.
2 
3.
7 
50
-5
4 
11
 
5.
8 
8.
1 
11
.9
 
50
-5
9 
13
 
6.
8 
9.
6 
21
.5
 
60
-6
4 
24
 
12
.6
 
17
.8
 
39
.3
 
65
-6
9 
12
 
6.
3 
8.
9 
48
.1
 
70
-7
4 
10
 
5.
3 
7.
4 
55
.6
 
75
-7
9 
13
 
6.
8 
9.
6 
65
.2
 
80
-8
4 
4 
2.
1 
3.
0 
68
.1
 
85
-8
9 
1 
.5
 
.7
 
68
.9
 
90
-9
4 
2 
1.
1 
1.
5 
70
.4
 
不
詳
 
40
 
21
.1
 
29
.6
 
10
0.
0 
合
計
 
13
5 
71
.1
 
10
0.
0 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
55
 
28
.9
 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
配
偶
者
の
母
親
と
の
居
住
距
離
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
同
居
 
2 
1.
1 
1.
5 
1.
5 
15
分
未
満
 
5 
2.
6 
3.
7 
5.
2 
15
_3
0分
未
満
 
1 
.5
 
.7
 
5.
9 
30
_6
0分
未
満
 
2 
1.
1 
1.
5 
7.
4 
3時
間
以
上
（
日
本
国
内
）
 
5 
2.
6 
3.
7 
11
.1
 
国
外
 
90
 
47
.4
 
66
.7
 
77
.8
 
不
詳
 
30
 
15
.8
 
22
.2
 
10
0.
0 
合
計
 
13
5 
71
.1
 
10
0.
0 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
55
 
28
.9
 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
     
− 29−
41
 
 【
１
０
】
困こま
っ
た
と
き
に
 
相
談
そ
う
だ
ん
す
る
人ひと
、
 助た
す
け
を
 
お
願ねが
い
す
る
 
人ひと
に
つ
い
て
の
 
質
問
し
つ
も
ん
で
す
。
 
Ｑ
５
４
 
下した
の
 
A～
G
の
よ
う
な
と
き
、
 こ
れ
ま
で
 
誰だれ
（
ど
こ
）
に
 
相
談
そ
う
だ
ん
し
た
り
、
 助た
す
け
て
も
ら
っ
た
り
 
 
し
ま
し
た
か
。
次つぎ
の
 １
～
２
１
の
 
中なか
か
ら
 
２
つ
ま
で
 
選えら
ん
で
く
だ
さ
い
。
 
 
経
済
的
に
困
っ
た
時
、
頼
り
に
す
る
人
：
1位
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
経
験
が
無
い
 
14
 
7.
4 
7.
4 
7.
4
一
人
で
解
決
す
る
た
め
、
人
に
は
頼
ら
な
い
 
20
 
10
.5
 
10
.5
 
17
.9
配
偶
者
 
25
 
13
.2
 
13
.2
 
31
.1
あ
な
た
の
親
 
37
 
19
.5
 
19
.5
 
50
.5
配
偶
者
の
親
 
2 
1.
1 
1.
1 
51
.6
あ
な
た
の
兄
弟
 
11
 
5.
8 
5.
8 
57
.4
配
偶
者
の
兄
弟
 
5 
2.
6 
2.
6 
60
.0
あ
な
た
の
子
供
 
3 
1.
6 
1.
6 
61
.6
そ
の
他
の
親
戚
 
4 
2.
1 
2.
1 
63
.7
同
じ
団
地
に
住
む
同
国
人
 
1 
0.
5 
0.
5 
64
.2
教
会
の
人
 
5 
2.
6 
2.
6 
66
.8
同
国
人
の
同
僚
・
友
人
 
3 
1.
6 
1.
6 
68
.4
日
本
人
の
同
僚
・
友
人
 
1 
0.
5 
0.
5 
68
.9
ハ
ケ
ン
会
社
の
担
当
者
 
4 
2.
1 
2.
1 
71
.1
市
役
所
の
窓
口
 
2 
1.
1 
1.
1 
72
.1
そ
の
他
 
2 
1.
1 
1.
1 
73
.2
頼
る
人
が
い
な
い
 
2 
1.
1 
1.
1 
74
.2
不
詳
 
49
 
25
.8
 
25
.8
 
10
0.
0
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
10
0.
0 
          
42
 
  
経
済
的
に
困
っ
た
時
、
頼
り
に
す
る
人
：
2位
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
経
験
が
無
い
 
3 
 
 
 
一
人
で
解
決
す
る
た
め
、
人
に
は
頼
ら
な
い
 
6 
 
 
 
配
偶
者
 
5 
 
 
 
あ
な
た
の
親
 
11
 
 
 
 
配
偶
者
の
親
 
3 
 
 
 
あ
な
た
の
兄
弟
 
27
 
 
 
 
あ
な
た
の
子
供
 
6 
 
 
 
そ
の
他
の
親
戚
 
11
 
 
 
 
同
じ
団
地
に
住
む
同
国
人
 
1 
 
 
 
教
会
の
人
 
6 
 
 
 
母
国
に
い
る
親
戚
・
知
り
合
い
 
4 
 
 
 
同
国
人
の
同
僚
・
友
人
 
13
 
 
 
 
日
本
人
の
同
僚
・
友
人
 
2 
 
 
 
ハ
ケ
ン
会
社
の
担
当
者
 
5 
 
 
 
そ
の
他
 
1 
 
 
 
頼
る
人
が
い
な
い
 
5 
 
 
 
不
詳
 
81
 
 
 
 
合
計
 
19
0 
 
 
 
                  
− 30−
43
 
 
夫
婦
間
で
問
題
が
あ
る
時
、
相
談
す
る
人
：
1位
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
経
験
が
無
い
 
25
 
13
.2
 
13
.2
 
13
.2
一
人
で
解
決
す
る
た
め
、
人
に
は
頼
ら
な
い
 
25
 
13
.2
 
13
.2
 
26
.3
配
偶
者
 
8 
4.
2 
4.
2 
30
.5
あ
な
た
の
親
 
22
 
11
.6
 
11
.6
 
42
.1
あ
な
た
の
兄
弟
 
14
 
7.
4 
7.
4 
49
.5
あ
な
た
の
子
供
 
2 
1.
1 
1.
1 
50
.5
そ
の
他
の
親
戚
 
3 
1.
6 
1.
6 
52
.1
同
じ
団
地
に
住
む
同
国
人
 
1 
0.
5 
0.
5 
52
.6
教
会
の
人
 
13
 
6.
8 
6.
8 
59
.5
母
国
に
い
る
親
戚
・
知
り
合
い
 
3 
1.
6 
1.
6 
61
.1
同
国
人
の
同
僚
・
友
人
 
5 
2.
6 
2.
6 
63
.7
そ
の
他
 
1 
0.
5 
0.
5 
64
.2
頼
る
人
が
い
な
い
 
1 
0.
5 
0.
5 
64
.7
不
詳
 
67
 
35
.3
 
35
.3
 
10
0.
0
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
10
0.
0 
夫
婦
間
で
問
題
が
あ
る
時
、
相
談
す
る
人
：
2位
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
経
験
が
無
い
 
8 
4.
2 
4.
2 
4.
2
一
人
で
解
決
す
る
た
め
、
人
に
は
頼
ら
な
い
 
9 
4.
7 
4.
7 
8.
9
配
偶
者
 
4 
2.
1 
2.
1 
11
.1
あ
な
た
の
親
 
8 
4.
2 
4.
2 
15
.3
配
偶
者
の
親
 
4 
2.
1 
2.
1 
17
.4
あ
な
た
の
兄
弟
 
12
 
6.
3 
6.
3 
23
.7
配
偶
者
の
兄
弟
 
1 
0.
5 
0.
5 
24
.2
あ
な
た
の
子
供
 
3 
1.
6 
1.
6 
25
.8
そ
の
他
の
親
戚
 
5 
2.
6 
2.
6 
28
.4
教
会
の
人
 
6 
3.
2 
3.
2 
31
.6
母
国
に
い
る
親
戚
・
知
り
合
い
 
4 
2.
1 
2.
1 
33
.7
同
国
人
の
同
僚
・
友
人
 
12
 
6.
3 
6.
3 
40
.0
日
本
人
の
同
僚
・
友
人
 
1 
0.
5 
0.
5 
40
.5
そ
の
他
 
3 
1.
6 
1.
6 
42
.1
頼
る
人
が
い
な
い
 
1 
0.
5 
0.
5 
42
.6
不
詳
 
10
9 
57
.4
 
57
.4
 
10
0.
0
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
10
0.
0 
44
 
 
自
分
や
子
供
が
病
気
に
な
っ
た
時
、
頼
り
に
す
る
人
：
1位
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
経
験
が
無
い
 
6 
3.
2 
3.
2 
3.
2
一
人
で
解
決
す
る
た
め
、
人
に
は
頼
ら
な
い
 
21
 
11
.1
 
11
.1
 
14
.2
配
偶
者
 
44
 
23
.2
 
23
.2
 
37
.4
あ
な
た
の
親
 
19
 
10
.0
 
10
.0
 
47
.4
配
偶
者
の
親
 
2 
1.
1 
1.
1 
48
.4
あ
な
た
の
兄
弟
 
9 
4.
7 
4.
7 
53
.2
配
偶
者
の
兄
弟
 
2 
1.
1 
1.
1 
54
.2
あ
な
た
の
子
供
 
1 
0.
5 
0.
5 
54
.7
そ
の
他
の
親
戚
 
2 
1.
1 
1.
1 
55
.8
教
会
の
人
 
5 
2.
6 
2.
6 
58
.4
同
国
人
の
同
僚
・
友
人
 
5 
2.
6 
2.
6 
61
.1
保
育
園
や
学
校
の
先
生
 
1 
0.
5 
0.
5 
61
.6
ハ
ケ
ン
会
社
の
担
当
者
 
2 
1.
1 
1.
1 
62
.6
市
役
所
の
窓
口
 
1 
0.
5 
0.
5 
63
.2
そ
の
他
 
5 
2.
6 
2.
6 
65
.8
頼
る
人
が
い
な
い
 
3 
1.
6 
1.
6 
67
.4
不
詳
 
62
 
32
.6
 
32
.6
 
10
0.
0
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
10
0.
0 
− 31−
45
 
 
自
分
や
子
供
が
病
気
に
な
っ
た
時
、
頼
り
に
す
る
人
：
2位
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
経
験
が
無
い
 
1 
0.
5 
0.
5 
0.
5
一
人
で
解
決
す
る
た
め
、
人
に
は
頼
ら
な
い
 
6 
3.
2 
3.
2 
3.
7
配
偶
者
 
10
 
5.
3 
5.
3 
8.
9
あ
な
た
の
親
 
3 
1.
6 
1.
6 
10
.5
配
偶
者
の
親
 
2 
1.
1 
1.
1 
11
.6
あ
な
た
の
兄
弟
 
9 
4.
7 
4.
7 
16
.3
配
偶
者
の
兄
弟
 
5 
2.
6 
2.
6 
18
.9
あ
な
た
の
子
供
 
5 
2.
6 
2.
6 
21
.6
そ
の
他
の
親
戚
 
9 
4.
7 
4.
7 
26
.3
同
じ
団
地
に
住
む
同
国
人
 
3 
1.
6 
1.
6 
27
.9
教
会
の
人
 
9 
4.
7 
4.
7 
32
.6
同
国
人
の
同
僚
・
友
人
 
16
 
8.
4 
8.
4 
41
.1
日
本
人
の
同
僚
・
友
人
 
1 
0.
5 
0.
5 
41
.6
保
育
園
や
学
校
の
先
生
 
2 
1.
1 
1.
1 
42
.6
ハ
ケ
ン
会
社
の
担
当
者
 
8 
4.
2 
4.
2 
46
.8
市
役
所
の
窓
口
 
2 
1.
1 
1.
1 
47
.9
そ
の
他
 
4 
2.
1 
2.
1 
50
.0
頼
る
人
が
い
な
い
 
1 
0.
5 
0.
5 
50
.5
不
詳
 
94
 
49
.5
 
49
.5
 
10
0.
0
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
10
0.
0 
46
 
 
出
産
や
育
児
で
困
っ
た
時
、
相
談
す
る
人
：
1位
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
経
験
が
無
い
 
24
 
12
.6
 
12
.6
 
12
.6
一
人
で
解
決
す
る
た
め
、
人
に
は
頼
ら
な
い
 
9 
4.
7 
4.
7 
17
.4
配
偶
者
 
25
 
13
.2
 
13
.2
 
30
.5
あ
な
た
の
親
 
18
 
9.
5 
9.
5 
40
.0
配
偶
者
の
親
 
2 
1.
1 
1.
1 
41
.1
あ
な
た
の
兄
弟
 
10
 
5.
3 
5.
3 
46
.3
配
偶
者
の
兄
弟
 
1 
0.
5 
0.
5 
46
.8
そ
の
他
の
親
戚
 
1 
0.
5 
0.
5 
47
.4
教
会
の
人
 
9 
4.
7 
4.
7 
52
.1
同
国
人
の
同
僚
・
友
人
 
3 
1.
6 
1.
6 
53
.7
保
育
園
や
学
校
の
先
生
 
1 
0.
5 
0.
5 
54
.2
市
役
所
の
窓
口
 
3 
1.
6 
1.
6 
55
.8
そ
の
他
 
4 
2.
1 
2.
1 
57
.9
頼
る
人
が
い
な
い
 
4 
2.
1 
2.
1 
60
.0
不
詳
 
76
 
40
.0
 
40
.0
 
10
0.
0
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
10
0.
0 
− 32−
47
 
 
出
産
や
育
児
で
困
っ
た
時
、
相
談
す
る
人
：
2位
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
経
験
が
無
い
 
6 
3.
2 
3.
2 
3.
2
一
人
で
解
決
す
る
た
め
、
人
に
は
頼
ら
な
い
 
4 
2.
1 
2.
1 
5.
3
配
偶
者
 
2 
1.
1 
1.
1 
6.
3
あ
な
た
の
親
 
9 
4.
7 
4.
7 
11
.1
配
偶
者
の
親
 
2 
1.
1 
1.
1 
12
.1
あ
な
た
の
兄
弟
 
14
 
7.
4 
7.
4 
19
.5
配
偶
者
の
兄
弟
 
4 
2.
1 
2.
1 
21
.6
そ
の
他
の
親
戚
 
7 
3.
7 
3.
7 
25
.3
教
会
の
人
 
4 
2.
1 
2.
1 
27
.4
同
国
人
の
同
僚
・
友
人
 
12
 
6.
3 
6.
3 
33
.7
日
本
人
の
同
僚
・
友
人
 
1 
0.
5 
0.
5 
34
.2
保
育
園
や
学
校
の
先
生
 
7 
3.
7 
3.
7 
37
.9
市
役
所
の
窓
口
 
1 
0.
5 
0.
5 
38
.4
多
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
 
2 
1.
1 
1.
1 
39
.5
そ
の
他
 
2 
1.
1 
1.
1 
40
.5
頼
る
人
が
い
な
い
 
1 
0.
5 
0.
5 
41
.1
不
詳
 
11
2 
58
.9
 
58
.9
 
10
0.
0
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
10
0.
0 
48
 
 
働
き
に
出
て
い
る
時
、
子
供
の
世
話
を
す
る
人
：
1位
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
経
験
が
無
い
 
19
 
10
.0
 
10
.0
 
10
.0
一
人
で
解
決
す
る
た
め
、
人
に
は
頼
ら
な
い
 
2 
1.
1 
1.
1 
11
.1
配
偶
者
 
26
 
13
.7
 
13
.7
 
24
.7
あ
な
た
の
親
 
7 
3.
7 
3.
7 
28
.4
あ
な
た
の
兄
弟
 
3 
1.
6 
1.
6 
30
.0
配
偶
者
の
兄
弟
 
2 
1.
1 
1.
1 
31
.1
そ
の
他
の
親
戚
 
1 
0.
5 
0.
5 
31
.6
同
じ
団
地
に
住
む
同
国
人
 
1 
0.
5 
0.
5 
32
.1
教
会
の
人
 
3 
1.
6 
1.
6 
33
.7
同
国
人
の
同
僚
・
友
人
 
1 
0.
5 
0.
5 
34
.2
保
育
園
や
学
校
の
先
生
 
43
 
22
.6
 
22
.6
 
56
.8
多
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
 
2 
1.
1 
1.
1 
57
.9
そ
の
他
 
4 
2.
1 
2.
1 
60
.0
頼
る
人
が
い
な
い
 
2 
1.
1 
1.
1 
61
.1
不
詳
 
74
 
38
.9
 
38
.9
 
10
0.
0
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
10
0.
0 
− 33−
49
 
 
働
き
に
出
て
い
る
時
、
子
供
の
世
話
を
す
る
人
：
2位
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
経
験
が
無
い
 
4 
2.
1 
2.
1 
2.
1
一
人
で
解
決
す
る
た
め
、
人
に
は
頼
ら
な
い
 
2 
1.
1 
1.
1 
3.
2
配
偶
者
 
11
 
5.
8 
5.
8 
8.
9
あ
な
た
の
親
 
1 
0.
5 
0.
5 
9.
5
配
偶
者
の
親
 
1 
0.
5 
0.
5 
10
.0
あ
な
た
の
兄
弟
 
5 
2.
6 
2.
6 
12
.6
配
偶
者
の
兄
弟
 
1 
0.
5 
0.
5 
13
.2
あ
な
た
の
子
供
 
4 
2.
1 
2.
1 
15
.3
そ
の
他
の
親
戚
 
6 
3.
2 
3.
2 
18
.4
同
じ
団
地
に
住
む
同
国
人
 
1 
0.
5 
0.
5 
18
.9
教
会
の
人
 
4 
2.
1 
2.
1 
21
.1
同
国
人
の
同
僚
・
友
人
 
8 
4.
2 
4.
2 
25
.3
保
育
園
や
学
校
の
先
生
 
8 
4.
2 
4.
2 
29
.5
多
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
 
1 
0.
5 
0.
5 
30
.0
そ
の
他
 
3 
1.
6 
1.
6 
31
.6
頼
る
人
が
い
な
い
 
5 
2.
6 
2.
6 
34
.2
不
詳
 
12
5 
65
.8
 
65
.8
 
10
0.
0
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
10
0.
0 
50
 
 
子
供
の
友
人
問
題
で
困
っ
た
時
、
相
談
す
る
人
：
1位
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
経
験
が
無
い
 
31
 
16
.3
 
16
.3
 
16
.3
一
人
で
解
決
す
る
た
め
、
人
に
は
頼
ら
な
い
 
7 
3.
7 
3.
7 
20
.0
配
偶
者
 
37
 
19
.5
 
19
.5
 
39
.5
あ
な
た
の
親
 
8 
4.
2 
4.
2 
43
.7
あ
な
た
の
兄
弟
 
5 
2.
6 
2.
6 
46
.3
そ
の
他
の
親
戚
 
4 
2.
1 
2.
1 
48
.4
教
会
の
人
 
3 
1.
6 
1.
6 
50
.0
同
国
人
の
同
僚
・
友
人
 
4 
2.
1 
2.
1 
52
.1
保
育
園
や
学
校
の
先
生
 
15
 
7.
9 
7.
9 
60
.0
そ
の
他
 
3 
1.
6 
1.
6 
61
.6
頼
る
人
が
い
な
い
 
1 
0.
5 
0.
5 
62
.1
不
詳
 
72
 
37
.9
 
37
.9
 
10
0.
0
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
10
0.
0 
子
供
の
友
人
問
題
で
困
っ
た
時
、
相
談
す
る
人
：
2位
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
経
験
が
無
い
 
6 
3.
2 
3.
2 
3.
2
一
人
で
解
決
す
る
た
め
、
人
に
は
頼
ら
な
い
 
8 
4.
2 
4.
2 
7.
4
配
偶
者
 
5 
2.
6 
2.
6 
10
.0
あ
な
た
の
親
 
6 
3.
2 
3.
2 
13
.2
配
偶
者
の
親
 
3 
1.
6 
1.
6 
14
.7
あ
な
た
の
兄
弟
 
10
 
5.
3 
5.
3 
20
.0
配
偶
者
の
兄
弟
 
1 
0.
5 
0.
5 
20
.5
そ
の
他
の
親
戚
 
4 
2.
1 
2.
1 
22
.6
同
じ
団
地
に
住
む
同
国
人
 
1 
0.
5 
0.
5 
23
.2
教
会
の
人
 
5 
2.
6 
2.
6 
25
.8
同
国
人
の
同
僚
・
友
人
 
13
 
6.
8 
6.
8 
32
.6
日
本
人
の
同
僚
・
友
人
 
2 
1.
1 
1.
1 
33
.7
保
育
園
や
学
校
の
先
生
 
11
 
5.
8 
5.
8 
39
.5
市
役
所
の
窓
口
 
1 
0.
5 
0.
5 
40
.0
多
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
 
3 
1.
6 
1.
6 
41
.6
そ
の
他
 
4 
2.
1 
2.
1 
43
.7
不
詳
 
10
7 
56
.3
 
56
.3
 
10
0.
0
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
10
0.
0 
− 34−
51
 
 
子
供
の
教
育
・
進
路
を
決
め
る
時
、
相
談
す
る
人
：
1位
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
経
験
が
無
い
 
21
 
11
.1
 
11
.1
 
11
.1
一
人
で
解
決
す
る
た
め
、
人
に
は
頼
ら
な
い
 
5 
2.
6 
2.
6 
13
.7
配
偶
者
 
52
 
27
.4
 
27
.4
 
41
.1
あ
な
た
の
親
 
8 
4.
2 
4.
2 
45
.3
配
偶
者
の
親
 
1 
0.
5 
0.
5 
45
.8
あ
な
た
の
兄
弟
 
6 
3.
2 
3.
2 
48
.9
配
偶
者
の
兄
弟
 
1 
0.
5 
0.
5 
49
.5
あ
な
た
の
子
供
 
1 
0.
5 
0.
5 
50
.0
そ
の
他
の
親
戚
 
2 
1.
1 
1.
1 
51
.1
教
会
の
人
 
1 
0.
5 
0.
5 
51
.6
母
国
に
い
る
親
戚
・
知
り
合
い
 
3 
1.
6 
1.
6 
53
.2
同
国
人
の
同
僚
・
友
人
 
4 
2.
1 
2.
1 
55
.3
日
本
人
の
同
僚
・
友
人
 
1 
0.
5 
0.
5 
55
.8
保
育
園
や
学
校
の
先
生
 
6 
3.
2 
3.
2 
58
.9
市
役
所
の
窓
口
 
1 
0.
5 
0.
5 
59
.5
多
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
 
2 
1.
1 
1.
1 
60
.5
そ
の
他
 
4 
2.
1 
2.
1 
62
.6
頼
る
人
が
い
な
い
 
1 
0.
5 
0.
5 
63
.2
不
詳
 
70
 
36
.8
 
36
.8
 
10
0.
0
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
10
0.
0 
52
 
 
子
供
の
教
育
・
進
路
を
決
め
る
時
、
相
談
す
る
人
：
2位
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
経
験
が
無
い
 
3 
1.
6 
1.
6 
1.
6
一
人
で
解
決
す
る
た
め
、
人
に
は
頼
ら
な
い
 
8 
4.
2 
4.
2 
5.
8
配
偶
者
 
9 
4.
7 
4.
7 
10
.5
あ
な
た
の
親
 
13
 
6.
8 
6.
8 
17
.4
あ
な
た
の
兄
弟
 
7 
3.
7 
3.
7 
21
.1
そ
の
他
の
親
戚
 
4 
2.
1 
2.
1 
23
.2
教
会
の
人
 
5 
2.
6 
2.
6 
25
.8
同
国
人
の
同
僚
・
友
人
 
6 
3.
2 
3.
2 
28
.9
日
本
人
の
同
僚
・
友
人
 
2 
1.
1 
1.
1 
30
.0
保
育
園
や
学
校
の
先
生
 
14
 
7.
4 
7.
4 
37
.4
市
役
所
の
窓
口
 
1 
0.
5 
0.
5 
37
.9
多
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
 
3 
1.
6 
1.
6 
39
.5
そ
の
他
 
4 
2.
1 
2.
1 
41
.6
頼
る
人
が
い
な
い
 
2 
1.
1 
1.
1 
42
.6
不
詳
 
10
9 
57
.4
 
57
.4
 
10
0.
0
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
10
0.
0 
                     
   
− 35−
53
 
 【
１
１
】
あ
な
た
の
 
健
康
け
ん
こ
う
や
、
 心
配
し
ん
ぱ
い
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
の
 
質
問
し
つ
も
ん
で
す
。
 
 
Ｑ
５
５
 
あ
な
た
の
 
今いま
の
 
健
康
け
ん
こ
う
（
体から
だ
の
 
状
態
じ
ょ
う
た
い
）
は
 
ど
う
で
す
か
。
 
 
現
在
の
健
康
状
態
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
と
て
も
良
い
 
47
24
.7
 
24
.7
 
24
.7
ま
あ
良
い
 
50
26
.3
 
26
.3
 
51
.1
普
通
 
65
34
.2
 
34
.2
 
85
.3
あ
ま
り
良
く
な
い
 
20
10
.5
 
10
.5
 
95
.8
不
詳
 
8
4.
2 
4.
2 
10
0.
0
合
計
 
19
0
10
0.
0 
10
0.
0 
 
  
Ｑ
５
６
 
あ
な
た
は
 
こ
の
1年ね
ん
の
 
間あい
だ
に
 
悩なや
み
や
 
ス
ト
レ
ス
を
 
感かん
じ
ま
し
た
か
。
 
 
悩
み
事
や
ス
ト
レ
ス
の
有
無
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
 
32
16
.8
 
16
.8
 
16
.8
 
あ
ま
り
な
か
っ
た
 
43
22
.6
 
22
.6
 
39
.5
 
た
ま
に
あ
っ
た
 
77
40
.5
 
40
.5
 
80
.0
 
良
く
あ
っ
た
 
31
16
.3
 
16
.3
 
96
.3
 
不
詳
 
7
3.
7 
3.
7 
10
0.
0 
合
計
 
19
0
10
0.
0 
10
0.
0 
 
  
Ｑ
５
７
 
前まえ
の
 
Ｑ
５
６
で
「
３
」、
「
４
」
と
答こた
え
た
 人ひ
と
は
 
理
由
り
ゆ
う
を
 
教おし
え
て
く
だ
さ
い
。（
○
は
い
く
で
も
）
 
 
家
庭
問
題
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
な
し
 
60
 
31
.6
 
50
.8
 
50
.8
 
あ
り
 
48
 
25
.3
 
40
.7
 
91
.5
 
不
詳
 
10
 
5.
3 
8.
5 
10
0.
0 
合
計
 
11
8 
62
.1
 
10
0.
0 
 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
72
 
37
.9
  
 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
 
 
 
54
 
  
健
康
問
題
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
な
し
 
83
 
43
.7
 
70
.3
 
70
.3
 
あ
り
 
25
 
13
.2
 
21
.2
 
91
.5
 
不
詳
 
10
 
5.
3 
8.
5 
10
0.
0 
合
計
 
11
8 
62
.1
 
10
0.
0 
 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
72
 
37
.9
  
 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
 
 
 
経
済
問
題
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
な
し
 
64
 
33
.7
 
54
.2
 
54
.2
 
あ
り
 
44
 
23
.2
 
37
.3
 
91
.5
 
不
詳
 
10
 
5.
3 
8.
5 
10
0.
0 
合
計
 
11
8 
62
.1
 
10
0.
0 
 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
72
 
37
.9
  
 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
 
 
 
勤
務
問
題
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
な
し
 
74
 
38
.9
 
62
.7
 
62
.7
 
あ
り
 
34
 
17
.9
 
28
.8
 
91
.5
 
不
詳
 
10
 
5.
3 
8.
5 
10
0.
0 
合
計
 
11
8 
62
.1
 
10
0.
0 
 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
72
 
37
.9
  
 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
 
 
  
男
女
問
題
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
な
し
 
95
 
50
.0
 
80
.5
 
80
.5
 
あ
り
 
13
 
6.
8 
11
.0
 
91
.5
 
不
詳
 
10
 
5.
3 
8.
5 
10
0.
0 
合
計
 
11
8 
62
.1
 
10
0.
0 
 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
72
 
37
.9
  
 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
 
 
  
− 36−
55
 
 
学
校
問
題
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
な
し
 
10
2 
53
.7
 
86
.4
 
86
.4
 
あ
り
 
6 
3.
2 
5.
1 
91
.5
 
不
詳
 
10
 
5.
3 
8.
5 
10
0.
0 
合
計
 
11
8 
62
.1
 
10
0.
0 
 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
72
 
37
.9
  
 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
 
 
  
そ
の
他
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
な
し
 
99
 
52
.1
 
83
.9
 
83
.9
 
あ
り
 
9 
4.
7 
7.
6 
91
.5
 
不
詳
 
10
 
5.
3 
8.
5 
10
0.
0 
合
計
 
11
8 
62
.1
 
10
0.
0 
 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
72
 
37
.9
  
 
合
計
 
19
0 
10
0.
0 
 
 
                    
56
 
  
Ｑ
５
８
 
あ
な
た
が
 
困こま
っ
て
い
る
こ
と
や
 
役
所
や
く
し
ょ
な
ど
に
 お
願ねが
い
が
 あ
れ
ば
、
下した
に
 
書か
い
て
く
だ
さ
い
。
 
       
              ＊
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
ち
ょ
う
さ
（
調
査
ち
ょ
う
さ
す
る
人ひと
と
 会
あ
っ
て
、
話はな
し
を
 す
る
）
に
 
答こた
え
て
も
 
い
い
と
 思お
も
う
人ひと
は
 
 
下した
の
 
情
報
じ
ょ
う
ほ
う
を
 
教おし
え
て
く
だ
さ
い
。
 1
2月が
つ
の
 
終お
わ
り
ま
で
に
 
大
学
だ
い
が
く
の
 人ひ
と
が
 
電
話
で
ん
わ
を
 か
け
ま
す
。
 
名
前
な
ま
え
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
部
屋
へ
や
の
 
番
号
ば
ん
ご
う
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
電
話
で
ん
わ
 
番
号
ば
ん
ご
う
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
話はな
し
が
 で
き
る
 
曜
日
よ
う
び
、
時
間
じ
か
ん
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
− 37−
1   
磐
田
市
い
わ
た
し
東
新
町
と
う
し
ん
ち
ょ
う
団
地
だ
ん
ち
の
生
活
せ
い
か
つ
状
況
じ
ょ
う
き
ょ
う
を
め
ぐ
る
調
査
ち
ょ
う
さ
C 
 
（
外
国
人
が
い
こ
く
じ
ん
世
帯
せ
た
い
調
査
ち
ょ
う
さ
、
20
14
年ねん
11
月がつ
実
施
じ
っ
し
 
静
岡
し
ず
お
か
文
化
ぶ
ん
か
芸
術
げ
い
じ
ゅ
つ
大
学
だ
い
が
く
）
 
 
こ
の
調
査
票
ち
ょ
う
さ
ひ
ょ
う
に
は
 
家
族
か
ぞ
く
に
つ
い
て
の
 
質
問
し
つ
も
ん
が
 
あ
り
ま
す
。
 子こ
ど
も
が
 
い
る
 
場
合
ば
あ
い
、
子こ
ど
も
の
こ
と
が
 
良よ
く
 わ
か
っ
て
い
る
 
親おや
が
 
答こた
え
て
く
だ
さ
い
。
 
 
【
１
】
防
災
ぼ
う
さ
い
に
つ
い
て
の
 
質
問
し
つ
も
ん
で
す
。
 
  
Ｑ
１
 
災
害
さ
い
が
い
（
地
震
じ
し
ん
、
台
風
た
い
ふ
う
な
ど
）
の
た
め
に
 
準
備
じ
ゅ
ん
び
し
て
い
る
も
の
を
 
教おし
え
て
く
だ
さ
い
。
 
（
○
は
い
く
つ
で
も
）
 
指
定
避
難
場
所
の
確
認
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
な
し
 
40
 
39
.2
39
.2
 
39
.2
あ
り
 
57
 
55
.9
55
.9
 
95
.1
不
詳
 
5 
4.
9
4.
9 
10
0.
0
合
計
 
10
2 
10
0.
0
10
0.
0 
 
 
家
族
や
知
人
と
の
連
絡
方
法
を
決
め
て
い
る
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
な
し
 
71
 
69
.6
69
.6
 
69
.6
あ
り
 
26
 
25
.5
25
.5
 
95
.1
不
詳
 
5 
4.
9
4.
9 
10
0.
0
合
計
 
10
2 
10
0.
0
10
0.
0 
 
 
家
具
な
ど
の
固
定
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
な
し
 
92
 
90
.2
90
.2
 
90
.2
あ
り
 
5 
4.
9
4.
9 
95
.1
不
詳
 
5 
4.
9
4.
9 
10
0.
0
合
計
 
10
2 
10
0.
0
10
0.
0 
 
   
2  
非
常
食
や
飲
料
水
を
準
備
し
て
い
る
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
な
し
 
81
 
79
.4
 
79
.4
 
79
.4
 
あ
り
 
16
 
15
.7
 
15
.7
 
95
.1
 
不
詳
 
5 
4.
9 
4.
9 
10
0.
0 
合
計
 
10
2 
10
0.
0 
10
0.
0 
 
 
携
帯
ラ
ジ
オ
や
懐
中
電
灯
等
を
準
備
し
て
い
る
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
な
し
 
79
 
77
.5
 
77
.5
 
77
.5
 
あ
り
 
18
 
17
.6
 
17
.6
 
95
.1
 
不
詳
 
5 
4.
9 
4.
9 
10
0.
0 
合
計
 
10
2 
10
0.
0 
10
0.
0 
 
 
特
に
何
も
し
て
い
な
い
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
な
し
 
50
 
49
.0
 
49
.0
 
49
.0
 
あ
り
 
47
 
46
.1
 
46
.1
 
95
.1
 
不
詳
 
5 
4.
9 
4.
9 
10
0.
0 
合
計
 
10
2 
10
0.
0 
10
0.
0 
 
  
Ｑ
２
 
あ
な
た
が
 
住す
ん
で
い
る
町まち
の
 
防
災
ぼ
う
さ
い
訓
練
く
ん
れ
ん
（
地
震
じ
し
ん
な
ど
が
 
起お
き
た
場
合
ば
あ
い
、
何なに
を
 す
れ
ば
い
い
の
か
を
 
練
習
れ
ん
し
ゅ
う
す
る
こ
と
）
に
 
参
加
さ
ん
か
し
た
こ
と
が
 
あ
り
ま
す
か
。
 
 
地
域
の
防
災
訓
練
へ
の
参
加
の
有
無
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
あ
る
 
49
 
48
.0
 
48
.0
 
48
.0
 
な
い
 
49
 
48
.0
 
48
.0
 
96
.1
 
不
詳
 
4 
3.
9 
3.
9 
10
0.
0 
合
計
 
10
2 
10
0.
0 
10
0.
0 
 
      
− 38−
3  
Ｑ
３
 
上うえ
の
 
Ｑ
２
で
 「
２
 
な
い
」
と
 
答こた
え
た
人ひと
は
 
理
由
り
ゆ
う
を
 
教おし
え
て
く
だ
さ
い
。（
〇
は
い
く
つ
で
も
）
 
訓
練
の
情
報
が
入
っ
て
こ
な
い
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
な
し
 
30
 
29
.4
 
55
.6
 
55
.6
 
あ
り
 
20
 
19
.6
 
37
.0
 
92
.6
 
不
詳
 
4 
3.
9 
7.
4 
10
0.
0 
合
計
 
54
 
52
.9
 
10
0.
0 
 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
48
 
47
.1
  
 
合
計
 
10
2 
10
0.
0 
 
 
 
時
間
が
な
い
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
な
し
 
33
 
32
.4
 
61
.1
 
61
.1
 
あ
り
 
17
 
16
.7
 
31
.5
 
92
.6
 
不
詳
 
4 
3.
9 
7.
4 
10
0.
0 
合
計
 
54
 
52
.9
 
10
0.
0 
 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
48
 
47
.1
  
 
合
計
 
10
2 
10
0.
0 
 
 
 
出
て
も
日
本
語
が
わ
か
ら
な
い
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
な
し
 
30
 
29
.4
 
55
.6
 
55
.6
 
あ
り
 
20
 
19
.6
 
37
.0
 
92
.6
 
不
詳
 
4 
3.
9 
7.
4 
10
0.
0 
合
計
 
54
 
52
.9
 
10
0.
0 
 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
48
 
47
.1
  
 
合
計
 
10
2 
10
0.
0 
 
 
 
関
心
が
な
い
、
必
要
性
を
感
じ
な
い
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
な
し
 
50
 
49
.0
 
92
.6
 
92
.6
 
不
詳
 
4 
3.
9 
7.
4 
10
0.
0 
合
計
 
54
 
52
.9
 
10
0.
0 
 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
48
 
47
.1
  
 
合
計
 
10
2 
10
0.
0 
 
 
    
4  
 
Ｑ
４
 
災
害
さ
い
が
い
（
地
震
じ
し
ん
、
台
風
た
い
ふ
う
な
ど
）
が
 
起お
き
た
と
き
に
 
一
番
い
ち
ば
ん
 
心
配
し
ん
ぱ
い
し
て
い
る
こ
と
は
 
何なん
で
す
か
。
 
（
○
は
ひ
と
つ
だ
け
）
 
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
一
番
心
配
な
こ
と
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
家
族
の
安
否
を
確
認
で
き
る
か
 
69
 
67
.6
 
67
.6
 
67
.6
 
避
難
所
で
日
本
人
と
一
緒
に
生
活
で
き
る
か
 
5 
4.
9 
4.
9 
72
.5
 
自
分
の
言
語
で
必
要
な
情
報
を
入
手
で
き
る
か
 
5 
4.
9 
4.
9 
77
.5
 
母
国
の
家
族
と
連
絡
が
と
れ
る
か
 
5 
4.
9 
4.
9 
82
.4
 
そ
の
他
 
4 
3.
9 
3.
9 
86
.3
 
不
詳
 
14
 
13
.7
 
13
.7
 
10
0.
0 
合
計
 
10
2 
10
0.
0 
10
0.
0 
 
 【
２
】
市し
役
所
や
く
し
ょ
の
 
サ
ー
ビ
ス
の
 
利
用
り
よ
う
に
つ
い
て
の
 
質
問
し
つ
も
ん
で
す
。
 
 
Ｑ
５
 
下した
の
 
市し
役
所
や
く
し
ょ
の
 
サ
ー
ビ
ス
を
 
使つか
っ
た
こ
と
が
 
あ
り
ま
す
か
。
 
 
 
 
 
A～
J
の
 
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
１
～
３
の
 
ど
れ
か
ひ
と
つ
に
 
○
を
 
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
 
市
役
所
の
外
国
人
窓
口
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
利
用
し
た
こ
と
が
あ
る
 
85
 
83
.3
 
83
.3
 
83
.3
 
知
っ
て
い
る
が
利
用
し
た
こ
と
は
な
い
 
7 
6.
9 
6.
9 
90
.2
 
知
ら
な
い
 
2 
2.
0 
2.
0 
92
.2
 
不
詳
 
8 
7.
9 
7.
9 
10
0.
0 
合
計
 
10
2 
10
0.
0 
10
0.
0 
 
 
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
版
広
報
い
わ
た
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
利
用
し
た
こ
と
が
あ
る
 
79
 
77
.5
 
77
.5
 
77
.5
 
知
っ
て
い
る
が
利
用
し
た
こ
と
は
な
い
 
8 
7.
8 
7.
8 
85
.3
 
知
ら
な
い
 
4 
3.
9 
3.
9 
89
.2
 
不
詳
 
11
 
10
.8
 
10
.8
 
10
0.
0 
合
計
 
10
2 
10
0.
0 
10
0.
0 
 
 
− 39−
5 
磐
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
版
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
利
用
し
た
こ
と
が
あ
る
 
26
 
25
.5
 
25
.5
 
25
.5
 
知
っ
て
い
る
が
利
用
し
た
こ
と
は
な
い
 
23
 
22
.5
 
22
.5
 
48
.0
 
知
ら
な
い
 
30
 
29
.4
 
29
.4
 
77
.5
 
不
詳
 
23
 
22
.5
 
22
.5
 
10
0.
0 
合
計
 
10
2 
10
0.
0 
10
0.
0 
多
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
「
こ
ん
に
ち
は
！
」
親
子
遊
び
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
利
用
し
た
こ
と
が
あ
る
 
37
 
36
.3
 
36
.3
 
36
.3
 
知
っ
て
い
る
が
利
用
し
た
こ
と
は
な
い
 
31
 
30
.4
 
30
.4
 
66
.7
 
知
ら
な
い
 
17
 
16
.7
 
16
.7
 
83
.3
 
不
詳
 
17
 
16
.7
 
16
.7
0 
10
0.
0 
合
計
 
10
2 
10
0.
0 
10
0.
0 
 
「
こ
ん
に
ち
は
！
」
の
学
習
と
遊
び
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
利
用
し
た
こ
と
が
あ
る
 
34
 
33
.3
 
33
.3
 
33
.3
 
知
っ
て
い
る
が
利
用
し
た
こ
と
は
な
い
 
35
 
34
.3
 
34
.3
 
67
.6
 
知
ら
な
い
 
19
 
18
.6
 
18
.6
 
86
.3
 
不
詳
 
14
 
13
.7
 
13
.7
 
10
0.
0 
合
計
 
10
2 
10
0.
0 
10
0.
0 
「
こ
ん
に
ち
は
！
」
の
相
談
・
情
報
提
供
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
利
用
し
た
こ
と
が
あ
る
 
29
 
28
.4
 
28
.4
 
28
.4
 
知
っ
て
い
る
が
利
用
し
た
こ
と
は
な
い
 
39
 
38
.2
 
38
.2
 
66
.7
 
知
ら
な
い
 
19
 
18
.6
 
18
.6
 
85
.3
 
不
詳
 
15
 
14
.7
 
14
.7
 
10
0.
0 
合
計
 
10
2 
10
0.
0 
10
0.
0 
「
こ
ん
に
ち
は
！
」
の
中
学
生
学
習
支
援
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
6 
有
効
 
利
用
し
た
こ
と
が
あ
る
 
30
 
29
.4
 
29
.4
 
29
.4
 
知
っ
て
い
る
が
利
用
し
た
こ
と
は
な
い
 
35
 
34
.3
 
34
.3
 
63
.7
 
知
ら
な
い
 
22
 
21
.6
 
21
.6
 
85
.3
 
不
詳
 
15
 
14
.7
 
14
.7
 
10
0.
0 
合
計
 
10
2 
10
0.
0 
10
0.
0 
「
こ
ん
に
ち
は
！
」
の
学
び
直
し
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
利
用
し
た
こ
と
が
あ
る
 
23
 
22
.5
 
22
.5
 
22
.5
 
知
っ
て
い
る
が
利
用
し
た
こ
と
は
な
い
 
34
 
33
.3
 
33
.3
 
55
.9
 
知
ら
な
い
 
26
 
25
.5
 
25
.5
 
81
.4
 
不
詳
 
19
 
18
.6
 
18
.6
 
10
0.
0 
合
計
 
10
2 
10
0.
0 
10
0.
0 
磐
田
市
国
際
交
流
協
会
の
日
本
語
教
室
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
利
用
し
た
こ
と
が
あ
る
 
16
 
15
.7
 
15
.7
 
15
.7
 
知
っ
て
い
る
が
利
用
し
た
こ
と
は
な
い
 
35
 
34
.3
 
34
.3
 
50
.0
 
知
ら
な
い
 
36
 
35
.3
 
35
.3
 
85
.3
 
不
詳
 
15
 
14
.7
 
14
.7
 
10
0.
0 
合
計
 
10
2 
10
0.
0 
10
0.
0 
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
外
国
語
版
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
利
用
し
た
こ
と
が
あ
る
 
80
 
78
.4
 
78
.4
 
78
.4
 
知
っ
て
い
る
が
利
用
し
た
こ
と
は
な
い
 
4 
3.
9 
3.
9 
82
.4
 
知
ら
な
い
 
7 
6.
9 
6.
9 
89
.2
 
不
詳
 
11
 
10
.8
 
10
.8
 
10
0.
0 
合
計
 
10
2 
10
0.
0 
10
0.
0 
   
− 40−
7  
  【３
】
あ
な
た
の
 
家
族
か
ぞ
く
に
つ
い
て
の
 
質
問
し
つ
も
ん
で
す
。
 
 
Ｑ
６
 
こ
の
家いえ
に
は
 
何
人
な
ん
に
ん
 
住す
ん
で
い
ま
す
か
。
 
家
に
住
ん
で
い
る
人
の
人
数
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
1 
4 
3.
9
3.
9 
3.
9
2 
17
 
16
.7
16
.7
 
20
.6
3 
31
 
30
.4
30
.4
 
51
.0
4 
29
 
28
.4
28
.4
 
79
.4
5 
11
 
10
.8
10
.8
 
90
.2
6 
6 
5.
9
5.
9 
96
.1
不
詳
 
4 
3.
9
3.
9 
10
0.
0
合
計
 
10
2 
10
0.
0
10
0.
0 
 
  
Ｑ
７
 
こ
の
家いえ
に
 
住す
ん
で
い
る
 
人ひと
た
ち
を
 
下した
か
ら
 
選えら
ん
で
、
 〇
を
 
書か
い
て
く
だ
さ
い
。
 
 
世
帯
主
の
配
偶
者
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
な
し
 
16
 
15
.7
 
16
.2
 
16
.2
 
あ
り
 
80
 
78
.4
 
80
.8
 
97
.0
 
不
詳
 
3 
2.
9 
3.
0 
10
0.
0 
合
計
 
99
 
97
.1
 
10
0.
0 
 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
3 
2.
9 
 
 
合
計
 
10
2 
10
0.
0 
 
 
 
世
帯
主
の
子
ど
も
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
な
し
 
10
 
9.
8 
10
.1
 
10
.1
 
あ
り
 
85
 
83
.3
 
85
.9
 
96
.0
 
不
詳
 
4 
3.
9 
4.
0 
10
0.
0 
合
計
 
99
 
97
.1
 
10
0.
0 
 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
3 
2.
9 
 
 
合
計
 
10
2 
10
0.
0 
 
 
 
8  
    
世
帯
主
の
き
ょ
う
だ
い
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
な
し
 
93
 
91
.2
 
93
.9
 
93
.9
 
あ
り
 
2 
2.
0 
2.
0 
96
.0
 
不
詳
 
4 
3.
9 
4.
0 
10
0.
0 
合
計
 
99
 
97
.1
 
10
0.
0 
 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
3 
2.
9 
 
 
合
計
 
10
2 
10
0.
0 
 
 
 
世
帯
主
の
親
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
な
し
 
91
 
89
.2
 
91
.9
 
91
.9
 
あ
り
 
4 
3.
9 
4.
0 
96
.0
 
不
詳
 
4 
3.
9 
4.
0 
10
0.
0 
合
計
 
99
 
97
.1
 
10
0.
0 
 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
3 
2.
9 
 
 
合
計
 
10
2 
10
0.
0 
 
 
 
世
帯
主
の
孫
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
な
し
 
94
 
92
.2
 
94
.9
 
94
.9
 
あ
り
 
1 
1.
0 
1.
0 
96
.0
 
不
詳
 
4 
3.
9 
4.
0 
10
0.
0 
合
計
 
99
 
97
.1
 
10
0.
0 
 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
3 
2.
9 
 
 
合
計
 
10
2 
10
0.
0 
 
 
 
配
偶
者
の
親
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
な
し
 
95
 
93
.1
 
96
.0
 
96
.0
 
不
詳
 
4 
3.
9 
4.
0 
10
0.
0 
合
計
 
99
 
97
.1
 
10
0.
0 
 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
3 
2.
9 
 
 
合
計
 
10
2 
10
0.
0 
 
 
  
− 41−
9  
     
配
偶
者
の
き
ょ
う
だ
い
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
な
し
 
94
 
92
.2
 
94
.9
 
94
.9
 
あ
り
 
1 
1.
0 
1.
0 
96
.0
 
不
詳
 
4 
3.
9 
4.
0 
10
0.
0 
合
計
 
99
 
97
.1
 
10
0.
0 
 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
3 
2.
9 
 
 
合
計
 
10
2 
10
0.
0 
 
 
 
そ
の
他
の
親
族
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
な
し
 
95
 
93
.1
 
96
.0
 
96
.0
 
不
詳
 
4 
3.
9 
4.
0 
10
0.
0 
合
計
 
99
 
97
.1
 
10
0.
0 
 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
3 
2.
9 
 
 
合
計
 
10
2 
10
0.
0 
 
 
 
非
親
族
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
な
し
 
95
 
93
.1
 
96
.0
 
96
.0
 
不
詳
 
4 
3.
9 
4.
0 
10
0.
0 
合
計
 
99
 
97
.1
 
10
0.
0 
 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
3 
2.
9 
 
 
合
計
 
10
2 
10
0.
0 
 
 
           
10
  
  Ｑ
８
 
あ
な
た
の
 
家いえ
の
 
過
去
か
こ
3ヶ
月
間
か
げ
つ
か
ん
の
 
毎
月
ま
い
つ
き
の
 
給
料
き
ゅ
う
り
ょ
う
は
 
い
く
ら
く
ら
い
で
す
か
。
 働は
た
ら
い
て
い
る
 
人ひと
が
 
た
く
さ
ん
い
る
場
合
ば
あ
い
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
 
毎
月
ま
い
つ
き
の
 
給
料
き
ゅ
う
り
ょ
う
を
 
合あ
わ
せ
た
 
金
額
き
ん
が
く
を
 
書か
い
て
く
だ
さ
い
。
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
円えん
／
月つき
 
Q8
XX
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
20
万
円
未
満
 
14
 
13
.7
 
13
.7
 
13
.7
 
20
万
円
以
上
～
30
円
未
満
 
21
 
20
.6
 
20
.6
 
34
.3
 
30
万
円
以
上
～
40
万
円
未
満
 
25
 
24
.5
 
24
.5
 
58
.8
 
40
万
円
以
上
～
50
万
円
未
満
 
10
 
9.
8 
9.
8 
68
.6
 
50
万
円
以
上
～
 
9 
8.
8 
8.
8 
77
.5
 
不
詳
 
23
 
22
.5
 
22
.5
 
10
0.
0 
合
計
 
10
2 
10
0.
0 
10
0.
0 
 
  
 
【
４
】
あ
な
た
の
 
子こ
ど
も
に
つ
い
て
の
 
質
問
し
つ
も
ん
で
す
。
 
 
Ｑ
９
 
あ
な
た
の
 
家
族
か
ぞ
く
に
は
 
子こ
ど
も
が
 
何
人
な
ん
に
ん
 
い
ま
す
か
。
 （
子こ
ど
も
が
 
い
な
い
人ひと
は
、「
い
な
い
」
に
 
○
を
 
つ
け
て
く
だ
さ
い
。）
 
 
子
ど
も
の
人
数
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
0 
4 
3.
9 
3.
9 
3.
9 
1 
26
 
25
.5
 
25
.5
 
29
.4
 
2 
37
 
36
.3
 
36
.3
 
65
.7
 
3 
20
 
19
.6
 
19
.6
 
85
.3
 
4 
8 
7.
8 
7.
8 
93
.1
 
5 
2 
2.
0 
2.
0 
95
.1
 
不
詳
 
5 
4.
9 
4.
9 
10
0.
0 
合
計
 
10
2 
10
0.
0 
10
0.
0 
 
     
− 42−
11
 
Ｑ
１
０
 
そ
の
う
ち
、
 今い
ま
も
 
あ
な
た
と
 
一
緒
い
っ
し
ょ
に
 
住す
ん
で
い
る
 
子こ
ど
も
は
 
何
人
な
ん
に
ん
で
す
か
。
 
（
子
ど
こ
ど
も
が
 
一
緒
い
っ
し
ょ
に
 
住す
ん
で
い
な
い
人ひと
は
、「
い
な
い
」
に
 
○
を
 
つ
け
て
く
だ
さ
い
。）
 
 
同
居
し
て
い
る
子
ど
も
の
人
数
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
0 
10
 
9.
8 
9.
9 
9.
9 
1 
33
 
32
.4
 
32
.7
 
42
.6
 
2 
33
 
32
.4
 
32
.7
 
75
.2
 
3 
9 
8.
8 
8.
9 
84
.2
 
4 
4 
3.
9 
4.
0 
88
.1
 
5 
1 
1.
0 
1.
0 
89
.1
 
不
詳
 
11
 
10
.8
 
10
.9
 
10
0.
0 
合
計
 
10
1 
99
.0
 
10
0.
0 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
1 
1.
0 
合
計
 
10
2 
10
0.
0 
 
Ｑ
１
１
 
一
緒
い
っ
し
ょ
に
 
住す
ん
で
い
る
 
子こ
ど
も
の
う
ち
、
 ０
歳さい
～
１
５
歳
の
 
子こ
ど
も
は
 
何
人
な
ん
に
ん
 
い
ま
す
か
。
 
同
居
し
て
い
る
15
歳
ま
で
の
子
ど
も
の
人
数
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
0 
17
 
16
.7
 
17
.2
 
17
.2
 
1 
32
 
31
.4
 
32
.3
 
49
.5
 
2 
25
 
24
.5
 
25
.3
 
74
.7
 
3 
5 
4.
9 
5.
1 
79
.8
 
4 
6 
5.
9 
6.
1 
85
.9
 
不
詳
 
14
 
13
.7
 
14
.1
 
10
0.
0 
合
計
 
99
 
97
.1
 
10
0.
0 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
3 
2.
9 
合
計
 
10
2 
10
0.
0 
            
12
 
Ｑ
１
２
 
下した
か
ら
は
 
あ
な
た
と
 
一
緒
い
っ
し
ょ
に
 
住す
ん
で
い
る
 
０
歳さい
～
１
５
歳
の
 
子こ
ど
も
の
 
質
問
し
つ
も
ん
で
す
。
 
そ
の
う
ち
、一
番
い
ち
ば
ん
 
年とし
が
 
上うえ
の
 
子こ
ど
も
と
、 
二
番
目
に
ば
ん
め
に
 
年とし
が
 
上うえ
の
 
子こ
ど
も
に
つ
い
て
、書
か
い
て
く
だ
さ
い
。
 
一
番
上
・
性
別
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
男
性
 
30
 
29
.4
 
35
.7
 
35
.7
 
女
性
 
35
 
34
.3
 
41
.7
 
77
.4
 
不
詳
 
19
 
18
.6
 
22
.6
 
10
0.
0 
合
計
 
84
 
82
.4
 
10
0.
0 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
18
 
17
.6
 
合
計
 
10
2 
10
0.
0 
一
番
上
：
年
齢
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
0 
2 
2.
0 
2.
4 
2.
4 
2 
5 
4.
9 
6.
0 
8.
3 
3 
5 
4.
9 
6.
0 
14
.3
 
4 
4 
3.
9 
4.
8 
19
.0
 
5 
2 
2.
0 
2.
4 
21
.4
 
6 
3 
2.
9 
3.
6 
25
.0
 
7 
5 
4.
9 
6.
0 
31
.0
 
8 
4 
3.
9 
4.
8 
35
.7
 
9 
2 
2.
0 
2.
4 
38
.1
 
10
 
3 
2.
9 
3.
6 
41
.7
 
11
 
2 
2.
0 
2.
4 
44
.0
 
12
 
3 
2.
9 
3.
6 
47
.6
 
13
 
7 
6.
9 
8.
3 
56
.0
 
14
 
5 
4.
9 
6.
0 
61
.9
 
15
 
6 
5.
9 
7.
1 
69
.0
 
16
 
1 
1.
0 
1.
2 
70
.2
 
17
 
1 
1.
0 
1.
2 
71
.4
 
18
 
1 
1.
0 
1.
2 
72
.6
 
19
 
1 
1.
0 
1.
2 
73
.8
 
20
 
1 
1.
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.4
 
34
.5
 
34
.5
 
あ
り
 
41
 
40
.2
 
47
.1
 
81
.6
 
不
詳
 
16
 
15
.7
 
18
.4
 
10
0.
0 
合
計
 
87
 
85
.3
 
10
0.
0 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
15
 
14
.7
 
合
計
 
10
2 
10
0.
0 
た
ま
に
参
加
す
る
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
な
し
 
63
 
61
.8
 
72
.4
 
72
.4
 
あ
り
 
8 
7.
8 
9.
2 
81
.6
 
不
詳
 
16
 
15
.7
 
18
.4
 
10
0.
0 
合
計
 
87
 
85
.3
 
10
0.
0 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
15
 
14
.7
 
合
計
 
10
2 
10
0.
0 
で
き
る
限
り
参
加
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
な
し
 
60
 
58
.8
 
69
.0
 
69
.0
 
あ
り
 
11
 
10
.8
 
12
.6
 
81
.6
 
不
詳
 
16
 
15
.7
 
18
.4
 
10
0.
0 
合
計
 
87
 
85
.3
 
10
0.
0 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
15
 
14
.7
 
合
計
 
10
2 
10
0.
0 
ほ
ぼ
欠
か
さ
ず
参
加
し
て
い
る
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
な
し
 
64
 
62
.7
 
73
.6
 
73
.6
 
あ
り
 
7 
6.
9 
8.
0 
81
.6
 
不
詳
 
16
 
15
.7
 
18
.4
 
10
0.
0 
合
計
 
87
 
85
.3
 
10
0.
0 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
15
 
14
.7
 
合
計
 
10
2 
10
0.
0 
22
 
役
員
も
経
験
し
た
こ
と
が
あ
る
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
な
し
 
67
 
65
.7
 
77
.0
 
77
.0
 
あ
り
 
4 
3.
9 
4.
6 
81
.6
 
不
詳
 
16
 
15
.7
 
18
.4
 
10
0.
0 
合
計
 
87
 
85
.3
 
10
0.
0 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
15
 
14
.7
 
合
計
 
10
2 
10
0.
0 
  Ｑ
１
５
 
日
本
に
ほ
ん
の
 
学
校
が
っ
こ
う
の
 
習
慣
し
ゅ
う
か
ん
や
 
ル
ー
ル
は
 
ど
う
や
っ
て
 
手て
に
 
入い
れ
ま
す
か
。（
〇
は
い
く
つ
で
も
） 
学
校
の
先
生
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
な
し
 
34
 
33
.3
 
39
.5
 
39
.5
 
あ
り
 
35
 
34
.3
 
40
.7
 
80
.2
 
不
詳
 
17
 
16
.7
 
19
.8
 
10
0.
0 
合
計
 
86
 
84
.3
 
10
0.
0 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
16
 
15
.7
 
合
計
 
10
2 
10
0.
0 
多
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
「
こ
ん
に
ち
は
」
の
ス
タ
ッ
フ
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
な
し
 
64
 
62
.7
 
74
.4
 
74
.4
 
あ
り
 
5 
4.
9 
5.
8 
80
.2
 
不
詳
 
17
 
16
.7
 
19
.8
 
10
0.
0 
合
計
 
86
 
84
.3
 
10
0.
0 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
16
 
15
.7
 
合
計
 
10
2 
10
0.
0 
同
国
人
の
知
り
合
い
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
な
し
 
36
 
35
.3
 
41
.9
 
41
.9
 
あ
り
 
33
 
32
.4
 
38
.4
 
80
.2
 
不
詳
 
17
 
16
.7
 
19
.8
 
10
0.
0 
合
計
 
86
 
84
.3
 
10
0.
0 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
16
 
15
.7
 
合
計
 
10
2 
10
0.
0 
− 48−
23
 
日
本
人
の
知
り
合
い
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
な
し
 
62
 
60
.8
 
72
.1
 
72
.1
 
あ
り
 
7 
6.
9 
8.
1 
80
.2
 
不
詳
 
17
 
16
.7
 
19
.8
 
10
0.
0 
合
計
 
86
 
84
.3
 
10
0.
0 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
16
 
15
.7
 
合
計
 
10
2 
10
0.
0 
学
校
か
ら
の
配
布
物
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
な
し
 
39
 
38
.2
 
45
.3
 
45
.3
 
あ
り
 
30
 
29
.4
 
34
.9
 
80
.2
 
不
詳
 
17
 
16
.7
 
19
.8
 
10
0.
0 
合
計
 
86
 
84
.3
 
10
0.
0 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
16
 
15
.7
 
合
計
 
10
2 
10
0.
0 
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
な
し
 
63
 
61
.8
 
73
.3
 
73
.3
 
あ
り
 
6 
5.
9 
7.
0 
80
.2
 
不
詳
 
17
 
16
.7
 
19
.8
 
10
0.
0 
合
計
 
86
 
84
.3
 
10
0.
0 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
16
 
15
.7
 
合
計
 
10
2 
10
0.
0 
そ
の
他
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
な
し
 
55
 
53
.9
 
64
.0
 
64
.0
 
あ
り
 
14
 
13
.7
 
16
.3
 
80
.2
 
不
詳
 
17
 
16
.7
 
19
.8
 
10
0.
0 
合
計
 
86
 
84
.3
 
10
0.
0 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
16
 
15
.7
 
合
計
 
10
2 
10
0.
0 
24
 
 
Ｑ
１
６
 
子こ
ど
も
は
 
学
校
が
っ
こ
う
が
 
終お
わ
っ
た
後あと
、
 誰だ
れ
と
 
遊あそ
び
ま
す
か
。（
〇
は
い
く
つ
で
も
）
 
日
本
人
の
同
級
生
・
友
達
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
な
し
 
42
 
41
.2
 
50
.6
 
50
.6
 
あ
り
 
18
 
17
.6
 
21
.7
 
72
.3
 
不
詳
 
23
 
22
.5
 
27
.7
 
10
0.
0 
合
計
 
83
 
81
.4
 
10
0.
0 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
19
 
18
.6
 
合
計
 
10
2 
10
0.
0 
同
国
人
の
同
級
生
・
友
達
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
な
し
 
34
 
33
.3
 
41
.0
 
41
.0
 
あ
り
 
26
 
25
.5
 
31
.3
 
72
.3
 
不
詳
 
23
 
22
.5
 
27
.7
 
10
0.
0 
合
計
 
83
 
81
.4
 
10
0.
0 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
19
 
18
.6
 
合
計
 
10
2 
10
0.
0 
そ
の
他
の
外
国
人
の
同
級
生
・
友
達
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
な
し
 
53
 
52
.0
 
63
.9
 
63
.9
 
あ
り
 
7 
6.
9 
8.
4 
72
.3
 
不
詳
 
23
 
22
.5
 
27
.7
 
10
0.
0 
合
計
 
83
 
81
.4
 
10
0.
0 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
19
 
18
.6
 
合
計
 
10
2 
10
0.
0 
き
ょ
う
だ
い
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
な
し
 
36
 
35
.3
 
43
.4
 
43
.4
 
あ
り
 
24
 
23
.5
 
28
.9
 
72
.3
 
不
詳
 
23
 
22
.5
 
27
.7
 
10
0.
0 
合
計
 
83
 
81
.4
 
10
0.
0 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
19
 
18
.6
 
合
計
 
10
2 
10
0.
0 
− 49−
25
 
一
人
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
な
し
 
41
 
40
.2
 
49
.4
 
49
.4
 
あ
り
 
19
 
18
.6
 
22
.9
 
72
.3
 
不
詳
 
23
 
22
.5
 
27
.7
 
10
0.
0 
合
計
 
83
 
81
.4
 
10
0.
0 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
19
 
18
.6
 
合
計
 
10
2 
10
0.
0 
 
Ｑ
１
７
 
子こ
ど
も
は
 
休やす
み
の
日ひ
は
、
 誰だ
れ
と
 
遊あそ
び
ま
す
か
。（
〇
は
い
く
つ
で
も
）
 
日
本
人
の
同
級
生
・
友
達
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
な
し
 
45
 
44
.1
 
54
.2
 
54
.2
 
あ
り
 
15
 
14
.7
 
18
.1
 
72
.3
 
不
詳
 
23
 
22
.5
 
27
.7
 
10
0.
0 
合
計
 
83
 
81
.4
 
10
0.
0 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
19
 
18
.6
 
合
計
 
10
2 
10
0.
0 
同
国
人
の
同
級
生
・
友
達
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
な
し
 
40
 
39
.2
 
48
.2
 
48
.2
 
あ
り
 
19
 
18
.6
 
22
.9
 
71
.1
 
不
詳
 
24
 
23
.5
 
28
.9
 
10
0.
0 
合
計
 
83
 
81
.4
 
10
0.
0 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
19
 
18
.6
 
合
計
 
10
2 
10
0.
0 
そ
の
他
の
外
国
人
の
同
級
生
・
友
人
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
な
し
 
53
 
52
.0
 
63
.9
 
63
.9
 
あ
り
 
6 
5.
9 
7.
2 
71
.1
 
不
詳
 
24
 
23
.5
 
28
.9
 
10
0.
0 
合
計
 
83
 
81
.4
 
10
0.
0 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
19
 
18
.6
 
合
計
 
10
2 
10
0.
0 
26
 
き
ょ
う
だ
い
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
な
し
 
29
 
28
.4
 
34
.9
 
34
.9
 
あ
り
 
30
 
29
.4
 
36
.1
 
71
.1
 
不
詳
 
24
 
23
.5
 
28
.9
 
10
0.
0 
合
計
 
83
 
81
.4
 
10
0.
0 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
19
 
18
.6
 
合
計
 
10
2 
10
0.
0 
一
人
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
な
し
 
38
 
37
.3
 
45
.8
 
45
.8
 
あ
り
 
21
 
20
.6
 
25
.3
 
71
.1
 
不
詳
 
24
 
23
.5
 
28
.9
 
10
0.
0 
合
計
 
83
 
81
.4
 
10
0.
0 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
19
 
18
.6
 
合
計
 
10
2 
10
0.
0 
 
Ｑ
１
８
 
ま
だ
学
校
が
っ
こ
う
に
 
行い
っ
て
い
な
い
 
子こ
ど
も
は
 
誰だれ
が
 
世
話
せ
わ
を
 
し
て
い
ま
し
た
か
。（
〇
は
い
く
つ
で
も
） 
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
な
ど
の
親
族
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
な
し
 
55
 
53
.9
 
66
.3
 
66
.3
 
あ
り
 
5 
4.
9 
6.
0 
72
.3
 
不
詳
 
23
 
22
.5
 
27
.7
 
10
0.
0 
合
計
 
83
 
81
.4
 
10
0.
0 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
19
 
18
.6
 
合
計
 
10
2 
10
0.
0 
日
本
の
保
育
園
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
な
し
 
42
 
41
.2
 
50
.6
 
50
.6
 
あ
り
 
18
 
17
.6
 
21
.7
 
72
.3
 
不
詳
 
23
 
22
.5
 
27
.7
 
10
0.
0 
合
計
 
83
 
81
.4
 
10
0.
0 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
19
 
18
.6
 
合
計
 
10
2 
10
0.
0 
− 50−
27
  
 
日
本
の
幼
稚
園
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
な
し
 
57
 
55
.9
 
68
.7
 
68
.7
 
あ
り
 
3 
2.
9 
3.
6 
72
.3
 
不
詳
 
23
 
22
.5
 
27
.7
 
10
0.
0 
合
計
 
83
 
81
.4
 
10
0.
0 
 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
19
 
18
.6
  
 
合
計
 
10
2 
10
0.
0 
 
 
 
ブ
ラ
ジ
ル
人
が
経
営
す
る
託
児
所
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
な
し
 
56
 
54
.9
 
67
.5
 
67
.5
 
あ
り
 
4 
3.
9 
4.
8 
72
.3
 
不
詳
 
23
 
22
.5
 
27
.7
 
10
0.
0 
合
計
 
83
 
81
.4
 
10
0.
0 
 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
19
 
18
.6
  
 
合
計
 
10
2 
10
0.
0 
 
 
 
家
に
い
る
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
な
し
 
41
 
40
.2
 
49
.4
 
49
.4
 
あ
り
 
19
 
18
.6
 
22
.9
 
72
.3
 
不
詳
 
23
 
22
.5
 
27
.7
 
10
0.
0 
合
計
 
83
 
81
.4
 
10
0.
0 
 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
19
 
18
.6
  
 
合
計
 
10
2 
10
0.
0 
 
 
 
学
齢
期
前
の
子
ど
も
は
い
な
い
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
な
し
 
44
 
43
.1
 
53
.0
 
53
.0
 
あ
り
 
16
 
15
.7
 
19
.3
 
72
.3
 
不
詳
 
23
 
22
.5
 
27
.7
 
10
0.
0 
合
計
 
83
 
81
.4
 
10
0.
0 
 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
19
 
18
.6
  
 
合
計
 
10
2 
10
0.
0 
 
 
   
28
  
 【
５
】
子こ
ど
も
の
 
将
来
し
ょ
う
ら
い
に
つ
い
て
の
 
質
問
し
つ
も
ん
で
す
。
 
 
Ｑ
１
９
 
あ
な
た
は
 
子こ
ど
も
が
 
大
人
お
と
な
に
な
っ
て
も
 
日
本
に
ほ
ん
に
 
住す
ん
で
 
ほ
し
い
で
す
か
。
 
子
ど
も
の
将
来
（
日
本
で
の
生
活
）
へ
の
希
望
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
は
い
 
34
 
33
.3
 
38
.6
 
38
.6
 
い
い
え
 
9 
8.
8 
10
.2
 
48
.9
 
わ
か
ら
な
い
 
30
 
29
.4
 
34
.1
 
83
.0
 
不
詳
 
15
 
14
.7
 
17
.0
 
10
0.
0 
合
計
 
88
 
86
.3
 
10
0.
0 
 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
14
 
13
.7
  
 
合
計
 
10
2 
10
0.
0 
 
 
 
Ｑ
２
０
 
あ
な
た
は
 
子こ
ど
も
に
 
ど
こ
ま
で
 
学
校
が
っ
こ
う
を
 
卒
業
そ
つ
ぎ
ょ
う
し
て
 
ほ
し
い
で
す
か
。（
〇
は
い
く
つ
で
も
） 
日
本
の
中
学
校
を
卒
業
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
な
し
 
60
 
58
.8
 
70
.6
 
70
.6
 
あ
り
 
10
 
9.
8 
11
.8
 
82
.4
 
不
詳
 
15
 
14
.7
 
17
.6
 
10
0.
0 
合
計
 
85
 
83
.3
 
10
0.
0 
 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
17
 
16
.7
  
 
合
計
 
10
2 
10
0.
0 
 
 
 
外
国
人
学
校
の
中
学
校
段
階
を
卒
業
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
な
し
 
63
 
61
.8
 
74
.1
 
74
.1
 
あ
り
 
7 
6.
9 
8.
2 
82
.4
 
不
詳
 
15
 
14
.7
 
17
.6
 
10
0.
0 
合
計
 
85
 
83
.3
 
10
0.
0 
 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
17
 
16
.7
  
 
合
計
 
10
2 
10
0.
0 
 
 
       
− 51−
29
 
日
本
の
高
等
学
校
を
卒
業
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
な
し
 
52
 
51
.0
 
61
.2
 
61
.2
 
あ
り
 
18
 
17
.6
 
21
.2
 
82
.4
 
不
詳
 
15
 
14
.7
 
17
.6
 
10
0.
0 
合
計
 
85
 
83
.3
 
10
0.
0 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
17
 
16
.7
 
合
計
 
10
2 
10
0.
0 
外
国
人
学
校
の
高
等
学
校
段
階
を
卒
業
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
な
し
 
66
 
64
.7
 
77
.6
 
77
.6
 
あ
り
 
4 
3.
9 
4.
7 
82
.4
 
不
詳
 
15
 
14
.7
 
17
.6
 
10
0.
0 
合
計
 
85
 
83
.3
 
10
0.
0 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
17
 
16
.7
 
合
計
 
10
2 
10
0.
0 
専
門
学
校
を
卒
業
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
な
し
 
49
 
48
.0
 
57
.6
 
57
.6
 
あ
り
 
21
 
20
.6
 
24
.7
 
82
.4
 
不
詳
 
15
 
14
.7
 
17
.6
 
10
0.
0 
合
計
 
85
 
83
.3
 
10
0.
0 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
17
 
16
.7
 
合
計
 
10
2 
10
0.
0 
短
大
・
大
学
を
卒
業
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
な
し
 
44
 
43
.1
 
51
.8
 
51
.8
 
あ
り
 
26
 
25
.5
 
30
.6
 
82
.4
 
不
詳
 
15
 
14
.7
 
17
.6
 
10
0.
0 
合
計
 
85
 
83
.3
 
10
0.
0 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
17
 
16
.7
 
合
計
 
10
2 
10
0.
0 
30
 
母
国
の
通
信
教
育
で
大
学
を
卒
業
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
な
し
 
60
 
58
.8
 
70
.6
 
70
.6
 
あ
り
 
10
 
9.
8 
11
.8
 
82
.4
 
不
詳
 
15
 
14
.7
 
17
.6
 
10
0.
0 
合
計
 
85
 
83
.3
 
10
0.
0 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
17
 
16
.7
 
合
計
 
10
2 
10
0.
0 
わ
か
ら
な
い
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
な
し
 
61
 
59
.8
 
71
.8
 
71
.8
 
あ
り
 
9 
8.
8 
10
.6
 
82
.4
 
不
詳
 
15
 
14
.7
 
17
.6
 
10
0.
0 
合
計
 
85
 
83
.3
 
10
0.
0 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
17
 
16
.7
 
合
計
 
10
2 
10
0.
0 
  
Ｑ
２
１
 
子こ
ど
も
が
 
次つぎ
の
 
学
校
が
っ
こ
う
に
 
進すす
む
と
き
の
 
問
題
も
ん
だ
い
は
 
何なん
で
す
か
。（
〇
は
い
く
つ
で
も
）
 
日
本
の
進
学
情
報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
な
し
 
47
 
46
.1
 
56
.6
 
56
.6
 
あ
り
 
9 
8.
8 
10
.8
 
67
.5
 
不
詳
 
27
 
26
.5
 
32
.5
 
10
0.
0 
合
計
 
83
 
81
.4
 
10
0.
0 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
19
 
18
.6
 
合
計
 
10
2 
10
0.
0 
翻
訳
さ
れ
た
進
学
情
報
が
不
足
し
て
い
る
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
な
し
 
34
 
33
.3
 
41
.0
 
41
.0
 
あ
り
 
22
 
21
.6
 
26
.5
 
67
.5
 
不
詳
 
27
 
26
.5
 
32
.5
 
10
0.
0 
合
計
 
83
 
81
.4
 
10
0.
0 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
19
 
18
.6
 
合
計
 
10
2 
10
0.
0 
− 52−
31
 
進
学
に
つ
い
て
相
談
で
き
る
人
が
い
な
い
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
な
し
 
48
 
47
.1
 
57
.8
 
57
.8
 
あ
り
 
8 
7.
8 
9.
6 
67
.5
 
不
詳
 
27
 
26
.5
 
32
.5
 
10
0.
0 
合
計
 
83
 
81
.4
 
10
0.
0 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
19
 
18
.6
 
合
計
 
10
2 
10
0.
0 
家
計
へ
の
負
担
が
大
き
い
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
な
し
 
25
 
24
.5
 
30
.1
 
30
.1
 
あ
り
 
31
 
30
.4
 
37
.3
 
67
.5
 
不
詳
 
27
 
26
.5
 
32
.5
 
10
0.
0 
合
計
 
83
 
81
.4
 
10
0.
0 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
19
 
18
.6
 
合
計
 
10
2 
10
0.
0 
子
ど
も
の
学
力
が
不
安
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
な
し
 
42
 
41
.2
 
50
.6
 
50
.6
 
あ
り
 
14
 
13
.7
 
16
.9
 
67
.5
 
不
詳
 
27
 
26
.5
 
32
.5
 
10
0.
0 
合
計
 
83
 
81
.4
 
10
0.
0 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
19
 
18
.6
 
合
計
 
10
2 
10
0.
0 
32
 
  
Ｑ
２
２
 
子こ
ど
も
に
、
 将
来
し
ょ
う
ら
い
、
 日
本
に
ほ
ん
で
 
ど
ん
な
仕
事
し
ご
と
を
 
し
て
ほ
し
い
で
す
か
。
 
生
産
工
程
・
一
般
作
業
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
な
し
 
61
 
59
.8
 
74
.4
 
74
.4
 
不
詳
 
21
 
20
.6
 
25
.6
 
10
0.
0 
合
計
 
82
 
80
.4
 
10
0.
0 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
20
 
19
.6
 
合
計
 
10
2 
10
0.
0 
販
売
・
サ
ー
ビ
ス
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
な
し
 
56
 
54
.9
 
68
.3
 
68
.3
 
あ
り
 
5 
4.
9 
6.
1 
74
.4
 
不
詳
 
21
 
20
.6
 
25
.6
 
10
0.
0 
合
計
 
82
 
80
.4
 
10
0.
0 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
20
 
19
.6
 
合
計
 
10
2 
10
0.
0 
事
務
的
職
業
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
な
し
 
52
 
51
.0
 
63
.4
 
63
.4
 
あ
り
 
9 
8.
8 
11
.0
 
74
.4
 
不
詳
 
21
 
20
.6
 
25
.6
 
10
0.
0 
合
計
 
82
 
80
.4
 
10
0.
0 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
20
 
19
.6
 
合
計
 
10
2 
10
0.
0 
専
門
職
・
管
理
職
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
 
な
し
 
15
 
14
.7
 
18
.3
 
18
.3
 
あ
り
 
46
 
45
.1
 
56
.1
 
74
.4
 
不
詳
 
21
 
20
.6
 
25
.6
 
10
0.
0 
合
計
 
82
 
80
.4
 
10
0.
0 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
20
 
19
.6
 
合
計
 
10
2 
10
0.
0 
− 53−
33
  
  
農
業
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
な
し
 
61
 
59
.8
 
74
.4
 
74
.4
 
不
詳
 
21
 
20
.6
 
25
.6
 
10
0.
0 
合
計
 
82
 
80
.4
 
10
0.
0 
 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
20
 
19
.6
  
 
合
計
 
10
2 
10
0.
0 
 
 
 
専
業
主
婦
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
な
し
 
61
 
59
.8
 
74
.4
 
74
.4
 
不
詳
 
21
 
20
.6
 
25
.6
 
10
0.
0 
合
計
 
82
 
80
.4
 
10
0.
0 
 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
20
 
19
.6
  
 
合
計
 
10
2 
10
0.
0 
 
 
 
学
生
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
な
し
 
60
 
58
.8
 
73
.2
 
73
.2
 
あ
り
 
1 
1.
0 
1.
2 
74
.4
 
不
詳
 
21
 
20
.6
 
25
.6
 
10
0.
0 
合
計
 
82
 
80
.4
 
10
0.
0 
 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
20
 
19
.6
  
 
合
計
 
10
2 
10
0.
0 
 
 
 
そ
の
他
 
 
度
数
 
パ
ー
セ
ン
ト
 
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
 
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
 
な
し
 
53
 
52
.0
 
64
.6
 
64
.6
 
あ
り
 
7 
6.
9 
8.
5 
73
.2
 
不
詳
 
22
 
21
.6
 
26
.8
 
10
0.
0 
合
計
 
82
 
80
.4
 
10
0.
0 
 
欠
損
値
 
シ
ス
テ
ム
欠
損
値
 
20
 
19
.6
  
 
合
計
 
10
2 
10
0.
0 
 
 
    
34
  
   
Ｑ
２
３
 
子こ
ど
も
の
こ
と
で
 
困こま
っ
て
い
る
こ
と
や
 
役
所
や
く
し
ょ
な
ど
に
 
お
願ねが
い
が
 
あ
れ
ば
、
 下し
た
に
 
書か
い
て
 
く
だ
さ
い
。
 
      
      
こ
れ
で
 
質
問
し
つ
も
ん
は
 
終お
わ
り
で
す
。
 あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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ƥƻƝңщƘƩƞƍŵ
Research coordinator: Professor Ikegami Shigehiro
▶When? 
From November 11th to 25th, 2014 
 
▶Who will answer? 
The residents above 16 years (including students of High 
School/KOKO) 
 
▶How to answer? 
University students will visit the apartments individually to hand 
in the questionnaires. (We have prepared questionnaires  
in Portuguese, Spanish, English and Easy Japanese for  
foreign residents.) After a few days we will return to collect the 
questionnaires. 
 
▶What is the aim of the research?  
Based on the results of the research, we will 
formulate a recommendation with the aim of further 
improving the cohabitation of people of different 
cultural backgrounds living in the housing complex.  
7/Nov/2014 
        Shizuoka Shimbum 
                2/Aug/2014    
For the residents of the TOSHINCHO housing complex (Provincial/KODAN)
The Shizuoka University of Art and Culture,  
in cooperation with the Iwata City Office,  
will administer a questionnaire to the  
residents of the TOSHINCHO housing complex  
We count on your understanding and cooperation.  
Coordenador da pesquisa: Prof. Ikegami Shigehiro
▶Quando? 
Entre os dias 11 a 25 de novembro de 2014 
 
▶Quem irá responder? 
Os moradores acima de 16 anos (inclui estudantes do 
Ensino Médio/KOKO) 
 
▶Como responder? 
Universitários visitarão os apartamentos individualmente 
para entregar os questionários. (Para os moradores 
estrangeiros, preparamos questionários em Português, 
Espanhol, Inglês e Japonês Fácil.)  Depois de alguns dias, 
retornaremos para coletar os questionários. 
 
▶Qual é o objetivo da pesquisa?  
Com os resultados da pesquisa, formularemos  
uma recomendação com o objetivo de melhorar  
a convivência de pessoas de diversas origens 
culturais no conjunto habitacional. 
7/11/2014 
       Jornal Shizuoka, 2/8/2014    
Para os moradores do conjunto habitacional TOSHINCHO 
(Provincial/KODAN)
A Universidade de Arte e Cultura de Shizuoka,  
em parceria com a Prefeitura de Iwata,  
aplicará um questionário aos moradores  
do conjunto habitacional TOSHINCHO.  
Contamos com a sua compreensão e colaboração.  
Coordinador de la investigación: Prof. Ikegami Shigehiro
▶¿Cuándo? 
Entre los dias 11 a 25 de noviembre de 2014 
 
▶¿Quién va a responder? 
Los moradores que tienen más de 16 años (incluye 
estudiantes de la secundaria superior/KOKO) 
 
▶¿Cómo responder? 
Universitarios visitarán los apartamentos individualmente 
para entregar los cuestionarios. (Para los moradores 
extranjeros, preparamos cuestionarios en Portugués, 
Español, Inglés y Japonés Fácil.)  Después de algunos  
días, regresaremos para recoger los cuestionarios.  
 
▶¿Cual es el objetivo de la investigación?  
Con base en los resultados de la investigación,  
formularemos una recomendación con el objetivo 
de mejorar la convivencia de personas de diversas 
orígenes culturales en el conjunto habitacional.  
7/11/2014 
 Shizuoka Shimbum 
        2/8/2014    
Para los moradores del conjunto habitacional TOSHINCHO 
(Provincial/KODAN)
La Universidad de Arte y Cultura de Shizuoka,  
en asociación con la municipalidad de Iwata, 
aplicará un cuestionário a los moradores del 
conjunto habitacional TOSHINCHO 
Contamos con su comprensión y colaboración.  
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        －     号 
 
 
【日本語】
 この調査は、静岡文化芸術大学と磐田市が協働でおこなうものです。
 提出の際は、同封の白い封筒に調査票を入れてご提出ください。
 皆様のご理解とご協力をよろしくお願いします。
 
【やさしい日本語
に ほ ん ご
】 
  この調査
ちょうさ
は、静岡
しずおか
文化
ぶん か
芸術
げいじゅつ
大学
だいがく
と磐田市
い わ た し
が協 力
きょうりょく
しておこなうものです。 
 アンケートを出
だ
す時
とき
は、白
しろ
い封筒
ふうとう
の中
なか
に入
い
れてください。 
 みなさまのご理解
りか い
とご協 力
きょうりょく
をよろしくお願
ねが
いします。 
 
【Português】 
Esta pesquisa está sendo realizada pela Universidade de Arte e Cultura de Shizuoka 
em colaboração com a Prefeitura de Iwata. 
  Na hora de entregar o questionário, por favor coloque-o no envelope branco. 
  Contamos com a sua compreensão e colaboração. 
 
【Español】 
  Esta investigación está siendo llevada a cabo por la Universidad de Arte y Cultura de 
Shizuoka en asociación con la Municipalidad de Iwata.  
  En el momento de entrega del cuestionário, por favor póngalo en el sobre blanco. 
  Contamos con su comprensión y colaboración.  
 
【English】   This research is being conducted by the Shizuoka University of Art and Culture in cooperation with the Iwata City Office.   When submitting the questionnaire, please put it in the enclosed white envelope.    We count on your understanding and cooperation.  
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 
☬
⏣
ᕷ
ᮾ
᪂
⏫
ᅋ
ᆅ
ࡢ
⏕
ά
≧
ἣ
ࢆ
ࡵ
ࡄ
ࡿ
ㄪ
ᰝ
A 
㸦
᪥
ᮏ
ே
ྥ
ࡅ
ಶ
ே
ㄪ
ᰝ
⚊
㸧
 
 
ㄪ
ᰝ
ᐇ
᪋
㸸
㟼
ᒸ
ᩥ
໬
ⱁ
⾡
኱
Ꮫ
 
㸦
ᐇ
᪋
௦
⾲
⪅
㸸
ụ
ୖ
㔜
ᘯ
㸧
 
ㄪ
ᰝ
࡬
ࡢ
ࡈ
༠
ຊ
ࡢ
࠾
㢪
࠸
 
 
㸯
㸬
ࡇ
ࡢ
ㄪ
ᰝ
ࡣ
ࠊ☬
⏣
ᕷ
࡛
≉
࡟
እ
ᅜ
ே
ᒃ
ఫ
⋡
ࡀ
㧗
࠸
ᮾ
᪂
⏫
ᅋ
ᆅ
࡟
࠾
࠸
࡚
ࠊఫ
Ẹ
ࡢ
⏕
ά
ࡸ
ព
㆑
➼
ࢆ
ᢕ
ᥱ
ࡋ
ࠊ
ࡼ
ࡾ
Ⰻ
࠸
ᆅ
ᇦ
࡙
ࡃ
ࡾ
ࡢ
ࡓ
ࡵ
࡟
ᅋ
ᆅ
ࡢ
⟶
⌮
ᅋ
య
ࡸ
☬
⏣
ᕷ
࡟
ᥦ
ゝ
ࡍ
ࡿ
ࡇ
࡜
ࢆ
┠
ⓗ
࡜
ࡋ
࡚
࠸
ࡲ
ࡍ
ࠋ

 㸰
㸬ᮏ
ㄪ
ᰝ
࡛
ࡣ
ࠊᮾ
᪂
⏫
ࡢ
┴
Ⴀ
ఫ
Ꮿ
࠾
ࡼ
ࡧ
බ
ᅋ
ఫ
Ꮿ
࡟
ఫ
ࡴ

ṓ
௨
ୖ
ࡢ
ࡍ
࡭
࡚
ࡢ
᪉
ࢆ
ᑐ
㇟
࡜
ࡋ
࡚
࠸
ࡲ
ࡍ
ࠋ

 㸱
㸬
ࡇ
ࡢ
ㄪ
ᰝ
⚊
ࡣ
ಶ
ே
⏝
࡛
ࡍ
ࠋ

ṓ
௨
ୖ
ࡢ
᪉
ࡣ
ࡦ
࡜
ࡾ
㸯
㒊
࠾
⟅
࠼
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
ࠋ

 㸲
㸬
࢔
ࣥ
ࢣ
࣮
ࢺ
ᅇ
⟅
⪅
ࡢ
ࣉ
ࣛ
࢖
ࣂ
ࢩ
࣮
ࢆ
᭱
኱
㝈
࡟
ᑛ
㔜
ࡋ
ࡲ
ࡍ
ࠋ
࢔
ࣥ
ࢣ
࣮
ࢺ
⤖
ᯝ
ࡣ
ࠊ
⤫
ィ
ⓗ
࡟
ศ
ᯒ
ࡉ
ࢀ
ࡲ
ࡍ
㸦ࠕ
ዪ
ᛶ
࡛
ࠊ
ࡇ
ࡢ
タ
ၥ
࡬
ࡢ
ᅇ
⟅
⪅
ࡣ
--㸣
ࠖ
࡞
࡝
࡜
࠸
ࡗ
ࡓ
ᙧ
ᘧ
࡛
⤖
ᯝ
ࡣ
グ
㏙
ࡉ
ࢀ
ࡲ
ࡍ
㸧
ࡢ
࡛
ࠊ
ศ
ᯒ
⤖
ᯝ
࠿
ࡽ
ᅇ
⟅
⪅
ಶ
ே
ࡀ
≉
ᐃ
ࡉ
ࢀ
ࡿ
ࡇ
࡜
ࡣ
࠶
ࡾ
ࡲ
ࡏ
ࢇ
ࠋ
ࡈ
ᅇ
⟅
࠸
ࡓ
ࡔ
࠸
ࡓ
࢔
ࣥ
ࢣ
࣮
ࢺ
ࡣ
ࠊ
㟼
ᒸ
ᩥ
໬
ⱁ
⾡
኱
Ꮫ
࡟
࠾
࠸
࡚
ཝ
㔜
࡟
⟶
⌮
ࡋ
ࡲ
ࡍ
ࠋ

 㸳
㸬
ࡇ
ࡢ
࢔
ࣥ
ࢣ
࣮
ࢺ
ࡢ
㊃
᪨
ࠊ
ෆ
ᐜ
ࠊ
ᅇ
཰
᪉
ἲ
➼
࡟
㛵
ࡍ
ࡿ
࠾
ၥ
࠸
ྜ
ࢃ
ࡏ
ࡣ
ࠊ
௨
ୗ
࡟
࠾
㢪
࠸
࠸
ࡓ
ࡋ
ࡲ
ࡍ
ࠋ

㟼
ᒸ
ᩥ
໬
ⱁ
⾡
኱
Ꮫ

ᆅ
ᇦ
㐃
ᦠ
ᐊ


ୖ
⏣
ࢼ
ࣥ
ࢩ
࣮
┤
⨾

㟁
ヰ
㸸










᪥
ᮏ
ㄒ
㸭
࣏
ࣝ
ࢺ
࢞
ࣝ
ㄒ
㸭
ࢫ
࣌
࢖
ࣥ
ㄒ
㸭
ⱥ
ㄒ

᭶
᭙
᪥
㹼
㔠
᭙
᪥
ࠊ


㹼




 
ྠ
ᑒ
ࡢ
࣎
࣮
ࣝ
࣌
ࣥ
ࡣ
ᅇ
⟅
ࡃ
ࡔ
ࡉ
ࡿ
᪉
࡬
ࡢ
࠾
♩
࡛
ࡍ
ࠋ
࢔
ࣥ
ࢣ
࣮
ࢺ
ࡈ
グ
ධ
ࡢ
㝿
࡟
࡝
࠺
ࡒ
ࡈ
฼
⏝
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
ࠋ 
   ۑ

ᅇ
⟅
᪉
ἲ
࡟
࡜
ࡃ
࡟
ᣦ
♧
ࡀ
࡞
࠸
ሙ
ྜ
ࠊ
࠶
࡚
ࡣ
ࡲ
ࡿ
␒
ྕ
ࡦ
࡜
ࡘ
࡟
ۑ
ࢆ
ࡘ
ࡅ
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
ࠋ

ۑ

㖄
➹
ࡲ
ࡓ
ࡣ
㯮
࣭
㟷
ࡢ
࣌
ࣥ
࣭
࣎
࣮
ࣝ
࣌
ࣥ
࡛
グ
ධ
ࡋ
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
ࠋ

ۑ

グ
ධ
⤊
஢
ᚋ
ࠊ
ࡶ
࠺
୍
ᗘ
ࠊ
グ
ධ
㛫
㐪
࠸
ࡸ
グ
ධ
₃
ࢀ
ࡀ
࡞
࠸
࠿
࡝
࠺
࠿
࠾
☜
࠿
ࡵ
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
ࠋ

ۑ

ᅇ
⟅
࡟
㏞
࠺
ሙ
ྜ
ࡣ
ࠊ
࠶
࡞
ࡓ
ࡢ
࠾
Ẽ
ᣢ
ࡕ
ࡸ
࠾
⪃
࠼
࡟
࡛
ࡁ
ࡿ
ࡔ
ࡅ
㏆
࠸
ࡶ
ࡢ
ࢆ
࠾
㑅
ࡧ
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
ࠋ

ۑ

ㄪ
ᰝ
⚊
࡟
ࡈ
グ
ධ
ࡢ
ᚋ
ࠊ
࠾
ᒆ
ࡅ
᫬
ࡢ
ᑒ
⟄
࡟
ධ
ࢀ
࡚
ࠊ
ㄪ
ᰝ
ဨ
ࡀ
෌
ゼ
ၥ
ࡋ
ࡓ
㝿
࡟
Ώ
ࡋ
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
ࠋ


᭶

᪥
㸦
ⅆ
㸧
ࡲ
࡛
࡟
ㄪ
ᰝ
ဨ
ࡀ
ཷ
ࡅ
ྲྀ
ࢀ
࡞
࠿
ࡗ
ࡓ
ሙ
ྜ
ࡣ
ࠊ
࠾
ᡭ
ᩘ
࡛
ࡍ
ࡀ
ࠊ

᭶

᪥
㸦
᪥
㸧
ࡲ
࡛
࡟

㝵
ẁ
ࡈ
࡜
ࠊ
࠶
ࡿ
࠸
ࡣ
ࣇ
ࣟ
࢔
ࡈ
࡜
ࡢ
ᙺ
ဨ
ࡉ
ࢇ
ࡢ
࠾
Ꮿ
࡟
ᒆ
ࡅ
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
ࠋ
ᚋ
᪥
ࠊ
኱
Ꮫ
ഃ
࡛
ᅇ
཰
ࡋ
ࡲ
ࡍ
ࠋ

 
࠙
ࡈ
グ
ධ
࡟
࠶
ࡓ
ࡗ
࡚
ࡢ
࠾
㢪
࠸
ࠚ
 
1 
☬
⏣
ᕷ
ᮾ
᪂
⏫
ᅋ
ᆅ
ࡢ
⏕
ά
≧
ἣ
ࢆ
ࡵ
ࡄ
ࡿ
ㄪ
ᰝ
$
㸦
᪥
ᮏ
ே
ྥ
ࡅ
ಶ
ே
ㄪ
ᰝ
ࠊ


ᖺ

᭶
ᐇ
᪋

㟼
ᒸ
ᩥ
໬
ⱁ
⾡
኱
Ꮫ
㸧


 ࠙
㸯
ࠚ
ᆅ
ᇦ
࡛
ࡢ
⾜
஦
➼
࡬
ࡢ
ཧ
ຍ
࡟
ࡘ
࠸
࡚
࠾
ࡓ
ࡎ
ࡡ
ࡋ
ࡲ
ࡍ
ࠋ


ၥ
㸯

ᆅ
ᇦ
࡛
⾜
ࢃ
ࢀ
ࡿ
௨
ୗ
ࡢ
఍
ྜ
ࡸ
ദ
ࡋ
࡟
ཧ
ຍ
ࡋ
ࡓ
ࡇ
࡜
ࡀ
࠶
ࡾ
ࡲ
ࡍ
࠿
ࠋ




$㹼
.
ࡢ
ࡑ
ࢀ
ࡒ
ࢀ
࡟
ࡘ
࠸
࡚
ࠊ
㸯
㹼
㸱
ࡢ
࠸
ࡎ
ࢀ
࠿
ࡦ
࡜
ࡘ
࡟
ۑ
ࢆ
ࡘ
ࡅ
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
ࠋ

 
㸯


ཧ
ຍ
ࡋ
ࡓ
ࡇ
࡜

ࡀ
࠶
ࡿ


㸰


▱
ࡗ
࡚
࠸
ࡿ
ࡀ

ཧ
ຍ
ࡋ
ࡓ
ࡇ
࡜

ࡣ
࡞
࠸

㸱


▱
ࡽ
࡞
࠸


A
⮬
἞
఍
ࡢ
఍
ྜ
 
㸯
 
㸰
 
㸱
 
B
ⲡ
ส
ࡾ
 
㸯
 
㸰
 
㸱
 
C
ࡈ
ࡳ
ࡦ
ࢁ
࠸
 
㸯
 
㸰
 
㸱
 
D
㏻
Ꮫ
ྜ
ᐟ
㸦
6
᭶
㸧
 
㸯
 
㸰
 
㸱
 
E
࢟
ࣕ
ࣥ
ࣉ
ࣇ
࢓
࢖
ࣖ
࣮
㸦
8
᭶
㸧
 
㸯
 
㸰
 
㸱
 
F
ᆅ
༊
㐠
ື
఍
㸦
9
᭶
➨
୍
᪥
᭙
᪥
㸧
 
㸯
 
㸰
 
㸱
 
G
ᆅ
༊
⚍
ࡾ
㸦
10
᭶
➨
୍
ᅵ
᪥
㸧
 
㸯
 
㸰
 
㸱
 
H
ᆅ
༊
ᩥ
໬
⚍
㸦
11
᭶
3
᪥
㸧
 
㸯
 
㸰
 
㸱
 
Iᮾ
᪂
ᶓ
୎
㸦
ẖ
᭶
➨
3
᪥
᭙
᪥
㸧
 
㸯
 
㸰
 
㸱
 
Jࠕ
ࡇ
ࢇ
࡟
ࡕ
ࡣ
㸟
ࠖ
ࡢ
࢖
࣋
ࣥ
ࢺ
 
㸯
 
㸰
 
㸱
 
K
ᆅ
ᇦ
㜵
⅏
カ
⦎
㸦
12
᭶
㸧
 
㸯
 
㸰
 
㸱
 
 
 ࠙
㸰
ࠚ
㏆
㞄
ࡢ
᪉
ࠎ
࡜
ࡢ
ࡘ
ࡁ
࠶
࠸
ࡢ
⛬
ᗘ
࡟
ࡘ
࠸
࡚
࠾
ࡓ
ࡎ
ࡡ
ࡋ
ࡲ
ࡍ
ࠋ


ၥ
㸰

ᅋ
ᆅ
࡟
ఫ
ࡴ
᪥
ᮏ
ே
࡜
ࡢ
ࡘ
ࡁ
࠶
࠸
ࡣ
࡝
ࡢ
⛬
ᗘ
࡛
ࡍ
࠿
ࠋ㸦
ۑ
༳
ࡣ
ࡦ
࡜
ࡘ
㸧


㸯

ࡲ
ࡗ
ࡓ
ࡃ
ࡘ
ࡁ
࠶
࠸
ࡣ
࡞
࠸
 
㸱

࡜
ࡁ
࡝
ࡁ
❧
ࡕ
ヰ
ࢆ
ࡍ
ࡿ
⛬
ᗘ
 

㸰

࠶
࠸
ࡉ
ࡘ
ࢆ
ࡍ
ࡿ
⛬
ᗘ
 
 
㸲

୍
⥴
࡟
ఱ
࠿
ࡋ
ࡓ
ࡾ
┦
ㄯ
ࡋ
ࡓ
ࡾ
ࡍ
ࡿ
 
 ၥ
㸱

ᅋ
ᆅ
࡟
ఫ
ࡴ
እ
ᅜ
ே
࡜
ࡢ
ࡘ
ࡁ
࠶
࠸
ࡣ
࡝
ࡢ
⛬
ᗘ
࡛
ࡍ
࠿
ࠋ㸦
ۑ
༳
ࡣ
ࡦ
࡜
ࡘ
㸧


㸯

ࡲ
ࡗ
ࡓ
ࡃ
ࡘ
ࡁ
࠶
࠸
ࡣ
࡞
࠸
 
㸱

࡜
ࡁ
࡝
ࡁ
❧
ࡕ
ヰ
ࢆ
ࡍ
ࡿ
⛬
ᗘ
 

㸰

࠶
࠸
ࡉ
ࡘ
ࢆ
ࡍ
ࡿ
⛬
ᗘ
 
 
㸲

୍
⥴
࡟
ఱ
࠿
ࡋ
ࡓ
ࡾ
┦
ㄯ
ࡋ
ࡓ
ࡾ
ࡍ
ࡿ
 
 ၥ
㸲

ᅋ
ᆅ
࡟
ఫ
ࡴ
እ
ᅜ
ே
࡜
ࡢ
㛫
࡟
ே
㛫
㛵
ಀ
ࡢ
ቨ
ࢆ
ឤ
ࡌ
ࡲ
ࡍ
࠿
ࠋ㸦
ۑ
༳
ࡣ
ࡦ
࡜
ࡘ
㸧


㸯

࡜
࡚
ࡶ
ᙉ
ࡃ
ឤ
ࡌ
ࡿ
 
 
㸱

࠶
ࡲ
ࡾ
ឤ
ࡌ
࡞
࠸
 

㸰

࠿
࡞
ࡾ
ឤ
ࡌ
ࡿ
  
 
㸲

ࡲ
ࡗ
ࡓ
ࡃ
ឤ
ࡌ
࡞
࠸
 
   
− 57−
2 
ၥ
㸳

ᅋ
ᆅ
࡟
ఫ
ࡴ
እ
ᅜ
ே
࡜
௒
ᚋ
࡝
ࡢ
ࡼ
࠺
࡞
㛵
ಀ
ࢆ
ᣢ
ࡕ
ࡓ
࠸
࡛
ࡍ
࠿
ࠋ㸦
ۑ
༳
ࡣ
ࡦ
࡜
ࡘ
㸧


㸯

ࡲ
ࡗ
ࡓ
ࡃ
㛵
ࢃ
ࡾ
ࡓ
ࡃ
࡞
࠸
 

㸰

ᚲ
せ
᭱
ᑠ
㝈
ࡢ
ࡇ
࡜
௨
እ
ࠊ
࡞
ࡿ
࡭
ࡃ
㛵
ࢃ
ࡾ
ࡓ
ࡃ
࡞
࠸
 

㸱

ᑡ
ࡋ
㛵
ࢃ
ࡾ
ࢆ
ᣢ
ࡗ
࡚
ࡳ
ࡓ
࠸
ࠋ
 

㸲

ࡶ
ࡗ
࡜
✚
ᴟ
ⓗ
࡟
㛵
ࢃ
ࡗ
࡚
ࡳ
ࡓ
࠸
 
 ၥ
㸴

ᅋ
ᆅ
࡟
࠾
ࡅ
ࡿ
እ
ᅜ
ே
ࡢ
ཷ
ࡅ
ධ
ࢀ
࡟
㛵
ࡋ
࡚
࡝
ࡢ
ࡼ
࠺
࡟
࠾
⪃
࠼
࡛
ࡍ
࠿
ࠋ㸦
ۑ
༳
ࡣ
ࡦ
࡜
ࡘ
㸧


㸯

୍
ษ
ཷ
ࡅ
ධ
ࢀ
ࡿ
࡭
ࡁ
࡛
ࡣ
࡞
࠸
 

㸰

እ
ᅜ
ே
ࡢ
᪥
ᮏ
ㄒ
⬟
ຊ
ࡣ
ၥ
ࢃ
࡞
࠸
ࡀ
ࠊ
⏕
ά
ࣝ
࣮
ࣝ
ࡢ
㑂
Ᏺ
ࢆ
᮲
௳
࡟
ཷ
ࡅ
ධ
ࢀ
ࢀ
ࡤ
ࡼ
࠸
 

㸱

እ
ᅜ
ே
࡟
ࡘ
࠸
࡚
ࡣ
୍
ᐃ
⛬
ᗘ
ࡢ
᪥
ᮏ
ㄒ
⬟
ຊ
ࢆ
᮲
௳
࡟
ཷ
ࡅ
ධ
ࢀ
ࢀ
ࡤ
ࡼ
࠸
 

㸲

᪥
ᮏ
ே
ࡶ
እ
ᅜ
ே
ࡶ
༊
ู
࡞
ࡃ
ࠊ
ྠ
ࡌ
ධ
ᒃ
᮲
௳
࡛
ཷ
ࡅ
ධ
ࢀ
ࢀ
ࡤ
ࡼ
࠸
 
 ၥ
㸵

௒
ᚋ
㸱
ᖺ
௨
ෆ
࡟
ᮾ
᪂
⏫
ᅋ
ᆅ
࠿
ࡽ
ᘬ
ࡗ
㉺
ࡋ
ࡍ
ࡿ
ண
ᐃ
ࡣ
࠶
ࡾ
ࡲ
ࡍ
࠿
ࠋ㸦
ۑ
༳
ࡣ
ࡦ
࡜
ࡘ
㸧


㸯

኱
࠸
࡟
࠶
ࡿ
 
 
 
 
㸱

࠶
ࡲ
ࡾ
࡞
࠸
 

㸰

࠶
ࡿ
⛬
ᗘ
࠶
ࡿ
  
 
 
㸲

ࡲ
ࡗ
ࡓ
ࡃ
࡞
࠸
 
 ၥ
㸶

ୖ
ࡢ
ၥ
㸵
࡛
ࠕ
㸯

኱
࠸
࡟
࠶
ࡿ
ࠖࠕ
㸰

࠶
ࡿ
⛬
ᗘ
࠶
ࡿ
ࠖ
࡜
⟅
࠼
ࡓ
᪉
࡟
ࠊ
ࡉ
ࡽ
࡟
࠾
ࡓ
ࡎ
ࡡ
ࡋ
ࡲ
ࡍ
ࠋ





ࡑ
ࡢ
ሙ
ྜ
ࠊ
ᘬ
ࡗ
㉺
ࡋ
ண
ᐃ
ඛ
ࡣ
࡝
ࡇ
࡛
ࡍ
࠿
ࠋ㸦
ۑ
༳
ࡣ
ࡦ
࡜
ࡘ
㸧


㸯

☬
⏣
ᕷ
ෆ
ࡢ
ู
ࡢ
ᆅ
༊
 
 
 
㸲

እ
ᅜ
㸦
ᅜ
ྡ
㸸









㸧
 

㸰

㟼
ᒸ
┴
ෆ
ࡢ
ู
ࡢ
ᕷ
⏫
 
 
 
㸳

ࢃ
࠿
ࡽ
࡞
࠸
 

㸱

᪥
ᮏ
ᅜ
ෆ
ࡢ
௚
ࡢ
㒔
㐨
ᗓ
┴
 
 
࠙
㸱
ࠚ
እ
ᅜ
ே
࡜
ࡢ
ࡘ
ࡁ
࠶
࠸
࡟
ࡘ
࠸
࡚
࠾
ࡓ
ࡎ
ࡡ
ࡋ
ࡲ
ࡍ
ࠋ

ၥ
㸷

ᅋ
ᆅ
௨
እ
࡛
እ
ᅜ
ே
࡜
ࡢ
ࡘ
ࡁ
࠶
࠸
ࡣ
࠶
ࡾ
ࡲ
ࡍ
࠿
ࠋ㸦
ۑ
༳
ࡣ
ࡦ
࡜
ࡘ
㸧


㸯

እ
ᅜ
ே
ࡢ
཭
ே
ࡀ
࠸
ࡿ
 
 
 
㸱

࡯
࡜
ࢇ
࡝
࡞
࠸
 

㸰

㢦
ぢ
▱
ࡾ
⛬
ᗘ
ࡢ
ࡘ
ࡁ
࠶
࠸
ࡣ
࠶
ࡿ
  
㸲

ࡲ
ࡗ
ࡓ
ࡃ
࡞
࠸
 
 ၥ
㸯
㸮

ୖ
ࡢ
ၥ
㸷
࡛
ࠕ
㸯
ࠖ
ࡲ
ࡓ
ࡣ
ࠕ
㸰
ࠖ
ࢆ
㑅
ᢥ
ࡉ
ࢀ
ࡓ
᪉
࡟
࠾
ࡓ
ࡎ
ࡡ
ࡋ
ࡲ
ࡍ
ࠋ





࡝
ࡢ
ࡼ
࠺
࡞
࡜
ࡇ
ࢁ
࡛
ࡘ
ࡁ
࠶
࠸
ࡀ
࠶
ࡾ
ࡲ
ࡍ
࠿
ࠋ㸦
࠶
࡚
ࡣ
ࡲ
ࡿ
ࡶ
ࡢ
඲
࡚
࡟
ۑ
㸧


㸯

⫋
ሙ
ࡸ
ྲྀ
ᘬ
ඛ
࡞
࡝
௙
஦
㛵
ಀ
࡛
 
 
㸳

࣎
ࣛ
ࣥ
ࢸ
࢕
࢔
ά
ື
࡛
 

㸰

Ꮫ
ᰯ
࡛
 
 
 
 
㸴

ᩍ
఍
࡞
࡝
᐀
ᩍ
㛵
㐃
ࡢ
ᶵ
఍
࡛
 

㸱

Ꮚ
࡝
ࡶ
ࢆ
㏻
ࡌ
ࡓ
ぶ
ྠ
ኈ
ࡢ
஺
ὶ
࡛
  
㸵

ࡑ
ࡢ
௚
㸦
















㸧
 

㸲

㊃
࿡
ࡢ
ά
ື
࡛












 

 
ၥ
㸯
㸯

እ
ᅜ
ே
࡜
ࡢ
┦
஫
⌮
ゎ
ࢆ
῝
ࡵ
ࡿ
ࡓ
ࡵ
࡟
ཧ
ຍ
ࡋ
ࡓ
࠸
ࡶ
ࡢ
ࡣ
࠶
ࡾ
ࡲ
ࡍ
࠿
ࠋ㸦
࠶
࡚
ࡣ
ࡲ
ࡿ
ࡶ
ࡢ
඲
࡚
࡟
ۑ
㸧


㸯

␗
ᩥ
໬
య
㦂
ㅮ
ᗙ
㸦
ྛ
ᅜ
ࡢ
ఏ
⤫
ⱁ
⬟
ࡸ
㣗
஦
࡞
࡝
ࢆ
య
㦂
ࡍ
ࡿ
ㅮ
ᗙ
㸧
 

㸰

ᾏ
እ
ࡢ
㡢
ᴦ
ࡸ
㋀
ࡾ
࡞
࡝
࡟
ゐ
ࢀ
ࡿ
࢖
࣋
ࣥ
ࢺ
 

㸱

஫
࠸
ࡢ
ゝ
ㄒ
ࢆ
Ꮫ
⩦
ࡍ
ࡿ
ㅮ
ᗙ
 

㸲

ࡑ
ࡢ
௚
㸦
















㸧

 
ၥ
㸯
㸯
࡬

ၥ
㸷
࡬

3 
ၥ
㸯
㸰

እ
ᅜ
ே
࡜
ࡢ
┦
஫
⌮
ゎ
ࢆ
῝
ࡵ
ࡿ
ࡓ
ࡵ
࡟
ᆅ
ᇦ
࡛
ᚲ
せ
࡞
ࡇ
࡜
ࡣ
ఱ
࡛
ࡍ
࠿
ࠋ㸦
ࠐ
༳
ࡣ
㸱
ࡘ
ࡲ
࡛
㸧


㸯

᪥
ᖖ
ⓗ
࡟
࠶
࠸
ࡉ
ࡘ
ࢆ
ࡍ
ࡿ
 

㸰

ᕪ
ู
ព
㆑
ࢆ
ᣢ
ࡓ
࡞
࠸
ࡼ
࠺
࡟
ࡍ
ࡿ
 

㸱

ᩥ
໬
ࡸ
⏕
ά
⩦
័
ࡢ
㐪
࠸
࡟
ࡘ
࠸
࡚
▱
ࡿ
 

㸲

ᆅ
ᇦ
ࡢ
஺
ὶ
ࡸ
ά
ື
࡟
ཧ
ຍ
ࢆ
࿧
ࡧ
࠿
ࡅ
ࡿ
 

㸳

⏕
ά
ࡍ
ࡿ
ୖ
࡛
ࡢ
ࣝ
࣮
ࣝ
➼
ࢆ
እ
ᅜ
ே
࡟
▱
ࡗ
࡚
ࡶ
ࡽ
࠺
 

㸴

ࡑ
ࡢ
௚
㸦
















㸧
 
  
࠙
㸲
ࠚ
እ
ᅜ
ே
ᑐ
㇟
ࡢ
ࢧ
࣮
ࣅ
ࢫ
➼
࡟
ࡘ
࠸
࡚
࠾
ࡓ
ࡎ
ࡡ
ࡋ
ࡲ
ࡍ
ࠋ


ၥ
㸯
㸱

௨
ୗ
ࡢ
ࢧ
࣮
ࣅ
ࢫ
➼
࡟
ࡘ
࠸
࡚
ࡈ
Ꮡ
▱
࡛
ࡍ
࠿
ࠋ





$㹼
-
ࡢ
ࡑ
ࢀ
ࡒ
ࢀ
࡟
ࡘ
࠸
࡚
ࠊ
㸯
࠿
㸰
ࡢ
࠸
ࡎ
ࢀ
࠿
ࡦ
࡜
ࡘ
࡟
ۑ
ࢆ
ࡘ
ࡅ
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
ࠋ

 
㸯

▱
ࡗ
࡚
࠸
ࡿ

㸰

▱
ࡽ
࡞
࠸

A 
ᕷ
ᙺ
ᡤ
ࡢ
እ
ᅜ
ே
᝟
ሗ
❆
ཱྀ
 
㸯
 
㸰
 
B 
࣏
ࣝ
ࢺ
࢞
ࣝ
ㄒ
∧
ᗈ
ሗ
࠸
ࢃ
ࡓ
 
㸯
 
㸰
 
C 
☬
⏣
ᕷ
࣍
࣮
࣒
࣌
࣮
ࢪ

࣏
ࣝ
ࢺ
࢞
ࣝ
ㄒ
∧
 
㸯
 
㸰
 
D
ከ
ᩥ
໬
஺
ὶ
ࢭ
ࣥ
ࢱ
࣮
ࠕ
ࡇ
ࢇ
࡟
ࡕ
ࡣ
㸟
ࠖ
 
ぶ
Ꮚ
㐟
ࡧ
㸦
᭶
㹼
㔠

10
᫬
㹼
12
᫬
㸧
 
㸯
 
㸰
 
Eࠕ
ࡇ
ࢇ
࡟
ࡕ
ࡣ
㸟
ࠖ
ࡢ
Ꮫ
⩦
࡜
㐟
ࡧ
㸦
Ⓩ
㘓
ไ
ࠊ
᭶
㹼
㔠
14
᫬
㹼
17
᫬
㸧
㸯
 
㸰
 
Fࠕ
ࡇ
ࢇ
࡟
ࡕ
ࡣ
㸟
ࠖ
ࡢ
┦
ㄯ
࣭
᝟
ሗ
ᥦ
౪
 
㸦
᪥
᭙
༗
ᚋ
ࡣ
࣏
ࣝ
ࢺ
࢞
ࣝ
ㄒ
࡛
ᑐ
ᛂ
㸧
 
㸯
 
㸰
 
G
ࠕ
ࡇ
ࢇ
࡟
ࡕ
ࡣ
㸟
ࠖ
ࡢ
୰
Ꮫ
⏕
Ꮫ
⩦
ᨭ
᥼
㸦
Ỉ
ࠊ
㔠
ࡢ
ኪ
㸧
 
㸯
 
㸰
 
H
ࠕ
ࡇ
ࢇ
࡟
ࡕ
ࡣ
㸟
ࠖ
ࡢ
Ꮫ
ࡧ
┤
ࡋ
 
㸯
 
㸰
 
I 
 ☬
⏣
ᅜ
㝿
஺
ὶ
༠
఍
ࡢ
᪥
ᮏ
ㄒ
ᩍ
ᐊ
 
㸯
 
㸰
 
J 
ࡈ
ࡳ
཰
㞟
࢝
ࣞ
ࣥ
ࢲ
࣮
እ
ᅜ
ㄒ
∧
 
㸯
 
㸰
 
 
ၥ
㸯
㸲

௨
ୗ
ࡢ
ゝ
ⴥ
࣭
⪃
࠼
᪉
࡟
ࡘ
࠸
࡚
࡝
ࡢ
⛬
ᗘ
ࡈ
Ꮡ
▱
࡛
ࡍ
࠿
ࠋ





$㹼
&
ࡢ
ࡑ
ࢀ
ࡒ
ࢀ
࡟
ࡘ
࠸
࡚
ࠊ
㸯
㹼
㸲
ࡢ
࠸
ࡎ
ࢀ
࠿
ࡦ
࡜
ࡘ
࡟
ۑ
ࢆ
ࡘ
ࡅ
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
ࠋ


 
㸯

ࡼ
ࡃ

▱
ࡗ
࡚
࠸
ࡿ

㸰

ᑡ
ࡋ
ࡣ

▱
ࡗ
࡚
࠸
ࡿ

㸱

ゝ
ⴥ
ࡔ
ࡅ
ࡣ
▱
ࡗ
࡚
࠸
ࡿ

㸲

▱
ࡽ
࡞
࠸


A
⏨
ዪ
ඹ
ྠ
ཧ
⏬
 
㸯
 
㸰
 
㸱
 
㸲
 
B
ࣘ
ࢽ
ࣂ
࣮
ࢧ
ࣝ
ࢹ
ࢨ
࢖
ࣥ
 
㸯
 
㸰
 
㸱
 
㸲
 
C
ከ
ᩥ
໬
ඹ
⏕
 
㸯
 
㸰
 
㸱
 
㸲
 
 
࠙
㸳
ࠚ
᭱
ᚋ
࡟
࠶
࡞
ࡓ
⮬
㌟
ࡢ
ࡇ
࡜
࡟
ࡘ
࠸
࡚
࠾
ࡓ
ࡎ
ࡡ
ࡋ
ࡲ
ࡍ
ࠋ

 
ၥ
㸯
㸳

࠶
࡞
ࡓ
ࡢ
ᛶ
ู
ࢆ
ᩍ
࠼
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
ࠋ



㸯
㸬
ዪ
ᛶ



㸰
㸬
⏨
ᛶ
 
− 58−
4 
ၥ
㸯
㸴

࠶
࡞
ࡓ
ࡢ
ᖺ
㱋
ࡣ
࠸
ࡃ
ࡘ
࡛
ࡍ
࠿
ࠋ


㸦




㸧
ṓ
 
ၥ
㸯
㸵

⌧
ᅾ
࠶
࡞
ࡓ
ࡣ
࡝
࡞
ࡓ
࡜
࠾
ఫ
ࡲ
࠸
࡛
ࡍ
࠿
ࠋ
࠶
࡚
ࡣ
ࡲ
ࡿ
ࡶ
ࡢ
඲
࡚
࡟
ۑ
༳
ࢆ
ࡘ
ࡅ
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
ࠋ


㸯

㓄
അ
⪅
㸦
ጔ
࡞
࠸
ࡋ
ኵ
㸧
  
㸱

ぶ
 

㸰

Ꮚ
 
 
 
 
㸲

ࡑ
ࡢ
௚

㸦











㸧
 
 ၥ
㸯
㸶

࠶
࡞
ࡓ
ࡢ
㓄
അ
⪅
㸦
ጔ
࡞
࠸
ࡋ
ኵ
㸧
ࡢ
ᅜ
⡠
ࢆ
ᩍ
࠼
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
ࠋ


㸯

᪥
ᮏ
  
 
 
㸲

ࣇ
࢕
ࣜ
ࣆ
ࣥ
 

㸰

ࣈ
ࣛ
ࢪ
ࣝ
 
 
 
㸳

ࡑ
ࡢ
௚

㸦








㸧
 

㸱

࣌
ࣝ
࣮
 
 
 
㸴

஧
㔜
ᅜ
⡠
㸦






 


࡜


 





㸧
 
  ၥ
㸯
㸷

☬
⏣
ᕷ
࡛
ࡢ
㏻
⟬
⁫
ᅾ
ᖺ
ᩘ
ࡣ
ఱ
ᖺ
࡟
࡞
ࡾ
ࡲ
ࡍ
࠿
ࠋ


㸦






㸧
ᖺ
 
ၥ
㸰
㸮

ࡇ
ࡢ
ᅋ
ᆅ
࡛
ࡢ
㏻
⟬
⁫
ᅾ
ᖺ
ᩘ
ࡣ
ఱ
ᖺ
࡟
࡞
ࡾ
ࡲ
ࡍ
࠿
ࠋ


㸦






㸧
ᖺ
 
ၥ
㸰
㸯

ࡇ
ࡢ
ᅋ
ᆅ
࡟
ఫ
ࡴ
๓
ࡣ
࡝
ࡇ
࡟
ఫ
ࢇ
࡛
࠸
ࡲ
ࡋ
ࡓ
࠿
ࠋ㸦
ۑ
༳
ࡣ
ࡦ
࡜
ࡘ
㸧


㸯

☬
⏣
ᕷ
ෆ
㸦
ࡇ
ࡢ
ᅋ
ᆅ
ࢆ
ྵ
ࡴ
㸧
 
㸱

㟼
ᒸ
┴
௨
እ
ࡢ
᪥
ᮏ
ᅜ
ෆ
 

㸰

☬
⏣
ᕷ
௨
እ
ࡢ
㟼
ᒸ
┴
ෆ
  
㸲

እ
ᅜ
㸦
















㸧

 
 ၥ
㸰
㸰

࠶
࡞
ࡓ
ࡢ
⌧
ᅾ
ࡢ
⫋
ᴗ
㸦
⫋
✀
㸧
ࡣ
ḟ
ࡢ
࡝
ࢀ
࡟
࠶
ࡓ
ࡾ
ࡲ
ࡍ
࠿
ࠋ㸦
ۑ
༳
ࡣ
ࡦ
࡜
ࡘ
㸧


㸯

⏕
⏘
ᕤ
⛬
࣭
୍
⯡
స
ᴗ
㸦
〇
㐀
ࠊ
ಟ
⌮
ࠊ
㍺
㏦
ࠊ
ᘓ
タ
ࠊ
ᅵ
ᮌ
࡞
࡝
ࡢ
ປ
ാ
⪅
㸧


㸰

㈍
኎
࣭
ࢧ
࣮
ࣅ
ࢫ
㸦
ᗑ
୺
ࠊ
ᗑ
ဨ
ࠊ
ࢭ
࣮
ࣝ
ࢫ
࣐
ࣥ
ࠊ
⤥
௙
ࠊ
᥋
ᐈ
࡞
࡝
㸧


㸱

஦
ົ
ⓗ
⫋
ᴗ
㸦
஦
ົ
ဨ
ࠊ
㖟
⾜
ဨ
࡞
࡝
㸧


㸲

ᑓ
㛛
⫋
࣭
⟶
⌮
⫋
㸦
࢚
ࣥ
ࢪ
ࢽ
࢔
ࠊ
┳
ㆤ
ᖌ
ࠊ
௓
ㆤ
⚟
♴
ኈ
ࠊ
࣊
ࣝ
ࣃ
࣮
ࠊ
ᩍ
ဨ
ࠊ
㏻
ヂ
ࠊ
⟶
⌮
⫋
࡞
࡝
㸧


㸳

㎰
ᴗ


㸴

ᑓ
ᴗ
୺
፬


㸵

Ꮫ
⏕


㸶

ࡑ
ࡢ
௚
㸦
ල
య
ⓗ
࡟




















㸧

 ၥ
㸰
㸱

ᮾ
᪂
⏫
ᅋ
ᆅ
ࡢ
ᆅ
ᇦ
࡙
ࡃ
ࡾ
࡟
ࡘ
࠸
࡚
ࡈ
ព
ぢ
࣭
ࡈ
せ
ᮃ
ࡀ
࠶
ࢀ
ࡤ
ࠊ
௨
ୗ
࡟
ࡈ
⮬
⏤
࡟
࠾
᭩
ࡁ
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
ࠋ

 ࡇ
ࢀ
࡛
㉁
ၥ
ࡣ
⤊
஢
࡛
ࡍ
ࠋ
ࡈ
༠
ຊ
࠶
ࡾ
ࡀ
࡜
࠺
ࡈ
ࡊ
࠸
ࡲ
ࡋ
ࡓ
ࠋ
 
− 59−
☬
⏣
ᕷ
ᮾ
᪂
⏫
ᅋ
ᆅ
ࡢ
⏕
ά
≧
ἣ
ࢆ
ࡵ
ࡄ
ࡿ
ㄪ
ᰝ
B 
㸦
እ
ᅜ
ே
ྥ
ࡅ
ಶ
ே
ㄪ
ᰝ
⚊
㸧
 
 
ㄪ
ᰝ
ᐇ
᪋
㸸
㟼
ᒸ
ᩥ
໬
ⱁ
⾡
኱
Ꮫ
 
㸦
ᐇ
᪋
௦
⾲
⪅
㸸
ụ
ୖ
㔜
ᘯ
㸧
  
ㄪ
ᰝ
࡬
ࡢ
ࡈ
༠
ຊ
ࡢ
࠾
㢪
࠸
 
 
㸯
㸬
ࡇ
ࡢ
ㄪ
ᰝ
ࡣ
ࠊ☬
⏣
ᕷ
࡛
≉
࡟
እ
ᅜ
ே
ᒃ
ఫ
⋡
ࡀ
㧗
࠸
ᮾ
᪂
⏫
ᅋ
ᆅ
࡟
࠾
࠸
࡚
ࠊఫ
Ẹ
ࡢ
⏕
ά
ࡸ
ព
㆑
➼
ࢆ
ᢕ
ᥱ
ࡋ
ࠊࡼ
ࡾ
Ⰻ
࠸
ᆅ
ᇦ
࡙
ࡃ
ࡾ
ࡢ
ࡓ
ࡵ
࡟
ᅋ
ᆅ
ࡢ
⟶
⌮
ᅋ
య
ࡸ
☬
⏣
ᕷ
࡟
ᥦ
ゝ
ࡍ
ࡿ
ࡇ
࡜
ࢆ
┠
ⓗ
࡜
ࡋ
࡚
࠸
ࡲ
ࡍ
ࠋ


㸰
㸬
ᮏ
ㄪ
ᰝ
࡛
ࡣ
ࠊ
ᮾ
᪂
⏫
ࡢ
┴
Ⴀ
ఫ
Ꮿ
࠾
ࡼ
ࡧ
85
ఫ
Ꮿ
࡟
ఫ
ࡴ

ṓ
௨
ୖ
ࡢ
ࡍ
࡭
࡚
ࡢ
᪉
ࢆ
ᑐ
㇟
࡜
ࡋ
࡚
࠸
ࡲ
ࡍ
ࠋ

 㸱
㸬
ࡇ
ࡢ
ㄪ
ᰝ
⚊
ࡣ
ಶ
ே
⏝
࡛
ࡍ
ࠋ

ṓ
௨
ୖ
ࡢ
᪉
ࡣ
ࡦ
࡜
ࡾ
㸯
㒊
࠾
⟅
࠼
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
ࠋ
ㄪ
ᰝ
⚊
ࡣ
እ
ᅜ
ㄒ
∧
࡜
ࡸ
ࡉ
ࡋ
࠸
᪥
ᮏ
ㄒ
∧
ࢆ
࠾
㓄
ࡾ
ࡋ
࡚
࠸
ࡲ
ࡍ
ࠋ
ෆ
ᐜ
ࡣ
࠸
ࡎ
ࢀ
ࡶ
ྠ
ࡌ
࡛
ࡍ
ࠋ
࡝
ࡕ
ࡽ
࠿
⟅
࠼
ࡸ
ࡍ
࠸
᪉
࡛
ᅇ
⟅
ࡋ
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
ࠋ

 㸲
㸬
࢔
ࣥ
ࢣ
࣮
ࢺ
ᅇ
⟅
⪅
ࡢ
ࣉ
ࣛ
࢖
ࣂ
ࢩ
࣮
ࢆ
᭱
኱
㝈
࡟
ᑛ
㔜
ࡋ
ࡲ
ࡍ
ࠋ࢔
ࣥ
ࢣ
࣮
ࢺ
⤖
ᯝ
ࡣ
ࠊ⤫
ィ
ⓗ
࡟
ศ
ᯒ
ࡉ
ࢀ
ࡲ
ࡍ㸦
ࠕ
ዪ
ᛶ
࡛
ࠊ
ࡇ
ࡢ
タ
ၥ
࡬
ࡢ
ᅇ
⟅
⪅
ࡣ
--㸣
ࠖ
࡞
࡝
࡜
࠸
ࡗ
ࡓ
ᙧ
ᘧ
࡛
⤖
ᯝ
ࡣ
グ
㏙
ࡉ
ࢀ
ࡲ
ࡍ
㸧
ࡢ
࡛
ࠊ
ศ
ᯒ
⤖
ᯝ
࠿
ࡽ
ᅇ
⟅
⪅
ಶ
ே
ࡀ
≉
ᐃ
ࡉ
ࢀ
ࡿ
ࡇ
࡜
ࡣ
࠶
ࡾ
ࡲ
ࡏ
ࢇ
ࠋࡈ
ᅇ
⟅
࠸
ࡓ
ࡔ
࠸
ࡓ
࢔
ࣥ
ࢣ
࣮
ࢺ
ࡣ
ࠊ㟼
ᒸ
ᩥ
໬
ⱁ
⾡
኱
Ꮫ
࡟
࠾
࠸
࡚
ཝ
㔜
࡟
⟶
⌮
ࡋ
ࡲ
ࡍ
ࠋ

 㸳
㸬
ࡇ
ࡢ
࢔
ࣥ
ࢣ
࣮
ࢺ
ࡢ
㊃
᪨
ࠊ
ෆ
ᐜ
ࠊ
ᅇ
཰
᪉
ἲ
➼
࡟
㛵
ࡍ
ࡿ
࠾
ၥ
࠸
ྜ
ࢃ
ࡏ
ࡣ
ࠊ
௨
ୗ
࡟
࠾
㢪
࠸
࠸
ࡓ
ࡋ
ࡲ
ࡍ
ࠋ

㟼
ᒸ
ᩥ
໬
ⱁ
⾡
኱
Ꮫ

ᆅ
ᇦ
㐃
ᦠ
ᐊ


ୖ
⏣
ࢼ
ࣥ
ࢩ
࣮
┤
⨾

㟁
ヰ
㸸












᪥
ᮏ
ㄒ
㸭
࣏
ࣝ
ࢺ
࢞
ࣝ
ㄒ
㸭
ࢫ
࣌
࢖
ࣥ
ㄒ
㸭
ⱥ
ㄒ

᭶
᭙
᪥
㹼
㔠
᭙
᪥
ࠊ


㹼



 
ྠ
ᑒ
ࡢ
࣎
࣮
ࣝ
࣌
ࣥ
ࡣ
ᅇ
⟅
ࡃ
ࡔ
ࡉ
ࡿ
᪉
࡬
ࡢ
࠾
♩
࡛
ࡍ
ࠋ
࢔
ࣥ
ࢣ
࣮
ࢺ
ࡈ
グ
ධ
ࡢ
㝿
࡟
࡝
࠺
ࡒ
ࡈ
฼
⏝
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
ࠋ

   ۑ

ᅇ
⟅
᪉
ἲ
࡟
࡜
ࡃ
࡟
ᣦ
♧
ࡀ
࡞
࠸
ሙ
ྜ
ࠊ
࠶
࡚
ࡣ
ࡲ
ࡿ
␒
ྕ
ࡦ
࡜
ࡘ
࡟
ۑ
ࢆ
ࡘ
ࡅ
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
ࠋ

ۑ

㖄
➹
ࡲ
ࡓ
ࡣ
㯮
࣭
㟷
ࡢ
࣌
ࣥ
࣭
࣎
࣮
ࣝ
࣌
ࣥ
࡛
グ
ධ
ࡋ
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
ࠋ

ۑ

グ
ධ
⤊
஢
ᚋ
ࠊ
ࡶ
࠺
୍
ᗘ
ࠊ
グ
ධ
㛫
㐪
࠸
ࡸ
グ
ධ
₃
ࢀ
ࡀ
࡞
࠸
࠿
࡝
࠺
࠿
࠾
☜
࠿
ࡵ
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
ࠋ

ۑ

ᅇ
⟅
࡟
㏞
࠺
ሙ
ྜ
ࡣ
ࠊ
࠶
࡞
ࡓ
ࡢ
࠾
Ẽ
ᣢ
ࡕ
ࡸ
࠾
⪃
࠼
࡟
࡛
ࡁ
ࡿ
ࡔ
ࡅ
㏆
࠸
ࡶ
ࡢ
ࢆ
࠾
㑅
ࡧ
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
ࠋ

ۑ

ㄪ
ᰝ
⚊
࡟
ࡈ
グ
ධ
ࡢ
ᚋ
ࠊ࠾
ᒆ
ࡅ
᫬
ࡢ
ᑒ
⟄
࡟
ධ
ࢀ
࡚
ࠊㄪ
ᰝ
ဨ
ࡀ
෌
ゼ
ၥ
ࡋ
ࡓ
㝿
࡟
Ώ
ࡋ
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
ࠋ

᭶

᪥㸦
ⅆ
㸧
ࡲ
࡛
࡟
ㄪ
ᰝ
ဨ
ࡀ
ཷ
ࡅ
ྲྀ
ࢀ
࡞
࠿
ࡗ
ࡓ
ሙ
ྜ
ࡣ
ࠊ
࠾
ᡭ
ᩘ
࡛
ࡍ
ࡀ
ࠊ

᭶

᪥
㸦
᪥
㸧
ࡲ
࡛
࡟
㝵
ẁ
ࡈ
࡜
ࠊ
࠶
ࡿ
࠸
ࡣ




ࣇ
ࣟ
࢔
ࡈ
࡜
ࡢ
ᙺ
ဨ
ࡉ
ࢇ
ࡢ
࠾
Ꮿ
࡟
ᒆ
ࡅ
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
ࠋ
ᚋ
᪥
ࠊ
኱
Ꮫ
ഃ
࡛
ᅇ
཰
ࡋ
ࡲ
ࡍ
ࠋ
 
 
࠙
ࡈ
グ
ධ
࡟
࠶
ࡓ
ࡗ
࡚
ࡢ
࠾
㢪
࠸
ࠚ
 
1 
 
☬
⏣
ᕷ
ᮾ
᪂
⏫
ᅋ
ᆅ
ࡢ
⏕
ά
≧
ἣ
ࢆ
ࡵ
ࡄ
ࡿ
ㄪ
ᰝ
%
᪥
ᮏ
ㄒ
࢜
ࣜ
ࢪ
ࢼ
ࣝ
∧

㸦
እ
ᅜ
ே
ಶ
ே
ㄪ
ᰝ
ࠊ


ᖺ

᭶
ᐇ
᪋

㟼
ᒸ
ᩥ
໬
ⱁ
⾡
኱
Ꮫ
㸧

  

࠙
㸯
ࠚ
᭱
ึ
࡟
࠶
࡞
ࡓ
⮬
㌟
ࡢ
ࡇ
࡜
࡟
ࡘ
࠸
࡚
࠾
ࡓ
ࡎ
ࡡ
ࡋ
ࡲ
ࡍ
ࠋ

 
ၥ
㸯

࠶
࡞
ࡓ
ࡢ
ᛶ
ู
ࢆ
ᩍ
࠼
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
ࠋ


㸯
㸬
ዪ
ᛶ



㸰
㸬
⏨
ᛶ
 
 
ၥ
㸰

࠶
࡞
ࡓ
ࡢ
ᖺ
㱋
ࡣ
࠸
ࡃ
ࡘ
࡛
ࡍ
࠿
ࠋ



㸦




㸧
ṓ
 
 
ၥ
㸱

࠶
࡞
ࡓ
ࡢ
ᅜ
⡠
ࢆ
ᩍ
࠼
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
ࠋ

㸯

ࣈ
ࣛ
ࢪ
ࣝ
 
 
㸲

᪥
ᮏ
 
㸰

࣌
ࣝ
࣮
 
 
㸳

ࡑ
ࡢ
௚

㸦

















㸧
 
㸱

ࣇ
࢕
ࣜ
ࣆ
ࣥ
 
 
㸴

஧
㔜
ᅜ
⡠
㸦










࡜









㸧
 
 

ၥ
㸲

࠶
࡞
ࡓ
ࡢ
ฟ
⏕
ᅜ
ࢆ
ᩍ
࠼
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸

㸯

ࣈ
ࣛ
ࢪ
ࣝ
 
 
㸲

᪥
ᮏ
 
㸰

࣌
ࣝ
࣮
 
 
㸳

ࡑ
ࡢ
௚

㸦

















㸧
 
㸱

ࣇ
࢕
ࣜ
ࣆ
ࣥ
 
 

ၥ
㸳

࠶
࡞
ࡓ
ࡣ
᪥
⣔
ఱ
ୡ
࡛
ࡍ
࠿
ࠋ

㸯

㸯
ୡ
 
 
 
㸲

㸲
ୡ
 
㸰

㸰
ୡ
 
 
 
㸳

㠀
᪥
⣔
 
㸱

㸱
ୡ
 
 
ၥ
㸴

࠶
࡞
ࡓ
ࡢ
ᅾ
␃
㈨
᱁
ࡣ
ఱ
࡛
ࡍ
࠿
ࠋ

㸯

Ọ
ఫ
⪅
 
 
㸲

Ọ
ఫ
⪅
ࡢ
㓄
അ
⪅
➼
 
㸰

᪥
ᮏ
ே
ࡢ
㓄
അ
⪅
➼
 
㸳

ࡑ
ࡢ
௚
ࡢ
ᅾ
␃
㈨
᱁
㸦













㸧
 
㸱

ᐃ
ఫ
⪅
 
 
㸴

᪥
ᮏ
ᅜ
⡠
 
 
ၥ
㸵

ึ
ࡵ
࡚
᮶
᪥
ࡋ
ࡓ
ࡢ
ࡣ
࠸
ࡘ
࡛
ࡍ
࠿
ࠋ
᮶
᪥
ᖺ
ࢆ
グ
ධ
ࡋ
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
ࠋ




᪥
ᮏ
⏕
ࡲ
ࢀ
ࡢ
᪉
ࡣ
ࠕ
᪥
ᮏ
⏕
ࡲ
ࢀ
ࠖ
࡟
ۑ
ࢆ
ࡘ
ࡅ
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
ࠋ

㸦






㸧
ᖺ

㸭

᪥
ᮏ
⏕
ࡲ
ࢀ
 
 
ၥ
㸶

᪥
ᮏ
࡛
ࡢ
㏻
⟬
⁫
ᅾ
ᖺ
ᩘ
ࡣ
ఱ
ᖺ
࡟
࡞
ࡾ
ࡲ
ࡍ
࠿
ࠋ
㸦
ᩘ
Ꮠ
ࢆ
グ
ධ
ࡋ
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
㸧

㸦






㸧
ᖺ
 
 
ၥ
㸷

☬
⏣
ᕷ
࡛
ࡢ
㏻
⟬
⁫
ᅾ
ᖺ
ᩘ
ࡣ
ఱ
ᖺ
࡟
࡞
ࡾ
ࡲ
ࡍ
࠿
ࠋ
㸦
ᩘ
Ꮠ
ࢆ
グ
ධ
ࡋ
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
㸧

㸦






㸧
ᖺ
 
 
− 60−
2 
 
ၥ
㸯
㸮

ࡇ
ࡢ
ᅋ
ᆅ
㸦
ᮾ
᪂
⏫
ࡢ
ᅋ
ᆅ
㸧
࡟
ఫ
ࡴ
๓
ࡣ
࡝
ࡇ
࡟
ఫ
ࢇ
࡛
࠸
ࡲ
ࡋ
ࡓ
࠿
ࠋ

㸯

☬
⏣
ᕷ
ෆ
㸦
ࡇ
ࡢ
ᅋ
ᆅ
ࢆ
ྵ
ࡴ
㸧
 
㸰

☬
⏣
ᕷ
௨
እ
ࡢ
㟼
ᒸ
┴
ෆ
 
㸱

㟼
ᒸ
┴
௨
እ
ࡢ
᪥
ᮏ
ᅜ
ෆ
 
㸲

እ
ᅜ
㸦











㸧
 




 

ၥ
㸯
㸯

࠶
࡞
ࡓ
ࡢ
ಙ
௮
ࡍ
ࡿ
᐀
ᩍ
ࡣ
ఱ
࡛
ࡍ
࠿
ࠋ

㸯

ࣟ
࣮
࣐
࢝
ࢺ
ࣜ
ࢵ
ࢡ
 
㸰

ࡑ
ࡢ
௚
ࡢ
࢟
ࣜ
ࢫ
ࢺ
ᩍ
 
㸱

࢖
ࢫ
ࣛ
࣮
࣒
 
㸲

௖
ᩍ
 
㸳

ࡑ
ࡢ
௚
㸦










㸧
 
㸴

≉
ᐃ
ࡢ
᐀
ᩍ
ࢆ
ಙ
௮
ࡋ
࡚
࠸
࡞
࠸
 
 
ၥ
㸯
㸰

࠶
࡞
ࡓ
ࡢ
᭱
⤊
Ꮫ
Ṕ
ࢆ
ᩍ
࠼
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
ࠋ






ẕ
ᅜ
࡛
ࡢ
Ꮫ
Ṕ
࡜
᪥
ᮏ
࡛
ࡢ
Ꮫ
Ṕ
ࡢ
୧
᪉
࡟
ࡘ
࠸
࡚
ࠊ
࠶
࡚
ࡣ
ࡲ
ࡿ
ࡶ
ࡢ
ࢆ
ࡦ
࡜
ࡘ
ࡎ
ࡘ
⟅
࠼
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
ࠋ



ẕ
ᅜ
࡛
ࡢ
Ꮫ
Ṕ

㸦
ࣈ
ࣛ
ࢪ
ࣝ
ࠊ
࣌
ࣝ
࣮
ࠊ
ࣇ
࢕
ࣜ
ࣆ
ࣥ
➼
㸧

᪥
ᮏ
࡛
ࡢ
Ꮫ
Ṕ


㸯

ẕ
ᅜ
ࡢ
Ꮫ
ᰯ
࡟
ࡣ
㏻
ࡗ
࡚
࠸
࡞
࠸
 
㸯

᪥
ᮏ
ࡢ
Ꮫ
ᰯ
࡟
ࡣ
㏻
ࡗ
࡚
࠸
࡞
࠸
 
㸰

୰
Ꮫ
ᰯ
୰
㏥
 
㸰

୰
Ꮫ
ᰯ
୰
㏥
 
㸱

୰
Ꮫ
ᰯ
༞
ᴗ
 
㸱

୰
Ꮫ
ᰯ
༞
ᴗ
 
㸲

㧗
ᰯ
ᅾ
Ꮫ
୰
 
㸲

㧗
ᰯ
ᅾ
Ꮫ
୰
 
㸳

㧗
ᰯ
୰
㏥
 
㸳

㧗
ᰯ
୰
㏥
 
㸴

㧗
ᰯ
༞
ᴗ
 
㸴

㧗
ᰯ
༞
ᴗ
 
㸵

኱
Ꮫ
࣭
▷
኱
࣭
ᑓ
㛛
Ꮫ
ᰯ
ᅾ
Ꮫ
୰
 
㸵

኱
Ꮫ
࣭
▷
኱
࣭
ᑓ
㛛
Ꮫ
ᰯ
ᅾ
Ꮫ
୰
 
㸶

኱
Ꮫ
࣭
▷
኱
࣭
ᑓ
㛛
Ꮫ
ᰯ
୰
㏥
 
㸶

኱
Ꮫ
࣭
▷
኱
࣭
ᑓ
㛛
Ꮫ
ᰯ
୰
㏥
 
㸷

኱
Ꮫ
࣭
▷
኱
࣭
ᑓ
㛛
Ꮫ
ᰯ
༞
ᴗ
 
㸷

኱
Ꮫ
࣭
▷
኱
࣭
ᑓ
㛛
Ꮫ
ᰯ
༞
ᴗ
 
 
ၥ
㸯
㸱

࠶
࡞
ࡓ
ࡣ
ᖐ
໬
㸦
᪥
ᮏ
ᅜ
⡠
ࢆ
ྲྀ
ᚓ
㸧
ࡍ
ࡿ
ព
ྥ
ࡣ
࠶
ࡾ
ࡲ
ࡍ
࠿
ࠋ

㸯

ࡣ
࠸




㸰

࠸
࠸
࠼

Ѝ
ၥ
㸯
㸳
࡬
 
  
ၥ
㸯
㸲

ୖ
ࡢ
ၥ
㸯
㸱
࡛
ࠕ
㸯

ࡣ
࠸
ࠖ
ࡢ
ሙ
ྜ
ࠊ
ࡑ
ࡢ
⌮
⏤
ࡣ
ఱ
࡛
ࡍ
࠿
ࠋ

㸯

ᑵ
⫋
࡟
᭷
฼
 
㸰

᪥
ᮏ
ࡢ
ࣃ
ࢫ
࣏
࣮
ࢺ
ࡀ
࠶
ࡿ
࡜
౽
฼


 
㸱

࠸
ࡘ
࡛
ࡶ
⮬
⏤
࡟
᪥
ᮏ
࡟
ᡠ
ࢀ
ࡿ
 
㸲

ࡑ
ࡢ
௚
㸦






























㸧
 
   
3 
 

࠙
㸰
ࠚ
♫
఍
࡜
ࡢ
㛵
ࢃ
ࡾ
࡟
ࡘ
࠸
࡚
࠾
ࡓ
ࡎ
ࡡ
ࡋ
ࡲ
ࡍ
ࠋ

 
ၥ
㸯
㸳

࠶
࡞
ࡓ
ࡣ
⏕
ά
࡟
㛵
ࡍ
ࡿ
᝟
ሗ
ࢆ
࡝
ࡢ
ࡼ
࠺
࡟
ࡋ
࡚
ධ
ᡭ
ࡋ
࡚
࠸
ࡲ
ࡍ
࠿
ࠋ㸦
୺
࡞
ࡶ
ࡢ
ࢆ
㸳
ࡘ
ࡲ
࡛
ᅇ
⟅
ྍ
㸧

㸯

ẕ
ᅜ
ㄒ
ࡢ
ࣛ
ࢪ
࢜
࣭
ࢸ
ࣞ
ࣅ
 
㸰

ẕ
ᅜ
ㄒ
ࡢ
᪂
⪺
࣭
㞧
ㄅ
 
㸱

࢚
ࢫ
ࢽ
ࢵ
ࢡ
ࣞ
ࢫ
ࢺ
ࣛ
ࣥ
࣭
ࢫ
࣮
ࣃ
࣮
ࡢ
ࢳ
ࣛ
ࢩ
 
㸲

᪥
ᮏ
ࡢ
ࣛ
ࢪ
࢜
࣭
ࢸ
ࣞ
ࣅ
 
㸳

᪥
ᮏ
ࡢ
᪂
⪺
 
㸴

᪥
ᮏ
ே
ࡢ
཭
ே
࠿
ࡽ
ࡢ
᝟
ሗ
 
㸵

ྠ
ࡌ
ᅜ
⡠
ࡢ
཭
ே
࠿
ࡽ
ࡢ
᝟
ሗ
 
㸶

⮬
ศ
࡜
ࡣ
㐪
࠺
ᅜ
⡠
ࡢ
እ
ᅜ
ே
ࡢ
཭
ே
࠿
ࡽ
ࡢ
᝟
ሗ
 
㸷

఍
♫
࠿
ࡽ
ࡢ
᝟
ሗ
 
10

ᕷ
ᙺ
ᡤ
ࡢ
ᗈ
ሗ
⣬
㸦
᪥
ᮏ
ㄒ
∧
㸧
 
11

ᕷ
ᙺ
ᡤ
ࡢ
ᗈ
ሗ
⣬
㸦
እ
ᅜ
ㄒ
∧
㸧
 
12

IC
E
ࢽ
ࣗ
࣮
ࢫ
 
13

ᕷ
ᙺ
ᡤ
ࡢ
᪥
ᮏ
ㄒ
H
P 
14

ᕷ
ᙺ
ᡤ
ࡢ
እ
ᅜ
ㄒ
H
P 
15

ࡑ
ࡢ
௚
᪥
ᮏ
ࡢ
ᐁ
බ
ᗇ
ࡢ
እ
ᅜ
ㄒ
H
P 
16

Fa
ce
bo
ok
 
17

ࡑ
ࡢ
௚
SN
S㸦
Tw
itt
er
, L
in
e➼
㸧
 
18

࠸
ࢃ
ࡓ
࣍
ࢵ
࡜
ࣛ
࢖
ࣥ
㸦
᪥
ᮏ
ㄒ
∧
㸧
 
19

࠸
ࢃ
ࡓ
࣍
ࢵ
࡜
ࣛ
࢖
ࣥ
㸦
࣏
ࣝ
ࢺ
࢞
ࣝ
ㄒ
∧
㸧
 
20

ࡑ
ࡢ
௚
㸦





















㸧
 
 
ၥ
㸯
㸴

ᆅ
ᇦ
࡛
⾜
ࢃ
ࢀ
ࡿ
௨
ୗ
ࡢ
఍
ྜ
ࡸ
ദ
ࡋ
࡟
ཧ
ຍ
ࡋ
ࡓ
ࡇ
࡜
ࡀ
࠶
ࡾ
ࡲ
ࡍ
࠿
ࠋ






$㹼
.
ࡢ
ࡑ
ࢀ
ࡒ
ࢀ
࡟
ࡘ
࠸
࡚
ࠊ
㸯
㹼
㸱
ࡢ
࠸
ࡎ
ࢀ
࠿
ࡦ
࡜
ࡘ
࡟
ۑ
ࢆ
ࡘ
ࡅ
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
ࠋ

 
㸯

ཧ
ຍ
ࡋ
ࡓ

ࡇ
࡜
ࡀ
࠶
ࡿ

 
㸰

▱
ࡗ
࡚
࠸
ࡿ
ࡀ
ཧ
ຍ
ࡋ
ࡓ
ࡇ
࡜
ࡣ
࡞
࠸

㸱

▱
ࡽ
࡞
࠸


A
⮬
἞
఍
ࡢ
఍
ྜ
 
㸯
 
㸰
 
㸱
 
B
ⲡ
ส
ࡾ
 
㸯
 
㸰
 
㸱
 
C
ࡈ
ࡳ
ࡦ
ࢁ
࠸
 
㸯
 
㸰
 
㸱
 
D
㏻
Ꮫ
ྜ
ᐟ
㸦
6
᭶
㸧
 
㸯
 
㸰
 
㸱
 
E
࢟
ࣕ
ࣥ
ࣉ
ࣇ
࢓
࢖
ࣖ
࣮
㸦
8
᭶
㸧
 
㸯
 
㸰
 
㸱
 
F
ᆅ
༊
㐠
ື
఍
㸦
9
᭶
➨
୍
᪥
᭙
᪥
㸧
 
㸯
 
㸰
 
㸱
 
G
ᆅ
༊
⚍
ࡾ
㸦
10
᭶
➨
୍
ᅵ
᪥
㸧
 
㸯
 
㸰
 
㸱
 
H
ᆅ
༊
ᩥ
໬
⚍
㸦
11
᭶
3
᪥
㸧
 
㸯
 
㸰
 
㸱
 
Iᮾ
᪂
ᶓ
୎
㸦
ẖ
᭶
➨
3
᪥
᭙
᪥
㸧
 
㸯
 
㸰
 
㸱
 
Jࠕ
ࡇ
ࢇ
࡟
ࡕ
ࡣ
㸟
ࠖ
ࡢ
࢖
࣋
ࣥ
ࢺ
 
㸯
 
㸰
 
㸱
 
K
ᆅ
ᇦ
㜵
⅏
カ
⦎
㸦
12
᭶
㸧
 
㸯
 
㸰
 
㸱
 



− 61−
 4
 

࠙
㸱
ࠚ
㏆
㞄
ࡢ
᪉
ࠎ
࡜
ࡢ
ࡘ
ࡁ
࠶
࠸
ࡢ
⛬
ᗘ
࡟
ࡘ
࠸
࡚
࠾
ࡓ
ࡎ
ࡡ
ࡋ
ࡲ
ࡍ
ࠋ

 
ၥ
㸯
㸵

ᅋ
ᆅ
࡟
ఫ
ࡴ
ྠ
ᅜ
ே
࡜
ࡢ
ࡘ
ࡁ
࠶
࠸
ࡣ
࡝
ࡢ
⛬
ᗘ
࡛
ࡍ
࠿
ࠋ

㸯

ࡲ
ࡗ
ࡓ
ࡃ
ࡘ
ࡁ
࠶
࠸
ࡣ
࡞
࠸
 
㸰

࠶
࠸
ࡉ
ࡘ
ࢆ
ࡍ
ࡿ
⛬
ᗘ
 
㸱

࡜
ࡁ
࡝
ࡁ
❧
ࡕ
ヰ
ࢆ
ࡍ
ࡿ
⛬
ᗘ
 
㸲

୍
⥴
࡟
ఱ
࠿
ࡋ
ࡓ
ࡾ
┦
ㄯ
ࡋ
ࡓ
ࡾ
ࡍ
ࡿ
 
 
ၥ
㸯
㸶

ᅋ
ᆅ
࡟
ఫ
ࡴ
ྠ
ᅜ
ே
௨
እ
ࡢ
እ
ᅜ
ே
࡜
ࡢ
ࡘ
ࡁ
࠶
࠸
ࡣ
࡝
ࡢ
⛬
ᗘ
࡛
ࡍ
࠿
ࠋ

㸯

ࡲ
ࡗ
ࡓ
ࡃ
ࡘ
ࡁ
࠶
࠸
ࡣ
࡞
࠸
 
㸰

࠶
࠸
ࡉ
ࡘ
ࢆ
ࡍ
ࡿ
⛬
ᗘ
 
㸱

࡜
ࡁ
࡝
ࡁ
❧
ࡕ
ヰ
ࢆ
ࡍ
ࡿ
⛬
ᗘ
 
㸲

୍
⥴
࡟
ఱ
࠿
ࡋ
ࡓ
ࡾ
┦
ㄯ
ࡋ
ࡓ
ࡾ
ࡍ
ࡿ
 
 
ၥ
㸯
㸷

ᅋ
ᆅ
࡟
ఫ
ࡴ
᪥
ᮏ
ே
࡜
ࡢ
ࡘ
ࡁ
࠶
࠸
ࡣ
࡝
ࡢ
⛬
ᗘ
࡛
ࡍ
࠿
ࠋ

㸯

ࡲ
ࡗ
ࡓ
ࡃ
ࡘ
ࡁ
࠶
࠸
ࡣ
࡞
࠸
 
㸰

࠶
࠸
ࡉ
ࡘ
ࢆ
ࡍ
ࡿ
⛬
ᗘ
 
㸱

࡜
ࡁ
࡝
ࡁ
❧
ࡕ
ヰ
ࢆ
ࡍ
ࡿ
⛬
ᗘ
 
㸲

୍
⥴
࡟
ఱ
࠿
ࡋ
ࡓ
ࡾ
┦
ㄯ
ࡋ
ࡓ
ࡾ
ࡍ
ࡿ
 
 
ၥ
㸰
㸮

ᅋ
ᆅ
࡟
ఫ
ࡴ
᪥
ᮏ
ே
࡜
ࡢ
㛫
࡟
ே
㛫
㛵
ಀ
ࡢ
ቨ
ࢆ
ឤ
ࡌ
ࡲ
ࡍ
࠿
ࠋ

㸯

࡜
࡚
ࡶ
ᙉ
ࡃ
ឤ
ࡌ
ࡿ
 
㸰

࠿
࡞
ࡾ
ឤ
ࡌ
ࡿ
 
㸱

࠶
ࡲ
ࡾ
ឤ
ࡌ
࡞
࠸
 
㸲

ࡲ
ࡗ
ࡓ
ࡃ
ឤ
ࡌ
࡞
࠸
 
 
ၥ
㸰
㸯

ᅋ
ᆅ
࡟
ఫ
ࡴ
᪥
ᮏ
ே
࡜
௒
ᚋ
࡝
ࡢ
ࡼ
࠺
࡞
㛵
ಀ
ࢆ
ᣢ
ࡕ
ࡓ
࠸
࡛
ࡍ
࠿
ࠋ

㸯

ࡲ
ࡗ
ࡓ
ࡃ
࠿
࠿
ࢃ
ࡾ
ࡓ
ࡃ
࡞
࠸
 
㸰

ᚲ
せ
᭱
ᑠ
㝈
ࡢ
ࡇ
࡜
௨
እ
ࠊ
࡞
ࡿ
࡭
ࡃ
࠿
࠿
ࢃ
ࡾ
ࡓ
ࡃ
࡞
࠸
 
㸱

ᑡ
ࡋ
࠿
࠿
ࢃ
ࡾ
ࢆ
ᣢ
ࡗ
࡚
ࡳ
ࡓ
࠸
ࠋ
 
㸲

ࡶ
ࡗ
࡜
✚
ᴟ
ⓗ
࡟
࠿
࠿
ࢃ
ࡗ
࡚
ࡳ
ࡓ
࠸
 
           
 5
 



࠙
㸲
ࠚ
࠶
࡞
ࡓ
ࡢ
᪥
ᮏ
ㄒ
ࡢ
⬟
ຊ
࡟
ࡘ
࠸
࡚
࠾
ࡓ
ࡎ
ࡡ
ࡋ
ࡲ
ࡍ
ࠋ


ၥ
㸰
㸰

᪥
ᮏ
ㄒ
࡛
ࡢ
఍
ヰ
⬟
ຊ
࡟
ࡘ
࠸
࡚
ᩍ
࠼
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
ࠋ

㸯

᪥
ᮏ
ㄒ
࡛
ࡢ
఍
ヰ
ࡣ
ࡲ
ࡗ
ࡓ
ࡃ
࡛
ࡁ
࡞
࠸
 
㸰

ྡ
๓
ࡸ
ฟ
㌟
ᆅ
࡞
࡝
ࠊ
⡆
༢
࡞
⮬
ᕫ
⤂
௓
ࡀ
࡛
ࡁ
ࡿ
 
㸱

⮬
ศ
ࡢ
ᐙ
᪘
ࡸ
ᅜ
࡞
࡝
࡟
ࡘ
࠸
࡚
⡆
༢
࡞
㉁
ၥ
࡟
⟅
࠼
ࡿ
ࡇ
࡜
ࡀ
࡛
ࡁ
ࡿ
 
㸲

㈙
࠸
≀
ࢆ
ࡍ
ࡿ
࡜
ࡁ
࡟
⮬
ศ
ࡢ
ᕼ
ᮃ
ࡸ
᮲
௳
ࢆ
ヲ
ࡋ
ࡃ
ㄝ
᫂
࡛
ࡁ
ࡿ
 
㸳

⮬
ศ
ࡢ
ᅜ
ࡢ
ᩍ
⫱
ไ
ᗘ
ࡸ
ᨻ
἞
ไ
ᗘ
ࢆ
ㄝ
᫂
࡛
ࡁ
ࡿ
 
 
ၥ
㸰
㸱

᪥
ᮏ
ㄒ
ࢆ
ㄞ
ࡴ
ຊ
࡟
ࡘ
࠸
࡚
ᩍ
࠼
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
ࠋ

㸯

᪥
ᮏ
ㄒ
ࡣ
ࡲ
ࡗ
ࡓ
ࡃ
ㄞ
ࡵ
࡞
࠸
 
㸰

࢝
ࢱ
࢝
ࢼ
ࡸ
ࡦ
ࡽ
ࡀ
࡞
࡛
᭩
࠿
ࢀ
ࡓ
ᅜ
ྡ
ࡸ
㒔
ᕷ
ྡ
ࢆ
ㄞ
ࡴ
ࡇ
࡜
ࡀ
࡛
ࡁ
ࡿ
 
㸱

ࡦ
ࡽ
ࡀ
࡞
௜
ࡁ
࡛
࠶
ࢀ
ࡤ
ᕷ
ᙺ
ᡤ
ࡸ
Ꮫ
ᰯ
࠿
ࡽ
ࡢ
㏻
▱
㸦
࠾
▱
ࡽ
ࡏ
㸧
ࢆ
ㄞ
ࢇ
࡛
⌮
ゎ
࡛
ࡁ
ࡿ
 
㸲

ࡦ
ࡽ
ࡀ
࡞
࡞
ࡋ
࡛
ᕷ
ᙺ
ᡤ
ࡸ
Ꮫ
ᰯ
࠿
ࡽ
ࡢ
㏻
▱
㸦
࠾
▱
ࡽ
ࡏ
㸧
ࢆ
ㄞ
ࢇ
࡛
⌮
ゎ
࡛
ࡁ
ࡿ
 
㸳

᪂
⪺
ࢆ
ㄞ
ࡴ
ࡇ
࡜
ࡀ
࡛
ࡁ
ࡿ
 
 
ၥ
㸰
㸲

᪥
ᮏ
ㄒ
ࢆ
᭩
ࡃ
ຊ
࡟
ࡘ
࠸
࡚
ᩍ
࠼
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
ࠋ

㸯

᪥
ᮏ
ㄒ
ࡣ
ࡲ
ࡗ
ࡓ
ࡃ
᭩
ࡅ
࡞
࠸
 
㸰

⮬
ศ
ࡢ
ྡ
๓
ࢆ
࢝
ࢱ
࢝
ࢼ
࡛
᭩
ࡃ
ࡇ
࡜
ࡀ
࡛
ࡁ
ࡿ
 
㸱

⮬
ศ
ࡢ
ఫ
ᡤ
ࢆ
₎
Ꮠ
࡛
᭩
ࡃ
ࡇ
࡜
ࡀ
࡛
ࡁ
ࡿ
 
㸲

௙
஦
ࡢ
ఏ
ゝ
࣓
ࣔ
ࢆ
ࠊ
ࡦ
ࡽ
ࡀ
࡞
ࡸ
࢝
ࢱ
࢝
ࢼ
࡛
᭩
ࡃ
ࡇ
࡜
ࡀ
࡛
ࡁ
ࡿ
 
㸳

௙
஦
ࡢ
ఏ
ゝ
࣓
ࣔ
ࢆ
ࠊ
₎
Ꮠ
ࢆ
ྵ
ࡵ
࡚
᭩
ࡃ
ࡇ
࡜
ࡀ
࡛
ࡁ
ࡿ
 
 
ၥ
㸰
㸳

௒
ᚋ
ࠊ
᪥
ᮏ
ㄒ
ࢆ
Ꮫ
⩦
ࡋ
ࡓ
࠸
࡜
ᛮ
࠸
ࡲ
ࡍ
࠿
ࠋ

㸯

ࡐ
ࡦ
Ꮫ
⩦
ࡋ
ࡓ
࠸
 
㸰

⮬
ศ
ࡢ
㒔
ྜ
࡟
࠶
࠺
ᶵ
఍
ࡀ
࠶
ࢀ
ࡤ
ࡐ
ࡦ
Ꮫ
⩦
ࡋ
ࡓ
࠸
 
㸱

ࡍ
࡛
࡟
⩦
ᚓ
ࡋ
࡚
࠸
ࡿ
ࡢ
࡛
ࡶ
࠺
༑
ศ
 
㸲

᫬
㛫
ࡢ
వ
⿱
ࡀ
࡞
࠸
ࡢ
࡛
Ꮫ
⩦
ࡣ
↓
⌮
 
㸳

᪥
ᮏ
ㄒ
ࡣ
࡛
ࡁ
࡞
࠸
ࡀ
ࠊ
Ꮫ
ࡪ
ᚲ
せ
ࢆ
ឤ
ࡌ
࡞
࠸
 
            


−26 −
6 
 

࠙
㸳
ࠚ
࠶
࡞
ࡓ
ࡢ
⌧
ᅾ
ࡢ
௙
஦
࡟
ࡘ
࠸
࡚
࠾
ࡓ
ࡎ
ࡡ
ࡋ
ࡲ
ࡍ
ࠋ


ၥ
㸰
㸴

⌧
ᅾ
ࠊ
཰
ධ
ࢆ
࡜
ࡶ
࡞
࠺
௙
஦
ࢆ
ࡋ
࡚
࠸
ࡲ
ࡍ
࠿
ࠋ

㸯

ࡣ
࠸


Ѝ

௨
ୗ
ࡢ
ၥ
㸰
㸵
࠿
ࡽ
㡰
␒
࡟
⟅
࠼
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
ࠋ
 
㸰

࠸
࠸
࠼

Ѝ

ၥ
㸱
㸵
࡟
㐍
ࢇ
࡛
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
ࠋ
 

ၥ
㸰
㸵

⌧
ᅾ
ࡢ
௙
஦
ࡢ
ᙧ
ែ
࡟
ࡘ
࠸
࡚
ᩍ
࠼
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
ࠋ

㸯

⮬
Ⴀ
ᴗ

Ѝ

ၥ
㸰
㸷
࡬

㸰

͆
ࣁ
ࢣ
ࣥ
఍
♫
͇
㸦
᩷
᪕
ᴗ
⪅
㸧
ࢆ
㏻
ࡋ
࡚
ാ
࠸
࡚
࠸
ࡿ


Ѝ

ၥ
㸰
㸷
࡬

㸱

͆
ࣁ
ࢣ
ࣥ
఍
♫
͇
㸦
᩷
᪕
ᴗ
⪅
㸧
ࢆ
㏻
ࡉ
ࡎ
࡟
ാ
࠸
࡚
࠸
ࡿ


  
ၥ
㸰
㸶

ୖ
ࡢ
ၥ
㸰
㸵
࡛
ࠕ
㸱
ࠖ
࡜
⟅
࠼
ࡓ
᪉
ࡣ
ࠊ
࡝
ࡢ
ࡼ
࠺
࡞
㞠
⏝
ᙧ
ែ
࡛
ാ
࠸
࡚
࠸
ࡲ
ࡍ
࠿
ࠋ




㸯

ᮇ
㛫
ࢆ
ᐃ
ࡵ
࡞
࠸
ṇ
つ
♫
ဨ
࡜
ࡋ
࡚
㞠
⏝
ࡉ
ࢀ
࡚
࠸
ࡿ




㸰

ᮇ
㛫
ࢆ
ᐃ
ࡵ
ࡓ
ዎ
⣙
♫
ဨ
࡜
ࡋ
࡚
㞠
⏝
ࡉ
ࢀ
࡚
࠸
ࡿ




㸱

ࣃ
࣮
ࢺ
࣭
࢔
ࣝ
ࣂ
࢖
ࢺ
⫋
ဨ
࡜
ࡋ
࡚
㞠
⏝
ࡉ
ࢀ
࡚
࠸
ࡿ




㸲

ࡑ
ࡢ
௚
㸦

















㸧

 
ၥ
㸰
㸷

⌧
ᅾ
ࡢ
௙
஦
࡟
ࡘ
࠸
࡚
࡝
ࡢ
ࡼ
࠺
࡟
ࡋ
࡚
᝟
ሗ
ࢆ
ᚓ
ࡲ
ࡋ
ࡓ
࠿
ࠋ
㸦
࠶
࡚
ࡣ
ࡲ
ࡿ
ࡶ
ࡢ
ࡍ
࡭
࡚
࡟
ۑ
㸧




㸯

ᐙ
᪘
ࡸ
ぶ
ᡉ
ࢆ
㏻
ࡌ
࡚




㸰

ྠ
ᅜ
ே
ࡢ
཭
ே
ࢆ
㏻
ࡌ
࡚




㸱

᪥
ᮏ
ே
ࡢ
཭
ே
ࢆ
㏻
ࡌ
࡚




㸲

ࣁ
ࣟ
࣮
࣡
࣮
ࢡ
࡛




㸳

Ẹ
㛫
ࡢ
࠶
ࡗ
ࡏ
ࢇ
ᴗ
⪅
ࢆ
㏻
ࡌ
࡚




㸴

ẕ
ᅜ
ㄒ
࡛
᭩
࠿
ࢀ
ࡓ
᪂
⪺
ࡸ
㞧
ㄅ
ࢆ
ぢ
࡚




㸵

ࡑ
ࡢ
௚
ࡢ
ᡭ
ẁ
ࢆ
㏻
ࡌ
࡚
㸦
ල
య
ⓗ
࡟

















㸧

 
ၥ
㸱
㸮

⌧
ᅾ
ࡢ
௙
஦
ࡣ
࡝
ࡢ
ࡃ
ࡽ
࠸
ࡢ
ᮇ
㛫
⥆
ࡅ
࡚
࠸
ࡲ
ࡍ
࠿
ࠋ
㸦
ᩘ
Ꮠ
ࢆ
グ
ධ
ࡋ
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
㸧
















ᖺ







࢝
᭶

 
ၥ
㸱
㸯

ඛ
᭶
ࡣ
ᖹ
ᆒ
ࡋ
࡚
㐌
࡟
ఱ
᫬
㛫
ാ
ࡁ
ࡲ
ࡋ
ࡓ
࠿
ࠋ
㸦
ᩘ
Ꮠ
ࢆ
グ
ධ
ࡋ
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
㸧

 











᫬
㛫
㸭
㐌

 
ၥ
㸱
㸰

࠶
࡞
ࡓ
ࡢ
㐣
ཤ
㸱
ࣨ
᭶
㛫
ࡢ
ᖹ
ᆒ
᭶
⤥
ࡣ
࠸
ࡃ
ࡽ
࡛
ࡋ
ࡓ
࠿
ࠋ
㸦
ᩘ
Ꮠ
ࢆ
グ
ධ
ࡋ
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
㸧

 











෇
㸭
᭶



  
7 
 ၥ
㸱
㸱

⌧
ᅾ
ࡢ
௙
஦
ࡣ
࡝
ࡢ
ࡼ
࠺
࡞
ᴗ
⏺
࡛
ࡍ
࠿
ࠋ


〇
㐀
ᴗ



㸯

⮬
ື
㌴
࣭
ࣂ
࢖
ࢡ
㛵
㐃



㸰

㟁
ᶵ
࣭
㟁
Ꮚ
〇
ရ
㛵
㐃



㸱

㣗
ရ
㛵
㐃



㸲

ࡑ
ࡢ
௚
㸦
ල
య
ⓗ
࡟












㸧


ࢧ
࣮
ࣅ
ࢫ
ᴗ



㸳

㐠
㍺
࣭
㐠
㏦



㸴

㣧
㣗
࣭
ᐟ
Ἡ
ᴗ



㸵

㈍
኎



㸶

Ύ
ᤲ
࣭
㆙
ഛ



㸷

௓
ㆤ
࣭
⚟
♴


㸯
㸮

ࡑ
ࡢ
௚
㸦
ල
య
ⓗ
࡟












㸧

 
ၥ
㸱
㸲

⌧
ᅾ
ࡢ
௙
஦
ࡣ
࡝
ࡢ
ࡼ
࠺
࡞
⫋
ᴗ
࡛
ࡍ
࠿
ࠋ


㸯

⏕
⏘
ᕤ
⛬
࣭
୍
⯡
స
ᴗ
㸦
〇
㐀
ࠊ
ಟ
⌮
ࠊ
㍺
㏦
ࠊ
ᘓ
タ
ࠊ
ᅵ
ᮌ
࡞
࡝
ࡢ
ປ
ാ
⪅
㸧


㸰

㈍
኎
࣭
ࢧ
࣮
ࣅ
ࢫ
㸦
ᗑ
୺
ࠊ
ᗑ
ဨ
ࠊ
ࢭ
࣮
ࣝ
ࢫ
࣐
ࣥ
ࠊ
⤥
௙
ࠊ
᥋
ᐈ
࡞
࡝
㸧


㸱

஦
ົ
ⓗ
⫋
ᴗ
㸦
஦
ົ
ဨ
ࠊ
㖟
⾜
ဨ
࡞
࡝
㸧


㸲

ᑓ
㛛
⫋
࣭
⟶
⌮
⫋
㸦
࢚
ࣥ
ࢪ
ࢽ
࢔
ࠊ
┳
ㆤ
ᖌ
ࠊ
௓
ㆤ
⚟
♴
ኈ
ࠊ
࣊
ࣝ
ࣃ
࣮
ࠊ
ᩍ
ဨ
ࠊ
㏻
ヂ
ࠊ
⟶
⌮
⫋
࡞
࡝
㸧


㸳

㎰
ᴗ


㸴

ᑓ
ᴗ
୺
፬


㸵

Ꮫ
⏕


㸶

ࡑ
ࡢ
௚
㸦
ල
య
ⓗ
࡟
















㸧

 
ၥ
㸱
㸳

⌧
ᅾ
ࡢ
ປ
ാ
ዎ
⣙
ࡢ
ᮇ
㛫
ࡣ
࡝
ࢀ
ࡃ
ࡽ
࠸
࡛
ࡍ
࠿
ࠋ

㸯

㸯
ࣨ
᭶
 
㸰

㸰
ࣨ
᭶
 
㸱

㸱
ࣨ
᭶
 
㸲

㸴
ࣨ
᭶
 
㸳

㸯
ᖺ
௨
ୖ
 
㸴

ᮇ
㛫
ࡢ
ᐃ
ࡵ
ࡣ
࡞
࠸

 
 
ၥ
㸱
㸴

ẕ
ᅜ
࡬
ࡢ
㏦
㔠
ࡣ
ࠊ
㸯
ࣨ
᭶
ᖹ
ᆒ
ࡔ
࡜
࠸
ࡃ
ࡽ
ࡃ
ࡽ
࠸
࡛
ࡍ
࠿
ࠋ

㸯

ࡋ
࡚
࠸
࡞
࠸
 
㸰

㸯
୓
෇
ᮍ
‶
㸭
᭶
 
㸱

㸯
୓
෇
௨
ୖ
㹼
㸱
୓
෇
ᮍ
‶
㸭
᭶
 
㸲

㸱
୓
෇
௨
ୖ
㹼
㸳
୓
෇
ᮍ
‶
㸭
᭶
 
㸳

㸳
୓
෇
௨
ୖ
㸭
᭶
 
   
− 63−
8 
 



࠙
㸴
ࠚ
᪥
ᮏ
࡟
᮶
࡚
ึ
ࡵ
࡚
ࡋ
ࡓ
௙
஦
࡟
ࡘ
࠸
࡚
࠾
ࡓ
ࡎ
ࡡ
ࡋ
ࡲ
ࡍ
ࠋ


ၥ
㸱
㸵

᪥
ᮏ
࡟
᮶
࡚
ึ
ࡵ
࡚
ࡋ
ࡓ
௙
஦
ࡢ
ᙧ
ែ
࡟
ࡘ
࠸
࡚
ᩍ
࠼
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
ࠋ

㸯

⮬
Ⴀ
ᴗ

Ѝ

ၥ
㸱
㸷
࡬

㸰

͆
ࣁ
ࢣ
ࣥ
఍
♫
͇
㸦
᩷
᪕
ᴗ
⪅
㸧
ࢆ
㏻
ࡋ
࡚
ാ
࠸
࡚
࠸
ࡿ


Ѝ

ၥ
㸱
㸷
࡬

㸱

͆
ࣁ
ࢣ
ࣥ
఍
♫
͇
㸦
᩷
᪕
ᴗ
⪅
㸧
ࢆ
㏻
ࡉ
ࡎ
࡟
ാ
࠸
࡚
࠸
ࡿ


  
ၥ
㸱
㸶

ୖ
ࡢ
ၥ
㸱
㸵
࡛
ࠕ
㸱
ࠖ
࡜
⟅
࠼
ࡓ
᪉
ࡣ
ࠊ
࡝
ࡢ
ࡼ
࠺
࡞
㞠
⏝
ᙧ
ែ
࡛
ാ
࠸
࡚
࠸
ࡲ
ࡍ
࠿
ࠋ




㸯

ᮇ
㛫
ࢆ
ᐃ
ࡵ
࡞
࠸
ṇ
つ
♫
ဨ
࡜
ࡋ
࡚
㞠
⏝
ࡉ
ࢀ
࡚
࠸
ࡿ




㸰

ᮇ
㛫
ࢆ
ᐃ
ࡵ
ࡓ
ዎ
⣙
♫
ဨ
࡜
ࡋ
࡚
㞠
⏝
ࡉ
ࢀ
࡚
࠸
ࡿ




㸱

ࣃ
࣮
ࢺ
࣭
࢔
ࣝ
ࣂ
࢖
ࢺ
⫋
ဨ
࡜
ࡋ
࡚
㞠
⏝
ࡉ
ࢀ
࡚
࠸
ࡿ




㸲

ࡑ
ࡢ
௚
㸦

















㸧

 
ၥ
㸱
㸷

᪥
ᮏ
࡟
᮶
࡚
ึ
ࡵ
࡚
ࡋ
ࡓ
௙
஦
࡟
ࡘ
࠸
࡚
࡝
ࡢ
ࡼ
࠺
࡟
ࡋ
࡚
᝟
ሗ
ࢆ
ᚓ
ࡲ
ࡋ
ࡓ
࠿
ࠋ






㸦
࠶
࡚
ࡣ
ࡲ
ࡿ
ࡶ
ࡢ
ࡍ
࡭
࡚
࡟
ۑ
㸧




㸯

ᐙ
᪘
ࡸ
ぶ
ᡉ
ࢆ
㏻
ࡌ
࡚




㸰

ྠ
ᅜ
ே
ࡢ
཭
ே
ࢆ
㏻
ࡌ
࡚




㸱

᪥
ᮏ
ே
ࡢ
཭
ே
ࢆ
㏻
ࡌ
࡚




㸲

ࣁ
ࣟ
࣮
࣡
࣮
ࢡ
࡛




㸳

Ẹ
㛫
ࡢ
࠶
ࡗ
ࡏ
ࢇ
ᴗ
⪅
ࢆ
㏻
ࡌ
࡚




㸴

ẕ
ᅜ
ㄒ
࡛
᭩
࠿
ࢀ
ࡓ
᪂
⪺
ࡸ
㞧
ㄅ
ࢆ
ぢ
࡚




㸵

ࡑ
ࡢ
௚
ࡢ
ᡭ
ẁ
ࢆ
㏻
ࡌ
࡚
㸦
ල
య
ⓗ
࡟

















㸧

 
ၥ
㸲
㸮

᪥
ᮏ
࡟
᮶
࡚
ึ
ࡵ
࡚
ࡋ
ࡓ
௙
஦
ࡣ
࡝
ࡢ
ࡼ
࠺
࡞
ᴗ
⏺
࡛
ࡍ
࠿
ࠋ


〇
㐀
ᴗ



㸯

⮬
ື
㌴
࣭
ࣂ
࢖
ࢡ
㛵
㐃



㸰

㟁
ᶵ
࣭
㟁
Ꮚ
〇
ရ
㛵
㐃



㸱

㣗
ရ
㛵
㐃



㸲

ࡑ
ࡢ
௚
㸦
ල
య
ⓗ
࡟












㸧


ࢧ
࣮
ࣅ
ࢫ
ᴗ



㸳

㐠
㍺
࣭
㐠
㏦



㸴

㣧
㣗
࣭
ᐟ
Ἡ
ᴗ



㸵

㈍
኎



㸶

Ύ
ᤲ
࣭
㆙
ഛ



㸷

௓
ㆤ
࣭
⚟
♴


㸯
㸮

ࡑ
ࡢ
௚
㸦
ල
య
ⓗ
࡟












㸧

    
9 
 
ၥ
㸲
㸯

᪥
ᮏ
࡟
᮶
࡚
ึ
ࡵ
࡚
ࡋ
ࡓ
௙
஦
ࡣ
࡝
ࡢ
ࡼ
࠺
࡞
⫋
ᴗ
࡛
ࡍ
࠿
ࠋ


㸯

⏕
⏘
ᕤ
⛬
࣭
୍
⯡
స
ᴗ
㸦
〇
㐀
ࠊ
ಟ
⌮
ࠊ
㍺
㏦
ࠊ
ᘓ
タ
ࠊ
ᅵ
ᮌ
࡞
࡝
ࡢ
ປ
ാ
⪅
㸧


㸰

㈍
኎
࣭
ࢧ
࣮
ࣅ
ࢫ
㸦
ᗑ
୺
ࠊ
ᗑ
ဨ
ࠊ
ࢭ
࣮
ࣝ
ࢫ
࣐
ࣥ
ࠊ
⤥
௙
ࠊ
᥋
ᐈ
࡞
࡝
㸧


㸱

஦
ົ
ⓗ
⫋
ᴗ
㸦
஦
ົ
ဨ
ࠊ
㖟
⾜
ဨ
࡞
࡝
㸧


㸲

ᑓ
㛛
⫋
࣭
⟶
⌮
⫋
㸦
࢚
ࣥ
ࢪ
ࢽ
࢔
ࠊ
┳
ㆤ
ᖌ
ࠊ
௓
ㆤ
⚟
♴
ኈ
ࠊ
࣊
ࣝ
ࣃ
࣮
ࠊ
ᩍ
ဨ
ࠊ
㏻
ヂ
ࠊ
⟶
⌮
⫋
࡞
࡝
㸧


㸳

㎰
ᴗ


㸴

ᑓ
ᴗ
୺
፬


㸵

Ꮫ
⏕


㸶

ࡑ
ࡢ
௚
㸦
ල
య
ⓗ
࡟
















㸧

 




࠙
㸵
ࠚ
᪥
ᮏ
࡟
᮶
ࡿ
๓
࡟
ẕ
ᅜ
࡛
ࡋ
࡚
࠸
ࡓ
௙
஦
࡟
ࡘ
࠸
࡚
࠾
ࡓ
ࡎ
ࡡ
ࡋ
ࡲ
ࡍ
ࠋ

 
ၥ
㸲
㸰

᪥
ᮏ
࡟
᮶
ࡿ
๓
࡟
ẕ
ᅜ
࡛
ࡋ
࡚
࠸
ࡓ
௙
஦
ࡣ
࡝
ࡢ
ࡼ
࠺
࡞
⫋
ᴗ
࡛
ࡍ
࠿
ࠋ


㸯

⏕
⏘
ᕤ
⛬
࣭
୍
⯡
స
ᴗ
㸦
〇
㐀
ࠊ
ಟ
⌮
ࠊ
㍺
㏦
ࠊ
ᘓ
タ
ࠊ
ᅵ
ᮌ
࡞
࡝
ࡢ
ປ
ാ
⪅
㸧


㸰

㈍
኎
࣭
ࢧ
࣮
ࣅ
ࢫ
㸦
ᗑ
୺
ࠊ
ᗑ
ဨ
ࠊ
ࢭ
࣮
ࣝ
ࢫ
࣐
ࣥ
ࠊ
⤥
௙
ࠊ
᥋
ᐈ
࡞
࡝
㸧


㸱

஦
ົ
ⓗ
⫋
ᴗ
㸦
஦
ົ
ဨ
ࠊ
㖟
⾜
ဨ
࡞
࡝
㸧


㸲

ᑓ
㛛
⫋
࣭
⟶
⌮
⫋
㸦
࢚
ࣥ
ࢪ
ࢽ
࢔
ࠊ
┳
ㆤ
ᖌ
ࠊ
௓
ㆤ
⚟
♴
ኈ
ࠊ
࣊
ࣝ
ࣃ
࣮
ࠊ
ᩍ
ဨ
ࠊ
㏻
ヂ
ࠊ
⟶
⌮
⫋
࡞
࡝
㸧


㸳

㎰
ᴗ


㸴

ᑓ
ᴗ
୺
፬


㸵

Ꮫ
⏕


㸶

ࡑ
ࡢ
௚
㸦
ල
య
ⓗ
࡟
















㸧

 




࠙
㸶
ࠚ
௒
ᚋ
ࡢ
㌿
ᒃ
ࡸ
ᖐ
ᅜ
ࡢ
ண
ᐃ
࡟
ࡘ
࠸
࡚
࠾
ࡓ
ࡎ
ࡡ
ࡋ
ࡲ
ࡍ
ࠋ


ၥ
㸲
㸱

௒
ᚋ
㸱
ᖺ
௨
ෆ
࡟
ᮾ
᪂
⏫
ᅋ
ᆅ
࠿
ࡽ
ᘬ
ࡗ
㉺
ࡋ
ࡍ
ࡿ
ண
ᐃ
ࡣ
࠶
ࡾ
ࡲ
ࡍ
࠿
ࠋ


㸯

኱
࠸
࡟
࠶
ࡿ
 
 
 
 
㸱

࠶
ࡲ
ࡾ
࡞
࠸
 

㸰

࠶
ࡿ
⛬
ᗘ
࠶
ࡿ
  
 
 
㸲

ࡲ
ࡗ
ࡓ
ࡃ
࡞
࠸
 
 ၥ
㸲
㸲

ୖ
グ
ࡢ
ၥ
㸲
㸱
࡛
ࠕ
㸯

኱
࠸
࡟
࠶
ࡿ
ࠖࠊࠕ
㸰

࠶
ࡿ
⛬
ᗘ
࠶
ࡿ
ࠖ
࡜
⟅
࠼
ࡓ
᪉
࡟
ࠊ
ࡉ
ࡽ
࡟
࠾
ࡓ
ࡎ
ࡡ
ࡋ
ࡲ
ࡍ
ࠋ




ࡑ
ࡢ
ሙ
ྜ
ࠊ
ᘬ
ࡗ
㉺
ࡋ
ண
ᐃ
ඛ
ࡣ
࡝
ࡇ
࡛
ࡍ
࠿
ࠋ


㸯

☬
⏣
ᕷ
ෆ
ࡢ
ู
ࡢ
ᆅ
༊
 
 
 
㸲

እ
ᅜ
㸦
ᅜ
ྡ
㸸









㸧
 

㸰

㟼
ᒸ
┴
ෆ
ࡢ
ู
ࡢ
ᕷ
⏫
 
 
 
㸳

ࢃ
࠿
ࡽ
࡞
࠸
 

㸱

᪥
ᮏ
ᅜ
ෆ
ࡢ
௚
ࡢ
㒔
㐨
ᗓ
┴
 
 
ၥ
㸲
㸳

௒
ᚋ
࡝
ࡢ
ࡃ
ࡽ
࠸
ࡢ
ᮇ
㛫
ࠊ
᪥
ᮏ
࡛
⏕
ά
ࡍ
ࡿ
ண
ᐃ
࡛
ࡍ
࠿
ࠋ




㸯

᪥
ᮏ
࡟
Ọ
ఫ
ࡍ
ࡿ
ࡘ
ࡶ
ࡾ



㸲

௒
ᚋ
㸯
ᖺ
௨
ୖ
㸱
ᖺ
ᮍ
‶




㸰

௒
ᚋ
㸯
㸮
ᖺ
௨
ୖ



㸳

௒
ᚋ
㸯
ᖺ
ᮍ
‶




㸱

௒
ᚋ
㸱
ᖺ
௨
ୖ
㸯
㸮
ᖺ
ᮍ
‶


㸴

࠶
࡜
࡝
ࢀ
ࡃ
ࡽ
࠸
᪥
ᮏ
࡛
⏕
ά
ࡍ
ࡿ
࠿
ࢃ
࠿
ࡽ
࡞
࠸





ၥ
㸲
㸳
࡬

− 64−
10
 
 

࠙
㸷
ࠚ
㓄
അ
⪅
࡜
ࡢ
㛵
ಀ
࡟
ࡘ
࠸
࡚
࠾
ࡓ
ࡎ
ࡡ
ࡋ
ࡲ
ࡍ
ࠋ

 
ၥ
㸲
㸴

࠶
࡞
ࡓ
ࡣ
⌧
ᅾ
ࠊ
⤖
፧
ࡋ
࡚
࠸
ࡲ
ࡍ
࠿
ࠋ

㸯

⊂
㌟
 
Ѝ

ၥ
㸳
㸲
࡬
 
 
 
㸰

⤖
፧
ࡋ
࡚
࠸
ࡿ
  
 
 
 
㸱

㞳
ู
 
㸲

Ṛ
ู
 
  
ࠕ
㸰
ࠊࠕ
㸱
ࠖࠊࠕ
㸲
ࠖ
࡟
ᅇ
⟅
ࡋ
ࡓ
ே
ࡣ
ࠊ
௨
ୗ
ࡢ
ၥ
㸲
㸵
㹼
ၥ
㸳
㸱
࡟
ᅇ
⟅
ࡋ
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
ࠋ
 
㞳
ู
ࡸ
Ṛ
ู
ࡋ
ࡓ
᪉
ࡣ
ࠊ
ࡶ
ࡗ
࡜
ࡶ
᭱
㏆
ࡢ
⤖
፧
࡟
ࡘ
࠸
࡚
࠾
⟅
࠼
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
ࠋ
 
 
ၥ
㸲
㸵

බ
ⓗ
࡞
⤖
፧
ࡢ
ᒆ
ࢆ
ฟ
ࡋ
ࡲ
ࡋ
ࡓ
࠿
ࠋ

㸯

ᒆ
ࡅ
ฟ
ࢆ
ࡋ
ࡓ

㸰

ᒆ
ࡅ
ฟ
ࢆ
ࡋ
࡚
࠸
࡞
࠸

 
ၥ
㸲
㸶

࠶
࡞
ࡓ
ࡣ
࡝
ࡇ
࡛
⤖
፧
ࡋ
ࡲ
ࡋ
ࡓ
࠿
ࠋ



㸯

᪥
ᮏ
 


㸰

እ
ᅜ

㸦
ᅜ
ྡ
㸸











㸧
 
 
ၥ
㸲
㸷

୍
⥴
࡟
ᬽ
ࡽ
ࡋ
ጞ
ࡵ
࡚
ఱ
ᖺ
ࡃ
ࡽ
࠸
࡟
࡞
ࡾ
ࡲ
ࡍ
࠿
ࠋ
㸦
ᩘ
Ꮠ
ࢆ
グ
ධ
ࡋ
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
㸧



㸦






㸧

ᖺ
 
 

ၥ
㸳
㸮

ኵ
፬
ࡢ
ึ
፧
࣭
෌
፧
ࡢ
ู
࡟
ࡘ
࠸
࡚
࠾
▱
ࡽ
ࡏ
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
ࠋ

㸯

ኵ
࣭
ጔ
࡜
ࡶ
࡟
ึ
፧
 
㸰

ኵ
ࡣ
ึ
፧
ࠊ
ጔ
ࡣ
෌
፧
 
㸱

ኵ
ࡣ
෌
፧
ࠊ
ጔ
ࡣ
ึ
፧
 
㸲

ኵ
࣭
ጔ
࡜
ࡶ
࡟
෌
፧
 
 
ၥ
㸳
㸯

㓄
അ
⪅
ࡢ
ᅜ
⡠
ࢆ
࠾
▱
ࡽ
ࡏ
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
ࠋ

㸯

ࣈ
ࣛ
ࢪ
ࣝ
 
㸰

࣌
ࣝ
࣮
 
㸱

ࣇ
࢕
ࣜ
ࣆ
ࣥ
 
㸲

᪥
ᮏ
 
㸳

ࡑ
ࡢ
௚

㸦














㸧
 
㸴

஧
㔜
ᅜ
⡠
㸦










࡜











㸧
 
      
11
 
 
ၥ
㸳
㸰

⌧
ᅾ
ࡢ
࠶
࡞
ࡓ
⮬
㌟
ࡢ
ࡈ
୧
ぶ
࡟
ࡘ
࠸
࡚
࠺
࠿
ࡀ
࠸
ࡲ
ࡍ
ࠋ
 
 
⮬
ศ
ࡢ
∗
ぶ

⮬
ศ
ࡢ
ẕ
ぶ

≧
ἣ
 
㸯

Ṛ
ཤ
 
㸰

೺
ᅾ
 
㸯

Ṛ
ཤ
 
㸰

೺
ᅾ
 
 
ᖺ
㱋
 
㸦





㸧
ṓ
 
㸦





㸧
ṓ
 
࠶
࡞
ࡓ
ࡢ
ఫ
ࡲ
࠸
࠿
ࡽ
ࡢ
᫬
㛫
 
㸦
ࡼ
ࡃ
౑
࠺
஺
㏻
ᡭ
ẁ
࡛
࠿
࠿
ࡿ
᫬
㛫
ࢆ
⟅
࠼
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
㸧
 
㸯

ྠ
ᒃ
 
㸰

15
ศ
ᮍ
‶
 
㸱

15
㹼
30
ศ
ᮍ
‶
 
㸲

30
㹼
60
ศ
ᮍ
‶
 
㸳

1㹼
3
᫬
㛫
ᮍ
‶
 
㸴

3
᫬
㛫
௨
ୖ
 


㸦
᪥
ᮏ
ᅜ
ෆ
㸧
 
㸵

ᅜ
እ
 
㸯

ྠ
ᒃ
 
㸰

15
ศ
ᮍ
‶
 
㸱

15
㹼
30
ศ
ᮍ
‶
 
㸲

30
㹼
60
ศ
ᮍ
‶
 
㸳

1㹼
3
᫬
㛫
ᮍ
‶
 
㸴

3
᫬
㛫
௨
ୖ
 


㸦
᪥
ᮏ
ᅜ
ෆ
㸧
 
㸵

ᅜ
እ
 
 
ၥ
㸳
㸱

⌧
ᅾ
ࡢ
࠶
࡞
ࡓ
ࡢ
㓄
അ
⪅
ࡢ
ࡈ
୧
ぶ
࡟
ࡘ
࠸
࡚
ࡶ
࠺
࠿
ࡀ
࠸
ࡲ
ࡍ
ࠋ

 
㓄
അ
⪅
ࡢ
∗
ぶ

㓄
അ
⪅
ࡢ
ẕ
ぶ

≧
ἣ
 
㸯

Ṛ
ཤ
 
㸰

೺
ᅾ
 
㸯

Ṛ
ཤ
 
㸰

೺
ᅾ
 
 
ᖺ
㱋
 
㸦





㸧
ṓ
 
㸦





㸧
ṓ
 
࠶
࡞
ࡓ
ࡢ
ఫ
ࡲ
࠸
࠿
ࡽ
ࡢ
᫬
㛫
 
㸦
ࡼ
ࡃ
౑
࠺
஺
㏻
ᡭ
ẁ
࡛
࠿
࠿
ࡿ
᫬
㛫
ࢆ
⟅
࠼
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
㸧
 
㸯

ྠ
ᒃ
 
㸰

15
ศ
ᮍ
‶
 
㸱

15
㹼
30
ศ
ᮍ
‶
 
㸲

30
㹼
60
ศ
ᮍ
‶
 
㸳

1㹼
3
᫬
㛫
ᮍ
‶
 
㸴

3
᫬
㛫
௨
ୖ
 


㸦
᪥
ᮏ
ᅜ
ෆ
㸧
 
㸵

ᅜ
እ
 
㸯

ྠ
ᒃ
 
㸰

15
ศ
ᮍ
‶
 
㸱

15
㹼
30
ศ
ᮍ
‶
 
㸲

30
㹼
60
ศ
ᮍ
‶
 
㸳

1㹼
3
᫬
㛫
ᮍ
‶
 
㸴

3
᫬
㛫
௨
ୖ
 


㸦
᪥
ᮏ
ᅜ
ෆ
㸧
 
㸵

ᅜ
እ
 
           
− 65−
12
 
 

࠙
㸯
㸮
ࠚ
ᅔ
ࡗ
ࡓ
᫬
࡟
┦
ㄯ
ࡍ
ࡿ
ே
ࠊ
㢗
ࡾ
࡟
ࡍ
ࡿ
ே
࡟
ࡘ
࠸
࡚
࠾
ࡓ
ࡎ
ࡡ
ࡋ
ࡲ
ࡍ
ࠋ

 ၥ
㸳
㸲

ḟ
ࡢ
㸯
㹼
㸵
ࡢ
ࡼ
࠺
࡞
᫬
ࠊ
ࡇ
ࢀ
ࡲ
࡛
ࡔ
ࢀ
㸦
࡝
ࡇ
㸧
࡟
┦
ㄯ
ࡋ
ࡓ
ࡾ
ᡭ
ຓ
ࡅ
ࢆ
㢗
ࢇ
ࡔ
ࡾ
ࡋ
ࡲ
ࡋ
ࡓ
࠿
ࠋ





ඃ
ඛ
㡰
఩
ࡢ
㧗
࠸
㡰
࡟
㸰
ࡘ
ࡲ
࡛
ࠊ
ୗ
ࡢ
㑅
ᢥ
⫥
࠿
ࡽ
㑅
ࢇ
࡛
⟅
࠼
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
ࠋ


㑅
ᢥ
⫥
 
1.
 
⤒
㦂
ࡀ
↓
࠸
 
12
. 
ᩍ
఍
ࡢ
ே
 
2.
 
ㄡ
࡟
ࡶ
㢗
ࡽ
࡞
࠸
ࠊ
୍
ே
࡛
ゎ
Ỵ
ࡍ
ࡿ
 
13
. 
ẕ
ᅜ
࡟
࠸
ࡿ
ぶ
ᡉ
࣭
▱
ࡾ
ྜ
࠸
 
3.
 
㓄
അ
⪅
 
14
. 
ྠ
ᅜ
ே
ࡢ
ྠ
൉
࣭
཭
ே
 
4.
 
࠶
࡞
ࡓ
ࡢ
ぶ
 
15
. 
᪥
ᮏ
ே
ࡢ
ྠ
൉
࣭
཭
ே
 
5.
 
㓄
അ
⪅
ࡢ
ぶ
 
16
. 
ಖ
⫱
ᅬ
ࡸ
Ꮫ
ᰯ
ࡢ
ඛ
⏕
 
6.
 
࠶
࡞
ࡓ
ࡢ
ࡁ
ࡻ
࠺
ࡔ
࠸
 
17
. 
͆
ࣁ
ࢣ
ࣥ
఍
♫
͇
ࡢ
ᢸ
ᙜ
⪅
 
7.
 
㓄
അ
⪅
ࡢ
ࡁ
ࡻ
࠺
ࡔ
࠸
 
18
. 
ᕷ
ᙺ
ᡤ
ࡢ
❆
ཱྀ
 
8.
 
࠶
࡞
ࡓ
ࡢ
Ꮚ
࡝
ࡶ
 
19
. 
ከ
ᩥ
໬
஺
ὶ
ࢭ
ࣥ
ࢱ
࣮
ࡢ
ࢫ
ࢱ
ࢵ
ࣇ
 
9.
 
ࡑ
ࡢ
௚
ࡢ
ぶ
ᡉ
 
20
. 
ࡑ
ࡢ
௚
 
10
. ྠ
ࡌ
ᅋ
ᆅ
࡟
ఫ
ࡴ
ྠ
ᅜ
ே
 
21
. 
㢗
ࡿ
ே
ࡀ
࠸
࡞
࠸
 
11
. ྠ
ࡌ
ᅋ
ᆅ
࡟
ఫ
ࡴ
᪥
ᮏ
ே
 

 
 
ᅇ
⟅
౛
㸸
 

⤒
῭
ⓗ
࡟
ᅔ
ࡗ
ࡓ
࡜
ࡁ
ࠊ
୍
␒
㢗
ࡾ
࡟
ࡍ
ࡿ
ࡢ
ࡀ
⮬
ศ
ࡢ
ぶ
࡛
ࠊ
஧
␒
┠
࡟
㢗
ࡾ
࡟
ࡍ
ࡿ
ࡢ
ࡀ
 

⮬
ศ
ࡢ
ࡁ
ࡻ
࠺
ࡔ
࠸
࡛
࠶
ࡿ
ሙ
ྜ
ࡣ
ࠊ
㑅
ᢥ
⫥
ࣜ
ࢫ
ࢺ
ࢆ
ཧ
⪃
࡟
௨
ୗ
ࡢ
ࡼ
࠺
࡟
ᅇ
⟅
ࡋ
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
ࠋ
 
 
㸯

⤒
῭
ⓗ
࡟
ᅔ
ࡗ
ࡓ
࡜
ࡁ
ࠊ
㢗
ࡾ
࡟
ࡍ
ࡿ
㸦
ࡋ
ࡓ
㸧
ࡢ
ࡣ
ࡔ
ࢀ
࡛
ࡍ
࠿
 
㸯
఩
㸦

㸱

㸧


㸰
఩
㸦

㸳

㸧
 
  㸯

⤒
῭
ⓗ
࡟
ᅔ
ࡗ
ࡓ
࡜
ࡁ
ࠊ
㢗
ࡾ
࡟
ࡍ
ࡿ
㸦
ࡋ
ࡓ
㸧
ࡢ
ࡣ
ࡔ
ࢀ
࡛
ࡍ
࠿
ࠋ
 

㸯
఩
㸦




㸧


㸰
఩
㸦




㸧
 
㸰

ኵ
፬
㛫
࡛
ၥ
㢟
ࡀ
࠶
ࡿ
࡜
ࡁ
ࠊ
┦
ㄯ
ࡍ
ࡿ
㸦
ࡋ
ࡓ
㸧
ࡢ
ࡣ
ࡔ
ࢀ
࡛
ࡍ
࠿
ࠋ
 

㸯
఩
㸦




㸧


㸰
఩
㸦




㸧
 
㸱

⮬
ศ
ࡸ
Ꮚ
࡝
ࡶ
ࡀ
⑓
Ẽ
࡟
࡞
ࡗ
ࡓ
࡜
ࡁ
ࠊ
㢗
ࡾ
࡟
ࡍ
ࡿ
㸦
ࡋ
ࡓ
㸧
ࡢ
ࡣ
ࡔ
ࢀ
࡛
ࡍ
࠿
ࠋ
 

㸯
఩
㸦




㸧


㸰
఩
㸦




㸧
 
㸲

ฟ
⏘
ࡸ
⫱
ඣ
࡛
ᅔ
ࡗ
ࡓ
࡜
ࡁ
ࠊ
ࡔ
ࢀ
࡟
┦
ㄯ
ࡋ
ࡲ
ࡍ
࠿
㸦
ࡋ
ࡲ
ࡋ
ࡓ
࠿
㸧ࠋ
 

㸯
఩
㸦




㸧


㸰
఩
㸦




㸧
 
㸳

࠶
࡞
ࡓ
ࡀ
ാ
ࡁ
࡟
ฟ
࡚
࠸
ࡿ
࡜
ࡁ
ࠊ
Ꮚ
࡝
ࡶ
ࡢ
ୡ
ヰ
ࢆ
ࡍ
ࡿ
㸦
ࡋ
ࡓ
㸧
ࡢ
ࡣ
ࡔ
ࢀ
࡛
ࡍ
࠿
ࠋ
 

㸯
఩
㸦




㸧


㸰
఩
㸦




㸧
 
㸴

Ꮚ
࡝
ࡶ
ࡢ
཭
ே
ၥ
㢟
࡛
ᅔ
ࡗ
ࡓ
࡜
ࡁ
ࠊ
ࡔ
ࢀ
࡟
┦
ㄯ
ࡋ
ࡲ
ࡍ
࠿
㸦
ࡋ
ࡲ
ࡋ
ࡓ
࠿
㸧ࠋ
 

㸯
఩
㸦




㸧


㸰
఩
㸦




㸧
 
㸵

Ꮚ
࡝
ࡶ
ࡢ
ᩍ
⫱
࣭
㐍
㊰
ࢆ
Ỵ
ࡵ
ࡿ
࡜
ࡁ
ࠊ
┦
ㄯ
ࡍ
ࡿ
㸦
ࡋ
ࡓ
㸧
ࡢ
ࡣ
ࡔ
ࢀ
࡛
ࡍ
࠿
ࠋ
 

㸯
఩
㸦




㸧


㸰
఩
㸦




㸧
 
 
13
 
 

࠙
㸯
㸯
ࠚ
೺
ᗣ
≧
ែ
ࡸ
ᚰ
㓄
஦
࡟
ࡘ
࠸
࡚
࠾
ࡓ
ࡎ
ࡡ
ࡋ
ࡲ
ࡍ
ࠋ

 
ၥ
㸳
㸳

࠶
࡞
ࡓ
ࡢ
⌧
ᅾ
ࡢ
೺
ᗣ
≧
ែ
ࡣ
࠸
࠿
ࡀ
࡛
ࡍ
࠿
ࠋ

㸯

࡜
࡚
ࡶ
Ⰻ
࠸
 
 
 
㸲

࠶
ࡲ
ࡾ
Ⰻ
ࡃ
࡞
࠸
 
㸰

ࡲ
࠶
Ⰻ
࠸
 
 
 
㸳

ᝏ
࠸
 
㸱

ᬑ
㏻
 
 
ၥ
㸳
㸴

࠶
࡞
ࡓ
ࡣ
ࠊ
ࡇ
ࡢ

ᖺ
ࡢ
㛫
࡟
ᝎ
ࡳ
஦
ࡸ
ࢫ
ࢺ
ࣞ
ࢫ
ࢆ
ឤ
ࡌ
ࡓ
ࡇ
࡜
ࡣ
࠶
ࡾ
ࡲ
ࡋ
ࡓ
࠿
ࠋ

㸯

ࡲ
ࡗ
ࡓ
ࡃ
࡞
࠿
ࡗ
ࡓ
 
 
㸱

ࡓ
ࡲ
࡟
࠶
ࡗ
ࡓ
 
㸰

࠶
ࡲ
ࡾ
࡞
࠿
ࡗ
ࡓ
 
 
㸲

ࡼ
ࡃ
࠶
ࡗ
ࡓ
 



 
 
ၥ
㸳
㸵

ୖ
ࡢ
ၥ
㸳
㸴
࡛
ࠕ
㸱
ࠖࠊࠕ
㸲
ࠖ
ࡢ
ሙ
ྜ
ࠊ
࡝
ࡢ
ࡼ
࠺
࡞
஦
᯶
ࡀ
ཎ
ᅉ
࡛
ࡍ
࠿
ࠋ






㸦
࠶
࡚
ࡣ
ࡲ
ࡿ
ࡶ
ࡢ
ࡍ
࡭
࡚
࡟
ۑ
㸧

㸯

ᐙ
ᗞ
ၥ
㢟
㸦
ᐙ
᪘
㛵
ಀ
ࡢ
୙
࿴
ࠊ
Ꮚ
⫱
࡚
ࠊ
ᐙ
᪘
ࡢ
௓
ㆤ
࣭
┳
⑓
࡞
࡝
㸧
 
㸰

೺
ᗣ
ၥ
㢟
㸦
⮬
ศ
ࡢ
⑓
Ẽ
ࡢ
ᝎ
ࡳ
ࠊ
㌟
య
ࡢ
ᝎ
ࡳ
࡞
࡝
㸧
 
㸱

⤒
῭
ၥ
㢟
㸦
ಽ
⏘
ࠊ
஦
ᴗ
୙
᣺
ࠊ
೉
㔠
ࠊ
ኻ
ᴗ
࡞
࡝
㸧
 
㸲

໅
ົ
ၥ
㢟
㸦
㌿
໅
ࠊ
௙
஦
ࡢ
୙
᣺
ࠊ
⫋
ሙ
ࡢ
ே
㛫
㛵
ಀ
ࠊ
㛗
᫬
㛫
ປ
ാ
࡞
࡝
㸧
 
㸳

⏨
ዪ
ၥ
㢟
㸦
ኻ
ᜊ
ࠊ
ኵ
፬
㛵
ಀ
ࠊ
⤖
፧
ࢆ
ࡵ
ࡄ
ࡿ
ᝎ
ࡳ
࡞
࡝
㸧
 
㸴

Ꮫ
ᰯ
ၥ
㢟
㸦
࠸
ࡌ
ࡵ
ࠊ
Ꮫ
ᴗ
୙
᣺
ࠊ
ᩍ
ᖌ
࡜
ࡢ
ே
㛫
㛵
ಀ
࡞
࡝
㸧
 
㸵

ࡑ
ࡢ
௚
㸦
































㸧
 
 
ၥ
㸳
㸶

ᅔ
ࡗ
࡚
࠸
ࡿ
ࡇ
࡜
ࡸ
⾜
ᨻ
࡟
ᮃ
ࡴ
ࡇ
࡜
ࡀ
࠶
ࢀ
ࡤ
ࠊ
௨
ୗ
࡟
⮬
⏤
࡟
᭩
࠸
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
ࠋ

         
㸨
ಶ
ู
ࡢ
ࣄ
࢔
ࣜ
ࣥ
ࢢ
ㄪ
ᰝ
࡟
ᛂ
ࡌ
࡚
ࡶ
ࡼ
࠸
࡜
࠸
࠺
᪉
ࡣ
ࠊ
௨
ୗ
ࡢ
᝟
ሗ
ࢆ
࠾
▱
ࡽ
ࡏ
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
ࠋ


ࣄ
࢔
ࣜ
ࣥ
ࢢ
ࢆ
࠾
㢪
࠸
ࡍ
ࡿ
ሙ
ྜ
ࠊ

᭶
ᮎ
ࡲ
࡛
࡟
ࡇ
ࡕ
ࡽ
࠿
ࡽ
㐃
⤡
ࢆ
ධ
ࢀ
ࡲ
ࡍ
ࠋ


Ặ

ྡ

㸸






























㒊
ᒇ
␒
ྕ
㸸






























㟁
ヰ
␒
ྕ
㸸
































㒔
ྜ
ࡢ
࠸
࠸
᭙
᪥
ࠊ
᫬
㛫
ᖏ
㸸






















 
− 66−
☬
⏣
ᕷ
࠸
ࢃ
ࡓ
ࡋ

ᮾ
᪂
⏫
࡜
࠺
ࡋ
ࢇ
ࡕ
ࡻ
࠺
ᅋ
ᆅ
ࡔ
ࢇ
ࡕ
 ࡢ

⏕
ά
ࡏ
࠸
࠿
ࡘ
≧
ἣ
ࡌ
ࡻ
࠺
ࡁ
ࡻ
࠺
ࢆ
ࡵ
ࡄ
ࡿ

ㄪ
ᰝ
ࡕ
ࡻ
࠺
ࡉ

%
㸦
እ
ᅜ
ே
ࡀ
࠸
ࡇ
ࡃ
ࡌ
ࢇ
ࡴྥ
ࡅ

ಶ
ே
ࡇ
ࡌ
ࢇ

ㄪ
ᰝ
ࡕ
ࡻ
࠺
ࡉ
࠺ࡻࡦ⚊
㸧


ㄪ
ᰝ
ࡕ
ࡻ
࠺
ࡉ
ᅋ
య
ࡔ
ࢇ
ࡓ
࠸
㸸
㟼
ᒸ
ࡋ
ࡎ
࠾
࠿
ᩥ
໬
ࡪ
ࢇ
࠿
ⱁ
⾡
ࡆ
࠸
ࡌ
ࡹ
ࡘ
኱
Ꮫ
ࡔ
࠸
ࡀ
ࡃ

㸦
௦
⾲
⪅
ࡔ
࠸
ࡦ
ࡻ
࠺
ࡋ
ࡷ
㸸
ụ
ୖ
࠸
ࡅ
ࡀ
ࡳ
㔜
ᘯ
ࡋ
ࡆ
ࡦ
ࢁ
㸧

ㄪ
ᰝ
ࡕ
ࡻ
࠺
ࡉ
࡬
ࡢ

ࡈ
༠
ຊ
ࡁ
ࡻ
࠺
ࡾ
ࡻ
ࡃ
ࡢ

࠾
ࡡ
ࡀ
࠸

 

 
ࡇ
ࡢ
ㄪ
ᰝ
ࡕ
ࡻ
࠺
ࡉ
ࡣ

࠶
࡞
ࡓ
ࡀ

ࡍఫ
ࢇ
࡛
࠸
ࡿ

ࡕࡲ⏫
ࢆ

ࡶ
ࡗ
࡜
ࡼⰋ
ࡃ
ࡍ
ࡿ
ࡓ
ࡵ
࡟

ࡇ࠾⾜
࡞
࠸
ࡲ
ࡍ
ࠋ


 
ࡇ
ࡢ
ㄪ
ᰝ
ࡕ
ࡻ
࠺
ࡉ
ࡣ

ᮾ
᪂
⏫
࡜
࠺
ࡋ
ࢇ
ࡕ
ࡻ
࠺
ࡢ

ᅋ
ᆅ
ࡔ
ࢇ
ࡕ
࡟

ࡍఫ
ࢇ
࡛
࠸
ࡿ


࠸ࡉṓ
ࡼ
ࡾ

࠼࠺ୖ
ࡢ

࡜ࡦே
࡟

࠾
ࡀࡡ㢪
࠸
ࡋ
࡚
࠸
ࡲ
ࡍ
ࠋ


 
ࡇ
ࡢ
ㄪ
ᰝ
⚊
ࡕ
ࡻ
࠺
ࡉ
ࡦ
ࡻ
࠺
࡟
ࡣ

୍
ே
ࡦ
࡜
ࡾ
ࡢ

࡜ࡦே
࡟
ࡘ
࠸
࡚
ࡢ

㉁
ၥ
ࡋ
ࡘ
ࡶ
ࢇ
ࡀ
࠶
ࡾ
ࡲ
ࡍ
ࠋ

ࡉṓ
࠸
ࡼ
ࡾ
࠺ୖ
࠼
ࡢ

࡜ࡦே
ࡣ

ࡳ
ࢇ
࡞
ࡓࡇ⟅
࠼
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
ࠋ
ㄪ
ᰝ
⚊
ࡕ
ࡻ
࠺
ࡉ
ࡦ
ࡻ
࠺
ࡣ

እ
ᅜ
ㄒ
ࡀ
࠸
ࡇ
ࡃ
ࡈ
࡛

࠿᭩
࠿
ࢀ
࡚
࠸
ࡿ
ࡶ
ࡢ
࡜
ࠊ
ࡸ
ࡉ
ࡋ
࠸
᪥
ᮏ
ㄒ
࡟
࡯
ࢇ
ࡈ
࡛

࠿᭩
࠿
ࢀ
࡚
࠸
ࡿ
ࡶ
ࡢ
ࡀ

࠶
ࡾ
ࡲ
ࡍ
ࠋ

ෆ
ᐜ
࡞
࠸
ࡼ
࠺
ࡣ

࡞࠾ྠ
ࡌ
࡛
ࡍ
ࠋ
ࢃ
࠿
ࡾ
ࡸ
ࡍ
࠸
࠺࡯᪉
࡛

ࡓࡇ⟅
࠼
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
ࠋ


 
ㄪ
ᰝ
ࡕ
ࡻ
࠺
ࡉ
࡟

ࡓࡇ⟅
࠼
ࡓ
࡜ࡦே
ࡢ

᝟
ሗ
ࡌ
ࡻ
࠺
࡯
࠺
ࢆ

ࡶࡲᏲ
ࡾ
ࡲ
ࡍ
ࠋ

ㄪ
ᰝ
ࡕ
ࡻ
࠺
ࡉ
⤖
ᯝ
ࡅ
ࡗ
࠿
ࡣ
ࠕࠊ
ዪ
ᛶ
ࡌ
ࡻ
ࡏ
࠸
ࡀ
ۑ
㸣
ࠖ
ࡢ
ࡼ
࠺
࡟

Ⓨ
⾲
ࡣ
ࡗ
ࡨ
ࡻ
࠺
ࡋ
ࡲ
ࡍ
ࠋ

⤖
ᯝ
ࡅ
ࡗ
࠿
࠿
ࡽ

ࡓࡇ⟅
࠼
ࡓ
࡜ࡦே
ࡢ

ྡ
๓
࡞
ࡲ
࠼
ࡣ

ࢃ
࠿
ࡾ
ࡲ
ࡏ
ࢇ
ࠋ
ࡇ
ࡢ
ㄪ
ᰝ
⚊
ࡕ
ࡻ
࠺
ࡉ
ࡦ
ࡻ
࠺
ࡣ

㟼
ᒸ
ࡋ
ࡎ
࠾
࠿
ᩥ
໬
ࡪ
ࢇ
࠿
ⱁ
⾡
ࡆ
࠸
ࡌ
ࡹ
ࡘ
኱
Ꮫ
ࡔ
࠸
ࡀ
ࡃ
ࡀ

኱
஦
ࡔ
࠸
ࡌ
࡟

ಖ
Ꮡ
࡯
ࡒ
ࢇ
ࡋ
ࡲ
ࡍ
ࠋ

 
 
ࡇ
ࡢ
ㄪ
ᰝ
ࡕ
ࡻ
࠺
ࡉ
࡟
ࡘ
࠸
࡚

ࢃ
࠿
ࡽ
࡞
࠸
ࡇ
࡜
ࡀ

࠶
ࢀ
ࡤ
ࠊ
ࡓࡋୗ
ࡢ

␒
ྕ
ࡤ
ࢇ
ࡈ
࠺
࡟

㟁
ヰ
࡛
ࢇ
ࢃ
ࢆ

࠿
ࡅ
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
ࠋ

㟼
ᒸ
ࡋ
ࡎ
࠾
࠿
ᩥ
໬
ࡪ
ࢇ
࠿
ⱁ
⾡
ࡆ
࠸
ࡌ
ࡹ
ࡘ
኱
Ꮫ
ࡔ
࠸
ࡀ
ࡃ

ᆅ
ᇦ
ࡕ
࠸
ࡁ
㐃
ᦠ
ᐊ
ࢀ
ࢇ
ࡅ
࠸
ࡋ
ࡘ

ୖ
⏣
࠺
࠼
ࡔ
ࢼ
ࣥ
ࢩ
࣮
┤
⨾
࡞
࠾
ࡳ

㟁
ヰ
࡛
ࢇ
ࢃ
㸸







㸦
᪥
ᮏ
ㄒ
࡟
࡯
ࢇ
ࡈ
㸭
࣏
ࣝ
ࢺ
࢞
ࣝ
ࡈㄒ
㸭
ࢫ
࣌
࢖
ࣥ
ࡈㄒ
㸭
ⱥ
ㄒ
࠼
࠸
ࡈ
㸧



᭶
᭙
᪥
ࡆ
ࡘ
ࡼ
࠺
ࡧ
㹼
㔠
᭙
᪥
ࡁ
ࢇ
ࡼ
࠺
ࡧ
ࠊ


㹼




ᑒ
⟄
ࡩ
࠺
࡜
࠺
࡟
ࡣධ
࠸
ࡗ
࡚
࠸
ࡿ
࣎
࣮
ࣝ
࣌
ࣥ
ࡣ
ࣉ
ࣞ
ࢮ
ࣥ
ࢺ
࡛
ࡍ
ࠋ
ㄪ
ᰝ
ࡕ
ࡻ
࠺
ࡉ
ࢆ
ࡇ⟅
ࡓ
࠼
ࡿ
࡜
ࡁ
࡟
ࡘ౑
࠿
ࡗ
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
ࠋ


ۑ

㉁
ၥ
ࡋ
ࡘ
ࡶ
ࢇ
࡟

ㄝ
᫂
ࡏ
ࡘ
ࡵ
࠸
ࡀ

࡞
࠸
࡜
ࡁ
ࡣ
ࠊ
࠸
࠸
࡜
ࡶ࠾ᛮ
࠺

␒
ྕ
ࡤ
ࢇ
ࡈ
࠺
࡟

ۑ
ࢆ

ࡦ
࡜
ࡘ

ࡘ
ࡅ
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
ࠋ

ۑ

㖄
➹
࠼
ࢇ
ࡨ
ࡘ
࠿

ࢁࡃ㯮
࣭
࠾࠶㟷
ࡢ

࣎
࣮
ࣝ
࣌
ࣥ
࡛

࠿᭩
࠸
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
ࠋ

ۑ

㛫
㐪
ࡲ
ࡕ
ࡀ
࠸
ࡸ

࠿᭩
ࡁ
ࡍࢃᛀ
ࢀ
ࡀ

࡞
࠸
ࡇ
࡜
ࢆ

ࡋࡓ☜
࠿
ࡵ
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
ࠋ

ۑ

ࡓࡇ⟅
࠼
࡟

ࡼࡲ㏞
ࡗ
ࡓ
࡜
ࡁ
ࡣ
ࠊ
࠶
࡞
ࡓ
ࡢ

ࢇ࠿⪃
ࡀ
࠼
࡟

୍
␒
࠸
ࡕ
ࡤ
ࢇ

࠿ࡕ㏆
࠸
ࡶ
ࡢ
ࢆ

ࡽ࠼㑅
ࢇ
࡛
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
ࠋ


ۑ

ࡓࡇ⟅
࠼
ࡓ

ㄪ
ᰝ
⚊
ࡕ
ࡻ
࠺
ࡉ
ࡦ
ࡻ
࠺
ࡣ

࠸ࡣධ
ࡗ
࡚
࠸
ࡓ

ᑒ
⟄
ࡩ
࠺
࡜
࠺
࡟

࠸ධ
ࢀ
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
ࠋ
኱
Ꮫ
ࡔ
࠸
ࡀ
ࡃ
ࡀ

࡜࠶ᚋ
࡛

ࡘ࠶㞟
ࡵ
ࡲ
ࡍ
ࠋ
 

ࡘࡀ᭶

ࡕ࡟᪥
㸦
ⅆ
᭙
᪥
࠿
ࡼ
࠺
ࡧ
㸧
ࡲ
࡛
࡟

ࡘ࠶㞟
ࡵ
࡞
࠿
ࡗ
ࡓ
ࡽ
ࠊ

ࡘࡀ᭶

ࡕ࡟᪥
㸦
᪥
᭙
᪥
࡟
ࡕ
ࡼ
࠺
ࡧ
㸧
ࡲ
࡛
࡟

㝵
ẁ
࠿
࠸
ࡔ
ࢇ
ࡻࡕ㛗
࠺

ࡉ
ࢇ
ࡢ

࠼࠸ᐙ
࡟

࡝࡜ᒆ
ࡅ
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
ࠋ
࠙ 
ㄪ
ᰝ
ࡕ
ࡻ
࠺
ࡉ
ࡢ
࠿᭩
ࡁ
ࡓ࠿᪉
ࠚ

 1
 
☬
⏣
ᕷ
࠸
ࢃ
ࡓ
ࡋ

ᮾ
᪂
⏫
࡜
࠺
ࡋ
ࢇ
ࡕ
ࡻ
࠺
ᅋ
ᆅ
ࡔ
ࢇ
ࡕ
 ࡢ

⏕
ά
ࡏ
࠸
࠿
ࡘ
≧
ἣ
ࡌ
ࡻ
࠺
ࡁ
ࡻ
࠺
ࢆ
ࡵ
ࡄ
ࡿ
ㄪ
ᰝ
ࡕ
ࡻ
࠺
ࡉ

%
㸦
እ
ᅜ
ே
ࡀ
࠸
ࡇ
ࡃ
ࡌ
ࢇ
ࡴྥ
ࡅ

ಶ
ே
ࡇ
ࡌ
ࢇ

ㄪ
ᰝ
ࡕ
ࡻ
࠺
ࡉ
ࡻࡦ⚊
࠺
ࠊ


ࢇࡡᖺ

ࡘࡀ᭶

ᐇ
᪋
ࡌ
ࡗ
ࡋ

㟼
ᒸ
ࡋ
ࡎ
࠾
࠿
ᩥ
໬
ࡪ
ࢇ
࠿
ⱁ
⾡
ࡆ
࠸
ࡌ
ࡹ
ࡘ
኱
Ꮫ
ࡔ
࠸
ࡀ
ࡃ
㸧
 
 
࠙
㸯
ࠚ
࠶
࡞
ࡓ
࡟
ࡘ
࠸
࡚
ࡢ

㉁
ၥ
ࡋ
ࡘ
ࡶ
ࢇ
࡛
ࡍ
ࠋ


㹏
㸯

࠶
࡞
ࡓ
ࡢ

ᛶ
ู
ࡏ
࠸
࡭
ࡘ
ࢆ

ࡋ࠾ᩍ
࠼
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
ࠋ


㸯

ዪ
ᛶ
ࡌ
ࡻ
ࡏ
࠸



㸰

⏨
ᛶ
ࡔ
ࢇ
ࡏ
࠸
 
㹏
㸰

࠶
࡞
ࡓ
ࡣ

ఱ
ṓ
࡞
ࢇ
ࡉ
࠸
࡛
ࡍ
࠿
ࠋ



㸦





㸧
࠸ࡉṓ
 

㹏
㸱

࠶
࡞
ࡓ
ࡢ

ᅜ
⡠
ࡇ
ࡃ
ࡏ
ࡁ
ࢆ

ࡋ࠾ᩍ
࠼
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
ࠋ

㸯

ࣈ
ࣛ
ࢪ
ࣝ
 


 
㸲

᪥
ᮏ
࡟
࡯
ࢇ
 
㸰

࣌
ࣝ
࣮
 

 

㸳

ࡑ
ࡢ
࠿࡯௚
㸦












㸧
 
㸱

ࣇ
࢕
ࣜ
ࣆ
ࣥ



 
㸴

ࡓࡩ஧
ࡘ
ࡢ

ᅜ
⡠
ࡇ
ࡃ
ࡏ
ࡁ
㸦









࡜









㸧
 

㹏
㸲

࠶
࡞
ࡓ
ࡀ

࠺⏕
ࡲ
ࢀ
ࡓ
࡟ࡃᅜ
ࢆ

ࡋ࠾ᩍ
࠼
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
ࠋ

㸯

ࣈ
ࣛ
ࢪ
ࣝ
 
 
㸲

᪥
ᮏ
࡟
࡯
ࢇ
 
㸰

࣌
ࣝ
࣮
 
 
㸳

ࡑ
ࡢ
࠿࡯௚
㸦












㸧
 
㸱

ࣇ
࢕
ࣜ
ࣆ
ࣥ
 

㹏
㸳

࠶
࡞
ࡓ
ࡣ

᪥
⣔
࡟
ࡗ
ࡅ
࠸

ఱ
ୡ
࡞
ࢇ
ࡏ
࠸
࡛
ࡍ
࠿
ࠋ

㸯

㸯
࠸ࡏୡ
  
 
㸲

㸲
࠸ࡏୡ
 
㸰

㸰
࠸ࡏୡ
  
 
㸳

᪥
⣔
࡟
ࡗ
ࡅ
࠸
࡛
ࡣ
࡞
࠸
 
㸱

㸱
࠸ࡏୡ
 

㹏
㸴

࠶
࡞
ࡓ
ࡢ

ࣅ
ࢨ
㸦
᪥
ᮏ
࡟
࡯
ࢇ
࡟

࠸
ࡿ
ࡓ
ࡵ
ࡢ

㈨
᱁
ࡋ
࠿
ࡃ
㸧
ࡣ

࡝
ࢀ
࡛
ࡍ
࠿
ࠋ


㸯

Ọ
ఫ
⪅
࠼
࠸
ࡌ
ࡹ
࠺
ࡋ
ࡷ
 
 
 
㸲 

Ọ
ఫ
⪅
࠼
࠸
ࡌ
ࡹ
࠺
ࡋ
ࡷ
ࡢ
㓄
അ
⪅
ࡣ
࠸
ࡄ
࠺
ࡋ
ࡷ
࠺࡜➼
 
㸰

᪥
ᮏ
ே
࡟
࡯
ࢇ
ࡌ
ࢇ
ࡢ
㓄
അ
⪅
ࡣ
࠸
ࡄ
࠺
ࡋ
ࡷ
࠺࡜➼
 

  
㸳

ࡑ
ࡢ
࠿࡯௚
ࡢ

㈨
᱁
ࡋ
࠿
ࡃ
㸦















㸧
 
㸱

ᐃ
ఫ
⪅
࡚
࠸
ࡌ
ࡹ
࠺
ࡋ
ࡷ
 
 

  
㸴

᪥
ᮏ
࡟
࡯
ࢇ
ࡢ
ᅜ
⡠
ࡇ
ࡃ
ࡏ
ࡁ
ࢆ
ࡶᣢ
ࡗ
࡚
࠸
ࡿ
 
㹏
㸵

ࡣ
ࡌ
ࡵ
࡚

᪥
ᮏ
࡟
࡯
ࢇ
࡟

ࡁ᮶
ࡓ
ࡢ
ࡣ

࠸
ࡘ
࡛
ࡍ
࠿
ࠋ
᪥
ᮏ
࡟
࡯
ࢇ
࡟

ࡁ᮶
ࡓ
ࡋ࡜ᖺ
ࢆ

࠿᭩
࠸
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
ࠋ




᪥
ᮏ
࡟
࡯
ࢇ
࡛

࠺⏕
ࡲ
ࢀ
ࡓ

࡜ࡦே
ࡣ

ࠕ
᪥
ᮏ
࡟
࡯
ࢇ
࡛

࠺⏕
ࡲ
ࢀ
ࡓ
ࠖ
࡟

ۑ
ࢆ

ࡘ
ࡅ
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
ࠋ

㸦






㸧
ࢇࡡᖺ

㸭

᪥
ᮏ
࡟
࡯
ࢇ
࡛

࠺⏕
ࡲ
ࢀ
ࡓ
 
−76 −
 2
 
㹏
㸶

࠶
࡞
ࡓ
ࡣ

ఱ
ᖺ
࡞
ࢇ
ࡡ
ࢇ

᪥
ᮏ
࡟
࡯
ࢇ
࡟

ࡍఫ
ࢇ
࡛
࠸
ࡲ
ࡍ
࠿
ࠋ
㸦
ᩘ
Ꮠ
ࡍ
࠺
ࡌ
ࢆ

࠿᭩
࠸
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
㸧

㸦






㸧
ࢇࡡᖺ
 
㹏
㸷

࠶
࡞
ࡓ
ࡣ

ఱ
ᖺ
࡞
ࢇ
ࡡ
ࢇ

☬
⏣
ᕷ
࠸
ࢃ
ࡓ
ࡋ
࡟

ࡍఫ
ࢇ
࡛
࠸
ࡲ
ࡍ
࠿
ࠋ
㸦
ᩘ
Ꮠ
ࡍ
࠺
ࡌ
ࢆ

࠿᭩
࠸
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
㸧

㸦






㸧
ࢇࡡᖺ
 

㹏
㸯
㸮

ᮾ
᪂
⏫
࡜
࠺
ࡋ
ࢇ
ࡕ
ࡻ
࠺
ᅋ
ᆅ
ࡔ
ࢇ
ࡕ
࡟

ࡍఫ
ࡴ
࠼ࡲ๓
ࡣ
ࠊ
࡝
ࡇ
࡟

ࡍఫ
ࢇ
࡛
࠸
ࡲ
ࡋ
ࡓ
࠿
ࠋ

㸯

☬
⏣
࠸
ࢃ
ࡓ
ࡋᕷ
ࡢ

࠿࡯௚
ࡢ

ሙ
ᡤ
ࡤ
ࡋ
ࡻ
㸦
ࡇ
ࡢ
ᅋ
ᆅ
ࡔ
ࢇ
ࡕ
ࡶ
࠸ࡣධ
ࡿ
㸧
 
㸰

☬
⏣
ᕷ
࠸
ࢃ
ࡓ
ࡋ
࡛
ࡣ
࡞
࠸
ࡀ
ࠊ
㟼
ᒸ
┴
ࡋ
ࡎ
࠾
࠿
ࡅ
ࢇ
ࡢ

࠿࡯௚
ࡢ

ᕷ
⏫
ࡋ
ࡲ
ࡕ
 
㸱

㟼
ᒸ
┴
ࡋ
ࡎ
࠾
࠿
ࡅ
ࢇ
࡛
ࡣ
࡞
࠸
ࡀ
ࠊ
᪥
ᮏ
࡟
࡯
ࢇ
ࡢ

࠿࡯௚
ࡢ

ࢇࡅ┴
 
㸲

እ
ᅜ
ࡀ
࠸
ࡇ
ࡃ
㸦












㸧
 

㹏
㸯
㸯

࠶
࡞
ࡓ
ࡢ

᐀
ᩍ
ࡋ
ࡹ
࠺
ࡁ
ࡻ
࠺
ࢆ

ࡋ࠾ᩍ
࠼
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
ࠋ

㸯

ࣟ
࣮
࣐
࢝
ࢺ
ࣜ
ࢵ
ࢡ
 
㸰

ࡑ
ࡢ
࠿࡯௚
ࡢ

࢟
ࣜ
ࢫ
ࢺ
ࡻࡁᩍ
࠺
 
㸱

࢖
ࢫ
ࣛ
࣮
࣒
 
㸲

௖
ᩍ
ࡪ
ࡗ
ࡁ
ࡻ
࠺
 
㸳

ࡑ
ࡢ
࠿࡯௚
㸦











㸧
 
㸴

ࡁỴ
ࡲ
ࡗ
ࡓ
᐀
ᩍ
ࡋ
ࡹ
࠺
ࡁ
ࡻ
࠺
ࡣ

࡞
࠸
 

㹏
㸯
㸰

࠶
࡞
ࡓ
ࡀ

୍
␒
࠸
ࡕ
ࡤ
ࢇ

᭱
ᚋ
ࡉ
࠸
ࡈ
࡟

ࡼ࠿㏻
ࡗ
ࡓ

Ꮫ
ᰯ
ࡀ
ࡗ
ࡇ
࠺
࡟
ࡘ
࠸
࡚

ࡋ࠾ᩍ
࠼
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
ࠋ
࠶
࡞
ࡓ
ࡢ
࡟ࡃᅜ
࡜

᪥
ᮏ
࡟
࡯
ࢇ
࡛

୍
␒
࠸
ࡕ
ࡤ
ࢇ

᭱
ᚋ
ࡉ
࠸
ࡈ
࡟

ࡼ࠿㏻
ࡗ
ࡓ

Ꮫ
ᰯ
ࡀ
ࡗ
ࡇ
࠺
ࢆ

ࡦ
࡜
ࡘ
ࡎ
ࡘ

ࡽ࠼㑅
ࢇ
࡛
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
ࠋ

࠶
࡞
ࡓ
ࡢ
࡟ࡃᅜ
࡛

᭱
ᚋ
ࡉ
࠸
ࡈ
࡟

ࡼ࠿㏻
ࡗ
ࡓ

Ꮫ
ᰯ
ࡀ
ࡗ
ࡇ
࠺

᪥
ᮏ
࡟
࡯
ࢇ
࡛

᭱
ᚋ
ࡉ
࠸
ࡈ
࡟

ࡼ࠿㏻
ࡗ
ࡓ

Ꮫ
ᰯ
ࡀ
ࡗ
ࡇ
࠺

㸯

ࡓࢃ⚾
ࡋ
ࡢ
࡟ࡃᅜ
ࡢ

Ꮫ
ᰯ
ࡀ
ࡗ
ࡇ
࠺
࡟
ࡣ

ࡼ࠿㏻
ࡗ
࡚
࠸
࡞
࠸
 
㸯

᪥
ᮏ
࡟
࡯
ࢇ
ࡢ

Ꮫ
ᰯ
ࡀ
ࡗ
ࡇ
࠺
࡟
ࡣ

ࡼ࠿㏻
ࡗ
࡚
࠸
࡞
࠸
 
㸰

୰
Ꮫ
ᰯ
ࡕ
ࡹ
࠺
ࡀ
ࡗ
ࡇ
࠺
ࡀ

࠾⤊
ࢃ
ࡿ
࠼ࡲ๓
࡟

ࡸ
ࡵ
ࡓ
 
㸰

୰
Ꮫ
ᰯ
ࡕ
ࡹ
࠺
ࡀ
ࡗ
ࡇ
࠺
ࡀ

࠾⤊
ࢃ
ࡿ
࠼ࡲ๓
࡟

ࡸ
ࡵ
ࡓ
 
㸱

୰
Ꮫ
ᰯ
ࡕ
ࡹ
࠺
ࡀ
ࡗ
ࡇ
࠺
ࢆ

༞
ᴗ
ࡑ
ࡘ
ࡂ
ࡻ
࠺
ࡋ
ࡓ
 
㸱

୰
Ꮫ
ᰯ
ࡕ
ࡹ
࠺
ࡀ
ࡗ
ࡇ
࠺
ࢆ

༞
ᴗ
ࡑ
ࡘ
ࡂ
ࡻ
࠺
ࡋ
ࡓ
 
㸲

㧗
ᰯ
ࡇ
࠺
ࡇ
࠺
࡟

ࡼ࠿㏻
ࡗ
࡚
࠸
ࡿ
 
㸲

㧗
ᰯ
ࡇ
࠺
ࡇ
࠺
࡟

ࡼ࠿㏻
ࡗ
࡚
࠸
ࡿ
 
㸳

㧗
ᰯ
ࡇ
࠺
ࡇ
࠺
ࡀ

࠾⤊
ࢃ
ࡿ
࠼ࡲ๓
࡟

ࡸ
ࡵ
ࡓ
 
㸳

㧗
ᰯ
ࡇ
࠺
ࡇ
࠺
ࡀ

࠾⤊
ࢃ
ࡿ
࠼ࡲ๓
࡟

ࡸ
ࡵ
ࡓ
 
㸴

㧗
ᰯ
ࡇ
࠺
ࡇ
࠺
ࢆ

༞
ᴗ
ࡑ
ࡘ
ࡂ
ࡻ
࠺
ࡋ
ࡓ
 
㸴

㧗
ᰯ
ࡇ
࠺
ࡇ
࠺
ࢆ

༞
ᴗ
ࡑ
ࡘ
ࡂ
ࡻ
࠺
ࡋ
ࡓ
 
㸵

኱
Ꮫ
ࡔ
࠸
ࡀ
ࡃ
࣭
ᑓ
㛛
ࡏ
ࢇ
ࡶ
ࢇ
Ꮫ
ᰯ
ࡀ
ࡗ
ࡇ
࠺
࡟

ࡼ࠿㏻
ࡗ
࡚
࠸
ࡿ
 
㸵

኱
Ꮫ
ࡔ
࠸
ࡀ
ࡃ
࣭
ᑓ
㛛
ࡏ
ࢇ
ࡶ
ࢇ
Ꮫ
ᰯ
ࡀ
ࡗ
ࡇ
࠺
࡟

ࡼ࠿㏻
ࡗ
࡚
࠸
ࡿ
 
㸶

኱
Ꮫ
ࡔ
࠸
ࡀ
ࡃ
࣭
ᑓ
㛛
ࡏ
ࢇ
ࡶ
ࢇ
Ꮫ
ᰯ
ࡀ
ࡗ
ࡇ
࠺
ࡀ

࠾⤊
ࢃ
ࡿ
࠼ࡲ๓
࡟

ࡸ
ࡵ
ࡓ
 
㸶

኱
Ꮫ
ࡔ
࠸
ࡀ
ࡃ
࣭
ᑓ
㛛
ࡏ
ࢇ
ࡶ
ࢇ
Ꮫ
ᰯ
ࡀ
ࡗ
ࡇ
࠺
ࡀ

࠾⤊
ࢃ
ࡿ
࠼ࡲ๓
࡟

ࡸ
ࡵ
ࡓ
 
㸷

኱
Ꮫ
ࡔ
࠸
ࡀ
ࡃ
࣭
ᑓ
㛛
ࡏ
ࢇ
ࡶ
ࢇ
Ꮫ
ᰯ
ࡀ
ࡗ
ࡇ
࠺
ࢆ

༞
ᴗ
ࡑ
ࡘ
ࡂ
ࡻ
࠺
ࡋ
ࡓ
 
㸷

኱
Ꮫ
ࡔ
࠸
ࡀ
ࡃ
࣭
ᑓ
㛛
ࡏ
ࢇ
ࡶ
ࢇ
Ꮫ
ᰯ
ࡀ
ࡗ
ࡇ
࠺
ࢆ

༞
ᴗ
ࡑ
ࡘ
ࡂ
ࡻ
࠺
ࡋ
ࡓ
 
 3
 
㹏
㸯
㸱

࠶
࡞
ࡓ
ࡣ

᪥
ᮏ
࡟
࡯
ࢇ
ࡢ

ᅜ
⡠
ࡇ
ࡃ
ࡏ
ࡁ
ࢆ

࡜ྲྀ
ࡾ
ࡓ
࠸
࡜

ࡶ࠾ᛮ
࠸
ࡲ
ࡍ
࠿
ࠋ

㸯

ࡣ
࠸




㸰

࠸
࠸
࠼

Ѝ

㹏
㸯
㸳
࡟

⾜
ࡗ
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
 
 
㹏
㸯
㸲
ࠕ
㸯

ࡣ
࠸
ࠖ
࡜

ࡓࡇ⟅
࠼
ࡓ

⌮
⏤
ࡾ
ࡺ
࠺
ࢆ

ࡋ࠾ᩍ
࠼
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
㸦ࠋ
ۑ
ࡣ

࠸
ࡃ
ࡘ
࡛
ࡶ
㸧

㸯

௙
஦
ࡋ
ࡈ
࡜
ࢆ

ࡳぢ
ࡘ
ࡅ
ࡿ
࡜
ࡁ
࡟

ࡃࡸᙺ
࡟
ࡓ❧
ࡘ
 
㸰

᪥
ᮏ
࡟
࡯
ࢇ
ࡢ

ࣃ
ࢫ
࣏
࣮
ࢺ
ࡀ

࠶
ࡿ
࡜

౽
฼
࡭
ࢇ
ࡾ


 
㸱

࠸
ࡘ
࡛
ࡶ

⮬
⏤
ࡌ
ࡺ
࠺
࡟

᪥
ᮏ
࡟
࡯
ࢇ
࡟

࠼࠿ᖐ
ࢀ
ࡿ
 
㸲

ࡑ
ࡢ
࠿࡯௚
㸦






























㸧
 
 
࠙
㸰
ࠚ
♫
఍
ࡋ
ࡷ
࠿
࠸
࡜
ࡢ

ࡘ
࡞
ࡀ
ࡾ
࡟
ࡘ
࠸
࡚
ࡢ

㉁
ၥ
ࡋ
ࡘ
ࡶ
ࢇ
࡛
ࡍ
ࠋ


㹏
㸯
㸳

࠶
࡞
ࡓ
ࡣ

⏕
ά
ࡏ
࠸
࠿
ࡘ
ࡢ

᝟
ሗ
ࡌ
ࡻ
࠺
࡯
࠺
ࢆ

࡝
࠺
ࡸ
ࡗ
࡚

࡚ᡭ
࡟

࠸ධ
ࢀ
ࡲ
ࡍ
࠿
㸦ࠋ
ۑ
ࡣ

㸳
ࡘ
ࡲ
࡛
㸧

㸯

ࡓࢃ⚾
ࡋ
ࡢ

࡟ࡃᅜ
ࡢ

ゝ
ⴥ
ࡇ
࡜
ࡤ
ࡢ

ࣛ
ࢪ
࢜
࣭
ࢸ
ࣞ
ࣅ

㸰

ࡓࢃ⚾
ࡋ
ࡢ

࡟ࡃᅜ
ࡢ

ゝ
ⴥ
ࡇ
࡜
ࡤ
ࡢ

᪂
⪺
ࡋ
ࢇ
ࡪ
ࢇ
࣭
㞧
ㄅ
ࡊ
ࡗ
ࡋ

㸱

ࡓࢃ⚾
ࡋ
ࡢ

࡟ࡃᅜ
ࡢ

࡜ࡦே
ࡀ

ࡸ
ࡗ
࡚
࠸
ࡿ

ࣞ
ࢫ
ࢺ
ࣛ
ࣥ
ࡸ

ࢫ
࣮
ࣃ
࣮
࡟
࠶
ࡿ

ࢳ
ࣛ
ࢩ

㸲

᪥
ᮏ
࡟
࡯
ࢇ
ࡢ

ࣛ
ࢪ
࢜
࣭
ࢸ
ࣞ
ࣅ

㸳

᪥
ᮏ
࡟
࡯
ࢇ
ࡢ

᪂
⪺
ࡋ
ࢇ
ࡪ
ࢇ

㸴

᪥
ᮏ
ே
࡟
࡯
ࢇ
ࡌ
ࢇ
ࡢ

཭
㐩
࡜
ࡶ
ࡔ
ࡕ
࠿
ࡽ

ࡋ࠾ᩍ
࠼
࡚
ࡶ
ࡽ
࠺

㸵

࡞࠾ྠ
ࡌ

࡟ࡃᅜ
ࡢ

཭
㐩
࡜
ࡶ
ࡔ
ࡕ
࠿
ࡽ

ࡋ࠾ᩍ
࠼
࡚
ࡶ
ࡽ
࠺

㸶

ࡓࢃ⚾
ࡋ
࡜
ࡣ

㐪
࠺
ࡕ
ࡀ
࠺

࡟ࡃᅜ
ࡢ

཭
㐩
࡜
ࡶ
ࡔ
ࡕ
࠿
ࡽ

ࡋ࠾ᩍ
࠼
࡚
ࡶ
ࡽ
࠺

㸷

఍
♫
࠿
࠸
ࡋ
ࡷ
࠿
ࡽ

ࡋ࠾ᩍ
࠼
࡚
ࡶ
ࡽ
࠺



ࡋᕷ
ᙺ
ᡤ
ࡸ
ࡃ
ࡋ
ࡻ
࠿
ࡽ
ࡢ

࠾
ࡋ▱
ࡽ
ࡏ
㸦
᪥
ᮏ
ㄒ
࡟
࡯
ࢇ
ࡈ
࡛

࠿᭩
࠿
ࢀ
࡚
࠸
ࡿ
ࡶ
ࡢ
㸧



ࡋᕷ
ᙺ
ᡤ
ࡸ
ࡃ
ࡋ
ࡻ
࠿
ࡽ
ࡢ

࠾
ࡋ▱
ࡽ
ࡏ
㸦
እ
ᅜ
ㄒ
ࡀ
࠸
ࡇ
ࡃ
ࡈ
࡛

࠿᭩
࠿
ࢀ
࡚
࠸
ࡿ
ࡶ
ࡢ
㸧



&,
(
ࢽ
ࣗ
࣮
ࢫ



ࡋᕷ
ᙺ
ᡤ
ࡸ
ࡃ
ࡋ
ࡻ
ࡢ

᪥
ᮏ
ㄒ
࡟
࡯
ࢇ
ࡈ
࡛

࠿᭩
࠿
ࢀ
࡚
࠸
ࡿ

࣍
࣮
࣒
࣌
࣮
ࢪ



ࡋᕷ
ᙺ
ᡤ
ࡸ
ࡃ
ࡋ
ࡻ
ࡢ

እ
ᅜ
ㄒ
ࡀ
࠸
ࡇ
ࡃ
ࡈ
࡛

࠿᭩
࠿
ࢀ
࡚
࠸
ࡿ

࣍
࣮
࣒
࣌
࣮
ࢪ



ࡑ
ࡢ
࠿࡯௚
ࡢ

᪥
ᮏ
࡟
࡯
ࢇ
ࡢ

ᙺ
ᡤ
ࡸ
ࡃ
ࡋ
ࡻ
ࡢ

እ
ᅜ
ㄒ
ࡀ
࠸
ࡇ
ࡃ
ࡈ
࡛

࠿᭩
࠿
ࢀ
࡚
࠸
ࡿ

࣍
࣮
࣒
࣌
࣮
ࢪ



D)
HF
RE
NR



ࡑ
ࡢ
࠿࡯௚
ࡢ

㹑
㹌
㹑
㸦
Z7
WL
HW
ࠊU
L/
HQ

࡞
࡝
㸧



࠸
ࢃ
ࡓ
࣍
ࢵ
࡜
ࣛ
࢖
ࣥ
㸦
᪥
ᮏ
ㄒ
࡟
࡯
ࢇ
ࡈ
࡛

࠿᭩
࠿
ࢀ
࡚
࠸
ࡿ
ࡶ
ࡢ
㸧



࠸
ࢃ
ࡓ
࣍
ࢵ
࡜
ࣛ
࢖
ࣥ
㸦
࣏
ࣝ
ࢺ
࢞
ࣝ
ࡈㄒ
࡛

࠿᭩
࠿
ࢀ
࡚
࠸
ࡿ
ࡶ
ࡢ
㸧



ࡑ
ࡢ
࠿࡯௚
㸦
























㸧

−86 −
 4
 
㹏
㸯
㸴

࠶
࡞
ࡓ
ࡀ

ࡍఫ
ࢇ
࡛
࠸
ࡿ

ࡕࡲ⏫
࡛
ࡸ
ࡿ

ࡘ࠶㞟
ࡲ
ࡾ
ࡸ

࢖
࣋
ࣥ
ࢺ
࡟

࠸⾜
ࡗ
ࡓ
ࡇ
࡜
ࡀ

࠶
ࡾ
ࡲ
ࡍ
࠿
ࠋ




㹼$
.
ࡢ

ࡑ
ࢀ
ࡒ
ࢀ
࡟
ࡘ
࠸
࡚
ࠊ
㸯
㹼
㸱
ࡢ

࡝
ࢀ
࠿

ࡦ
࡜
ࡘ
࡟

ۑ
ࢆ

ࡘ
ࡅ
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
ࠋ

 
㸯

࠸⾜
ࡗ
ࡓ
ࡇ
࡜

ࡀ
࠶
ࡿ

㸰

ࡋ▱
ࡗ
࡚
࠸
ࡿ
ࡅ
࡝
ࠊ
࠸⾜
ࡗ
ࡓ
ࡇ
࡜
ࡣ
࡞
࠸

㸱

ࡋ▱
ࡽ
࡞
࠸


$
⮬
἞
఍
ࡌ
ࡕ
࠿
࠸
ࡢ

ࡘ࠶㞟
ࡲ
ࡾ

㸯
 
㸰
 
㸱
 
%
ࡃ
ࡉ
࠿
ࡾ

㸯
 
㸰
 
㸱
 
&
ࡈ
ࡳ
ࡦ
ࢁ
࠸

㸯
 
㸰
 
㸱
 
'
㏻
Ꮫ
ࡘ
࠺
ࡀ
ࡃ

ྜ
ᐟ
ࡀ
ࡗ
ࡋ
ࡹ
ࡃ
㸦
ࡀ᭶
ࡘ
㸧

㸯
 
㸰
 
㸱
 
(
࢟
ࣕ
ࣥ
ࣉ

ࣇ
࢓
࢖
ࣖ
࣮
㸦
ࡀ᭶
ࡘ
㸧

㸯
 
㸰
 
㸱
 
)
㐠
ື
఍
࠺
ࢇ
࡝
࠺
࠿
࠸
㸦
ࡀ᭶
ࡘ
㸧

㸯
 
㸰
 
㸱
 
*
࠾
ࡘࡲ⚍
ࡾ
㸦

ࡘࡀ᭶
㸧

㸯
 
㸰
 
㸱
 
+
ᩥ
໬
ࡪ
ࢇ
࠿
࠸ࡉ⚍
㸦

ࡘࡀ᭶
㸧

㸯
 
㸰
 
㸱
 
,
ᮾ
᪂
࡜
࠺
ࡋ
ࢇ
ᶓ
୎
ࡼ
ࡇ
ࡕ
ࡻ
࠺


㸯
 
㸰
 
㸱
 
-
ࠕ
ࡇ
ࢇ
࡟
ࡕ
ࡣ
㸟
ࠖ
ࡢ

࢖
࣋
ࣥ
ࢺ

㸯
 
㸰
 
㸱
 
.
㜵
⅏
ࡰ
࠺
ࡉ
࠸
カ
⦎
ࡃ
ࢇ
ࢀ
ࢇ
㸦

ࡘࡀ᭶
㸧

㸯
 
㸰
 
㸱
 



࠙
㸱
ࠚ
࠿ࡕ㏆
ࡃ
࡟

ࡍఫ
ࢇ
࡛
࠸
ࡿ

࡜ࡦே
ࡓ
ࡕ
࡜
ࡢ

ࡘ
ࡁ
࠶
࠸
࡟
ࡘ
࠸
࡚
ࡢ

㉁
ၥ
ࡋ
ࡘ
ࡶ
ࢇ
࡛
ࡍ
ࠋ

 
㹏
㸯
㸵

ᅋ
ᆅ
ࡔ
ࢇ
ࡕ
࡟

ࡍఫ
ࢇ
࡛
࠸
ࡿ

࡞࠾ྠ
ࡌ

࡟ࡃᅜ
ࡢ

࡜ࡦே
࡜
ࡢ

ࡘ
ࡁ
࠶
࠸
ࡣ

࡝
ࡢ
ࡃ
ࡽ
࠸
࡛
ࡍ
࠿
ࠋ

㸯

඲
↛
ࡐ
ࢇ
ࡐ
ࢇ

ࡘ
ࡁ
࠶
ࡗ
࡚
࠸
࡞
࠸
 
㸰

࠶
࠸
ࡉ
ࡘ
ࢆ
ࡍ
ࡿ
ࡃ
ࡽ
࠸
 
㸱

࡜
ࡁ
࡝
ࡁ

ࡓ❧
ࡗ
ࡓ
ࡲ
ࡲ
࡛

࡞ࡣヰ
ࡋ
ࢆ
ࡍ
ࡿ
ࡃ
ࡽ
࠸
 
㸲

୍
⥴
࠸
ࡗ
ࡋ
ࡻ
࡟

࡟࡞ఱ
࠿
ࡍ
ࡿ
ࠊ
┦
ㄯ
ࡑ
࠺
ࡔ
ࢇ
ࡍ
ࡿ
 
㹏 
㸯
㸶

ᅋ
ᆅ
ࡔ
ࢇ
ࡕ
࡟

ࡍఫ
ࢇ
࡛
࠸
ࡿ

࠿࡯௚
ࡢ

࡟ࡃᅜ
ࡢ

࡜ࡦே
࡜
ࡢ

ࡘ
ࡁ
࠶
࠸
ࡣ

࡝
ࡢ
ࡃ
ࡽ
࠸
࡛
ࡍ
࠿
ࠋ

㸯

඲
↛
ࡐ
ࢇ
ࡐ
ࢇ

ࡘ
ࡁ
࠶
ࡗ
࡚
࠸
࡞
࠸
 
㸰

࠶
࠸
ࡉ
ࡘ
ࢆ
ࡍ
ࡿ
ࡃ
ࡽ
࠸
 
㸱

࡜
ࡁ
࡝
ࡁ

ࡓ❧
ࡗ
ࡓ
ࡲ
ࡲ
࡛

࡞ࡣヰ
ࡋ
ࢆ
ࡍ
ࡿ
ࡃ
ࡽ
࠸
 
㸲

୍
⥴
࠸
ࡗ
ࡋ
ࡻ
࡟

࡟࡞ఱ
࠿
ࡍ
ࡿ
ࠊ
┦
ㄯ
ࡑ
࠺
ࡔ
ࢇ
ࡍ
ࡿ
 
 
 5
 
㹏
㸯
㸷

ᅋ
ᆅ
ࡔ
ࢇ
ࡕ
࡟

ࡍఫ
ࢇ
࡛
࠸
ࡿ

᪥
ᮏ
ே
࡟
࡯
ࢇ
ࡌ
ࢇ
࡜
ࡢ

ࡘ
ࡁ
࠶
࠸
ࡣ

࡝
ࡢ
ࡃ
ࡽ
࠸
࡛
ࡍ
࠿
ࠋ

㸯

඲
↛
ࡐ
ࢇ
ࡐ
ࢇ

ࡘ
ࡁ
࠶
ࡗ
࡚
࠸
࡞
࠸
 
㸰

࠶
࠸
ࡉ
ࡘ
ࢆ
ࡍ
ࡿ
ࡃ
ࡽ
࠸
 
㸱

࡜
ࡁ
࡝
ࡁ

ࡓ❧
ࡗ
ࡓ
ࡲ
ࡲ
࡛

࡞ࡣヰ
ࡋ
ࢆ
ࡍ
ࡿ
ࡃ
ࡽ
࠸
 
㸲

୍
⥴
࠸
ࡗ
ࡋ
ࡻ
࡟

࡟࡞ఱ
࠿
ࡍ
ࡿ
ࠊ
┦
ㄯ
ࡑ
࠺
ࡔ
ࢇ
ࡍ
ࡿ
 
㹏 
㸰
㸮

ᅋ
ᆅ
ࡔ
ࢇ
ࡕ
࡟

ࡍఫ
ࢇ
࡛
࠸
ࡿ

᪥
ᮏ
ே
࡟
࡯
ࢇ
ࡌ
ࢇ
࡜
ࡢ

࠸࠶㛫
ࡔ
࡟

࡜ࡦே
࡜

࡜ࡦே
࡜
ࡢ

㛵
ಀ
࠿
ࢇ
ࡅ
࠸
ࡢ

࡭࠿ቨ
ࢆ

ࢇ࠿ឤ
ࡌ
ࡲ
ࡍ
࠿
ࠋ

㸯

࡜
࡚
ࡶ

ࡼࡘᙉ
ࡃ

ࢇ࠿ឤ
ࡌ
ࡿ
 
㸰

ࡓ
ࡃ
ࡉ
ࢇ

ࢇ࠿ឤ
ࡌ
ࡿ
 
㸱

࠶
ࡲ
ࡾ

ࢇ࠿ឤ
ࡌ
࡞
࠸
 
㸲

඲
↛
ࡐ
ࢇ
ࡐ
ࢇ

ࢇ࠿ឤ
ࡌ
࡞
࠸
 
㹏 
㸰
㸯

ᅋ
ᆅ
ࡔ
ࢇ
ࡕ
࡟

ࡍఫ
ࢇ
࡛
࠸
ࡿ

᪥
ᮏ
ே
࡟
࡯
ࢇ
ࡌ
ࢇ
࡜

ࡇ
ࢀ
࠿
ࡽ

࡝
ࡢ
ࡼ
࠺
࡞

㛵
ಀ
࠿
ࢇ
ࡅ
࠸
ࢆ

ࡶᣢ
ࡕ
ࡓ
࠸
࡛
ࡍ
࠿
ࠋ

㸯

඲
↛
ࡐ
ࢇ
ࡐ
ࢇ

㛵
ಀ
࠿
ࢇ
ࡅ
࠸
ࢆ

ࡶᣢ
ࡕ
ࡓ
ࡃ
࡞
࠸
 
㸰

ᚲ
せ
ࡦ
ࡘ
ࡼ
࠺
࡛
࡞
ࡅ
ࢀ
ࡤ
ࠊ
㛵 
ಀ
࠿
ࢇ
ࡅ
࠸
ࢆ

ࡶᣢ
ࡕ
ࡓ
ࡃ
࡞
࠸
 
㸱

ࡇࡍᑡ
ࡋ
ࡔ
ࡅ

㛵
ಀ
࠿
ࢇ
ࡅ
࠸
ࢆ

ࡶᣢ
ࡗ
࡚
ࡳ
ࡓ
࠸
 
㸲

ࡶ
ࡗ
࡜

ࡓ
ࡃ
ࡉ
ࢇ

㛵
ಀ
࠿
ࢇ
ࡅ
࠸
ࢆ

ࡶᣢ
ࡗ
࡚
ࡳ
ࡓ
࠸
 
 


࠙
㸲
ࠚ
࠶
࡞
ࡓ
ࡢ

᪥
ᮏ
ㄒ
࡟
࡯
ࢇ
ࡈ
⬟
ຊ
ࡢ
࠺
ࡾ
ࡻ
ࡃ
࡟
ࡘ
࠸
࡚
ࡢ

㉁
ၥ
ࡋ
ࡘ
ࡶ
ࢇ
࡛
ࡍ
ࠋ

㹏
㸰
㸰

࠶
࡞
ࡓ
ࡣ

᪥
ᮏ
ㄒ
࡟
࡯
ࢇ
ࡈ
࡛

࡝
ࡢ
ࡃ
ࡽ
࠸

࡞ࡣヰ
ࡏ
ࡲ
ࡍ
࠿
ࠋ

㸯

᪥
ᮏ
ㄒ
࡟
࡯
ࢇ
ࡈ
࡛
ࡣ

඲
↛
ࡐ
ࢇ
ࡐ
ࢇ

࡞ࡣヰ
ࡏ
࡞
࠸

 
㸰

ྡ
๓
࡞
ࡲ
࠼
ࡸ

࠺⏕
ࡲ
ࢀ
ࡓ

࡟ࡃᅜ
࡞
࡝
ࡢ

࡞ࡣヰ
ࡋ
ࡀ

࡛
ࡁ
ࡿ
 
㸱

ᐙ
᪘
࠿
ࡒ
ࡃ
ࡸ

࡟ࡃᅜ
࡞
࡝
ࡢ

㉁
ၥ
ࡋ
ࡘ
ࡶ
ࢇ
࡟

ࡓࡇ⟅
࠼
ࡽ
ࢀ
ࡿ
 
㸲

࠿㈙
࠸
ࡢࡶ≀
ࢆ
ࡍ
ࡿ
࡜
ࡁ
࡟

ࡓࢃ⚾
ࡋ
ࡢ

࡯
ࡋ
࠸
ࡶ
ࡢ
ࡢ

ㄝ
᫂
ࡏ
ࡘ
ࡵ
࠸
ࡀ
࡛
ࡁ
ࡿ
 
㸳

ࡓࢃ⚾
ࡋ
ࡢ

࡟ࡃᅜ
ࡢ

ᩍ
⫱
ࡁ
ࡻ
࠺
࠸
ࡃ
ࡸ

ᨻ
἞
ࡏ
࠸
ࡌ
࡟
ࡘ
࠸
࡚

࡞ࡣヰ
ࡍ
ࡇ
࡜
ࡀ

࡛
ࡁ
ࡿ
 
㹏 
㸰
㸱

࠶
࡞
ࡓ
ࡣ

᪥
ᮏ
ㄒ
࡟
࡯
ࢇ
ࡈ
࡛

࡝
ࡢ
ࡃ
ࡽ
࠸

ࡼㄞ
ࡵ
ࡲ
ࡍ
࠿
ࠋ

㸯

᪥
ᮏ
ㄒ
࡟
࡯
ࢇ
ࡈ
࡛
ࡣ

඲
↛
ࡐ
ࢇ
ࡐ
ࢇ

ࡼㄞ
ࡵ
࡞
࠸
 
㸰

࢝
ࢱ
࢝
ࢼ
ࡸ

ࡦ
ࡽ
ࡀ
࡞
࡛

࠿᭩
࠿
ࢀ
ࡓ

࡟ࡃᅜ
ࡸ

㒔
ᕷ
࡜
ࡋ
ࡢ

ྡ
๓
࡞
ࡲ
࠼
ࡀ

ࡼㄞ
ࡵ
ࡿ
 
㸱

ࡦ
ࡽ
ࡀ
࡞
ࡀ

ࡘ
࠸
࡚
࠸
ࢀ
ࡤ
ࠊ
ࡋᕷ 
ᙺ
ᡤ
ࡸ
ࡃ
ࡋ
ࡻ
ࡸ

Ꮫ
ᰯ
ࡀ
ࡗ
ࡇ
࠺
࠿
ࡽ
ࡢ

࠾
ࡋ▱
ࡽ
ࡏ
ࡀ

ࡼㄞ
ࡵ
ࡿ
 
㸲

ࡦ
ࡽ
ࡀ
࡞
ࡀ

ࡘ
࠸
࡚
࠸
࡞
ࡃ
࡚
ࡶ
ࠊ
ࡋᕷ
ᙺ
ᡤ
ࡸ
ࡃ
ࡋ
ࡻ
ࡸ

Ꮫ
ᰯ
ࡀ
ࡗ
ࡇ
࠺
࠿
ࡽ
ࡢ

࠾
ࡋ▱
ࡽ
ࡏ
ࡀ

ࡼㄞ
ࡵ
ࡿ
 
㸳

᪂
⪺
ࡋ
ࢇ
ࡪ
ࢇ
ࡀ

ࡼㄞ
ࡵ
ࡿ
 
−96 −
 6
 
㹏
㸰
㸲

࠶
࡞
ࡓ
ࡣ

᪥
ᮏ
ㄒ
࡟
࡯
ࢇ
ࡈ
࡛

࡝
ࡢ
ࡃ
ࡽ
࠸

࠿᭩
ࡅ
ࡲ
ࡍ
࠿
ࠋ

㸯

᪥
ᮏ
ㄒ
࡟
࡯
ࢇ
ࡈ
࡛
ࡣ

඲
↛
ࡐ
ࢇ
ࡐ
ࢇ

࠿᭩
ࡅ
࡞
࠸
 
㸰

ࡓࢃ⚾
ࡋ
ࡢ

ྡ
๓
࡞
ࡲ
࠼
ࢆ

࢝
ࢱ
࢝
ࢼ
࡛

࠿᭩
ࡅ
ࡿ
 
㸱

ࡓࢃ⚾
ࡋ
ࡢ

ఫ
ᡤ
ࡌ
ࡹ
࠺
ࡋ
ࡻ
ࢆ

₎
Ꮠ
࠿
ࢇ
ࡌ
࡛

࠿᭩
ࡅ
ࡿ
 
㸲

௙
஦
ࡋ
ࡈ
࡜
࡛

࡜ࡦே
࠿
ࡽ

࠸ゝ
ࢃ
ࢀ
ࡓ
ࡇ
࡜
ࢆ

ࡦ
ࡽ
ࡀ
࡞
ࡸ

࢝
ࢱ
࢝
ࢼ
࡛

࠿᭩
ࡅ
ࡿ
 
㸳

௙
஦
ࡋ
ࡈ
࡜
࡛

࡜ࡦே
࠿
ࡽ

࠸ゝ
ࢃ
ࢀ
ࡓ
ࡇ
࡜
ࢆ

₎
Ꮠ
࠿
ࢇ
ࡌ
࡛
ࡶ

࠿᭩
ࡅ
ࡿ
 
㹏 
㸰
㸳

࠶
࡞
ࡓ
ࡣ

ࡇ
ࢀ
࠿
ࡽ

᪥
ᮏ
ㄒ
࡟
࡯
ࢇ
ࡈ
ࢆ

ຮ
ᙉ
࡭
ࢇ
ࡁ
ࡻ
࠺
ࡋ
ࡓ
࠸
࡜

ࡶ࠾ᛮ
࠸
ࡲ
ࡍ
࠿
ࠋ

㸯

࡜
࡚
ࡶ

ຮ
ᙉ
࡭
ࢇ
ࡁ
ࡻ
࠺
ࡋ
ࡓ
࠸
 
㸰

࠸
࠸

ᶵ
఍
ࡁ
࠿
࠸
ࡀ

࠶
ࢀ
ࡤ
ࠊ
࡜
࡚
ࡶ

ຮ
ᙉ
࡭
ࢇ
ࡁ
ࡻ
࠺
ࡋ
ࡓ
࠸
 
㸱

᪥
ᮏ
ㄒ
࡟
࡯
ࢇ
ࡈ
ࡣ

ࡶ
࠺
ຮ
ᙉ
࡭
ࢇ
ࡁ
ࡻ
࠺
ࡋ
ࡓ
ࡢ
࡛

ࡲ࠸௒
ࡢ
ࡲ
ࡲ
࡛

࠸
࠸
 
㸲

᫬
㛫
ࡌ
࠿
ࢇ
ࡀ

࡞
࠸
ࡢ
࡛
ࠊ
ຮ
ᙉ
࡭
ࢇ
ࡁ
ࡻ
࠺
ࡀ

࡛
ࡁ
࡞
࠸
 
㸳

᪥
ᮏ
ㄒ
࡟
࡯
ࢇ
ࡈ
ࡣ

࡛
ࡁ
࡞
࠸
ࡅ
࡝
ࠊ
ຮ
ᙉ
࡭
ࢇ
ࡁ
ࡻ
࠺
ࢆ

ࡋ
࡞
ࡃ
࡚
ࡶ
࠸ 
࠸
࡜ 
ࡶ࠾ᛮ
࠺
 
࠙  
㸳
ࠚ
࠶
࡞
ࡓ
ࡢ

ࡲ࠸௒
ࡢ

௙
஦
ࡋ
ࡈ
࡜
࡟
ࡘ
࠸
࡚
ࡢ

㉁
ၥ
ࡋ
ࡘ
ࡶ
ࢇ
࡛
ࡍ
ࠋ


㹏
㸰
㸴

࠶
࡞
ࡓ
ࡣ
ࠊ
ࡲ࠸௒
ࠊ
௙
஦
ࡋ
ࡈ
࡜
ࢆ

ࡋ
࡚
࠸
ࡲ
ࡍ
࠿
ࠋ

㸯

ࡣ
࠸


Ѝ

ࡂࡘḟ
ࡢ

㹏
㸰
㸵
࠿
ࡽ

⟅
࠼
ࡇ
ࡓ
࠼
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
 
㸰

࠸
࠸
࠼

Ѝ

㹏
㸱
㸵
࡟

࠸⾜
ࡗ
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸


㹏
㸰
㸵

ࡲ࠸௒
ࡢ

࠶
࡞
ࡓ
ࡢ

௙
஦
ࡋ
ࡈ
࡜
ࡢ

ࡓ࠿ᙧ
ࡕ
ࡣ

ࡂࡘḟ
ࡢ

࡝
ࢀ
࡛
ࡍ
࠿
ࠋ

㸯

ࡓࢃ⚾
ࡋ
ࡢ

ࡏࡳᗑ
ࢆ

ࡶᣢ
ࡗ
࡚
࠸
ࡿ

Ѝ

㹏
㸰
㸷
࡟

࠸⾜
ࡗ
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸

㸰
͆
ࣁ
ࢣ
ࣥ
఍
♫
ࡀ
࠸
ࡋ
ࡷ
͇
ࢆ

࠾࡜㏻
ࡋ
࡚
ࠊ

ࡓࡣാ
ࡽ
࠸
࡚
࠸
ࡿ

Ѝ

㹏
㸰
㸷
࡟

࠸⾜
ࡗ
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸

㸱
͆
ࣁ
ࢣ
ࣥ
఍
♫
ࡀ
࠸
ࡋ
ࡷ
͇
ࡣ

࠾࡜㏻
ࡉ
࡞
࠸
࡛
ࠊ

ࡓࡣാ
ࡽ
࠸
࡚
࠸
ࡿ


 
㹏
㸰
㸶

࠼࠺ୖ
ࡢ

㹏
㸰
㸵
࡛
ࠊ
ࠕ
㸱
ࠖ
࡜

ࡓࡇ⟅
࠼
ࡓ

࡜ࡦே
ࡣ

࡝
ࡢ
ࡼ
࠺
࡞

ዎ
⣙
ࡅ
࠸
ࡸ
ࡃ
࡛

ࡓࡣാ
ࡽ
࠸
࡚
࠸
ࡲ
ࡍ
࠿
ࠋ




㸯

ᮇ
㛫
ࡁ
࠿
ࢇ
ࡀ

ࡁỴ
ࡲ
ࡗ
࡚
࠸
࡞
࠸

ṇ
つ
ࡏ
࠸
ࡁ
♫
ဨ
ࡋ
ࡷ
࠸
ࢇ
࡜
ࡋ
࡚

ࡓࡣാ
ࡽ
࠸
࡚
࠸
ࡿ




㸰

ᮇ
㛫
ࡁ
࠿
ࢇ
ࡀ

ࡁỴ
ࡲ
ࡗ
࡚
࠸
ࡿ

ዎ
⣙
ࡅ
࠸
ࡸ
ࡃ
♫
ဨ
ࡋ
ࡷ
࠸
ࢇ
࡜
ࡋ
࡚

ࡓࡣാ
ࡽ
࠸
࡚
࠸
ࡿ




㸱

ࣃ
࣮
ࢺ
࣭
࢔
ࣝ
ࣂ
࢖
ࢺ
࡜
ࡋ
࡚

ࡓࡣാ
ࡽ
࠸
࡚
࠸
ࡿ




㸲

ࡑ
ࡢ
࠿࡯௚
㸦

















㸧


 7
 
㹏
㸰
㸷

ࡲ࠸௒
ࡢ

௙
஦
ࡋ
ࡈ
࡜
ࡣ

࡝
࠺
ࡸ
ࡗ
࡚

ࡳぢ
ࡘ
ࡅ
ࡲ
ࡋ
ࡓ
࠿
ࠋ
㸦
ۑ
ࡣ

࠸
ࡃ
ࡘ
࡛
ࡶ
㸧




㸯

ᐙ
᪘
࠿
ࡒ
ࡃ
ࡸ

ࢇࡋぶ
ࡏ
ࡁ
࡟

ࡋ࠾ᩍ
࠼
࡚
ࡶ
ࡽ
ࡗ
ࡓ




㸰

࡞࠾ྠ
ࡌ

࡟ࡃᅜ
ࡢ

཭
㐩
࡜
ࡶ
ࡔ
ࡕ
࡟

ࡋ࠾ᩍ
࠼
࡚
ࡶ
ࡽ
ࡗ
ࡓ




㸱

᪥
ᮏ
ே
࡟
࡯
ࢇ
ࡌ
ࢇ
ࡢ

཭
㐩
࡜
ࡶ
ࡔ
ࡕ
࡟

ࡋ࠾ᩍ
࠼
࡚
ࡶ
ࡽ
ࡗ
ࡓ





㸲

ࣁ
ࣟ
࣮
࣡
࣮
ࢡ
࡟

࠸⾜
ࡗ
ࡓ




㸳

ࣁ
ࢣ
ࣥ
఍
♫
ࡀ
࠸
ࡋ
ࡷ
ࢆ

࠾࡜㏻
ࡋ
࡚




㸴

ࡓࢃ⚾
ࡋ
ࡢ

࡟ࡃᅜ
ࡢ

ゝ
ⴥ
ࡇ
࡜
ࡤ
࡛

࠿᭩
࠿
ࢀ
࡚
࠸
ࡿ

᪂
⪺
ࡋ
ࢇ
ࡪ
ࢇ
ࡸ

㞧
ㄅ
ࡊ
ࡗ
ࡋ
࡛

ࡳぢ
ࡘ
ࡅ
ࡓ




㸵

ࡑ
ࡢ
࠿࡯௚
㸦
࡝
ࡇ
࣭
࡝
࠺
ࡸ
ࡗ
࡚
㸸























㸧

 
㹏
㸱
㸮

ࡲ࠸௒
ࡢ

௙
஦
ࡋ
ࡈ
࡜
ࡣ

ఱ
ᖺ
࡞
ࢇ
ࡡ
ࢇ
ࡃ
ࡽ
࠸

࡙ࡘ⥆
ࡅ
࡚
࠸
ࡲ
ࡍ
࠿
ࠋ
㸦
ᩘ
Ꮠ
ࡍ
࠺
ࡌ
ࢆ

࠿᭩
࠸
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
㸧













ࢇࡡᖺ








࠿࢝
ࡘࡆ᭶


㹏
㸱
㸯

࠼ࡲ๓
ࡢ
ࡘ᭶
ࡁ
ࡣ

ᖹ
ᆒ
࡬
࠸
ࡁ
ࢇ
ࡋ
࡚
㸯ࠊ
㐌
㛫
ࡋ
ࡹ
࠺
࠿
ࢇ
࡟

ఱ
᫬
㛫
࡞
ࢇ
ࡌ
࠿
ࢇ

ࡓࡣാ
ࡽ
ࡁ
ࡲ
ࡋ
ࡓ
࠿
㸦ࠋ
ᩘ
Ꮠ
ࡍ
࠺
ࡌ
ࢆ

࠿᭩
࠸
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
㸧













᫬
㛫
ࡌ
࠿
ࢇ
㸭
ࡹࡋ㐌
࠺


㹏
㸱
㸰

࠶
࡞
ࡓ
ࡢ

࠼ࡲ๓
ࡢ

㸱
ࣨ
᭶
࠿
ࡆ
ࡘ
ࢇ࠿㛫
ࡢ

⤥
ᩱ
ࡁ
ࡹ
࠺
ࡾ
ࡻ
࠺
ࡢ

ᖹ
ᆒ
࡬
࠸
ࡁ
ࢇ
ࡣ

ࡁࡘ᭶
࡟

࠸
ࡃ
ࡽ
ࡃ
ࡽ
࠸
࡛
ࡋ
ࡓ
࠿
ࠋ

ᩘ
Ꮠ
ࡍ
࠺
ࡌ
ࢆ

࠿᭩
࠸
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
㸧



















ࢇ࠼෇
࣭㸭
ࡁࡘ᭶


㹏 
㸱
㸱

ࡲ࠸௒
ࡢ

௙
஦
ࡋ
ࡈ
࡜
ࡣ

࡟࡞ఱ
࡟

㛵
ಀ
࠿
ࢇ
ࡅ
࠸
ࡋ
࡚
࠸
ࡲ
ࡍ
࠿
ࠋ


ࡶ
ࡢ
ࢆ

ࡘ
ࡃ
ࡿ

௙
஦
ࡋ
ࡈ
࡜



㸯

⮬
ື
㌴
ࡌ
࡝
࠺
ࡋ
ࡷ
࣭
ࣂ
࢖
ࢡ
࡞
࡝
ࢆ

ࡘ
ࡃ
ࡿ



㸰

㟁
Ẽ
࡛
ࢇ
ࡁ
࡟

㛵
ಀ
࠿
ࢇ
ࡅ
࠸
ࡍ
ࡿ
ࡶ
ࡢ
ࢆ

ࡘ
ࡃ
ࡿ



㸱

ࡓ㣗
࡭
ࡶ
ࡢ
ࢆ

ࡘ
ࡃ
ࡿ



㸲

ࡑ
ࡢ
࠿࡯௚
㸦


















㸧


ࢧ
࣮
ࣅ
ࢫ
ࢆ
ࡍ
ࡿ

௙
஦
ࡋ
ࡈ
࡜



㸳

ࡶ
ࡢ
ࡸ

࡜ࡦே
ࢆ

ࡇࡣ㐠
ࡪ




㸴

ࣞ
ࢫ
ࢺ
ࣛ
ࣥ
ࡸ

࣍
ࢸ
ࣝ
࡞
࡝
࡛

ࡓࡣാ
ࡽ
ࡃ



㸵

ࡶ
ࡢ
ࢆ

࠺኎
ࡿ




㸶

ᤲ
㝖
ࡑ
࠺
ࡌ
ࢆ
ࡍ
ࡿ
ࠊ
࢞
࣮
ࢻ
࣐
ࣥ



㸷

࠾
ࡋ࡜ᖺ
ࡼ
ࡾ
ࡸ

ࡇᏊ
࡝
ࡶ
ࡢ

ୡ
ヰ
ࡏ
ࢃ
ࢆ

ࡍ
ࡿ


㸯
㸮

ࡑ
ࡢ
࠿࡯௚
㸦

















㸧

−07 −
 8
 
㹏
㸱
㸲

ࡲ࠸௒
ࡢ

௙
஦
ࡋ
ࡈ
࡜
ࡢ

ෆ
ᐜ
࡞
࠸
ࡼ
࠺
ࡣ

ࢇ࡞ఱ
࡛
ࡍ
࠿
ࠋ


㸯

ࡶ
ࡢ
ࢆ
ࡘ
ࡃ
ࡿ
࣭
స
ᴗ
ࡉ
ࡂ
ࡻ
࠺
ࡍ
ࡿ
㸦
ࡘ
ࡃ
ࡿ
ࠊ
࠾࡞┤
ࡍ
ࠊ
ࡇࡣ㐠
ࡪ
ࠊ
࠼࠸ᐙ
ࢆ
ࡓ
࡚
ࡿ
ࠊ
ᕤ
஦
ࡇ
࠺
ࡌ
ࢆ
ࡍ
ࡿ
㸧


㸰

ࡶ
ࡢ
ࢆ
࠺኎
ࡿ
࣭
ࢧ
࣮
ࣅ
ࢫ
ࡍ
ࡿ
㸦
ࡏࡳᗑ
ࢆ
ࡶᣢ
ࡘ
ࠊ
ࡏࡳᗑ
࡛

ࡓࡣാ
ࡽ
ࡃ
ࡶࠊ
ࡢ
ࢆ
࠺኎
ࡿ
ࡦேࠊ
࡜
ࢆ
ୡ
ヰ
ࡏ
ࢃ
ࡍ
ࡿ
㸧


㸱

஦
ົ
ࡌ
ࡴ
࡟

㛵
ಀ
࠿
ࢇ
ࡅ
࠸
ࡍ
ࡿ
㸦
஦
ົ
ᡤ
ࡌ
ࡴ
ࡋ
ࡻ
࡛

ࡓࡣാ
ࡽ
ࡃ
ࠊ
㖟
⾜
ࡂ
ࢇ
ࡇ
࠺
࡛

ࡓࡣാ
ࡽ
ࡃ
࡞
࡝
㸧


㸲

ᑓ
㛛
ࡏ
ࢇ
ࡶ
ࢇ
ࡢ
௙
஦
ࡋ
ࡈ
࡜
࡜ࡦே࣭
ࡢ
⟶
⌮
࠿
ࢇ
ࡾ
ࢆ
ࡍ
ࡿ
㸦
࢚
ࣥ
ࢪ
ࢽ
࢔
ࠊ
┳
ㆤ
ᖌ
࠿
ࢇ
ࡈ
ࡋ
ࠊ
௓
ㆤ
࠿
࠸
ࡈ
⚟
♴
ኈ
ࡩ
ࡃ
ࡋ
ࡋ
ࠊ
࣊
ࣝ
ࣃ
࣮
ࠊ
ඛ
⏕
ࡏ
ࢇ
ࡏ
࠸
ࠊ

㏻
ヂ
ࡘ
࠺
ࡸ
ࡃ
ࠊ
࡜ࡦே
ࡢ

⟶
⌮
࠿
ࢇ
ࡾ
ࢆ
ࡍ
ࡿ
࡞
࡝
㸧


㸳

⏣
⏿
ࡓ
ࡣ
ࡓ
࡛

᳜
≀
ࡋ
ࡻ
ࡃ
ࡪ
ࡘ
㸦
ࡵࡇ⡿
ࡸ
㔝
⳯
ࡸ
ࡉ
࠸
࡞
࡝
㸧
ࢆ
࡜
ࡿ


㸴

୺
፬
ࡋ
ࡹ
ࡩ
㸦
࠼࠸ᐙ
࡛
ᐙ
஦
࠿
ࡌ
ࢆ
ࡍ
ࡿ
㸧


㸵

Ꮫ
⏕
ࡀ
ࡃ
ࡏ
࠸


㸶

ࡑ
ࡢ
࠿࡯௚
㸦


















㸧

 
㹏
㸱
㸳

ࡲ࠸௒
ࡢ

௙
஦
ࡋ
ࡈ
࡜
ࡢ

ປ
ാ
ࢁ
࠺
࡝
࠺

ዎ
⣙
ࡅ
࠸
ࡸ
ࡃ
㸦
ࡓࡣാ
ࡽ
ࡃ
ᮇ
㛫
ࡁ
࠿
ࢇ
ࡢ

⣙
᮰
ࡸ
ࡃ
ࡑ
ࡃ
㸧
ࡣ

࡝
ࡢ
ࡃ
ࡽ
࠸
࡛
ࡍ
࠿
ࠋ

㸯

㸯
ࣨ
᭶
࠿
ࡆ
ࡘ
 
㸰

㸰
ࣨ
᭶
࠿
ࡆ
ࡘ
 
㸱

㸱
ࣨ
᭶
࠿
ࡆ
ࡘ
 
㸲

㸴
ࣨ
᭶
࠿
ࡆ
ࡘ
 
㸳

㸯
ࢇࡡᖺ
ࡼ
ࡾ

࠼࠺ୖ
 
㸴

ᮇ
㛫
ࡁ
࠿
ࢇ
ࡣ

ࡁỴ
ࡲ
ࡗ
࡚
࠸
࡞
࠸

 
 
㹏
㸱
㸴

࠶
࡞
ࡓ
ࡢ

࡟ࡃᅜ
࡬

㸯
ࣨ
᭶
࠿
ࡆ
ࡘ

ᖹ
ᆒ
࡬
࠸
ࡁ
ࢇ
ࡋ
࡚

࠾
ࡡ࠿㔠
ࢆ

࠸
ࡃ
ࡽ
ࡃ
ࡽ
࠸

ࡃ࠾㏦
ࡗ
࡚

࠸
ࡲ
ࡍ
࠿
ࠋ

㸯

࠾
ࡡ࠿㔠
ࡣ

ࡃ࠾㏦
ࡗ
࡚
࠸
࡞
࠸
 
㸰

㸯
୓
෇
ࡲ
ࢇ
࠼
ࢇ
ࡼ
ࡾ
ࡋୗ
ࡓ
㸭
ࡁࡘ᭶
 
㸱

㸯
୓
෇
ࡲ
ࢇ
࠼
ࢇ
ࡼ
ࡾ
࠺ୖ
࠼
㹼
㸱
୓
෇
ࡼ
ࡾ
ࡋୗ
ࡓ
㸭
ࡁࡘ᭶
 
㸲

㸱
୓
෇
ࡲ
ࢇ
࠼
ࢇ
ࡼ
ࡾ
࠺ୖ
࠼
㹼
㸳
୓
෇
ࡼ
ࡾ
ࡋୗ
ࡓ
㸭
ࡁࡘ᭶
 
㸳

㸳
୓
෇
ࡲ
ࢇ
࠼
ࢇ
ࡼ
ࡾ
࠺ୖ
࠼
㸭
ࡁࡘ᭶
 




࠙
㸴
ࠚ
࠶
࡞
ࡓ
ࡀ

᪥
ᮏ
࡟
࡯
ࢇ
࡟
ࡁ᮶
࡚

ࡣ
ࡌ
ࡵ
࡚
ࡋ
ࡓ

௙
஦
ࡋ
ࡈ
࡜
࡟
ࡘ
࠸
࡚
ࡢ

㉁
ၥ
ࡋ
ࡘ
ࡶ
ࢇ
࡛
ࡍ
ࠋ

㹏
㸱
㸵

࠶
࡞
ࡓ
ࡀ

᪥
ᮏ
࡟
࡯
ࢇ
࡟

ࡁ᮶
࡚

ࡣ
ࡌ
ࡵ
࡚

ࡸ
ࡗ
ࡓ

௙
஦
ࡋ
ࡈ
࡜
ࡢ

ࡓ࠿ᙧ
ࡕ
ࡣ

ࡂࡘḟ
ࡢ

࡝
ࢀ
࡛
ࡍ
࠿
ࠋ

㸯

୍
ே
ࡦ
࡜
ࡾ
࡛

ࡓࢃ⚾
ࡋ
ࡢ

ࡏࡳᗑ
ࢆ

ࡽࡦ㛤
࠸
ࡓ

Ѝ

㹏
㸱
㸷
࡟

࠸⾜
ࡗ
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸

㸰
͆
ࣁ
ࢣ
ࣥ
఍
♫
ࡀ
࠸
ࡋ
ࡷ
͇
ࢆ

࠾࡜㏻
ࡋ
࡚
ࠊ
ࡓࡣാ
ࡽ
࠸
ࡓ


Ѝ

㹏
㸱
㸷
࡟

࠸⾜
ࡗ
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸

㸱
͆
ࣁ
ࢣ
ࣥ
఍
♫
ࡀ
࠸
ࡋ
ࡷ
͇
ࢆ

࠾࡜㏻
ࡉ
࡞
࠸
࡛
ࠊ
ࡓࡣാ
ࡽ
࠸
ࡓ



㹏
㸱
㸶
࡟

࠸⾜
ࡗ
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸

 9
 
㹏
㸱
㸶

࠼ࡲ๓
ࡢ

㹏
㸱
㸵
࡛
ࠕ
㸱
ࠖ
࡜

ࡓࡇ⟅
࠼
ࡓ

࡜ࡦே
ࡣ

࡝
ࡢ
ࡼ
࠺
࡞

ዎ
⣙
ࡅ
࠸
ࡸ
ࡃ
࡛

ࡓࡣാ
ࡽ
ࡁ
ࡲ
ࡋ
ࡓ
࠿
ࠋ




㸯

ᮇ
㛫
ࡁ
࠿
ࢇ
ࡀ

ࡁỴ
ࡲ
ࡗ
࡚
࠸
࡞
࠸

ṇ
つ
ࡏ
࠸
ࡁ
♫
ဨ
ࡋ
ࡷ
࠸
ࢇ
࡜
ࡋ
࡚

ࡓࡣാ
ࡽ
࠸
ࡓ




㸰

ᮇ
㛫
ࡁ
࠿
ࢇ
ࡀ

ࡁỴ
ࡲ
ࡗ
࡚
࠸
ࡿ

ዎ
⣙
ࡅ
࠸
ࡸ
ࡃ
♫
ဨ
ࡋ
ࡷ
࠸
ࢇ
࡜
ࡋ
࡚

ࡓࡣാ
ࡽ
࠸
ࡓ




㸱

ࣃ
࣮
ࢺ
࣭
࢔
ࣝ
ࣂ
࢖
ࢺ
࡜
ࡋ
࡚

ࡓࡣാ
ࡽ
࠸
ࡓ




㸲

ࡑ
ࡢ
࠿࡯௚
㸦

















㸧


㹏
㸱
㸷

᪥
ᮏ
࡟
࡯
ࢇ
࡟

ࡁ᮶
࡚
ࠊ
ࡣ
ࡌ
ࡵ
࡚

ࡸ
ࡗ
ࡓ

௙
஦
ࡋ
ࡈ
࡜
ࡣ

࡝
࠺
ࡸ
ࡗ
࡚

ࡳぢ
ࡘ
ࡅ
ࡲ
ࡋ
ࡓ
࠿
ࠋ

㸦
ۑ
ࡣ

࠸
ࡃ
ࡘ
࡛
ࡶ
㸧




㸯

ᐙ
᪘
࠿
ࡒ
ࡃ
ࡸ

ࢇࡋぶ
ࡏ
ࡁ
࡟

ࡋ࠾ᩍ
࠼
࡚
ࡶ
ࡽ
ࡗ
ࡓ




㸰

࡞࠾ྠ
ࡌ

࡟ࡃᅜ
ࡢ

཭
㐩
࡜
ࡶ
ࡔ
ࡕ
࡟

ࡋ࠾ᩍ
࠼
࡚
ࡶ
ࡽ
ࡗ
ࡓ




㸱

᪥
ᮏ
ே
࡟
࡯
ࢇ
ࡌ
ࢇ
ࡢ

཭
㐩
࡜
ࡶ
ࡔ
ࡕ
࡟

ࡋ࠾ᩍ
࠼
࡚
ࡶ
ࡽ
ࡗ
ࡓ





㸲

ࣁ
ࣟ
࣮
࣡
࣮
ࢡ
࡟

࠸⾜
ࡗ
ࡓ




㸳

ࣁ
ࢣ
ࣥ
఍
♫
ࡀ
࠸
ࡋ
ࡷ
ࢆ

࠾࡜㏻
ࡋ
࡚




㸴

ࡓࢃ⚾
ࡋ
ࡢ

࡟ࡃᅜ
ࡢ

ゝ
ⴥ
ࡇ
࡜
ࡤ
࡛

࠿᭩
࠿
ࢀ
࡚
࠸
ࡿ

᪂
⪺
ࡋ
ࢇ
ࡪ
ࢇ
ࡸ

㞧
ㄅ
ࡊ
ࡗ
ࡋ
࡛

ࡳぢ
ࡘ
ࡅ
ࡓ




㸵

ࡑ
ࡢ
࠿࡯௚
㸦
࡝
ࡇ
࣭
࡝
࠺
ࡸ
ࡗ
࡚
㸸























㸧

㹏
㸲
㸮

᪥
ᮏ
࡟
࡯
ࢇ
࡟

ࡁ᮶
࡚

ࡣ
ࡌ
ࡵ
࡚

ࡸ
ࡗ
ࡓ

௙
஦
ࡋ
ࡈ
࡜
ࡣ

࡟࡞ఱ
࡟

㛵
ಀ
࠿
ࢇ
ࡅ
࠸
ࡋ
࡚
࠸
ࡲ
ࡋ
ࡓ
࠿
ࠋ


ࡶ
ࡢ
ࢆ

ࡘ
ࡃ
ࡿ

௙
஦
ࡋ
ࡈ
࡜



㸯

⮬
ື
㌴
ࡌ
࡝
࠺
ࡋ
ࡷ
࣭
ࣂ
࢖
ࢡ
࡞
࡝
ࢆ

ࡘ
ࡃ
ࡿ



㸰

㟁
Ẽ
࡛
ࢇ
ࡁ
࡟

㛵
ಀ
࠿
ࢇ
ࡅ
࠸
ࡍ
ࡿ
ࡶ
ࡢ
ࢆ

ࡘ
ࡃ
ࡿ



㸱

ࡓ㣗
࡭
ࡶ
ࡢ
ࢆ

ࡘ
ࡃ
ࡿ



㸲

ࡑ
ࡢ
࠿࡯௚
㸦


















㸧


ࢧ
࣮
ࣅ
ࢫ
ࢆ
ࡍ
ࡿ

௙
஦
ࡋ
ࡈ
࡜



㸳

ࡶ
ࡢ
ࡸ

࡜ࡦே
ࢆ

ࡇࡣ㐠
ࡪ




㸴

ࣞ
ࢫ
ࢺ
ࣛ
ࣥ
ࡸ

࣍
ࢸ
ࣝ
࡞
࡝
࡛

ࡓࡣാ
ࡽ
ࡃ



㸵

ࡶ
ࡢ
ࢆ

࠺኎
ࡿ




㸶

ᤲ
㝖
ࡑ
࠺
ࡌ
ࢆ
ࡍ
ࡿ
ࠊ
࢞
࣮
ࢻ
࣐
ࣥ




㸷

࠾
ࡋ࡜ᖺ
ࡼ
ࡾ
ࡸ

ࡇᏊ
࡝
ࡶ
ࡢ

ୡ
ヰ
ࡏ
ࢃ
ࢆ

ࡍ
ࡿ


㸯
㸮

ࡑ
ࡢ
࠿࡯௚
㸦

















㸧


  
−17 −
01
 
 
㹏
㸲
㸯

᪥
ᮏ
࡟
࡯
ࢇ
࡟

ࡁ᮶
࡚

ࡣ
ࡌ
ࡵ
࡚

ࡸ
ࡗ
ࡓ

௙
஦
ࡋ
ࡈ
࡜
ࡢ

ෆ
ᐜ
࡞
࠸
ࡼ
࠺
ࡣ

ࢇ࡞ఱ
࡛
ࡋ
ࡓ
࠿
ࠋ


㸯

ࡶ
ࡢ
ࢆ
ࡘ
ࡃ
ࡿ
࣭
స
ᴗ
ࡉ
ࡂ
ࡻ
࠺
ࡍ
ࡿ
㸦
ࡘ
ࡃ
ࡿ
ࠊ
࠾࡞┤
ࡍ
ࠊ
ࡇࡣ㐠
ࡪ
ࠊ
࠼࠸ᐙ
ࢆ
ࡓ
࡚
ࡿ
ࠊ
ᕤ
஦
ࡇ
࠺
ࡌ
ࢆ
ࡍ
ࡿ
㸧


㸰

ࡶ
ࡢ
ࢆ
࠺኎
ࡿ
࣭
ࢧ
࣮
ࣅ
ࢫ
ࡍ
ࡿ
㸦
ࡏࡳᗑ
ࢆ
ࡶᣢ
ࡘ
ࠊ
ࢇ࡚ᗑ
࡛

ࡓࡣാ
ࡽ
ࡃ
ࡶࠊ
ࡢ
ࢆ
࠺኎
ࡿ
ࡦேࠊ
࡜
ࢆ
ୡ
ヰ
ࡏ
ࢃ
ࡍ
ࡿ
㸧


㸱

஦
ົ
ࡌ
ࡴ
࡟

㛵
ಀ
࠿
ࢇ
ࡅ
࠸
ࡍ
ࡿ
㸦
஦
ົ
ᡤ
ࡌ
ࡴ
ࡋ
ࡻ
࡛

ࡓࡣാ
ࡽ
ࡃ
ࠊ
㖟
⾜
ࡂ
ࢇ
ࡇ
࠺
࡛

ࡓࡣാ
ࡽ
ࡃ
࡞
࡝
㸧


㸲

ᑓ
㛛
ࡏ
ࢇ
ࡶ
ࢇ
ࡢ
௙
஦
ࡋ
ࡈ
࡜
࡜ࡦே࣭
ࡢ
⟶
⌮
࠿
ࢇ
ࡾ
ࢆ
ࡍ
ࡿ
㸦
࢚
ࣥ
ࢪ
ࢽ
࢔
ࠊ
┳
ㆤ
ᖌ
࠿
ࢇ
ࡈ
ࡋ
ࠊ
௓
ㆤ
࠿
࠸
ࡈ
⚟
♴
ኈ
ࡩ
ࡃ
ࡋ
ࡋ
ࠊ
࣊
ࣝ
ࣃ
࣮
ࠊ
ඛ
⏕
ࡏ
ࢇ
ࡏ
࠸
ࠊ

㏻
ヂ
ࡘ
࠺
ࡸ
ࡃ
ࠊ
࡜ࡦே
ࡢ

⟶
⌮
࠿
ࢇ
ࡾ
ࢆ
ࡍ
ࡿ
࡞
࡝
㸧


㸳

⏣
⏿
ࡓ
ࡣ
ࡓ
࡛

᳜
≀
ࡋ
ࡻ
ࡃ
ࡪ
ࡘ
㸦
ࡵࡇ⡿
ࡸ
㔝
⳯
ࡸ
ࡉ
࠸
࡞
࡝
㸧
ࢆ
࡜
ࡿ


㸴

୺
፬
ࡋ
ࡹ
ࡩ
㸦
࠼࠸ᐙ
ࡢ
ᐙ
஦
࠿
ࡌ
ࢆ
ࡍ
ࡿ
㸧


㸵

Ꮫ
⏕
ࡀ
ࡃ
ࡏ
࠸


㸶

ࡑ
ࡢ
࠿࡯௚
㸦


















㸧

 
࠙
㸵
ࠚ
࠶
࡞
ࡓ
ࡀ

᪥
ᮏ
࡟
࡯
ࢇ
࡟

ࡃ᮶
ࡿ

࠼ࡲ๓
࡟

ࡸ
ࡗ
࡚
࠸
ࡓ

௙
஦
ࡋ
ࡈ
࡜
࡟
ࡘ
࠸
࡚
ࡢ

㉁
ၥ
ࡋ
ࡘ
ࡶ
ࢇ
࡛
ࡍ
ࠋ

 
㹏
㸲
㸰

᪥
ᮏ
࡟
࡯
ࢇ
࡟

᮶
ࡿ
ࡃ
ࡿ

࠼ࡲ๓
ࡣ

࠶
࡞
ࡓ
ࡢ

࡟ࡃᅜ
࡛

࡝
ࢇ
࡞
௙
஦
ࡋ
ࡈ
࡜
ࢆ

ࡋ
࡚
࠸
ࡲ
ࡋ
ࡓ
࠿
ࠋ


㸯

ࡶ
ࡢ
ࢆ
ࡘ
ࡃ
ࡿ
࣭
స
ᴗ
ࡉ
ࡂ
ࡻ
࠺
ࡍ
ࡿ
㸦
ࡘ
ࡃ
ࡿ
ࠊ
࠾࡞┤
ࡍ
ࠊ
ࡇࡣ㐠
ࡪ
ࠊ
࠼࠸ᐙ
ࢆ
ࡓ
࡚
ࡿ
ࠊ
ᕤ
஦
ࡇ
࠺
ࡌ
ࢆ
ࡍ
ࡿ
㸧


㸰

ࡶ
ࡢ
ࢆ
࠺኎
ࡿ
࣭
ࢧ
࣮
ࣅ
ࢫ
ࡍ
ࡿ
㸦
ࡏࡳᗑ
ࢆ
ࡶᣢ
ࡘ
ࠊ
ࡏࡳᗑ
࡛

ࡓࡣാ
ࡽ
ࡃ
ࡶࠊ
ࡢ
ࢆ
࠺኎
ࡿ
ࡦேࠊ
࡜
ࢆ
ୡ
ヰ
ࡏ
ࢃ
ࡍ
ࡿ
㸧


㸱

஦
ົ
ࡌ
ࡴ
࡟

㛵
ಀ
࠿
ࢇ
ࡅ
࠸
ࡍ
ࡿ
㸦
஦
ົ
ᡤ
ࡌ
ࡴ
ࡋ
ࡻ
࡛

ࡓࡣാ
ࡽ
ࡃ
ࠊ
㖟
⾜
ࡂ
ࢇ
ࡇ
࠺
࡛

ࡓࡣാ
ࡽ
ࡃ
࡞
࡝
㸧


㸲

ᑓ
㛛
ࡏ
ࢇ
ࡶ
ࢇ
ࡢ
௙
஦
ࡋ
ࡈ
࡜
࡜ࡦே࣭
ࡢ
⟶
⌮
࠿
ࢇ
ࡾ
ࢆ
ࡍ
ࡿ
㸦
࢚
ࣥ
ࢪ
ࢽ
࢔
ࠊ
┳
ㆤ
ᖌ
࠿
ࢇ
ࡈ
ࡋ
ࠊ
௓
ㆤ
࠿
࠸
ࡈ
⚟
♴
ኈ
ࡩ
ࡃ
ࡋ
ࡋ
ࠊ
࣊
ࣝ
ࣃ
࣮
ࠊ
ඛ
⏕
ࡏ
ࢇ
ࡏ
࠸
ࠊ

㏻
ヂ
ࡘ
࠺
ࡸ
ࡃ
ࠊ
࡜ࡦே
ࡢ

⟶
⌮
࠿
ࢇ
ࡾ
ࢆ
ࡍ
ࡿ
࡞
࡝
㸧


㸳

⏣
⏿
ࡓ
ࡣ
ࡓ
࡛

᳜
≀
ࡋ
ࡻ
ࡃ
ࡪ
ࡘ
㸦
ࡵࡇ⡿
ࡸ
㔝
⳯
ࡸ
ࡉ
࠸
࡞
࡝
㸧
ࢆ
࡜
ࡿ


㸴

୺
፬
ࡋ
ࡹ
ࡩ
㸦
࠼࠸ᐙ
ࡢ
ᐙ
஦
࠿
ࡌ
ࢆ
ࡍ
ࡿ
㸧


㸵

Ꮫ
⏕
ࡀ
ࡃ
ࡏ
࠸


㸶

ࡑ
ࡢ
࠿࡯௚
㸦


















㸧

 


࠙
㸶
ࠚ
ࡇ
ࢀ
࠿
ࡽ

ࡀࡕ㐪
࠺

ࡕࡲ⏫
࡟

ࡍఫ
ࡴ
ࠊ
࡟ࡃᅜ
࡬

࠼࠿ᖐ
ࡿ

ண
ᐃ
ࡼ
࡚
࠸
࡟
ࡘ
࠸
࡚
ࡢ

㉁
ၥ
ࡋ
ࡘ
ࡶ
ࢇ
࡛
ࡍ
ࠋ

㹏
㸲
㸱

ࡇ
ࢀ
࠿
ࡽ

㸱
ࢇࡡᖺ
ࡢ

࠸࠶㛫
ࡔ
࡟
ࠊ
ᮾ
᪂
⏫
࡜
࠺
ࡋ
ࢇ
ࡕ
ࡻ
࠺
ᅋ
ᆅ
ࡔ
ࢇ
ࡕ
࠿
ࡽ

ࡦᘬ
ࡗ
ࡇ㉺
ࡍ

ண
ᐃ
ࡼ
࡚
࠸
ࡣ

࠶
ࡾ
ࡲ
ࡍ
࠿
ࠋ


㸯

ࡍ
ࡈ
ࡃ
࠶
ࡿ
  
 
㸱

࠶
ࡲ
ࡾ
࡞
࠸
 

㸰

ࡇࡍᑡ
ࡋ
ࡔ
ࡅ
࠶
ࡿ
 
 
㸲

඲
↛
ࡐ
ࢇ
ࡐ
ࢇ
࡞
࠸
 
 
㹏
㸲
㸲
࡬
࠸⾜
ࡗ
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸

㹏
㸲
㸳
࡬
࠸⾜
ࡗ
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸

11
 
 
㹏
㸲
㸲

࠼ࡲ๓
ࡢ
㹏
㸲
㸱
࡛
ࠕ
㸯

ࡍ
ࡈ
ࡃ
࠶
ࡿ
ࠕࠖࠊ
㸰

ࡇࡍᑡ
ࡋ
ࡔ
ࡅ
࠶
ࡿ
ࠖ
࡜

ࡓࡇ⟅
࠼
ࡓ

࡜ࡦே
ࡣ
ࠊ
࡝
ࡇ
࡟


࠸⾜
ࡃ
ண
ᐃ
ࡼ
࡚
࠸
࡛
ࡍ
࠿
ࠋ





㸯

☬
⏣
ᕷ
࠸
ࢃ
ࡓ
ࡋ
ࡢ

࠿࡯௚
ࡢ

ሙ
ᡤ
ࡤ
ࡋ
ࡻ
 
 
㸲

እ
ᅜ
ࡀ
࠸
ࡇ
ࡃ
㸦
࡟ࡃᅜ
ࡢ
ྡ
๓
࡞
ࡲ
࠼
㸸










㸧
 

㸰

㟼
ᒸ
┴
ࡋ
ࡎ
࠾
࠿
ࡅ
ࢇ
ࡢ

࠿࡯௚
ࡢ

ᕷ
⏫
ࡋ
ࡲ
ࡕ
 
 
㸳

ࢃ
࠿
ࡽ
࡞
࠸
 

㸱

᪥
ᮏ
࡟
࡯
ࢇ
ࡢ

࠿࡯௚
ࡢ

ࢇࡅ┴
 


㹏
㸲
㸳

ࡇ
ࢀ
࠿
ࡽ

᪥
ᮏ
࡟
࡯
ࢇ
࡛
࡝
ࡢ
ࡃ
ࡽ
࠸

ࡍఫ
ࡴ

ண
ᐃ
ࡼ
࡚
࠸
࡛
ࡍ
࠿
ࠋ




㸯

᪥
ᮏ
࡟
࡯
ࢇ
࡟

Ọ
ఫ
࠼
࠸
ࡌ
ࡹ
࠺
ࡍ
ࡿ

ண
ᐃ
ࡼ
࡚
࠸






㸰

㸯
㸮
ࢇࡡᖺ
ࡼ
ࡾ
࡞㛗
ࡀ
࠸










㸱

㸱
ࢇࡡᖺ
ࡼ
ࡾ
࡞㛗
ࡀ
࠸

㹼

㸯
㸮
ࢇࡡᖺ
ࡼ
ࡾ
ࡣ

ࡌࡳ▷
࠿
࠸


㸲

㸯
ࢇࡡᖺ
ࡼ
ࡾ
࡞㛗
ࡀ
࠸

㹼

㸱
ᖺ
ࡼ
ࡾ

ࡌࡳ▷
࠿
࠸

㸳

㸯
ࢇࡡᖺ
ࡼ
ࡾ

ࡌࡳ▷
࠿
࠸

㸴

ࢃ
࠿
ࡽ
࡞
࠸


࠙
㸷
ࠚ
⤖
፧
ࡅ
ࡗ
ࡇ
ࢇ
ࡋ
࡚
࠸
ࡿ

┦
ᡭ
࠶
࠸
࡚
࡜
ࡢ

㛵
ಀ
࠿
ࢇ
ࡅ
࠸
࡟
ࡘ
࠸
࡚
ࡢ

㉁
ၥ
ࡋ
ࡘ
ࡶ
ࢇ
࡛
ࡍ
ࠋ


㹏
㸲
㸴

࠶
࡞
ࡓ
ࡣ
ࠊ
ࡲ࠸௒
ࠊ
⤖
፧
ࡅ
ࡗ
ࡇ
ࢇ
ࡋ
࡚
࠸
ࡲ
ࡍ
࠿
ࠋ

㸯

⤖
፧
ࡅ
ࡗ
ࡇ
ࢇ
ࡋ
࡚
࠸
࡞
࠸
 
Ѝ

㹏
㸳
㸲
࡬

࠸⾜
ࡗ
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
 
 
㸰

⤖
፧
ࡅ
ࡗ
ࡇ
ࢇ
ࡋ
࡚
࠸
ࡿ
 
 
 
 
 
㸱

⤖
፧
ࡅ
ࡗ
ࡇ
ࢇ
ࡋ
ࡓ
┦
ᡭ
࠶
࠸
࡚
࡜

࠿ࢃู
ࢀ
ࡓ
 
㸲

⤖
፧
ࡅ
ࡗ
ࡇ
ࢇ
ࡋ
ࡓ
┦
ᡭ
࠶
࠸
࡚
ࡀ

࡞ஸ
ࡃ
࡞
ࡗ
ࡓ
 
 
ࠕ
㸰
ࠕࠖࠊ
㸱
ࠕࠖࠊ
㸲
ࠖ
࡜
ࡇ⟅ 
ࡓ
࠼
ࡓ

࡜ࡦே
ࡣ

ࡓࡋୗ
ࡢ

㹏
㸲
㸵
㹼
㹏
㸳
㸱
ࢆ

ࡓࡇ⟅
࠼
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
ࠋ
 
ࠕ
㸱
ࠕࠖࠊ
㸲
ࠖ
࡜

ࡓࡇ⟅
࠼
ࡓ

࡜ࡦே
ࡣ

୍
␒
࠸
ࡕ
ࡤ
ࢇ

࠿ࡕ㏆
࠸

⤖
፧
ࡅ
ࡗ
ࡇ
ࢇ
࡟
ࡘ
࠸
࡚

ࡋ࠾ᩍ
࠼
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
ࠋ
 
 
㹏
㸲
㸵

࠶
࡞
ࡓ
ࡣ

⤖
፧
ࡅ
ࡗ
ࡇ
ࢇ
ࡢ

࡝࡜ᒆ
ࡅ
㸦
࠾
ࡋ▱
ࡽ
ࡏ
㸧
ࢆ

ᙺ
ᡤ
ࡸ
ࡃ
ࡋ
ࡻ
࡞
࡝
࡟

ࡔฟ
ࡋ
ࡲ
ࡋ
ࡓ
࠿
ࠋ

㸯

ࡔฟ
ࡋ
ࡓ

㸰

ࡔฟ
ࡉ
࡞
࠿
ࡗ
ࡓ


㹏
㸲
㸶

࠶
࡞
ࡓ
ࡣ

࡝
ࡇ
࡛

⤖
፧
ࡅ
ࡗ
ࡇ
ࢇ
ࢆ

ࡋ
ࡲ
ࡋ
ࡓ
࠿
ࠋ



㸯

᪥
ᮏ
࡟
࡯
ࢇ
 


㸰

እ
ᅜ
ࡀ
࠸
ࡇ
ࡃ
㸦
࡟ࡃᅜ
ࡢ
ྡ
๓
࡞
ࡲ
࠼
㸸














㸧
 
−27 −
21
 
 
㹏
㸲
㸷

⤖
፧
ࡅ
ࡗ
ࡇ
ࢇ
ࡋ
ࡓ

┦
ᡭ
࠶
࠸
࡚
࡜

ఱ
ᖺ
࡞
ࢇ
ࡡ
ࢇ

୍
⥴
࠸
ࡗ
ࡋ
ࡻ
࡟

ࡍఫ
ࢇ
࡛
࠸
ࡲ
ࡍ
࠿
ࠋ
㸦
ᩘ
Ꮠ
ࡍ
࠺
ࡌ
ࢆ

࠿᭩
࠸
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
㸧



㸦






㸧

ᖺ
 

㹏
㸳
㸮

ࡲ࠸௒
ࡢ

⤖
፧
ࡅ
ࡗ
ࡇ
ࢇ
ࡣ

ఱ
ᅇ
┠
࡞
ࢇ
࠿
࠸
ࡵ
࡛
ࡍ
࠿
ࠋ

㸯

ࡗ࠾ኵ
࡜
ࡶ

ࡲࡘጔ
ࡶ

ࡣ
ࡌ
ࡵ
࡚
ࡢ

⤖
፧
ࡅ
ࡗ
ࡇ
ࢇ
 
㸰

ࡗ࠾ኵ
࡜
ࡣ

ࡣ
ࡌ
ࡵ
࡚
ࡢ

⤖
፧
ࡅ
ࡗ
ࡇ
ࢇ
ࠊ
ࡘጔ
ࡲ
ࡣ

㸰
ᅇ
┠
࠿
࠸
ࡵ
ࡼ
ࡾ

࠼࠺ୖ
ࡢ

⤖
፧
ࡅ
ࡗ
ࡇ
ࢇ
 
㸱

ࡗ࠾ኵ
࡜
ࡣ

㸰
ᅇ
┠
࠿
࠸
ࡵ
ࡼ
ࡾ

࠼࠺ୖ
ࡢ

⤖
፧
ࡅ
ࡗ
ࡇ
ࢇ
ࠊ
ࡘጔ
ࡲ
ࡣ

ࡣ
ࡌ
ࡵ
࡚
ࡢ

⤖
፧
ࡅ
ࡗ
ࡇ
ࢇ
 
㸲

ࡗ࠾ኵ
࡜
ࡶ

ࡲࡘጔ
ࡶ

㸰
ᅇ
┠
࠿
࠸
ࡵ
ࡼ
ࡾ

࠼࠺ୖ
ࡢ

⤖
፧
ࡅ
ࡗ
ࡇ
ࢇ
 
 
㹏
㸳
㸯

⤖
፧
ࡅ
ࡗ
ࡇ
ࢇ
ࡋ
ࡓ
┦
ᡭ
࠶
࠸
࡚
ࡢ

ᅜ
⡠
ࡇ
ࡃ
ࡏ
ࡁ
ࢆ

ࡋ࠾ᩍ
࠼
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
ࠋ

㸯

ࣈ
ࣛ
ࢪ
ࣝ
 



㸲

᪥
ᮏ
࡟
࡯
ࢇ
 
㸰

࣌
ࣝ
࣮
 



㸳

ࡑ
ࡢ
࠿࡯௚
㸦












㸧
 
㸱

ࣇ
࢕
ࣜ
ࣆ
ࣥ




㸴

ࡓࡩ஧
ࡘ
ࡢ

ᅜ
⡠
ࡇ
ࡃ
ࡏ
ࡁ
㸦










࡜









㸧
 

㹏
㸳
㸰

࠶
࡞
ࡓ
ࡢ

ࡸ࠾ぶ
ࡢ

ࡲ࠸௒
ࡢ

ᵝ
Ꮚ
ࡼ
࠺
ࡍ
࡟
ࡘ
࠸
࡚

ࡋ࠾ᩍ
࠼
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
ࠋ

 
ࡓࢃ⚾
ࡋ
ࡢ
ࡕ∗
ࡕ

ࡓࢃ⚾
ࡋ
ࡢ
ࡣẕ
ࡣ

 
㸯

࡞ஸ
ࡃ
࡞
ࡗ
ࡓ
 
㸰

࠸⏕
ࡁ
࡚
࠸
ࡿ
 
 
㸯

࡞ஸ
ࡃ
࡞
ࡗ
ࡓ
 
㸰

࠸⏕
ࡁ
࡚
࠸
ࡿ
 
 
ఱ
ṓ
࡞
ࢇ
ࡉ
࠸
࡛
ࡍ
࠿
ࠋ
 
㸦





㸧
࠸ࡉṓ
 
㸦





㸧
࠸ࡉṓ
 
࠶
࡞
ࡓ
ࡢ

࠼࠸ᐙ
࠿
ࡽ
ࡢ

᫬
㛫
ࡌ
࠿
ࢇ
ࡣ


࡝
ࡢ
ࡃ
ࡽ
࠸

࡛
ࡍ
࠿
ࠋ
 
㸦
ࡼ
ࡃ
࠸⾜
ࡃ
᪉
ἲ
࡯
࠺
࡯
࠺
࡛
࠿
࠿
ࡿ

᫬
㛫
ࡌ
࠿
ࢇ
ࢆ

ࡋ࠾ᩍ
࠼
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
㸧
 
㸯

୍
⥴
࠸
ࡗ
ࡋ
ࡻ
࡟

ࡍఫ
ࢇ
࡛
࠸
ࡿ
 
㸰

㸯
㸳
ࢇࡩศ
ࡼ
ࡾ

ࡓࡋୗ
 
㸱

㸯
㸳
㹼
㸱
㸮
ࢇࡩศ
 
㸲

㸱
㸮
㹼
㸴
㸮
ࢇࡩศ
 
㸳

㸯
㹼
㸱
᫬
㛫
ࡌ
࠿
ࢇ
 
㸴

㸱
᫬
㛫
ࡌ
࠿
ࢇ
ࡼ
ࡾ
࠺ୖ
㸦 ࠼
᪥
ᮏ
࡟
࡯
ࢇ
ࡢ
࠿࡞୰
 㸧
㸵

እ
ᅜ
ࡀ
࠸
ࡇ
ࡃ
࡟
࠸
ࡿ
 
㸯

୍
⥴
࠸
ࡗ
ࡋ
ࡻ
࡟

ࡍఫ
ࢇ
࡛
࠸
ࡿ
 
㸰

㸯
㸳
ࢇࡩศ
ࡼ
ࡾ

ࡓࡋୗ
 
㸱

㸯
㸳
㹼
㸱
㸮
ࢇࡩศ
 
㸲

㸱
㸮
㹼
㸴
㸮
ࢇࡩศ
 
㸳

㸯
㹼
㸱
᫬
㛫
ࡌ
࠿
ࢇ
 
㸴

㸱
᫬
㛫
ࡌ
࠿
ࢇ
ࡼ
ࡾ
࠺ୖ
㸦 ࠼
᪥
ᮏ
࡟
࡯
ࢇ
ࡢ
࠿࡞୰
 㸧
㸵

እ
ᅜ
ࡀ
࠸
ࡇ
ࡃ
࡟
࠸
ࡿ
 
      
31
 
 
㹏
㸳
㸱

ࡲ࠸௒
ࡢ

࠶
࡞
ࡓ
ࡢ

⤖
፧
ࡅ
ࡗ
ࡇ
ࢇ
ࡋ
࡚
࠸
ࡿ

┦
ᡭ
࠶
࠸
࡚
ࡢ

ࡸ࠾ぶ
ࡢ

ᵝ
Ꮚ
ࡼ
࠺
ࡍ
࡟
ࡘ
࠸
࡚

ࡋ࠾ᩍ
࠼
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
ࠋ

 
⤖
፧
ࡅ
ࡗ
ࡇ
ࢇ
ࡋ
࡚
࠸
ࡿ
┦
ᡭ
࠶
࠸
࡚
ࡢ
ࡕ∗
ࡕ

⤖
፧
ࡅ
ࡗ
ࡇ
ࢇ
ࡋ
࡚
࠸
ࡿ
┦
ᡭ
࠶
࠸
࡚
ࡢ
ࡣẕ
ࡣ

 
㸯

࡞ஸ
ࡃ
࡞
ࡗ
ࡓ
 
㸰

࠸⏕
ࡁ
࡚
࠸
ࡿ
 
 
㸯

࡞ஸ
ࡃ
࡞
ࡗ
ࡓ
 
㸰

࠸⏕
ࡁ
࡚
࠸
ࡿ
 
 
ఱ
ṓ
࡞
ࢇ
ࡉ
࠸
࡛
ࡍ
࠿
ࠋ
 
㸦





㸧
࠸ࡉṓ
 
㸦





㸧
࠸ࡉṓ
 
࠶
࡞
ࡓ
ࡢ

࠼࠸ᐙ
࠿
ࡽ
ࡢ

᫬
㛫
ࡌ
࠿
ࢇ
ࡣ


࡝
ࡢ
ࡃ
ࡽ
࠸

࡛
ࡍ
࠿
ࠋ
 
㸦
ࡼ
ࡃ
࠸⾜
ࡃ
᪉
ἲ
࡯
࠺
࡯
࠺
࡛
࠿
࠿
ࡿ

᫬
㛫
ࡌ
࠿
ࢇ
ࢆ

ࡋ࠾ᩍ
࠼
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
㸧
 
㸯

୍
⥴
࠸
ࡗ
ࡋ
ࡻ
࡟

ࡍఫ
ࢇ
࡛
࠸
ࡿ
 
㸰

㸯
㸳
ࢇࡩศ
ࡼ
ࡾ

ࡓࡋୗ
 
㸱

㸯
㸳
㹼
㸱
㸮
ࢇࡩศ
 
㸲

㸱
㸮
㹼
㸴
㸮
ࢇࡩศ
 
㸳

㸯
㹼
㸱
᫬
㛫
ࡌ
࠿
ࢇ
 
㸴

㸱
᫬
㛫
ࡌ
࠿
ࢇ
ࡼ
ࡾ
࠺ୖ
㸦 ࠼
᪥
ᮏ
࡟
࡯
ࢇ
ࡢ
࠿࡞୰
 㸧
㸵

እ
ᅜ
ࡀ
࠸
ࡇ
ࡃ
࡟
࠸
ࡿ
 
㸯

୍
⥴
࠸
ࡗ
ࡋ
ࡻ
࡟

ࡍఫ
ࢇ
࡛
࠸
ࡿ
 
㸰

㸯
㸳
ࢇࡩศ
ࡼ
ࡾ

ࡓࡋୗ
 
㸱

㸯
㸳
㹼
㸱
㸮
ࢇࡩศ
 
㸲

㸱
㸮
㹼
㸴
㸮
ࢇࡩศ
 
㸳

㸯
㹼
㸱
᫬
㛫
ࡌ
࠿
ࢇ
 
㸴

㸱
᫬
㛫
ࡌ
࠿
ࢇ
ࡼ
ࡾ
࠺ୖ
㸦 ࠼
᪥
ᮏ
࡟
࡯
ࢇ
ࡢ
࠿࡞୰
 㸧
㸵

እ
ᅜ
ࡀ
࠸
ࡇ
ࡃ
࡟
࠸
ࡿ
 
࠙ 
㸯
㸮
ࠚ
ࡲࡇᅔ
ࡗ
ࡓ
࡜
ࡁ
࡟

┦
ㄯ
ࡑ
࠺
ࡔ
ࢇ
ࡍ
ࡿ
࡜ࡦே
ࠊ
ࡍࡓຓ
ࡅ
ࢆ

࠾
ࡀࡡ㢪
࠸
ࡍ
ࡿ

࡜ࡦே
࡟
ࡘ
࠸
࡚
ࡢ

㉁
ၥ
ࡋ
ࡘ
ࡶ
ࢇ
࡛
ࡍ
ࠋ

㹏
㸳
㸲

ࡓࡋୗ
ࡢ

㹼$
*
ࡢ
ࡼ
࠺
࡞
࡜
ࡁ
ࠊ
ࡇ
ࢀ
ࡲ
࡛

ࢀࡔㄡ
㸦
࡝
ࡇ
㸧
࡟

┦
ㄯ
ࡑ
࠺
ࡔ
ࢇ
ࡋ
ࡓ
ࡾ
ࠊ
ࡍࡓຓ
ࡅ
࡚
ࡶ
ࡽ
ࡗ
ࡓ
ࡾ


ࡋ
ࡲ
ࡋ
ࡓ
࠿
ࠋ
ࡂࡘḟ
ࡢ
㸯
㹼
㸰
㸯
ࡢ

࠿࡞୰
࠿
ࡽ

㸰
ࡘ
ࡲ
࡛

ࡽ࠼㑅
ࢇ
࡛
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
ࠋ

┦
ㄯ
ࡑ
࠺
ࡔ
ࢇ
ࡍ
ࡿ
࣭
ࡍࡓຓ
ࡅ
ࢆ

࠾
ࡀࡡ㢪
࠸
ࡍ
ࡿ
࡜ࡦே

ሙ(
ᡤ
ࡤ
ࡋ
ࡻ
 )
 .1
⤒
㦂
ࡅ
࠸
ࡅ
ࢇ
ࡀ

࡞
࠸
 
21
ᩍ .
఍
ࡁ
ࡻ
࠺
࠿
࠸
ࡢ

࡜ࡦே
 
 .2
┦
ㄯ
ࡑ
࠺
ࡔ
ࢇ
ࡋ
࡞
࠸
ࠊ
୍
ே
ࡦ
࡜
ࡾ
࡛

ࢇ࡞ఱ
࡜
࠿
ࡍ
ࡿ
 
31
 .
ࡓࢃ⚾
ࡋ
ࡢ

ࡃࡇᅜ
࡟

࠸
ࡿ

ࢇࡋぶ
ࡏ
ࡁ
࣭
཭
㐩
࡜
ࡶ
ࡔ
ࡕ
 
 .3
⤖
፧
ࡅ
ࡗ
ࡇ
ࢇ
ࡋ
࡚
࠸
ࡿ
┦
ᡭ
࠶
࠸
࡚
 
41
࠾ྠ .
࡞
ࡌ

࡟ࡃᅜ
ࡢ

཭
㐩
࡜
ࡶ
ࡔ
ࡕ
 
 .4
ࡓࢃ⚾
ࡋ
ࡢ

ࡸ࠾ぶ
 
51
᪥ .
ᮏ
ே
࡟
࡯
ࢇ
ࡌ
ࢇ
ࡢ

཭
㐩
࡜
ࡶ
ࡔ
ࡕ
 
 .5
⤖
፧
ࡅ
ࡗ
ࡇ
ࢇ
ࡋ
࡚
࠸
ࡿ
┦
ᡭ
࠶
࠸
࡚
ࡢ

ࡸ࠾ぶ
 
61
ಖ .
⫱
࡯
࠸
ࡃ
ࢇ࠼ᅬ
ࡸ

Ꮫ
ᰯ
ࡀ
ࡗ
ࡇ
࠺
ࡢ

ඛ
⏕
ࡏ
ࢇ
ࡏ
࠸
 
 .6
ࡓࢃ⚾
ࡋ
ࡢ

ࡁ
ࡻ
࠺
ࡔ
࠸
 
71
͆ .
ࣁ
ࢣ
ࣥ
఍
♫
ࡀ
࠸
ࡋ
ࡷ
͇
ࡢ

ᢸ
ᙜ
ࡓ
ࢇ
࡜
࠺
ࡢ

࡜ࡦே
 
 .7
⤖
፧
ࡅ
ࡗ
ࡇ
ࢇ
ࡋ
࡚
࠸
ࡿ
┦
ᡭ
࠶
࠸
࡚
ࡢ

ࡁ
ࡻ
࠺
ࡔ
࠸
 
81
ᕷ .
ࡋ
ᙺ
ᡤ
ࡸ
ࡃ
ࡋ
ࡻ
࡟

࠸⾜
ࡃ
 
 .8
ࡓࢃ⚾
ࡋ
ࡢ

ࡇᏊ
࡝
ࡶ
 
91
ከ .
ᩥ
໬
ࡓ
ࡪ
ࢇ
࠿
஺
ὶ
ࡇ
࠺
ࡾ
ࡹ
࠺
ࢭ
ࣥ
ࢱ
࣮
ࡢ

࡜ࡦே
 
 .9
ࡑ
ࡢ
࠿࡯௚
ࡢ

ᐙ
᪘
࠿
ࡒ
ࡃ

 
02
ࡑ .
ࡢ
࠿࡯௚
 
01
࠾ྠ  .
࡞
ࡌ

ᅋ
ᆅ
ࡔ
ࢇ
ࡕ
࡟

ࡍఫ
ࡴ

࡞࠾ྠ
ࡌ

࡟ࡃᅜ
ࡢ

࡜ࡦே
 
12
┦ .
ㄯ
ࡑ
࠺
ࡔ
ࢇ
࡛
ࡁ
ࡿ

࡜ࡦே
ࡀ

࠸
࡞
࠸
 
11
࠾ྠ  .
࡞
ࡌ

ᅋ
ᆅ
ࡔ
ࢇ
ࡕ
࡟

ࡍఫ
ࡴ

᪥
ᮏ
ே
࡟
࡯
ࢇ
ࡌ
ࢇ
 
 
−37 −
41
 
 
ࡓࡇ⟅ 
࠼
ࡓ࠿᪉
㸦
࠸ࢀ౛
㸸㸧
࠾
ࡡ࠿㔠
࡟

ࡲࡇᅔ
ࡗ
ࡓ
࡜
ࡁ
ࠊ
㸯
ࢇࡤ␒
࡟

ࡍࡓຓ
ࡅ
ࢆ

࠾
ࡀࡡ㢪
࠸
ࡍ
ࡿ
ࡢ
ࡀ

࠶
࡞
ࡓ
ࡢ

ࡸ࠾ぶ
࡛
ࠊ

 
㸰
␒
┠
ࡤ
ࢇ
ࡵ
࡟

࠾
ࡀࡡ㢪
࠸
ࡍ
ࡿ
ࡢ
ࡀ

࠶
࡞
ࡓ
ࡢ

ࡁ
ࡻ
࠺
ࡔ
࠸
࡞
ࡽ
ࠊ
ࡓࡋୗ
ࡢ
ࡼ
࠺
࡟

࠿᭩
࠸
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
ࠋ
 
㸯

࠾
ࡡ࠿㔠
࡟

ࡲࡇᅔ
ࡗ
ࡓ
࡜
ࡁ
ࠊ
ࡍࡓຓ
ࡅ
ࢆ

࠾
ࡀࡡ㢪
࠸
ࡍ
ࡿ
㸦
ࡋ
ࡓ
㸧
ࡢ
ࡣ

ࢀࡔㄡ
࡛
ࡍ
࠿
ࠋ

㸯
ࢇࡤ␒
㸦

㸲

㸧


㸰
ࢇࡤ␒
㸦

㸴

㸧

㸯 

࠾
ࡡ࠿㔠
࡟

ࡲࡇᅔ
ࡗ
ࡓ
࡜
ࡁ
ࠊ
ࡍࡓຓ
ࡅ
ࢆ

࠾
ࡀࡡ㢪
࠸
ࡍ
ࡿ
㸦
ࡋ
ࡓ
㸧
ࡢ
ࡣ

ࢀࡔㄡ
࡛
ࡍ
࠿
ࠋ
 

㸯
ࢇࡤ␒
㸦




㸧


㸰
ࢇࡤ␒
㸦




㸧
 
㸰

ࡗ࠾ኵ
࡜
࡜

ࡲࡘጔ
ࡢ

࠸࠶㛫
ࡔ
࡛

ၥ
㢟
ࡶ
ࢇ
ࡔ
࠸
ࡀ

࠶
ࡿ
࡜
ࡁ
ࠊ
┦
ㄯ
ࡑ
࠺
ࡔ
ࢇ
ࡍ
ࡿ
㸦
ࡋ
ࡓ
㸧
ࡢ
ࡣ

ࢀࡔㄡ
࡛
ࡍ
࠿
ࠋ
 

㸯
ࢇࡤ␒
㸦




㸧


㸰
ࢇࡤ␒
㸦




㸧
 
㸱

࠶
࡞
ࡓ
ࡢ

ࡇᏊ
࡝
ࡶ
ࡀ

⑓
Ẽ
ࡧ
ࡻ
࠺
ࡁ
࡟

࡞
ࡗ
ࡓ
࡜
ࡁ
ࠊ
ࡍࡓຓ
ࡅ
ࢆ

࠾
ࡀࡡ㢪
࠸
ࡍ
㸦ࡿ
ࡋ
ࡓ
ࡢ㸧
ࡣ

ࢀࡔㄡ
࡛
ࡍ
࠿
ࠋ
 
㸯
ࢇࡤ␒
㸦




㸧


㸰
ࢇࡤ␒
㸦




㸧
 
㸲

ࡇᏊ
࡝
ࡶ
ࢆ

࠺⏘
ࢇ
ࡔ
࡜
ࡁ
ࡸ

ୡ
ヰ
ࡏ
ࢃ
ࡍ
ࡿ
ࡇ
࡜
࡛

ࡲࡇᅔ
ࡗ
ࡓ
࡜
ࡁ
ࡔㄡࠊ
ࢀ
࡟

┦
ㄯ
ࡑ
࠺
ࡔ
ࢇ
ࡋ
ࡲ
ࡍ
㸦࠿
ࡋ
ࡲ
ࡋ
ࡓ
࠿
ࠋ㸧
 
㸯
ࢇࡤ␒
㸦




㸧


㸰
ࢇࡤ␒
㸦




㸧
 
㸳

࠶
࡞
ࡓ
ࡀ

ࡓࡣാ
ࡽ
࠸
࡚
࠸
ࡿ
࡜
ࡁ
ࠊ
ࡇᏊ
࡝
ࡶ
ࡢ

ୡ
ヰ
ࡏ
ࢃ
ࢆ
ࡍ
ࡿ
㸦
ࡋ
ࡓ
㸧
ࡢ
ࡣ

ࢀࡔㄡ
࡛
ࡍ
࠿
ࠋ
 
㸯
ࢇࡤ␒
㸦




㸧


㸰
ࢇࡤ␒
㸦




㸧
 
㸴

ࡇᏊ
࡝
ࡶ
ࡢ

཭
㐩
࡜
ࡶ
ࡔ
ࡕ
ࡢ

ၥ
㢟
ࡶ
ࢇ
ࡔ
࠸
࡛

ࡲࡇᅔ
ࡗ
ࡓ
࡜
ࡁ
ࠊ
ࢀࡔㄡ
࡟

┦
ㄯ
ࡑ
࠺
ࡔ
ࢇ
ࡋ
ࡲ
ࡍ
࠿
㸦
ࡋ
ࡲ
ࡋ
ࡓ
࠿
ࠋ㸧
 
㸯
ࢇࡤ␒
㸦




㸧


㸰
ࢇࡤ␒
㸦




㸧
 
㸵

ࡇᏊ
࡝
ࡶ
ࡢ

ᩍ
⫱
ࡁ
ࡻ
࠺
࠸
ࡃ
ࡸ

ࡂࡘḟ
ࡢ

Ꮫ
ᰯ
ࡀ
ࡗ
ࡇ
࠺
ࡢ
ࡇ
࡜
ࢆ

ࡁỴ
ࡵ
ࡿ
࡜
ࡁ
ࠊ
┦
ㄯ
ࡑ
࠺
ࡔ
ࢇ
ࡍ
㸦ࡿ
ࡋ
ࡓ
ࡢ㸧
ࡣ

ࢀࡔㄡ
࡛
ࡍ
࠿
ࠋ
 
㸯
ࢇࡤ␒
㸦




㸧


㸰
ࢇࡤ␒
㸦




㸧
 
  
࠙
㸯
㸯
ࠚ
࠶
࡞
ࡓ
ࡢ

೺
ᗣ
ࡅ
ࢇ
ࡇ
࠺
ࡸ
ࠊ
ᚰ
㓄
ࡋ
ࢇ
ࡥ
࠸
ࡋ
࡚
࠸
ࡿ
ࡇ
࡜
࡟
ࡘ
࠸
࡚
ࡢ

㉁
ၥ
ࡋ
ࡘ
ࡶ
ࢇ
࡛
ࡍ
ࠋ


㹏
㸳
㸳

࠶
࡞
ࡓ
ࡢ

ࡲ࠸௒
ࡢ

೺
ᗣ
ࡅ
ࢇ
ࡇ
࠺
㸦
ࡽ࠿య
ࡔ
ࡢ

≧
ែ
ࡌ
ࡻ
࠺
ࡓ
࠸
㸧
ࡣ

࡝
࠺
࡛
ࡍ
࠿
ࠋ

㸯

࡜
࡚
ࡶ
ࡼ
࠸
  
 
㸲

࠶
ࡲ
ࡾ
ࡼ
ࡃ
࡞
࠸
 
㸰

ࡲ
࠶
ࡼ
࠸
 
 
 
㸳

ࢃ
ࡿ
࠸
 
㸱

ࡩ
ࡘ
࠺
 

㹏
㸳
㸴

࠶
࡞
ࡓ
ࡣ

ࡇ
ࡢ
ࡡᖺ
ࢇ
ࡢ

࠸࠶㛫
ࡔ
࡟

ࡸ࡞ᝎ
ࡳ
ࡸ

ࢫ
ࢺ
ࣞ
ࢫ
ࢆ

ࢇ࠿ឤ
ࡌ
ࡲ
ࡋ
ࡓ
࠿
ࠋ

㸯

඲
↛
ࡐ
ࢇ
ࡐ
ࢇ

ࢇ࠿ឤ
ࡌ
࡞
࠿
ࡗ
ࡓ
  
㸱

ࡓ
ࡲ
࡟

ࢇ࠿ឤ
ࡌ
ࡓ
 
㸰

࠶
ࡲ
ࡾ
࠿ឤ
ࢇ
ࡌ
࡞
࠿
ࡗ
ࡓ
 
㸲

ࡓ
ࡃ
ࡉ
ࢇ

ࢇ࠿ឤ
ࡌ
ࡓ
 



 

㹏
㸳
㸵
࡬

࠸⾜
ࡗ
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸

51
 
 
㹏
㸳
㸵

࠼ࡲ๓
ࡢ

㹏
㸳
㸴
࡛ࠕ
㸱
ࠕࠖࠊ
㸲
࡜ࠖ
ࡓࡇ⟅
࠼
ࡓ
ࡦே
࡜
ࡣ

⌮
⏤
ࡾ
ࡺ
࠺
ࢆ

ࡋ࠾ᩍ
࠼
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
㸦ࠋ
ۑ
ࡣ
࠸
ࡃ
࡛
ࡶ
㸧

㸯

ᐙ
᪘
࠿
ࡒ
ࡃ
ࡢ

ၥ
㢟
ࡶ
ࢇ
ࡔ
࠸
㸦
ᐙ
᪘
࠿
ࡒ
ࡃ
ࡢ

࠿࡞௰
ࡀ

ࡼ
ࡃ
࡞
࠸
ࠊ
ࡇᏊ
࡝
ࡶ
ࡢ

ୡ
ヰ
ࡏ
ࢃ
ࠊ
ᐙ
᪘
࠿
ࡒ
ࡃ
ࡢ

ୡ
ヰ
ࡏ
ࢃ

࡞
࡝
㸧
 
㸰

೺
ᗣ
ࡅ
ࢇ
ࡇ
࠺
ࡢ

ၥ
㢟
ࡶ
ࢇ
ࡔ
࠸
㸦
ࡓࢃ⚾
ࡋ
ࡢ

⑓
Ẽ
ࡧ
ࡻ
࠺
ࡁ
ࠊ
ࡽ࠿య
ࡔ
ࡢ

ࡸ࡞ᝎ
ࡳ

࡞
࡝
㸧
 
㸱

࠾
ࡡ࠿㔠
ࡢ

ၥ
㢟
ࡶ
ࢇ
ࡔ
࠸
㸦
఍
♫
࠿
࠸
ࡋ
ࡷ
ࡀ

ࡘ
ࡪ
ࢀ
ࡓ
ࠊ
࠾
ࡡ࠿㔠
ࢆ
࠿೉
ࡾ
ࡓ
ࠊ
௙
஦
ࡋ
ࡈ
࡜
ࡀ

࡞
ࡃ
࡞
ࡗ
ࡓ

࡞
࡝
㸧
 
㸲

௙
஦
ࡋ
ࡈ
࡜
ࡢ

ၥ
㢟
ࡶ
ࢇ
ࡔ
㸦 ࠸
௙
஦
ࡋ
ࡈ
࡜
ࢆ

࠿ኚ
࠼
ࡓ
௙ࠊ
஦
ࡋ
ࡈ
࡜
ࡢ
ࡦே
࡜
࡜
ࡢ

㛵
ಀ
࠿
ࢇ
ࡅ
࠸
ࡀ
ࡼ
ࡃ
࡞
࠸
࡞㛗ࠊ
ࡀ
࠸
᫬
㛫
ࡌ
࠿
ࢇ

ࡓࡣാ
ࡽ
ࡃ
࡞
㸧࡝
 
㸳

⏨
ዪ
ࡔ
ࢇ
ࡌ
ࡻ
ࡢ

ၥ
㢟
ࡶ
ࢇ
ࡔ
࠸
㸦
ኻ
ᜊ
ࡋ
ࡘ
ࢀ
ࢇ
ࠊ
ࡗ࠾ኵ
࡜
࡜

ࡲࡘጔ
ࡢ

㛵
ಀ
࠿
ࢇ
ࡅ
࠸
ࠊ
⤖
፧
ࡅ
ࡗ
ࡇ
ࢇ
࡟
㛵 
ಀ
࠿
ࢇ
ࡅ
࠸
ࡍ
ࡿ

ࡸ࡞ᝎ
ࡳ

࡞
࡝
㸧
 
㸴

Ꮫ
ᰯ
ࡀ
ࡗ
ࡇ
࠺
ࡢ

ၥ
㢟
ࡶ
ࢇ
ࡔ
࠸
㸦
࠸
ࡌ
ࡵ
ࠊ
ຮ
ᙉ
࡭
ࢇ
ࡁ
ࡻ
࠺
ࡀ
࠺
ࡲ
ࡃ
࠸
࠿
࡞
࠸
ࠊ
ඛ
⏕
ࡏ
ࢇ
ࡏ
࠸
࡜
ࡢ
㛵
ಀ
࠿
ࢇ
ࡅ
࠸
ࡀ
ࡼ
ࡃ
࡞
࠸

࡝࡞
㸧
 
㸵

ࡑ
ࡢ
࠿࡯௚
㸦


































 㸧

㹏
㸳
㸶

࠶
࡞
ࡓ
ࡀ

ࡲࡇᅔ
ࡗ
࡚
࠸
ࡿ
ࡇ
࡜
ࡸ

ᙺ
ᡤ
ࡸ
ࡃ
ࡋ
ࡻ
࡞
࡝
࡟
࠾
ࡀࡡ㢪
࠸
ࡀ
࠶
ࢀ
ࡤ
ࠊ
ࡓࡋୗ
࡟

࠿᭩
࠸
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
ࠋ

       
㸨              
ࣄ
࢔
ࣜ
ࣥ
ࢢ
ㄪ
ᰝ
ࡕ
ࡻ
࠺
ࡉ
㸦
ㄪ
ᰝ
ࡕ
ࡻ
࠺
ࡉ
ࡍ
ࡿ
࡜ࡦே
࡜
࠶఍
ࡗ
࡚
ࠊ
࡞ࡣヰ
ࡋ
ࢆ
ࡍ
ࡿ
㸧
࡟

ࡓࡇ⟅
࠼
࡚
ࡶ

࠸
࠸
࡜
࠾ᛮ
ࡶ
࠺
࡜ࡦே
ࡣ


ࡓࡋୗ
ࡢ

᝟
ሗ
ࡌ
ࡻ
࠺
࡯
࠺
ࢆ

ࡋ࠾ᩍ
࠼
࡚
ࡃ
ࡔ
ࡉ
࠸
ࠋ

ࡀ᭶
ࡘ
ࡢ

࠾⤊
ࢃ
ࡾ
ࡲ
࡛
࡟

኱
Ꮫ
ࡔ
࠸
ࡀ
ࡃ
ࡢ
ࡦே
࡜
ࡀ

㟁
ヰ
࡛
ࢇ
ࢃ
ࢆ
࠿
ࡅ
ࡲ
ࡍ
ࠋ

ྡ
๓
࡞
ࡲ
࠼
㸸


































㒊
ᒇ
࡬
ࡸ
ࡢ

␒
ྕ
ࡤ
ࢇ
ࡈ
࠺
㸸































㟁
ヰ
࡛
ࢇ
ࢃ

␒
ྕ
ࡤ
ࢇ
ࡈ
࠺
㸸

































࡞ࡣヰ
ࡋ
ࡀ
࡛
ࡁ
ࡿ

᭙
᪥
ࡼ
࠺
ࡧ
ࠊ
᫬
㛫
ࡌ
࠿
ࢇ
㸸

























−47 −
(B
) 
Q
u
es
ti
on
ár
io
 s
ob
re
 a
 v
id
a 
co
ti
d
ia
n
a 
n
o 
 
C
on
ju
n
to
 H
ab
it
ac
io
n
al
 T
os
h
in
ch
o 
d
a 
C
id
ad
e 
d
e 
Iw
at
a 
 (
P
es
q
u
is
a 
In
d
iv
id
u
al
 /
 E
st
ra
n
g
ei
ro
s)
 
R
ea
liz
aç
ão
: 
U
ni
ve
rs
id
ad
e 
de
 A
rt
e 
e 
Cu
ltu
ra
 d
e 
Sh
iz
uo
ka
 
(C
oo
rd
en
ad
or
 d
a 
pe
sq
ui
sa
: 
Sh
ig
eh
ir
o 
Ik
eg
am
i) 
S
ol
ic
it
aç
ão
 d
e 
co
la
b
o
ra
çã
o
 p
ar
a 
a 
p
es
q
u
is
a 
1.
 
A 
pe
sq
ui
sa
 te
m
 c
om
o 
ob
je
tiv
o 
co
m
pr
ee
nd
er
 a
 v
id
a 
co
tid
ia
na
 e
 a
 o
pi
ni
ão
 d
os
 m
or
ad
or
es
 d
o 
co
nj
un
to
 
ha
bi
ta
ci
on
al
 
To
sh
in
ch
o.
 
Co
m
 
ba
se
 
no
s 
re
su
lta
do
s,
 
fo
rm
ul
ar
em
os
 
u
m
a 
re
co
m
en
d
aç
ão
 
q
u
e 
se
rá
 
en
tr
eg
u
e 
às
 
en
ti
d
ad
es
 
ad
m
in
is
tr
at
iv
as
 
d
o 
co
n
ju
n
to
 
h
ab
it
ac
io
n
al
 e
 à
 P
re
fe
it
u
ra
 d
e 
Iw
at
a 
pa
ra
 o
 fo
rt
al
ec
im
en
to
 d
o 
de
se
nv
ol
vi
m
en
to
 d
a 
re
gi
ão
. 
 
2.
 
O
 p
úb
lic
o-
al
vo
 d
es
ta
 p
es
qu
is
a 
sã
o 
to
d
os
 
os
 
m
or
ad
or
es
 
d
o 
co
n
ju
n
to
 h
ab
it
ac
io
n
al
 
To
sh
in
ch
o 
– 
p
ro
vi
n
ci
al
 e
 k
od
an
 –
 a
ci
m
a 
d
e 
1
6
 a
n
os
. 
3.
 
Es
te
 q
ue
st
io
ná
ri
o 
é 
in
di
vi
du
al
. P
ed
im
os
 q
ue
 c
ad
a 
pe
ss
oa
 a
ci
m
a 
de
 1
6 
an
os
 r
es
po
nd
a 
um
 
qu
es
tio
ná
ri
o.
 
Es
ta
m
os
 
d
is
tr
ib
u
in
d
o 
os
 
q
u
es
ti
on
ár
io
s 
em
 
lín
g
u
as
 
es
tr
an
g
ei
ra
s 
e 
ja
p
on
ês
 f
ác
il,
 m
as
 o
 c
on
te
ú
d
o 
é 
o 
m
es
m
o.
 R
es
po
nd
a 
no
 id
io
m
a 
qu
e 
ac
ha
r m
ai
s f
ác
il.
 
4.
 R
es
pe
ita
m
os
 a
o 
m
áx
im
o 
a 
pr
iv
ac
id
ad
e 
do
s 
re
sp
on
de
nt
es
. 
O
s 
re
su
lta
do
s 
se
rã
o 
an
al
is
ad
os
 
es
ta
tis
tic
am
en
te
 (
“n
es
te
 it
em
, x
%
 d
as
 m
ul
he
re
s.
..”
), 
po
r 
is
so
 o
s 
re
sp
on
d
en
te
s 
n
ão
 s
er
ão
 
id
en
ti
fi
ca
d
os
 in
d
iv
id
u
al
m
en
te
 a
 p
ar
ti
r 
d
os
 r
es
u
lt
ad
os
. A
 U
ni
ve
rs
id
ad
e 
de
 A
rt
e 
e 
Cu
ltu
ra
 
de
 S
hi
zu
ok
a 
gu
ar
da
rá
 ri
go
ro
sa
m
en
te
 o
s q
ue
st
io
ná
ri
os
 re
sp
on
di
do
s.
  
5.
 
Pa
ra
 m
ai
s i
nf
or
m
aç
õe
s s
ob
re
 o
 o
bj
et
iv
o,
 c
on
te
úd
o 
e 
m
ét
od
o 
de
 c
ol
et
a 
do
 q
ue
st
io
ná
ri
o:
  

  
U
ni
ve
rs
id
ad
e 
de
 A
rt
e 
e 
Cu
ltu
ra
 d
e 
Sh
iz
uo
ka
 –
 D
iv
is
ão
 d
e 
R
el
aç
õe
s C
om
un
itá
ri
as
 
  
  
  
N
an
cy
 N
ao
m
i U
ed
a 
 T
el
. 0
53
-45
7-6
10
5 -
 S
eg
un
da
 a
 S
ex
ta
 d
as
 10
:00
 à
s 1
7:0
0 
 
  
At
en
di
m
en
to
 e
m
 ja
po
nê
s,
 p
or
tu
gu
ês
, e
sp
an
ho
l e
 in
gl
ês
 
A
 c
a
n
e
ta
 c
o
n
tid
a
 n
o
 e
n
ve
lo
p
e
 é
 u
m
 a
g
ra
d
e
c
im
e
n
to
, p
o
r f
a
vo
r u
til
iz
e
-a
 n
a
 h
o
ra
 d
e
 re
sp
o
n
d
e
r. 
 
z 
C
as
o 
n
ão
 
h
aj
a 
n
en
h
u
m
a 
es
p
ec
if
ic
aç
ão
 
n
a 
p
er
g
u
n
ta
, 
ci
rc
u
le
 
ap
en
as
 
u
m
a 
al
te
rn
at
iv
a 
co
rr
es
p
on
d
en
te
. 
z 
Pr
ee
nc
ha
 c
om
 lá
pi
s o
u 
ca
ne
ta
 p
re
ta
/a
zu
l. 
z 
Ap
ós
 te
rm
in
ar
, v
er
ifi
qu
e 
se
 n
ão
 h
á 
er
ro
 d
e 
pr
ee
nc
hi
m
en
to
 o
u 
ite
m
 se
m
 re
sp
os
ta
. 
z 
Em
 c
as
o 
de
 d
úv
id
a,
 e
sc
ol
ha
 a
 a
lte
rn
at
iv
a 
qu
e 
m
ai
s r
ef
le
te
 se
us
 se
nt
im
en
to
s o
u 
op
in
iõ
es
. 
z 
Ap
ós
 o
 p
re
en
ch
im
en
to
 d
o 
qu
es
tio
ná
ri
o,
 c
ol
oq
ue
-o
 n
o 
en
ve
lo
pe
 e
m
 q
ue
 f
oi
 d
is
tr
ib
uí
do
 e
 
en
tr
eg
ue
 a
os
 p
es
qu
is
ad
or
es
 q
ua
nd
o 
el
es
 r
et
or
na
re
m
 a
o 
co
nj
un
to
 h
ab
ita
ci
on
al
. 
Ca
so
 o
 
qu
es
tio
ná
ri
o 
nã
o 
se
ja
 r
ec
ol
hi
do
 a
té
 o
 d
ia
 25
 d
e 
n
ov
em
b
ro
 (
te
rç
a-
fe
ir
a)
, l
ev
e-
o 
at
é 
a 
re
si
dê
nc
ia
 d
o 
re
pr
es
en
ta
nt
e 
da
 s
ua
 e
sc
ad
a 
ou
 a
nd
ar
 a
té
 o
 d
ia
 3
0 
d
e 
n
ov
em
br
o 
(d
om
in
go
). 
A 
un
iv
er
si
da
de
 ir
á 
re
co
lh
ê-
lo
s p
os
te
ri
or
m
en
te
. 
࠙
In
st
ru
çõ
es
 p
ar
a 
p
re
en
ch
im
en
to
ࠚ
 
1 
(B
) 
Q
u
es
ti
on
ár
io
 s
ob
re
 a
 v
id
a 
co
ti
d
ia
n
a 
n
o 
 
C
on
ju
n
to
 H
ab
it
ac
io
n
al
 T
os
h
in
ch
o 
d
a 
C
id
ad
e 
d
e 
Iw
at
a  
 (
Pe
sq
ui
sa
 In
di
vi
du
al
/E
st
ra
ng
ei
ro
s -
 N
ov
em
br
o 
de
 20
14
 - 
U
ni
ve
rs
id
ad
e 
de
 A
rt
e 
e 
Cu
ltu
ra
 d
e 
Sh
iz
uo
ka
) 
  ࠙
1
ࠚ
D
A
D
O
S
 P
E
S
S
O
A
IS
 
 
1-
S
ex
o:
  
  
1 
  
Fe
m
in
in
o 
  
  
2 
  
M
as
cu
lin
o 
 
2-
Id
ad
e:
  
( 
  
  
)  
an
os
 
 

3-
Q
u
al
 é
 a
 s
u
a 
n
ac
io
n
al
id
ad
e?
  
1 
  
Br
as
ile
ir
a 
 
4 
  
Ja
po
ne
sa
 
2 
  
Pe
ru
an
a 
 
5 
  
O
ut
ra
 (









  
) 
3 
  
Fi
lip
in
a 
 
6 
  
D
up
la
 (








  
  
e 
  
  
  








) 
 

4-
Q
u
al
 é
 o
 s
eu
 p
aí
s 
d
e 
n
as
ci
m
en
to
? 
 
1 
  
Br
as
il 
 
  
 4
  
 J
ap
ão
 
2 
  
Pe
ru
  
 
  
 5
  
 O
ut
ro
 ( 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 )
 
3 
  
Fi
lip
in
as
  
 

5-
Q
u
al
 é
 o
 s
eu
 g
ra
u
 d
e 
d
es
ce
n
d
ên
ci
a 
ja
p
on
es
a?
  
1 
  
1ª
 g
er
aç
ão
 
 
 
4 
  
4ª
 g
er
aç
ão
 
2 
  
2ª
 g
er
aç
ão
 
 
 
5 
  
N
ão
 so
u 
de
sc
en
de
nt
e 
de
 ja
po
nê
s 
3 
  
3ª
 g
er
aç
ão
 
 
6-
Q
u
e 
ti
p
o 
d
e 
vi
st
o 
vo
cê
 p
os
su
i?
  
1 
  
Pe
rm
an
en
te
  
 
4 
  
Cô
nj
ug
e/
fil
ho
 d
e 
re
si
de
nt
e 
pe
rm
an
en
te
 
2 
  
Cô
nj
ug
e/
fil
ho
 d
e 
ja
po
nê
s 
  
5 
  
O
ut
ro
 ti
po
 d
e 
vi
st
o 
( 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 )
 
3 
  
R
es
id
en
te
 
 
 
6 
  
Te
nh
o 
na
ci
on
al
id
ad
e 
ja
po
ne
sa
 
 7-
E
m
 q
u
e 
an
o 
vo
cê
 v
ei
o 
ao
 J
ap
ão
 p
el
a 
p
ri
m
ei
ra
 v
ez
? 
 


1 
  
Vi
m
 n
o 
an
o 
de
 ( 
  
  
  
  
  
  
) 
  
  
  
  
  
2 
  
N
as
ci
 n
o 
Ja
pã
o 
 
 

8-
N
o 
to
ta
l,
 h
á 
q
u
an
to
 t
em
p
o 
vo
cê
 m
or
a 
n
o 
Ja
p
ão
? 
(P
re
en
ch
a 
o 
nú
m
er
o 
de
 a
no
s)
 
M
or
o 
há
 ( 
  
  
  
  
  
  
) a
no
s 
 
9-
N
o 
to
ta
l,
 h
á 
q
u
an
to
 t
em
p
o 
vo
cê
 m
or
a 
n
a 
C
id
ad
e 
d
e 
Iw
at
a?
  
(P
re
en
ch
a 
o 
nú
m
er
o 
de
 a
no
s)
 
M
or
o 
há
 ( 
  
  
  
  
  
  
) a
no
s 
 
− 75−
2 
10
-O
n
d
e 
vo
cê
 m
or
av
a 
an
te
s 
d
e 
se
 m
u
d
ar
 p
ar
a 
es
te
 c
on
ju
n
to
 h
ab
it
ac
io
n
al
? 
 
1 
  
Em
 o
ut
ro
 lu
ga
r d
en
tr
o 
da
 c
id
ad
e 
de
 Iw
at
a 
(in
cl
ui
 e
st
e 
co
nj
un
to
 h
ab
ita
ci
on
al
) 
2 
  
Em
 o
ut
ra
 c
id
ad
e,
 d
en
tr
o 
da
 P
ro
ví
nc
ia
 d
e 
Sh
iz
uo
ka
 
3 
  
Em
 o
ut
ra
 p
ro
ví
nc
ia
 n
o 
Ja
pã
o,
 se
m
 se
r S
hi
zu
ok
a 
 
4 
  
N
o 
ex
te
ri
or
  
(P
aí
s:
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 )


 

11
-Q
u
al
 é
 a
 s
u
a 
re
li
gi
ão
? 
 
1 
  
Ca
to
lic
is
m
o 
 
 
4 
  
Bu
di
sm
o 
2 
  
O
ut
ra
 re
lig
iã
o 
cr
is
tã
  
5 
  
O
ut
ra
 ( 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 )
  
 
3 
  
Is
la
m
is
m
o 
 
 
6 
  
N
ão
 si
go
 n
en
hu
m
a 
re
lig
iã
o 
es
pe
cí
fic
a 
12
-Q
u
al
 é
 o
 s
eu
 n
ív
el
 d
e 
es
co
la
ri
d
ad
e?
 E
sc
ol
ha
 u
m
a 
al
te
rn
at
iv
a 
so
br
e 
o 
se
u 
ní
ve
l d
e 
 
es
co
la
ri
da
de
 t
an
to
 n
o 
B
ra
si
l c
om
o 
n
o 
Ja
p
ão
. S
e 
vo
cê
 n
un
ca
 fo
i à
 e
sc
ol
a 
no
 B
ra
si
l, 
 
ou
 n
o 
Ja
pã
o,
 c
ir
cu
le
 a
 a
lte
rn
at
iv
a 
1 “
N
ão
 fr
eq
ue
nt
ei
 e
sc
ol
as
 n
o 
Br
as
il 
(o
u 
no
 J
ap
ão
)”
. 
E
sc
ol
ar
id
ad
e 
n
o 
B
ra
si
l 
E
sc
ol
ar
id
ad
e 
n
o 
Ja
p
ão
 
1 
N
ão
 fr
eq
ue
nt
ei
 e
sc
ol
as
 n
o 
Br
as
il 
1 
 N
ão
 fr
eq
ue
nt
ei
 e
sc
ol
as
 n
o 
Ja
pã
o 
2 
 E
ns
in
o 
Fu
nd
am
en
ta
l(G
in
ás
io
) I
nc
om
pl
et
o 
2 
 C
H
U
G
A
K
K
O
 In
co
m
pl
et
o 
3 
 E
ns
in
o 
Fu
nd
am
en
ta
l(G
in
ás
io
) C
om
pl
et
o 
3 
 C
H
U
G
A
K
K
O
 C
om
pl
et
o 
4 
 E
st
ou
 c
ur
sa
nd
o 
o 
En
si
no
 M
éd
io
 
4 
 E
st
ou
 c
ur
sa
nd
o 
o 
K
O
K
O
 
5 
 E
ns
in
o 
M
éd
io
(C
ol
eg
ia
l) 
In
co
m
pl
et
o 
5 
 K
O
K
O
 In
co
m
pl
et
o 
6 
 E
ns
in
o 
M
éd
io
(C
ol
eg
ia
l) 
Co
m
pl
et
o 
6 
 K
O
K
O
 C
om
pl
et
o 
7 
 E
st
ou
  
  
  
U
ni
ve
rs
id
ad
e/
  
cu
rs
an
do
  
 F
ac
ul
da
de
 d
e 
Cu
rt
a 
D
ur
aç
ão
/ 
 
Es
co
la
 P
ro
fis
si
on
al
iz
an
te
 
7 
 E
st
ou
  
  
  D
A
IG
A
K
U
/ 
  
 c
ur
sa
nd
o 
  
TA
N
K
I-
D
A
IG
A
K
U
/ 
S
EN
M
O
N
-G
A
K
K
O
U

  
8 
 U
ni
ve
rs
id
ad
e/
  
Fa
cu
ld
ad
e 
de
 C
ur
ta
 D
ur
aç
ão
/ 
 I
nc
om
pl
et
o 
Es
co
la
 P
ro
fis
si
on
al
iz
an
te
 
8 
  
D
A
IG
A
K
U
/ 
 
TA
N
K
I-
D
A
IG
A
K
U
/ 
  
In
co
m
pl
et
o 
S
EN
M
O
N
-G
A
K
K
O
U
  
  
9 
 U
ni
ve
rs
id
ad
e 
/ 
 
Fa
cu
ld
ad
e 
de
 C
ur
ta
 D
ur
aç
ão
/ 
 C
om
pl
et
o 
Es
co
la
 P
ro
fis
si
on
al
iz
an
te
 
9 
  
D
A
IG
A
K
U
/ 
  
 T
A
N
K
I-
D
A
IG
A
K
U
/ 
  
Co
m
pl
et
o 
S
EN
M
O
N
-G
A
K
K
O
U
  

13
-V
oc
ê 
te
m
 a
 in
te
n
çã
o 
d
e 
se
 n
at
u
ra
li
za
r 
ja
p
on
ês
 (o
bt
er
 a
 n
ac
io
na
lid
ad
e 
ja
po
ne
sa
)?
  
1 
 S
im




2 
 N
ão

 →
  
 V
á 
pa
ra
 a
 q
ue
st
ão
 n
úm
er
o 
15
 
14
-Q
u
al
 é
 o
 m
ot
iv
o 
d
e 
vo
cê
 t
er
 r
es
p
on
d
id
o 
“s
im
” n
a 
p
er
gu
n
ta
 a
n
te
ri
or
? 
  
(C
ir
cu
le
 to
da
s a
s a
lte
rn
at
iv
as
 c
or
re
sp
on
de
nt
es
)
1 
 É
 v
an
ta
jo
so
 n
o 
em
pr
eg
o 
2 
 É
 p
rá
tic
o 
te
r o
 p
as
sa
po
rt
e 
ja
po
nê
s

 
3 
 P
os
so
 v
ol
ta
r a
o 
Ja
pã
o 
liv
re
m
en
te
 se
m
pr
e 
qu
e 
qu
is
er
 
4 
 O
ut
ro
 (


























  
) 
3 
࠙
2
ࠚ
Q
U
E
S
T
Õ
E
S
 S
O
B
R
E
 O
 C
O
N
T
E
X
T
O
 S
O
C
IA
L
 

 
15
-C
om
o 
vo
cê
 o
b
te
m
 in
fo
rm
aç
õe
s 
re
la
ci
on
ad
as
 a
o 
d
ia
 a
 d
ia
? 
(C
ir
cu
le
 a
té
 5 
al
te
rn
at
iv
as
) 
1 
  
R
ád
io
 e
 te
le
vi
sã
o 
em
 p
or
tu
gu
ês
 
2 
  
Jo
rn
ai
s e
 re
vi
st
as
 e
m
 p
or
tu
gu
ês
 
3 
  
Pa
nf
le
to
s e
m
 re
st
au
ra
nt
es
 e
 su
pe
rm
er
ca
do
s b
ra
si
le
ir
os
 
4 
  
R
ád
io
 e
 te
le
vi
sã
o 
ja
po
ne
sa
 
5 
  
Jo
rn
ai
s j
ap
on
es
es
 
6 
  
In
fo
rm
aç
õe
s d
e 
am
ig
os
 ja
po
ne
se
s 
7 
  
In
fo
rm
aç
õe
s d
e 
am
ig
os
 b
ra
si
le
ir
os
 
8 
  
In
fo
rm
aç
õe
s d
e 
am
ig
os
 d
e 
ou
tr
as
 n
ac
io
na
lid
ad
es
 
9 
  
In
fo
rm
aç
õe
s d
a 
em
pr
es
a 
on
de
 tr
ab
al
ho
 
10
  
 B
ol
et
im
 In
fo
rm
at
iv
o 
da
 P
re
fe
itu
ra
 (e
m
 ja
po
nê
s)
 
11

 B
ol
et
im
 In
fo
rm
at
iv
o 
da
 P
re
fe
itu
ra
 (e
m
 p
or
tu
gu
ês
) 
12
  
 I
CE
 n
ew
s 
13

 S
ite
 e
le
tr
ôn
ic
o 
da
 P
re
fe
itu
ra
 (e
m
 ja
po
nê
s)
 
14

 S
ite
 e
le
tr
ôn
ic
o 
da
 P
re
fe
itu
ra
 (e
m
 p
or
tu
gu
ês
) 
15

 S
ite
 e
le
tr
ôn
ic
o 
de
 o
ut
ra
s r
ep
ar
tiç
õe
s p
úb
lic
as
 d
o 
Ja
pã
o 
(e
m
 ja
po
nê
s)
 
16

 F
ac
eb
oo
k 
17

 O
ut
ra
s r
ed
es
 so
ci
ai
s (
Tw
itt
er
, L
in
e,
 e
tc
) 
18

 I
w
at
a 
H
ot
 L
in
e 
(e
m
 ja
po
nê
s)
 
19

 I
w
at
a 
H
ot
 L
in
e 
(e
m
 p
or
tu
gu
ês
) 
20
  
 O
ut
ro
s (
  
  
  
  
  
  
 


















 )

 
 
16
-V
oc
ê 
já
 p
ar
ti
ci
p
ou
 d
as
 r
eu
n
iõ
es
 e
 e
ve
n
to
s 
q
u
e 
oc
or
re
m
 n
a 
su
a 
re
gi
ão
? 
 


  
Pa
ra
 c
ad
a 
um
 d
os
 it
en
s d
e 
A 
a 
K
 a
ba
ix
o,
 c
ir
cu
le
 u
m
a 
al
te
rn
at
iv
a 
d
e 1
 a
 3.
  
 
  
1-P
ar
tic
ip
ei
 
2- 
Co
nh
eç
o,
 m
as
 
nu
nc
a 
pa
rt
ic
ip
ei
 
3- 
N
ão
 
co
nh
eç
o 
A 
 R
eu
ni
ão
 d
a 
As
so
ci
aç
ão
 d
e 
M
or
ad
or
es
 
1 
2 
3 
B 
 C
ap
in
aç
ão
 
1 
2 
3 
C 
 M
ut
ir
ão
 d
e 
lim
pe
za
 
1 
2 
3 
D
  
Ac
am
pa
m
en
to
 e
sc
ol
ar
 
1 
2 
3 
E 
 F
og
ue
ir
a 
1 
2 
3 
F 
 F
es
tiv
al
 E
sp
or
tiv
o 
da
 re
gi
ão
 (T
A
II
K
U
S
A
I)
 
1 
2 
3 
G
  
Fe
st
iv
al
 d
a 
re
gi
ão
 (
M
AT
S
U
R
I)
 
1 
2 
3 
H
  
Fe
st
iv
al
 C
ul
tu
ra
l d
a 
re
gi
ão
 (B
U
N
K
A
S
A
I)
 
1 
2 
3 
I 
  
Fe
ir
a 
co
m
 b
ar
ra
ca
s (
em
 c
am
in
ho
ne
te
s)
 
 (
TO
S
H
IN
 Y
O
K
O
C
H
O
) 
1 
2 
3 
J 
  
Ev
en
to
s d
o 
“K
O
N
N
IC
H
IW
A
!”
 
1 
2 
3 
K
  
Tr
ei
na
m
en
to
 R
eg
io
na
l c
on
tr
a 
D
es
as
tr
es
 N
at
ur
ai
s 
1 
2 
3 
− 76−
4 
࠙
3
ࠚ
Q
U
E
S
T
Õ
E
S
 S
O
B
R
E
 O
 R
E
L
A
C
IO
N
A
M
E
N
T
O
 C
O
M
 O
S
 V
IZ
IN
H
O
S
 
 
17
-C
om
o 
vo
cê
 s
e 
re
la
ci
on
a 
co
m
 o
s 
b
ra
si
le
ir
os
 q
u
e 
re
si
d
em
 n
es
te
 c
on
ju
n
to
 
h
ab
it
ac
io
n
al
? 
1 
  
N
ão
 m
e 
re
la
ci
on
o 
  
  
2 
  
Só
 c
um
pr
im
en
to
  
  
3 
  
Às
 v
ez
es
 tr
oc
o 
al
gu
m
as
 p
al
av
ra
s,
 e
m
 u
m
 e
nc
on
tr
o 
ca
su
al
  
  
4 
  
Fa
ço
 a
tiv
id
ad
es
 ju
nt
o,
 p
eç
o 
co
ns
el
ho
s 
 
18
-C
om
o 
vo
cê
 s
e 
re
la
ci
on
a 
co
m
 o
s 
ou
tr
os
 e
st
ra
n
ge
ir
os
 (
se
m
 in
cl
u
ir
 o
s 
ja
p
on
es
es
) 
qu
e 
re
si
d
em
 n
es
te
 c
on
ju
n
to
 h
ab
it
ac
io
n
al
? 
1 
  
N
ão
 m
e 
re
la
ci
on
o 
  
  
2 
  
Só
 c
um
pr
im
en
to
  
  
3 
  
Às
 v
ez
es
 tr
oc
o 
al
gu
m
as
 p
al
av
ra
s,
 e
m
 u
m
 e
nc
on
tr
o 
ca
su
al
  
  
  
 
4 
  
Fa
ço
 a
tiv
id
ad
es
 ju
nt
o,
 p
eç
o 
co
ns
el
ho
s 
 19
-C
om
o 
vo
cê
 s
e 
re
la
ci
on
a 
co
m
 o
s 
ja
p
on
es
es
 q
u
e 
re
si
d
em
 n
es
te
 c
on
ju
n
to
 
h
ab
it
ac
io
n
al
? 
1 
  
N
ão
 m
e 
re
la
ci
on
o 
  
  
2 
  
Só
 c
um
pr
im
en
to
  
  
3 
  
Às
 v
ez
es
 tr
oc
o 
al
gu
m
as
 p
al
av
ra
s,
 e
m
 u
m
 e
nc
on
tr
o 
ca
su
al
  
  
4 
  
Fa
ço
 a
tiv
id
ad
es
 ju
nt
o,
 p
eç
o 
co
ns
el
ho
s 
 
20
-V
oc
ê 
se
n
te
 a
lg
u
m
a 
b
ar
re
ir
a 
n
o 
re
la
ci
on
am
en
to
 c
om
 o
s 
ja
p
on
es
es
 q
u
e 
re
si
d
em
 
n
es
te
 c
on
ju
n
to
 h
ab
it
ac
io
n
al
? 
1 
  
Si
nt
o 
m
ui
to
 fo
rt
em
en
te
  
 
2 
  
Si
nt
o 
ba
st
an
te
 
3 
  
N
ão
 si
nt
o 
m
ui
to
  
4 
  
N
ão
 
 
21
-C
om
o 
vo
cê
 g
os
ta
ri
a 
d
e 
se
 r
el
ac
io
n
ar
 c
om
 o
s 
ja
p
on
es
es
 d
es
te
 c
on
ju
n
to
 
h
ab
it
ac
io
n
al
 d
aq
u
i e
m
 d
ia
n
te
? 
1 
  
N
ão
 q
ue
ro
 m
e 
re
la
ci
on
ar
 d
e 
m
od
o 
al
gu
m
  
 
2 
  
Fo
ra
 o
 m
ín
im
o 
ne
ce
ss
ár
io
, p
re
fir
o 
nã
o 
m
e 
re
la
ci
on
ar
 
3 
  
G
os
ta
ri
a 
de
 m
e 
re
la
ci
on
ar
 u
m
 p
ou
co
  
  
4 
  
Q
ue
ro
 m
e 
re
la
ci
on
ar
 m
ai
s a
tiv
am
en
te
  
  
     
5 
࠙
4
ࠚ
Q
U
E
S
T
Õ
E
S
 S
O
B
R
E
 O
 C
O
N
H
E
C
IM
E
N
T
O
 D
A
 L
ÍN
G
U
A
 J
A
P
O
N
E
S
A
 
 
22
-Q
u
al
 é
 a
 s
u
a 
fl
u
ên
ci
a 
n
a 
co
n
ve
rs
aç
ão
 e
m
 ja
p
on
ês
? 
 
1 
  
N
ão
 c
on
si
go
 fa
la
r n
ad
a 
em
 ja
po
nê
s 
  
  
 
2 
  
Co
ns
ig
o 
m
e 
ap
re
se
nt
ar
 b
re
ve
m
en
te
 d
iz
en
do
 o
 m
eu
 n
om
e,
 p
aí
s d
e 
or
ig
em
, e
tc
  
3 
  
Co
ns
ig
o 
re
sp
on
de
r p
er
gu
nt
as
 fá
ce
is
 so
br
e 
m
im
, m
in
ha
 fa
m
íli
a,
 m
eu
 p
aí
s,
 e
tc
 
4 
  
Co
ns
ig
o 
ex
pl
ic
ar
 d
et
al
ha
da
m
en
te
 m
in
ha
s p
re
fe
rê
nc
ia
s n
a 
ho
ra
 d
e 
fa
ze
r c
om
pr
as

 
5 
  
Co
ns
ig
o 
ex
pl
ic
ar
 o
 si
st
em
a 
ed
uc
ac
io
na
l, 
o 
si
st
em
a 
po
lít
ic
o,
 e
tc
, d
o 
m
eu
 p
aí
s 
 
23
-Q
u
al
 é
 a
 s
u
a 
ca
p
ac
id
ad
e 
d
e 
le
it
u
ra
 e
m
 ja
p
on
ês
? 
 
1 
  
N
ão
 c
on
si
go
 le
r n
ad
a 
em
 ja
po
nê
s 
2 
  
Co
ns
ig
o 
le
r n
om
es
 d
e 
pa
ís
es
 e
 c
id
ad
es
 e
sc
ri
to
s e
m
 H
IR
A
G
A
N
A
 e
 K
AT
A
K
A
N
A
 
3 
  
Co
ns
ig
o 
le
r e
 e
nt
en
de
r a
vi
so
s d
a 
pr
ef
ei
tu
ra
, e
sc
ol
a,
 e
tc
, c
om
 H
IR
A
G
A
N
A
 
4 
  
Co
ns
ig
o 
le
r e
 e
nt
en
de
r a
vi
so
s d
a 
pr
ef
ei
tu
ra
, e
sc
ol
a,
 e
tc
, m
es
m
o 
se
m
 H
IR
A
G
A
N
A
 
5 
  
Co
ns
ig
o 
le
r j
or
na
is
 ja
po
ne
se
s 
 
24
-Q
u
al
 é
 a
 s
u
a 
ca
p
ac
id
ad
e 
d
e 
es
cr
it
a 
em
 ja
p
on
ês
? 
1 
N
ão
 c
on
si
go
 e
sc
re
ve
r n
ad
a 
em
 ja
po
nê
s 
 
2 
Co
ns
ig
o 
es
cr
ev
er
 m
eu
 n
om
e 
em
 K
AT
A
K
A
N
A
 
3 
  
Co
ns
ig
o 
es
cr
ev
er
 m
eu
 e
nd
er
eç
o 
em
 K
A
N
JI
  
  
 
4 
  
Co
ns
ig
o 
es
cr
ev
er
 m
en
sa
ge
ns
 d
e 
tr
ab
al
ho
 e
m
 H
IR
A
G
A
N
A
 e
 K
AT
A
K
A
N
A
  
  
5 
  
Co
ns
ig
o 
es
cr
ev
er
 m
en
sa
ge
ns
 d
e 
tr
ab
al
ho
 e
m
 K
A
N
JI
  
  
 
 
25
-D
aq
u
i e
m
 d
ia
n
te
, v
oc
ê 
p
en
sa
 e
m
 a
p
re
n
d
er
 o
 ja
p
on
ês
? 
 
1 
  
Si
m
, q
ue
ro
 a
pr
en
de
r s
em
 fa
lta
 
2 
  
Si
m
, q
ue
ro
 a
pr
en
de
r s
e 
ho
uv
er
 u
m
a 
op
or
tu
ni
da
de
 c
on
ve
ni
en
te
 p
ar
a 
m
im
  
 
3 
  
Ac
ho
 q
ue
 já
 a
pr
en
di
 o
 su
fic
ie
nt
e 
  
  
 
4 
  
N
ão
 p
od
er
ei
 a
pr
en
de
r p
or
 fa
lta
 d
e 
te
m
po
  
5 
  
N
ão
 fa
lo
 o
 ja
po
nê
s,
 e
 n
ão
 si
nt
o 
a 
ne
ce
ss
id
ad
e 
de
 a
pr
en
de
r 
 
            

 
− 77−
6 
࠙
5
ࠚ
Q
U
E
S
T
Õ
E
S
 S
O
B
R
E
 O
 S
E
U
 T
R
A
B
A
L
H
O
 A
T
U
A
L
 
 
26
-A
tu
al
m
en
te
, v
oc
ê 
re
al
iz
a 
al
gu
m
 t
ra
ba
lh
o 
re
m
u
n
er
ad
o?
  
  
1 
  
Si
m
  
  
→

R
es
po
nd
a 
a 
to
da
s a
s q
ue
st
õe
s a
ba
ix
o,
 n
a 
or
de
m
 
2 
  
N
ão
 
→

Vá
 p
ar
a 
a 
qu
es
tã
o 
nú
m
er
o 
37
 
 
27
- Q
u
al
 é
 o
 f
or
m
at
o 
d
o 
se
u
 t
ra
b
al
h
o
 a
tu
al
? 
1 
  
Au
tô
no
m
o 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
→

Vá
 p
ar
a 
a 
qu
es
tã
o 
nú
m
er
o 
29
 
2 
  
Co
nt
ra
ta
do
(a
) v
ia
 e
m
pr
ei
te
ir
a 

→

Vá
 p
ar
a 
a 
qu
es
tã
o 
nú
m
er
o 
29
 
3 
  
Co
nt
ra
ta
do
(a
) s
em
 p
as
sa
r p
or
 e
m
pr
ei
te
ir
a 
  
28
-P
ar
a 
os
 q
u
e 
ci
rc
u
la
ra
m
 a 
al
te
rn
at
iv
a “
3”
 ac
im
a,
 q
u
al
 é
 o
 fo
rm
at
o 
d
o 
se
u
 
em
p
re
go
? 



1 
  
Fu
nc
io
ná
ri
o(
a)
 e
fe
tiv
o(
a)
 se
m
 p
er
ío
do
 d
et
er
m
in
ad
o  
(S
EI
K
I 
S
H
A
IN
) 



2 
  
Fu
nc
io
ná
ri
o(
a)
 p
or
 p
er
ío
do
 d
et
er
m
in
ad
o 
(K
EI
YA
K
U
 S
H
A
IN
) 



3 
  
Fu
nc
io
ná
ri
o(
a)
 d
e 
m
ei
o 
pe
rí
od
o 
ou
 A
R
U
B
A
IT
O
 



4 
  
O
ut
ro
 ( 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 )
 
 
29
-C
om
o 
vo
cê
 o
bt
ev
e 
in
fo
rm
aç
õe
s 
so
b
re
 o
 e
m
p
re
go
 a
tu
al
? 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
(C
ir
cu
le
 to
da
s a
s a
lte
rn
at
iv
as
 c
or
re
sp
on
de
nt
es
) 



1 
  
Po
r m
ei
o 
de
 fa
m
ili
ar
es
 e
 p
ar
en
te
s 



2 
  
Po
r m
ei
o 
de
 a
m
ig
os
 b
ra
si
le
ir
os
 



3 
  
Po
r m
ei
o 
de
 a
m
ig
os
 ja
po
ne
se
s 



4 
  
N
a 
H
EL
LO
 W
O
R
K
 



5 
  
Po
r m
ei
o 
de
 e
m
pr
ei
te
ir
a 



6 
  
Ve
nd
o 
jo
rn
ai
s e
 re
vi
st
as
 e
m
 p
or
tu
gu
ês
 



7 
  
D
e 
ou
tr
o 
m
od
o 
(E
sp
ec
ifi
ca
r:

















  
  
  
  
  
 )
 
 
30
-H
á 
q
u
an
to
 t
em
p
o 
vo
cê
 t
ra
ba
lh
a 
n
o 
se
u
 e
m
p
re
go
 a
tu
al
? 
 


  
H
á 







 a
no
s e
  






 m
es
es
 
 
31
-N
o 
m
ês
 p
as
sa
d
o,
 v
oc
ê 
tr
ab
al
h
ou
 e
m
 m
éd
ia
 q
u
an
ta
s 
h
or
as
 p
or
 s
em
an
a?
  
(P
re
en
ch
a 
o 
nú
m
er
o)
 

  








 h
or
as
 /
 se
m
an
a 
 
32
-Q
u
an
to
 fo
i a
 m
éd
ia
 d
o 
se
u
 s
al
ár
io
 m
en
sa
l n
os
 ú
lt
im
os
 3
 m
es
es
? 
  
  
  
  
(P
re
en
ch
a 
o 
nú
m
er
o)
 


 






  
 i
en
es
 /
 m
ês
 
7 

33
-Q
u
al
 é
 o
 r
am
o 
d
a 
em
p
re
sa
 o
n
d
e 
vo
cê
 t
ra
b
al
h
a?
  

IN
D
Ú
ST
R
IA
 


1 
  
Au
to
m
óv
ei
s /
 m
ot
os
 /
 e
tc
 


2 
  
El
et
rô
ni
co
s 


3 
  
Al
im
en
to
s 


4 
  
O
ut
ro
 (E
sp
ec
ifi
ca
r:
 











  
  
  
  
  
  
) 

PR
E
ST
A
Ç
Ã
O
 D
E
 S
E
R
V
IÇ
O
S 


5 
  
Tr
an
sp
or
te
 


6 
  
R
es
ta
ur
an
te
, h
ot
el
 


7 
  
Ve
nd
as
  


8 
  
Li
m
pe
za
 /
 v
ig
ilâ
nc
ia
  


9 
  
As
si
st
ên
ci
a 
a 
id
os
os
, a
ss
is
tê
nc
ia
 so
ci
al
  

 1
0 
  
O
ut
ro
 (E
sp
ec
ifi
ca
r:
 








  
  

  
  
  
  

  
) 
 
34
-Q
u
al
 é
 a
 p
ro
fi
ss
ão
 q
u
e 
vo
cê
 e
xe
rc
e 
at
u
al
m
en
te
? 
 

1 
  
O
pe
rá
ri
o 
/ 
té
cn
ic
o 
(p
ro
du
çã
o,
 c
on
se
rt
o,
 tr
an
sp
or
te
, c
on
st
ru
çã
o,
 e
tc
) 

2 
  
Ve
nd
as
 /
 p
re
st
aç
ão
 d
e 
se
rv
iç
os
 (p
ro
pr
ie
tá
ri
o,
 v
en
de
do
r, 
ba
lc
on
is
ta
, a
te
nd
en
te
, e
tc
) 

3 
  
Tr
ab
al
ho
 d
e 
es
cr
itó
ri
o 
(f
un
ci
on
ár
io
 d
e 
es
cr
itó
ri
o,
 b
an
cá
ri
o,
 e
tc
) 

4 
  
Tr
ab
al
ho
 e
sp
ec
ia
liz
ad
o 
/ 
ge
rê
nc
ia
 (e
ng
en
he
ir
o,
 e
nf
er
m
ei
ro
, a
ss
is
te
nt
e 
so
ci
al
, H
EL
PE
R
, 
 
pr
of
es
so
r, 
in
té
rp
re
te
, a
dm
in
is
tr
ad
or
, e
tc
) 

5 
  
Ag
ri
cu
lto
r 

6 
  
D
o 
la
r 
  

7 
  
Es
tu
da
nt
e 
 

8 
  
O
ut
ro
 (E
sp
ec
ifi
ca
r:
 


  
  
  
  
  
  
 












) 
 
35
-Q
u
al
 é
 a
 d
u
ra
çã
o 
ap
ro
xi
m
ad
a 
d
o 
se
u
 c
on
tr
at
o 
d
e 
tr
ab
al
h
o 
at
u
al
? 
 
1 
  
1 m
ês
  
2 
  
2 m
es
es
  
3 
  
3 m
es
es
 
4 
  
6 m
es
es
 
5 
  
1 a
no
 o
u 
m
ai
s 
 
6 
  
N
ão
 h
á 
pe
rí
od
o 
de
te
rm
in
ad
o 
 
 
36
-Q
u
al
 é
 o
 v
al
or
 m
en
sa
l m
éd
io
 d
as
 r
em
es
sa
s 
d
e 
d
in
h
ei
ro
 q
u
e 
vo
cê
 e
n
vi
a 
ao
 B
ra
si
l?
  
 
1 
  
N
ão
 e
nv
io
 re
m
es
sa
s d
e 
di
nh
ei
ro
 a
o 
Br
as
il 
2 
  
At
é 
9.9
99
 ie
ne
s /
 m
ês
 
3 
  
En
tr
e 
10
.00
0 i
en
es
 e
 29
.99
9 i
en
es
 /
 m
ês
 
4 
  
En
tr
e 
30
.00
0 i
en
es
 e
 49
.99
9 i
en
es
 /
 m
ês
 
5 
  
M
ai
s d
e 5
0.0
00
 ie
ne
s /
 m
ês
 
  

 
− 78−
8 
࠙
6
ࠚ
Q
U
E
S
T
Õ
E
S
 S
O
B
R
E
 O
 S
E
U
 P
R
IM
E
IR
O
 T
R
A
B
A
L
H
O
 N
O
 J
A
P
Ã
O
 
 
37
-Q
u
al
 fo
i o
 fo
rm
at
o 
d
o 
se
u
 p
ri
m
ei
ro
 t
ra
b
al
h
o 
n
o 
Ja
p
ão
? 
  
1 
  
Au
tô
no
m
o 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
→

Vá
 p
ar
a 
a 
qu
es
tã
o 
nú
m
er
o 3
9 
2 
  
Co
nt
ra
ta
do
(a
) v
ia
 e
m
pr
ei
te
ir
a 

→

Vá
 p
ar
a 
a 
qu
es
tã
o 
nú
m
er
o 
39
 
3 
  
Co
nt
ra
ta
do
(a
) s
em
 p
as
sa
r p
or
 e
m
pr
ei
te
ir
a 
  
38
-P
ar
a 
os
 q
u
e 
ci
rc
u
la
ra
m
 a 
al
te
rn
at
iv
a “
3”
 ac
im
a,
 q
ua
l e
ra
 o 
fo
rm
at
o d
o s
eu
 
em
p
re
go
? 



1 
  
Fu
nc
io
ná
ri
o(
a)
 e
fe
tiv
o(
a)
 se
m
 p
er
ío
do
 d
et
er
m
in
ad
o 
( S
EI
K
I 
S
H
A
IN
) 



2 
  
Fu
nc
io
ná
ri
o(
a)
 p
or
 p
er
ío
do
 d
et
er
m
in
ad
o 
(K
EI
YA
K
U
 S
H
A
IN
) 



3 
  
Fu
nc
io
ná
ri
o(
a)
 d
e 
m
ei
o 
pe
rí
od
o 
ou
 A
R
U
B
A
IT
O
 



4 
  
O
ut
ro
 ( 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 )
 
 
39
-C
om
o 
vo
cê
 o
bt
ev
e 
in
fo
rm
aç
õe
s 
so
b
re
 o
 s
eu
 p
ri
m
ei
ro
 e
m
p
re
go
 n
o 
Ja
p
ão
? 
 
(C
ir
cu
le
 to
da
s a
s a
lte
rn
at
iv
as
 c
or
re
sp
on
de
nt
es
) 



1 
  
Po
r m
ei
o 
de
 fa
m
ili
ar
es
 e
 p
ar
en
te
s 
 



2 
  
Po
r m
ei
o 
de
 a
m
ig
os
 b
ra
si
le
ir
os
 



3 
  
Po
r m
ei
o 
de
 a
m
ig
os
 ja
po
ne
se
s 



4 
  
N
a 
H
EL
LO
 W
O
R
K
 



5 
  
Po
r m
ei
o 
de
 e
m
pr
ei
te
ir
a 



6 
  
Ve
nd
o 
jo
rn
ai
s e
 re
vi
st
as
 e
m
 p
or
tu
gu
ês
 



7 
  
D
e 
ou
tr
o 
m
od
o 
(E
sp
ec
ifi
ca
r:

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 
) 
 
40
-Q
u
al
 e
ra
 o
 r
am
o 
d
a 
em
p
re
sa
 d
o 
se
u
 p
ri
m
ei
ro
 e
m
p
re
go
 n
o 
Ja
p
ão
? 
 

IN
D
Ú
ST
R
IA
 


1 
  
Au
to
m
óv
ei
s /
 m
ot
os
 /
 e
tc
 


2 
  
El
et
rô
ni
co
s 


3 
  
Al
im
en
to
s 


4 
  
O
ut
ro
 (E
sp
ec
ifi
ca
r:
 











  
  
  
  
  
  
) 

PR
E
ST
A
Ç
Ã
O
 D
E
 S
E
R
V
IÇ
O
S 


5 
  
Tr
an
sp
or
te
 


6 
  
R
es
ta
ur
an
te
, h
ot
el
 


7 
  
Ve
nd
as
  


8 
  
Li
m
pe
za
 /
 v
ig
ilâ
nc
ia
  


9 
  
As
si
st
ên
ci
a 
a 
id
os
os
, a
ss
is
tê
nc
ia
 so
ci
al
 

 1
0 
  
O
ut
ro
 (E
sp
ec
ifi
ca
r:
 








  
  

  
  
  
  

  
) 
    
9 

41
-Q
u
al
 fo
i a
 p
ro
fi
ss
ão
 q
u
e 
vo
cê
 e
xe
rc
eu
 n
o 
se
u
 p
ri
m
ei
ro
 e
m
p
re
go
 n
o 
Ja
p
ão
? 
 

1 
  
O
pe
rá
ri
o 
/ 
té
cn
ic
o 
(p
ro
du
çã
o,
 c
on
se
rt
o,
 tr
an
sp
or
te
, c
on
st
ru
çã
o,
 e
tc
) 

2 
  
Ve
nd
as
 /
 p
re
st
aç
ão
 d
e 
se
rv
iç
os
 (p
ro
pr
ie
tá
ri
o,
 v
en
de
do
r, 
ba
lc
on
is
ta
, a
te
nd
en
te
, e
tc
) 

3 
  
Tr
ab
al
ho
 d
e 
es
cr
itó
ri
o 
(f
un
ci
on
ár
io
 d
e 
es
cr
itó
ri
o,
 b
an
cá
ri
o,
 e
tc
) 

4 
  
Tr
ab
al
ho
 e
sp
ec
ia
liz
ad
o 
/ 
ge
rê
nc
ia
 (e
ng
en
he
ir
o,
 e
nf
er
m
ei
ro
, a
ss
is
te
nt
e 
so
ci
al
, H
EL
PE
R
, 
 
pr
of
es
so
r, 
in
té
rp
re
te
, a
dm
in
is
tr
ad
or
, e
tc
) 

5 
  
Ag
ri
cu
lto
r 

6 
  
D
o 
la
r 
  

7 
  
Es
tu
da
nt
e 
 

8 
  
O
ut
ro
 (E
sp
ec
ifi
ca
r:
 


  
  
  
  
  
  
 












) 


 
࠙
7
ࠚ
Q
U
E
S
T
Ã
O
 S
O
B
R
E
 O
 S
E
U
 T
R
A
B
A
L
H
O
 N
O
 B
R
A
S
IL
 A
N
T
E
S
 D
E
 V
IR
 A
O
 J
A
P
Ã
O
 
 42
-Q
u
al
 e
ra
 a
 p
ro
fi
ss
ão
 q
u
e 
vo
cê
 e
xe
rc
ia
 n
o 
B
ra
si
l a
n
te
s 
d
e 
vi
r 
ao
 J
ap
ão
? 
 

1 
  
O
pe
rá
ri
o 
/ 
té
cn
ic
o 
(p
ro
du
çã
o,
 c
on
se
rt
o,
 tr
an
sp
or
te
, c
on
st
ru
çã
o)
 

2 
  
Ve
nd
as
 /
 p
re
st
aç
ão
 d
e 
se
rv
iç
os
 (p
ro
pr
ie
tá
ri
o,
 v
en
de
do
r, 
ba
lc
on
is
ta
, a
te
nd
en
te
, e
tc
) 

3 
  
Tr
ab
al
ho
 d
e 
es
cr
itó
ri
o 
(f
un
ci
on
ár
io
 d
e 
es
cr
itó
ri
o,
 b
an
cá
ri
o,
 e
tc
) 

4 
  
Tr
ab
al
ho
 e
sp
ec
ia
liz
ad
o 
/ 
ge
rê
nc
ia
 (e
ng
en
he
ir
o,
 e
nf
er
m
ei
ro
, a
ss
is
te
nt
e 
so
ci
al
, H
EL
PE
R
, 
pr
of
es
so
r, 
in
té
rp
re
te
, a
dm
in
is
tr
ad
or
, e
tc
) 

5 
  
Ag
ri
cu
lto
r 

6 
  
D
o 
la
r 
  

7 
  
Es
tu
da
nt
e 
 

8 
  
O
ut
ro
 (E
sp
ec
ifi
ca
r:
 


  
  
  
  
  
  
 












) 


 
࠙
8
ࠚ
Q
U
E
S
T
Õ
E
S
 S
O
B
R
E
 M
U
D
A
N
Ç
A
 D
E
 R
E
S
ID
Ê
N
C
IA
 E
 R
E
T
O
R
N
O
 A
O
 B
R
A
S
IL
 
 
43
-V
oc
ê 
p
la
n
ej
a 
se
 m
u
d
ar
 d
es
te
 c
on
ju
n
to
 h
ab
it
ac
io
n
al
 n
os
 p
ró
xi
m
os
 3 
an
os
? 

1 
  
Si
m
, b
as
ta
nt
e 
 
  
3 
  
N
ão
 m
ui
to
 

2 
  
Si
m
, u
m
 p
ou
co
 
 
  
4 
  
N
ão
 
44
-P
ar
a 
os
 q
u
e 
ci
rc
u
la
ra
m
 as
 al
te
rn
at
iv
as
 “1
” o
u 
“2
”, 
pa
ra
 on
de
 vo
cê
 p
la
ne
ja
  
  
  
se
 m
u
d
ar
? 
 

1 
  
O
ut
ra
 re
gi
ão
 d
en
tr
o 
da
 C
id
ad
e 
de
 Iw
at
a 
  
  
 4
  
 E
xt
er
io
r (
Pa
ís
:


  
 




) 
2 
  
O
ut
ra
 c
id
ad
e 
na
 P
ro
ví
nc
ia
 d
e 
Sh
iz
uo
ka
  
  
  
5 
  
N
ão
 se
i 

3 
  
O
ut
ra
 p
ro
ví
ni
ca
 d
en
tr
o 
do
 J
ap
ão
 
 
45
-Q
u
an
to
 t
em
p
o 
vo
cê
 p
la
n
ej
a 
vi
ve
r 
n
o 
Ja
p
ão
 d
aq
u
i e
m
 d
ia
n
te
? 
 



1 
  
Pe
rm
an
en
te
m
en
te
  
 
4 
  
En
tr
e 
1 e
 2 
an
os
 



2 
  
M
ai
s d
e 
10
 a
no
s 
 
5 
  
M
en
os
 d
e 1
 a
no
 



3 
  
En
tr
e 3
 e
 9 
an
os
 
 
6 
  
N
ão
 se
i q
ua
nt
o 
te
m
po
 fi
ca
re
i n
o 
Ja
pã
o 
Vá
 p
ar
a 
a 
qu
es
tã
o 
nú
m
er
o 
45
 
− 79−
10
 
࠙
9
ࠚ
Q
U
E
S
T
Õ
E
S
 S
O
B
R
E
 A
 S
U
A
 R
E
L
A
Ç
Ã
O
 C
O
M
 O
(A
) 
E
S
P
O
S
O
(A
) 
 
46
-V
oc
ê 
es
tá
 c
as
ad
o 
n
o 
m
om
en
to
? 
 
1 
  
N
ão
, e
st
ou
 so
lte
ir
o(
a)
  
  
 →

Vá
 p
ar
a 
a 
qu
es
tã
o 
nú
m
er
o 
54
  
 
2 
  
Si
m

 
 
 
 
 
3 
  
N
ão
, e
st
ou
 se
pa
ra
do
(a
) 
 
4 
  
N
ão
, s
ou
 v
iú
vo
(a
) 
  
Pa
ra
 a
qu
el
es
 q
ue
 c
ir
cu
la
ra
m
 a
s a
lte
rn
at
iv
as
 “2
”, 
“3
” o
u 
“4
”, 
re
sp
on
da
 à
s q
ue
st
õe
s d
e 
47
 a 
53
. 
Pa
ra
 a
qu
el
es
 q
ue
 e
st
ão
 se
pa
ra
do
s o
u 
sã
o 
vi
úv
os
, r
es
po
nd
a 
so
br
e 
o 
se
u 
úl
tim
o 
ca
sa
m
en
to
. 
 
47
-O
 s
eu
 c
as
am
en
to
 e
st
á 
re
gi
st
ra
d
o 
em
 a
lg
u
m
 ó
rg
ão
 p
ú
bl
ic
o?
  
  
1 
  
Si
m
, e
st
á 
re
gi
st
ra
do
 
2 
  
N
ão
, n
ão
 e
st
á 
re
gi
st
ra
do
  
 
48
-E
m
 q
u
al
 p
aí
s 
vo
cê
 s
e 
ca
so
u
? 
 


1 
  
N
o 
Ja
pã
o 
  


2 
  
N
o 
ex
te
ri
or
  
(P
aí
s:
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 )
 
 
49
-H
á 
q
u
an
to
 t
em
p
o 
vo
cê
s 
m
or
am
 ju
n
to
s?
 (P
re
en
ch
a 
o 
nú
m
er
o)
  

 H
á 
( 
  
  
  
  
  
 )
 a
no
s 
 

50
-É
 o
 p
ri
m
ei
ro
 c
as
am
en
to
 d
e 
vo
cê
s?
  
1 
  
Si
m
, é
 o
 p
ri
m
ei
ro
 c
as
am
en
to
 d
e 
am
bo
s 
  
 
2 
  
É 
o 
pr
im
ei
ro
 c
as
am
en
to
 d
o 
es
po
so
 e
 o
 s
eg
un
do
 (o
u 
te
rc
ei
ro
, e
tc
) d
a 
es
po
sa
  
3 
  
É 
o 
se
gu
nd
o 
(o
u 
te
rc
ei
ro
, e
tc
) c
as
am
en
to
 d
o 
es
po
so
 e
 o
 p
ri
m
ei
ro
 d
a 
es
po
sa
 
4 
  
N
ão
, é
 o
 se
gu
nd
o 
(o
u 
te
rc
ei
ro
, e
tc
) c
as
am
en
to
 d
e 
am
bo
s 
  
 
51
-Q
u
al
 é
 a
 n
ac
io
n
al
id
ad
e 
d
o(
a)
 s
eu
(s
u
a)
 e
sp
os
o(
a)
? 
1 
  
Br
as
ile
ir
a 
2 
  
Pe
ru
an
a 
3 
  
Fi
lip
in
a 
4 
  
Ja
po
ne
sa
 
5 
  
O
ut
ra
 ( 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
) 
6 
  
D
up
la
 n
ac
io
na
lid
ad
e 
( 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
e 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 )
 
      
11
 

52
-Q
u
al
 é
 a
 c
on
d
iç
ão
 a
tu
al
 d
os
 s
eu
s 
p
ai
s?
  
 
M
E
U
 P
A
I 
M
IN
H
A
 M
Ã
E
 
Co
nd
iç
ão
 
1 
  
Fa
le
ci
do
  
2 
  
Es
tá
 v
iv
o 
1 
  
Fa
le
ci
da
 
2 
  
Es
tá
 v
iv
a 
 
Id
ad
e 
( 
 



) a
no
s 
(




) a
no
s 
Te
m
po
 q
ue
 le
va
 d
a 
su
a 
ca
sa
 
 (
Co
m
 o
 m
ei
o 
de
 tr
an
sp
or
te
 
 m
ai
s u
til
iz
ad
o)
 
  
1 
  
M
or
a 
ju
nt
o 
2 
  
M
en
os
 d
e 
15
 m
in
ut
os
 
3 
  
En
tr
e 
15
 e
 29
 m
in
ut
os
 
4 
  
En
tr
e 
30
 e
 59
 m
in
ut
os
 
5 
  
En
tr
e 
1 e
 3 
ho
ra
s 
 
6 
  
M
ai
s d
e 
3 h
or
as
  

 
(D
en
tr
o 
do
 J
ap
ão
) 
7 
  
M
or
a 
no
 e
xt
er
io
r 
1 
  
M
or
a 
ju
nt
o 
2 
  
M
en
os
 d
e 
15
 m
in
ut
os
 
3 
  
En
tr
e 
15
 e
 29
 m
in
ut
os
 
4 
  
En
tr
e 
30
 e
 59
 m
in
ut
os
 
5 
  
En
tr
e 
1 e
 3 
ho
ra
s 
 
6 
  
M
ai
s d
e 
3 h
or
as
  

 
(D
en
tr
o 
do
 J
ap
ão
) 
7 
  
M
or
a 
no
 e
xt
er
io
r 
  
53
- Q
u
al
 é
 a
 c
on
d
iç
ão
 a
tu
al
 d
os
 p
ai
s 
d
o(
a)
 s
eu
(s
u
a)
 e
sp
os
o(
a)
? 
 
PA
I D
O
(A
) E
SP
O
SO
(A
) 
M
Ã
E
 D
O
(A
) E
SP
O
SO
(A
) 
Co
nd
iç
ão
 
1 
  
Fa
le
ci
do
 
2 
  
Es
tá
 v
iv
o 
1 
  
Fa
le
ci
da
 
2 
  
Es
tá
 v
iv
a 
 
Id
ad
e 
( 
 



) a
no
s 
(




) a
no
s 
Te
m
po
 q
ue
 le
va
 d
a 
su
a 
ca
sa
 
(C
om
 o
 m
ei
o 
de
 tr
an
sp
or
te
 
 m
ai
s u
til
iz
ad
o)
 
  
1 
  
M
or
a 
ju
nt
o 
2 
  
M
en
os
 d
e 
15
 m
in
ut
os
 
3 
  
En
tr
e 
15
 e
 29
 m
in
ut
os
 
4 
  
En
tr
e 
30
 e
 59
 m
in
ut
os
 
5 
  
En
tr
e 
1 e
 3 
ho
ra
s 
 
6 
  
M
ai
s d
e 
3 h
or
as
  

 
(D
en
tr
o 
do
 J
ap
ão
) 
7 
  
M
or
a 
no
 e
xt
er
io
r 
1 
  
M
or
a 
ju
nt
o 
2 
  
M
en
os
 d
e 
15
 m
in
ut
os
 
3 
  
En
tr
e 
15
 e
 29
 m
in
ut
os
 
4 
  
En
tr
e 
30
 e
 59
 m
in
ut
os
 
5 
  
En
tr
e 
1 e
 3 
ho
ra
s 
 
6 
  
M
ai
s d
e 
3 h
or
as
  

 
(D
en
tr
o 
do
 J
ap
ão
) 
7 
  
M
or
a 
no
 e
xt
er
io
r 
   
− 80−
12
 
࠙
1
0
ࠚ
Q
U
E
S
T
Õ
E
S
 S
O
B
R
E
 A
S
 P
E
S
S
O
A
S
 P
A
R
A
 Q
U
E
M
 V
O
C
Ê
 P
E
D
E
 A
JU
D
A
 
 54
-N
as
 s
it
u
aç
õe
s 
d
e 
A
 a
 G
 a
ba
ix
o,
 p
ar
a 
q
u
em
 (
on
d
e)
 v
oc
ê 
p
ed
e 
co
n
se
lh
os
 o
u
 a
ju
d
a?
  
 
  
  
 E
sc
ol
ha
 a
té
 d
ua
s  
da
s a
lte
rn
at
iv
as
 d
e 
1 a
 21
 ab
ai
xo
, e
m
 o
rd
em
 p
ri
or
itá
ri
a.
 
AL
TE
R
N
AT
IV
AS
 
1 
 N
un
ca
 p
as
se
i p
or
 is
so
 
12
  
 P
es
so
as
 d
a 
ig
re
ja
 
2 
 N
ão
 p
eç
o 
aj
ud
a,
 p
oi
s r
es
ol
vo
 so
zi
nh
o(
a)
 
13
  
 P
ar
en
te
s e
 a
m
ig
os
 n
o 
Br
as
il 
3 
 E
sp
os
o(
a)
 
14
  
 C
ol
eg
as
 e
 a
m
ig
os
 b
ra
si
le
ir
os
 
4 
 M
eu
s p
ai
s 
15
  
 C
ol
eg
as
 e
 a
m
ig
os
 ja
po
ne
se
s 
5 
 P
ai
s d
o(
a)
 m
eu
(m
in
ha
) e
sp
os
o(
a)
 
16
  
 P
ro
fe
ss
or
es
 d
o 
m
at
er
na
l, 
es
co
la
, e
tc
 
6 
 M
eu
s i
rm
ão
s 
17
  
 T
A
N
TO
S
H
A
 d
a 
em
pr
ei
te
ir
a 
7 
 I
rm
ão
s d
o(
a)
 m
eu
(m
in
ha
) e
sp
os
o(
a)
 
18
  
 B
al
cã
o 
da
 P
re
fe
itu
ra
 
8 
 M
eu
s f
ilh
os
 
19
  
 C
en
tr
o 
de
 In
te
rc
âm
bi
o 
M
ul
tic
ul
tu
ra
l 
9 
 O
ut
ro
s p
ar
en
te
s 
20
  
 O
ut
ro
s 
10
  
Br
as
ile
ir
os
 d
o 
co
nj
un
to
 h
ab
ita
ci
on
al
 
21
  
 N
ão
 te
nh
o 
ni
ng
ué
m
 p
ar
a 
m
e 
aj
ud
ar
 
11
  
Ja
po
ne
se
s d
o 
co
nj
un
to
 h
ab
ita
ci
on
al
  
 
 
EX
EM
PL
O
 D
E 
R
ES
PO
ST
A 
(I
te
m
 A
) 
S
e 
te
nh
o 
pr
ob
le
m
as
 f
in
an
ce
ir
os
, 
em
 1
º 
lu
g
ar
, 
pe
ço
 a
ju
da
 p
ar
a 
os
 m
eu
s 
p
ai
s;
 e
 
em
 2
º 
lu
g
ar
, 
pe
ço
 a
ju
da
 p
ar
a 
os
 m
eu
s 
ir
m
ão
s .
 N
es
se
 c
as
o,
 a
 r
es
po
st
a 
se
ri
a:
 
A

Q
ua
nd
o 
vo
cê
 t
em
 p
ro
bl
em
as
 f
in
an
ce
ir
os
, 
pa
ra
 q
ue
m
 v
oc
ê 
pe
de
(p
ed
iu
) 
aj
ud
a?
  

  
  
  
1º
 lu
ga
r 
(
 4


) 
  


2º
 lu
ga
r 
( 
  
6


) 
A 
 Q
ua
nd
o 
vo
cê
 te
m
 p
ro
bl
em
as
 fi
na
nc
ei
ro
s,
 p
ar
a 
qu
em
 v
oc
ê 
pe
de
(p
ed
iu
) a
ju
da
? 
 
1º
 lu
ga
r (



 
) 
  


2º
 lu
ga
r (
  
 


) 
B 
 Q
ua
nd
o 
vo
cê
 te
m
 p
ro
bl
em
as
 n
o 
ca
sa
m
en
to
, p
ar
a 
qu
em
 v
oc
ê 
pe
de
(p
ed
iu
) c
on
se
lh
os
? 
1º
 lu
ga
r (



 
) 
  


2º
 lu
ga
r (
  
 


) 
C 
 Q
ua
nd
o 
vo
cê
 o
u 
se
u 
fil
ho
 fi
ca
 d
oe
nt
e,
 p
ar
a 
qu
em
 v
oc
ê 
pe
de
(p
ed
iu
) a
ju
da
? 
1º
 lu
ga
r (



 
) 
  


2º
 lu
ga
r (
  
 


) 
D
  
Q
ua
nd
o 
vo
cê
 te
m
 p
ro
bl
em
as
 d
e 
pa
rt
o 
ou
 d
e 
cr
ia
çã
o 
de
 fi
lh
os
, p
ar
a 
qu
em
 v
oc
ê 
pe
de
(p
ed
iu
) 
co
ns
el
ho
s?
 
1º
 lu
ga
r (



 
) 
  


2º
 lu
ga
r (
  
 


) 
E 
 Q
ua
nd
o 
vo
cê
 sa
i p
ar
a 
tr
ab
al
ha
r, 
qu
em
 c
ui
da
(c
ui
do
u)
 d
o(
a)
 se
u(
su
a)
 fi
lh
o(
a)
? 
1º
 lu
ga
r (



 
) 
  


2º
 lu
ga
r (
  
 


) 
F 
 Q
ua
nd
o 
se
u(
su
a)
 fi
lh
o(
a)
 te
m
 p
ro
bl
em
as
 c
om
 o
s a
m
ig
os
, p
ar
a 
qu
em
 v
oc
ê 
pe
de
(p
ed
iu
) 
co
ns
el
ho
s?
 
1º
 lu
ga
r (



 
) 
  


2º
 lu
ga
r (
  
 


) 
G
  
N
a 
ho
ra
 d
e 
de
ci
di
r s
ob
re
 a
 e
du
ca
çã
o/
pr
os
se
gu
im
en
to
 d
os
 e
st
ud
os
 d
o(
a)
 se
u(
su
a)
 fi
lh
o(
a)
, 
pa
ra
 q
ue
m
 v
oc
ê 
pe
de
(p
ed
iu
) c
on
se
lh
os
? 
 
1º
 lu
ga
r (



 
) 
  


2º
 lu
ga
r (
  
 


) 
13
 
࠙
1
1
ࠚ
Q
U
E
S
T
Õ
E
S
 S
O
B
R
E
 A
 S
U
A
 S
A
Ú
D
E
 E
 M
O
T
IV
O
S
 D
E
 P
R
E
O
C
U
P
A
Ç
Õ
E
S
 
 
55
-C
om
o 
es
tá
 s
u
a 
sa
ú
d
e 
n
o 
m
om
en
to
? 
  
1 
  
M
ui
to
 b
oa
 
 
 
4 
  
N
ão
 e
st
á 
m
ui
to
 b
oa
 
2 
  
Bo
a 
 
 
 
5 
  
R
ui
m
 
3 
  
N
or
m
al
  
 
 
56
-N
es
se
 ú
lt
im
o 
an
o 
vo
cê
 t
ev
e 
p
re
oc
u
p
aç
õe
s 
ou
 s
en
ti
u
 e
st
re
ss
e?
  
1 
  
N
ão
  
  
  
  
  
3 
  
Si
m
, a
lg
um
as
 v
ez
es
 
2 
  
N
ão
 m
ui
to
  
  
  
4 
  
Si
m
, b
as
ta
nt
e 



 

57
-P
ar
a 
aq
u
el
es
 q
u
e 
ci
rc
u
la
ra
m
 as
 al
te
rn
at
iv
as
 “3
” o
u 
“4
” a
ci
m
a,
 q
u
al
 fo
i o
 m
ot
iv
o?
  
  
  
 (
Ci
rc
ul
e 
to
da
s a
s a
lte
rn
at
iv
as
 c
or
re
sp
on
de
nt
es
) 
1 
 P
ro
bl
em
a 
fa
m
ili
ar
 (d
ife
re
nç
as
 fa
m
ili
ar
es
, c
ri
aç
ão
 d
e 
fil
ho
s,
 c
ui
da
do
 d
e 
fa
m
ili
ar
es
, e
tc
) 
 
2 
 P
ro
bl
em
a 
de
 sa
úd
e 
(p
re
oc
up
aç
ão
 c
om
 m
in
ha
 d
oe
nç
a,
 c
or
po
, e
tc
) 
3 
 P
ro
bl
em
a 
fin
an
ce
ir
o 
(f
al
ên
ci
a,
 in
at
iv
id
ad
e 
do
s n
eg
óc
io
s,
 d
ív
id
a,
 d
es
em
pr
eg
o,
 e
tc
) 
4 
  
Pr
ob
le
m
a 
no
 tr
ab
al
ho
 (t
ra
ns
fe
rê
nc
ia
, i
na
tiv
id
ad
e 
no
 tr
ab
al
ho
, r
el
aç
õe
s h
um
an
as
  
no
 tr
ab
al
ho
, t
ra
ba
lh
o 
po
r l
on
ga
s h
or
as
, e
tc
㸧
 
5 
 P
ro
bl
em
as
 e
nt
re
 h
om
em
 e
 m
ul
he
r (
de
si
lu
sã
o 
am
or
os
a,
 p
ro
bl
em
a 
de
 c
as
al
, 
 
pr
eo
cu
pa
çã
o 
co
m
 c
as
am
en
to
, e
tc
) 
 
6 
 P
ro
bl
em
as
 d
e 
es
co
la
 (I
JI
M
E,
 in
at
iv
id
ad
e 
no
s e
st
ud
os
, r
el
aç
õe
s h
um
an
as
 c
om
 o
s 
pr
of
es
so
re
s,
 e
tc
) 
  
7 
  
O
ut
ro
 (





























  
  
  
  
 )
 
 
58
-E
sc
re
va
 a
b
ai
xo
 s
u
as
 p
re
oc
u
p
aç
õe
s 
ou
 p
ed
id
os
/s
u
ge
st
õe
s 
p
ar
a 
a 
ad
m
in
is
tr
aç
ão
 
p
ú
b
li
ca
. 
 
        
Po
de
m
os
 li
ga
r p
ar
a 
vo
cê
 p
ar
a 
ag
en
da
r u
m
a 
en
tr
ev
is
ta
 in
di
vi
du
al
? 
Ca
so
 si
m
, p
or
 fa
vo
r, 
pr
ee
nc
ha
 a
s i
nf
or
m
aç
õe
s a
ba
ix
o.
 E
nt
ra
re
m
os
 e
m
 c
on
ta
to
 a
té
 o
 fi
na
l d
e 
de
ze
m
br
o 
de
 20
14
. 
N
om
e 
co
m
p
le
to
: 





  
  



















  
  

  
  


  
N
ú
m
er
o
 d
o 
ap
ar
ta
m
en
to
: 



  







  
  
  







  
 
  




 
N
ú
m
er
o 
d
o 
te
le
fo
n
e:
 





  






 








  
  





 
 

  
D
ia
 d
a 
se
m
an
a,
 h
o
rá
ri
o 
d
is
p
on
ív
el
: 




 











  
 

  
 
  
M
ui
to
 o
br
ig
ad
o 
pe
la
 s
ua
 c
ol
ab
or
aç
ão
! 
  
 
− 81−
(B
) 
C
u
es
ti
on
ar
io
 s
ob
re
 la
 v
id
a 
co
ti
d
ia
n
a 
en
 e
l 
 
C
on
ju
n
to
 H
ab
it
ac
io
n
al
 T
os
h
in
ch
o 
d
e 
la
 C
iu
d
ad
 d
e 
Iw
at
a 
 (
In
ve
st
ig
ac
ió
n
 I
n
d
iv
id
u
al
 /
 E
xt
ra
n
je
ro
s)
 
R
ea
liz
ac
ió
n:
 U
ni
ve
rs
id
ad
 d
e 
A
rt
e 
y 
C
ul
tu
ra
 d
e 
S
hi
zu
ok
a 
(C
oo
rd
in
ad
or
 d
e 
la
 i
nv
es
ti
ga
ci
ón
: 
S
hi
ge
hi
ro
 I
ke
ga
m
i)
 
S
ol
ic
it
ac
ió
n
 d
e 
co
la
b
or
ac
ió
n
 p
ar
a 
la
 in
ve
st
ig
ac
ió
n
 
 
1.
 
El
 o
bj
et
o 
de
 l
a 
in
ve
st
ig
ac
ió
n 
es
 c
om
pr
en
de
r 
la
 v
id
a 
co
ti
di
an
a 
y 
la
 o
pi
ni
ón
 d
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l e
xt
er
io
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1 
  
V
iv
e 
ju
nt
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2 
  
M
en
os
 d
e 
15
 m
in
ut
os
 
3 
  
En
tr
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 y
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9 
m
in
ut
os
 
4 
  
En
tr
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30
 y
 5
9 
m
in
ut
os
 
5 
  
En
tr
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1 
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ho
ra
s 
 
6 
  
M
ás
 d
e 
3 
ho
ra
s 
 

 
(A
de
nt
ro
 d
e 
Ja
pó
n)
 
7 
  
V
iv
e 
en
 e
l e
xt
er
io
r 
  
5
3
- 
¿C
u
ál
 e
s 
la
 c
on
d
ic
ió
n
 a
ct
u
al
 d
e 
lo
s 
p
ad
re
s 
d
e 
su
 e
sp
os
o
(a
)?
 
 
PA
D
R
E 
D
EL
(D
E 
LA
) 
ES
PO
S
O
(A
) 
M
A
D
R
E 
D
EL
(D
E 
LA
) 
ES
PO
S
O
(A
) 
C
on
di
ci
ón
 
1 
  
Fa
lle
ci
do
 
2 
  
Es
tá
 v
iv
o 
1 
  
Fa
lle
ci
da
 
2 
  
Es
tá
 v
iv
a 
Ed
ad
 
( 
 



) 
añ
os
 
(




) 
añ
os
 
Ti
em
po
 q
ue
 ll
ev
a 
de
 s
u 
ca
sa
 
(C
on
 e
l m
ed
io
 d
e 
tr
an
sp
or
te
 m
ás
 u
ti
liz
ad
o)
 
  
1 
  
V
iv
e 
ju
nt
o 
2 
  
M
en
os
 d
e 
15
 m
in
ut
os
 
3 
  
En
tr
e 
15
 y
 2
9 
m
in
ut
os
 
4 
  
En
tr
e 
30
 y
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9 
m
in
ut
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5 
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tr
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1 
y 
3 
ho
ra
s 
 
6 
  
M
ás
 d
e 
3 
ho
ra
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
 
(A
de
nt
ro
 d
e 
Ja
pó
n)
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V
iv
e 
en
 e
l e
xt
er
io
r 
1 
  
V
iv
e 
ju
nt
o 
2 
  
M
en
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 d
e 
15
 m
in
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3 
  
En
tr
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 y
 2
9 
m
in
ut
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4 
  
En
tr
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30
 y
 5
9 
m
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ut
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5 
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ho
ra
s 
 
6 
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 d
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 
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 d
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7 
  
V
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N
A
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A
R
A
 Q
U
IÉ
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S
T
E
D
 P
ID
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 A
Y
U
D
A
 
 5
4
-¿
En
 l
as
 s
it
u
ac
io
n
es
 d
e 
A
 a
 G
 a
b
aj
o,
 p
ar
a 
q
u
ié
n
(d
ón
d
e)
 u
st
ed
 p
id
e 
co
n
se
jo
s 
o 
ay
u
d
a?
  
Es
co
ja
 h
as
ta
 d
os
 d
e 
la
s 
al
te
rn
at
iv
as
 d
e 
1 
a 
21
 a
ba
jo
, 
en
 o
rd
en
 p
ri
or
it
ar
ia
. 
A
LT
ER
N
AT
IV
A
S
 
1 
 N
un
ca
 p
as
é 
po
r 
es
o 
12
  
 P
er
so
na
s 
de
 la
 ig
le
si
a 
2 
 N
o 
pi
do
 a
yu
da
, 
pu
es
 r
es
ue
lv
o 
so
lo
(a
) 
13
  
 P
ar
ie
nt
es
 y
 a
m
ig
os
 e
n 
Pe
rú
 
3 
 E
sp
os
o(
a)
 
14
  
 C
om
pa
ñe
ro
s 
y 
am
ig
os
 p
er
ua
no
s 
4 
 M
is
 p
ad
re
s 
15
  
 C
om
pa
ñe
ro
s 
y 
am
ig
os
 j
ap
on
es
es
 
5 
 P
ad
re
s 
de
 m
i e
sp
os
o(
a)
 
16
  
 P
ro
fe
so
re
s 
de
l p
ri
m
ar
io
, 
es
cu
el
a,
 e
tc
 
6 
 M
is
 h
er
m
an
os
 
17
  
 T
A
N
TO
S
H
A
 d
e 
la
 c
on
tr
at
is
ta
 
7 
 H
er
m
an
os
 d
e 
m
i e
sp
os
o(
a)
 
18
  
 V
en
ta
ni
lla
 d
e 
la
 m
un
ic
ip
al
id
ad
 
8 
 M
is
 h
ijo
s 
19
  
 C
en
tr
o 
de
 I
nt
er
ca
m
bi
o 
M
ul
ti
cu
lt
ur
al
 
9 
 O
tr
os
 p
ar
ie
nt
es
 
20
  
 O
tr
os
 
10
  
Pe
ru
an
os
 d
el
 c
on
ju
nt
o 
ha
bi
ta
ci
on
al
  
21
  
 N
o 
te
ng
o 
a 
na
di
e 
pa
ra
 a
yu
da
rm
e 
11
  
Ja
po
ne
se
s 
de
l c
on
ju
nt
o 
ha
bi
ta
ci
on
al
 
 
EX
EM
PL
O
 D
E 
R
ES
PU
ES
TA
 (
Ít
em
 A
) 
S
i t
en
go
 p
ro
bl
em
as
 f
in
an
ci
er
os
, 
en
 1e
r 
lu
ga
r,
 p
id
o 
ay
ud
a 
pa
ra
 m
is
 p
ad
re
s;
 y
 
en
 2º
 lu
ga
r,
 p
id
o 
ay
ud
a 
pa
ra
 m
is
 h
er
m
an
os
. 
En
 e
st
e 
ca
so
, 
la
 r
es
pu
es
ta
 s
er
ía
: 
A

¿C
uá
nd
o 
us
te
d 
tie
ne
 p
ro
bl
em
as
 f
in
an
ci
er
os
, 
pa
ra
 q
ui
én
 u
st
ed
 p
id
e(
pi
di
ó)
 a
yu
da
? 
 

  
1e
r 
lu
ga
r 
(
 4


) 
  


2º
 lu
ga
r 
( 
  
6


) 
 A
  
¿C
uá
nd
o 
us
te
d 
tie
ne
 p
ro
bl
em
as
 f
in
an
ci
er
os
, 
pa
ra
 q
ui
én
 u
st
ed
 p
id
e(
pi
di
ó)
 a
yu
da
? 
 
1e
r 
lu
ga
r 
(


 
) 
  


2º
 lu
ga
r 
( 
  



) 
B
  
¿C
uá
nd
o 
us
te
d 
tie
ne
 p
ro
bl
em
as
 e
n 
el
 c
as
am
ie
nt
o,
 p
ar
a 
qu
ié
n 
us
te
d 
pi
de
(p
id
ió
) 
co
ns
ej
os
? 
1e
r 
lu
ga
r 
(


 
) 
  


2º
 lu
ga
r 
( 
  



) 
C
  
¿C
uá
nd
o 
us
te
d 
o 
su
 h
ijo
 s
e 
en
fe
rm
a,
 p
ar
a 
qu
ié
n 
us
te
d 
pi
de
(p
id
ió
) 
ay
ud
a?
 
1e
r 
lu
ga
r 
(


 
) 
  


2º
 lu
ga
r 
( 
  



) 
D
  
¿C
uá
nd
o 
us
te
d 
ti
en
e 
pr
ob
le
m
as
 d
e 
pa
rt
o 
o 
de
 c
ri
ac
ió
n 
de
 h
ijo
s,
 p
ar
a 
qu
ié
n 
us
te
d 
pi
de
(p
id
ió
) 
co
ns
ej
os
? 
1e
r 
lu
ga
r 
(


 
) 
  


2º
 lu
ga
r 
( 
  



) 
E 
 ¿
C
uá
nd
o 
us
te
d 
sa
le
 p
ar
a 
tr
ab
aj
ar
, 
qu
ié
n 
cu
id
a(
cu
id
ó)
 d
e 
su
 h
ijo
(a
)?
 
1e
r 
lu
ga
r 
(


 
) 
  


2º
 lu
ga
r 
( 
  



) 
F 
 ¿
C
uá
nd
o 
su
 h
ijo
(a
) 
ti
en
e 
pr
ob
le
m
as
 c
on
 lo
s 
am
ig
os
, 
pa
ra
 q
ui
én
 u
st
ed
 p
id
e(
pi
di
ó)
 
co
ns
ej
os
? 
1e
r 
lu
ga
r 
(


 
) 
  


2º
 lu
ga
r 
( 
  



) 
G
  
¿E
n 
la
 h
or
a 
de
 d
ec
id
ir
 s
ob
re
 la
 e
du
ca
ci
ón
/p
ro
se
gu
im
ie
nt
o 
de
 lo
s 
es
tu
di
os
 d
e 
su
 h
ijo
(a
),
  
pa
ra
 q
ui
én
 u
st
ed
 p
id
e(
pi
di
ó)
 c
on
se
jo
s?
  
1e
r 
lu
ga
r 
(


 
) 
  


2º
 lu
ga
r 
( 
  



) 
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 
5
5
-¿
C
óm
o
 e
st
á 
su
 s
al
u
d
 e
n
 e
l m
om
en
to
? 
  
1 
  
M
uy
 b
ue
na
 
 
 
4 
  
N
o 
es
tá
 m
uy
 b
ue
na
 
2 
  
B
ue
na
 
 
 
5 
  
M
al
 
3 
  
N
or
m
al
  
 
 
5
6
-¿
En
 e
st
e 
ú
lt
im
o 
añ
o 
u
st
ed
 t
u
vo
 p
re
oc
u
p
ac
io
n
es
 o
 s
en
ti
m
ie
n
to
 d
e 
es
tr
és
? 
 
1 
  
N
o 
  
  
  
  
 
  
3 
  
S
í, 
al
gu
na
s 
ve
ce
s 
2 
  
N
o 
m
uc
ho
  
  
  
  
4 
  
S
í, 
ba
st
an
te
 



 

5
7
-¿
P
ar
a 
aq
u
el
lo
s 
q
u
e 
ci
rc
u
la
ro
n
 l
as
 a
lte
rn
at
iv
as
 “
3”
 o
 “
4”
 a
rr
ib
a,
 c
u
ál
 f
u
e 
el
 
m
ot
iv
o?
 (
C
ir
cu
le
 t
od
as
 la
s 
al
te
rn
at
iv
as
 c
or
re
sp
on
di
en
te
s)
 
1 
 P
ro
bl
em
a 
fa
m
ili
ar
 (
di
fe
re
nc
ia
s 
fa
m
ili
ar
es
, 
cu
id
ar
 d
e 
lo
s 
hi
jo
s,
 c
ui
da
do
 d
e 
fa
m
ili
ar
es
, 
et
c)
  
2 
 P
ro
bl
em
a 
de
 s
al
ud
 (
pr
eo
cu
pa
ci
on
es
 c
on
 m
i e
nf
er
m
ed
ad
, 
cu
er
po
, 
et
c)
 
3 
 P
ro
bl
em
a 
fin
an
ci
er
o 
(f
al
en
ci
a,
 in
ac
ti
vi
da
d 
de
 lo
s 
ne
go
ci
os
, 
de
ud
a,
 d
es
em
pl
eo
, 
et
c)
 
4 
  
Pr
ob
le
m
a 
en
 e
l t
ra
ba
jo
 (
tr
an
sf
er
en
ci
a,
 in
ac
ti
vi
da
d 
en
 e
l t
ra
ba
jo
, 
re
la
ci
on
es
 h
um
an
as
  
en
 e
l t
ra
ba
jo
, 
tr
ab
aj
o 
po
r 
la
rg
as
 h
or
as
, 
et
c㸧
 
5 
 P
ro
bl
em
as
 e
nt
re
 h
om
br
e 
y 
m
uj
er
 (
de
si
lu
si
ón
 a
m
or
os
a,
 p
ro
bl
em
a 
de
 c
as
al
, 
 
pr
eo
cu
pa
ci
ón
 c
on
 e
l c
as
am
ie
nt
o,
 e
tc
) 
 
6 
 P
ro
bl
em
as
 d
e 
es
cu
el
a 
( I
JI
M
E,
 in
ac
ti
vi
da
d 
en
 lo
s 
es
tu
di
os
, 
re
la
ci
on
es
 h
um
an
as
 c
on
 
lo
s 
pr
of
es
or
es
, 
et
c)
  
 
7 
  
O
tr
o 
(





























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 
5
8
-E
sc
ri
b
a 
ab
aj
o 
su
s 
p
re
oc
u
p
ac
io
n
es
 o
 p
ed
id
os
/s
u
g
er
en
ci
as
 p
ar
a 
la
 a
d
m
in
is
tr
ac
ió
n
 
p
ú
b
lic
a.
  
        
Po
de
m
os
 ll
am
ar
 p
ar
a 
us
te
d 
pa
ra
 m
ar
ca
r 
un
a 
en
tr
ev
is
ta
 in
di
vi
du
al
? 
C
as
o 
sí
, p
or
 fa
vo
r, 
lle
ne
 
la
s 
in
fo
rm
ac
io
ne
s 
ab
aj
o.
 E
nt
ra
re
m
os
 e
n 
co
nt
ac
to
 h
as
ta
 e
l f
in
al
 d
e 
di
ci
em
br
e 
de
 2
01
4.
 
N
om
b
re
 c
om
p
le
to
: 





  
  










  






  

  
  


  
N
ú
m
er
o 
d
el
 a
p
ar
ta
m
en
to
: 



  







  
  
  
  




  
 
  




 
N
ú
m
er
o 
d
el
 t
el
éf
on
o:
 





  






 






  
  





 
 
D
ía
 d
e 
la
 s
em
an
a,
 h
or
ar
io
 d
is
p
on
ib
le
: 




 









  
 

  
 
  
M
uc
ha
s 
gr
ac
ia
s 
po
r 
su
 c
ol
ab
or
ac
ió
n!
  
 
− 88−
(B
) 
Q
ue
st
io
nn
ai
re
 o
n 
th
e 
liv
in
g 
co
nd
it
io
ns
 a
t 
th
e 
To
sh
in
ch
o 
H
ou
si
n
g 
C
om
pl
ex
 in
 I
w
at
a 
C
it
y 
 (
In
di
vi
du
al
 S
ur
ve
y/
 F
or
ei
gn
er
s)
 
Ex
ec
ut
io
n:
 S
hi
zu
ok
a 
U
ni
ve
rs
ity
 o
f 
Ar
t 
an
d 
Cu
ltu
re
 
(R
es
ea
rc
h 
co
or
di
na
to
r: 
Sh
ig
eh
iro
 I
ke
ga
m
i) 
R
eq
ue
st
 f
or
 c
oo
pe
ra
ti
on
 t
o 
th
e 
su
rv
ey
 
1.
 T
he
 s
ur
ve
y 
ai
m
s 
to
 u
nd
er
st
an
d 
th
e 
da
ily
 li
fe
 a
nd
 o
pi
ni
on
s 
of
 t
he
 r
es
id
en
ts
 o
f t
he
 T
os
hi
nc
ho
 
Ho
us
in
g 
Co
m
pl
ex
. B
as
ed
 o
n 
th
e 
re
su
lts
, w
e 
w
ill
 fo
rm
ul
at
e 
a 
re
co
m
m
en
da
ti
on
 a
nd
 h
an
d 
it
 in
 
to
 t
he
 a
dm
in
is
tr
at
iv
e 
bo
di
es
 o
f 
th
e 
ho
us
in
g 
co
m
pl
ex
 a
nd
 t
he
 I
w
at
a 
C
it
y 
O
ff
ic
e  
fo
r 
th
e 
fu
rt
he
r d
ev
el
op
m
en
t o
f t
he
 re
gi
on
. 
  
2.
 
Th
e 
ta
rg
et
 o
f 
th
e 
su
rv
ey
 a
re
 a
ll 
re
si
de
nt
s 
of
 t
he
 T
os
hi
nc
ho
 h
ou
si
ng
 c
om
pl
ex
 –
 p
re
fe
ct
ur
al
 
an
d 
ko
da
n 
– 
ab
ov
e 
16
 y
ea
rs
. 
3.
 T
hi
s 
is 
an
 in
di
vi
du
al
 q
ue
st
io
nn
ai
re
. W
e 
re
qu
es
t t
ha
t e
ac
h 
pe
rs
on
 a
bo
ve
 1
6 
ye
ar
s 
an
sw
er
 o
ne
 
qu
es
tio
nn
ai
re
. 
Th
er
e 
ar
e 
ve
rs
io
ns
 o
f 
th
e 
qu
es
ti
on
na
ir
e 
in
 f
or
ei
gn
 l
an
gu
ag
es
 a
nd
 e
as
y 
Ja
pa
ne
se
,  b
ut
 t
he
 c
on
te
nt
 is
 t
he
 s
am
e.
 A
ns
w
er
 in
 t
he
 la
ng
ua
ge
 y
ou
 fe
el
 m
os
t 
co
m
fo
rt
ab
le
 
w
ith
. 
4.
 W
e 
ha
ve
 th
e 
ut
m
os
t r
es
pe
ct
 fo
r t
he
 p
riv
ac
y 
of
 th
e 
re
sp
on
de
nt
s.
 T
he
 re
su
lts
 w
ill
 b
e 
an
al
ys
ed
 
st
at
ist
ic
al
ly
 (
“i
n 
th
is 
ite
m
, 
x%
 o
f 
th
e 
w
om
en
...
”)
, 
th
er
ef
or
e  
th
e 
re
sp
on
de
n
ts
 w
ill
 n
ot
 b
e 
id
en
ti
fi
ed
 i
nd
iv
id
u
al
ly
 f
ro
m
 t
h
e 
re
su
lt
s.
 T
he
 S
hi
zu
ok
a 
U
ni
ve
rs
ity
 o
f 
Ar
t 
an
d 
Cu
ltu
re
 w
ill
  
rig
or
ou
sly
 st
or
e 
th
e 
co
m
pl
et
ed
 q
ue
st
io
nn
ai
re
s.
 
5.
 F
or
 m
or
e 
in
fo
rm
at
io
n 
ab
ou
t t
he
 p
ur
po
se
, c
on
te
nt
 a
nd
 m
et
ho
d 
of
 c
ol
le
ct
io
n 
of
 th
e 
su
rv
ey
: 
 
  
  
Sh
izu
ok
a 
U
ni
ve
rs
ity
 o
f A
rt
 a
nd
 C
ul
tu
re
 –
 C
om
m
un
ity
 R
el
at
io
ns
 D
iv
isi
on
 
  
  
 N
an
cy
 N
ao
m
i U
ed
a 
 T
el
. 0
53
-4
57
-6
10
5 
 M
on
da
y 
to
 F
rid
ay
, 1
0:
00
 to
 1
7:
00
 
 
  
Ja
pa
ne
se
, P
or
tu
gu
es
e,
 S
pa
ni
sh
 a
nd
 E
ng
lis
h 
Th
e
 b
a
llp
o
in
t 
p
e
n
 in
sid
e
 t
h
e
 e
n
ve
lo
p
e
 is
 a
 t
h
a
n
k-
yo
u
 g
ift
, p
le
a
se
 u
se
 it
 t
o
 a
n
sw
e
r t
h
e
 q
u
e
st
io
n
s.
 
 
z 
If
 t
he
re
 is
 n
o 
sp
ec
if
ic
at
io
n 
in
 t
he
 q
ue
st
io
n 
ci
rc
le
 o
nl
y 
on
e 
co
rr
es
po
nd
in
g 
al
te
rn
at
iv
e.
  
z 
Fi
ll 
in
 w
ith
 a
 p
en
ci
l o
r b
la
ck
/b
lu
e 
ba
llp
oi
nt
 p
en
. 
 
z 
Af
te
r y
ou
 fi
ni
sh
, v
er
ify
 if
 th
er
e 
ar
e 
no
 e
rr
or
s o
r i
te
m
s w
ith
ou
t a
n 
an
sw
er
. 
z 
In
 c
as
e 
of
 d
ou
bt
, c
ho
os
e 
th
e 
al
te
rn
at
iv
e 
th
at
 m
os
t r
ef
le
ct
s y
ou
r f
ee
lin
gs
 o
r o
pi
ni
on
s.
  
z 
Af
te
r f
ill
in
g 
in
 th
e 
qu
es
tio
nn
ai
re
, p
ut
 it
 in
 th
e 
en
ve
lo
pe
 in
 w
hi
ch
 it
 w
as
 d
el
iv
er
ed
 a
nd
 h
an
d 
it 
to
 th
e 
re
se
ar
ch
er
s 
w
he
n 
th
ey
 c
om
e 
ba
ck
 to
 th
e 
ho
us
in
g 
co
m
pl
ex
. I
f t
he
 q
ue
st
io
nn
ai
re
 is
 
no
t c
ol
le
ct
ed
 u
nt
il 
25
th
 N
ov
em
be
r (T
ue
sd
ay
), 
ta
ke
 it
 to
 th
e 
ap
ar
tm
en
t o
f t
he
 a
dm
in
ist
ra
to
r 
of
 y
ou
r 
st
ai
rc
as
e 
or
 fl
oo
r 
un
til
 30
th  N
ov
em
be
r (
Su
nd
ay
). 
Th
e 
un
iv
er
sit
y 
w
ill
 c
ol
le
ct
 it
 a
t 
a 
la
te
r d
at
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 n
um
be
r)
  

 F
or
 ( 
  
  
  
  
  
 )
 y
ea
rs
 
 

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-I
s 
it
 t
he
 f
ir
st
 m
ar
ri
ag
e 
fo
r 
bo
th
 o
f 
yo
u?
  
1 
  
Ye
s,
 it
 is
 th
e 
fir
st
 m
ar
ria
ge
 fo
r b
ot
h 
of
 u
s 
  
 
2 
  
It 
is 
th
e 
fir
st
 m
ar
ria
ge
 o
f t
he
 h
us
ba
nd
 a
nd
 th
e 
se
co
nd
 (o
r t
hi
rd
, e
tc
) m
ar
ria
ge
 o
f t
he
 w
ife
  
3 
  
It 
is 
th
e 
se
co
nd
 (o
r t
hi
rd
, e
tc
) m
ar
ria
ge
 o
f t
he
 h
us
ba
nd
 a
nd
 th
e 
fir
st
 m
ar
ria
ge
 o
f t
he
 w
ife
 
4 
  
N
o,
 it
 is
 th
e 
se
co
nd
 (o
r t
hi
rd
, e
tc
) m
ar
ria
ge
 fo
r b
ot
h 
of
 u
s 
 
 
51
-W
ha
t 
is
 t
he
 n
at
io
na
lit
y 
of
 y
ou
r 
sp
ou
se
? 
1 
  
Br
az
ili
an
 
2 
  
Pe
ru
vi
an
 
3 
  
Fi
lip
in
o 
4 
  
Ja
pa
ne
se
 
5 
  
O
th
er
 ( 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
) 
6 
  
Du
al
 n
at
io
na
lit
y 
( 
  
  
  
  
  
  
  
  
 a
nd
  
  
  
  
  
  
  
  
  
) 
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-W
h
at
 is
 t
he
 c
u
rr
en
t 
co
nd
it
io
n
 o
f 
yo
u
r 
pa
re
n
ts
? 
 
 
M
Y 
FA
TH
ER
 
M
Y 
M
OT
HE
R 
Co
nd
iti
on
 
1 
  
De
ce
as
ed
 
2 
  
Al
iv
e 
1 
  
De
ce
as
ed
 
2 
  
Al
iv
e 
 
Ag
e 
( 
 



) y
ea
rs
 
(




) y
ea
rs
 
Ti
m
e 
fr
om
 y
ou
r 
ho
us
e 
 
 (
By
 th
e 
m
os
t 
 
us
ed
 m
ea
ns
 o
f 
 
tr
an
sp
or
ta
tio
n)
 
   
1 
  
Li
ve
s t
og
et
he
r 
2 
  
Le
ss
 th
an
 1
5 
m
in
ut
es
 
3 
  
Be
tw
ee
n 
15
 a
nd
 2
9 
m
in
ut
es
 
4 
  
Be
tw
ee
n 
30
 a
nd
 5
9 
m
in
ut
es
 
5 
  
Be
tw
ee
n 
1 
an
d 
3 
ho
ur
s 
 
6 
  
M
or
e 
th
an
 3
 h
ou
rs
  

 
(W
ith
in
 Ja
pa
n)
 
7 
  
Li
ve
s a
br
oa
d 
1 
  
Li
ve
s t
og
et
he
r 
2 
  
Le
ss
 th
an
 1
5 
m
in
ut
es
 
3 
  
Be
tw
ee
n 
15
 a
nd
 2
9 
m
in
ut
es
 
4 
  
Be
tw
ee
n 
30
 a
nd
 5
9 
m
in
ut
es
 
5 
  
Be
tw
ee
n 
1 
an
d 
3 
ho
ur
s 
 
6 
  
M
or
e 
th
an
 3
 h
ou
rs
  

 
(W
ith
in
 Ja
pa
n)
 
7 
  
Li
ve
s a
br
oa
d 
  
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-W
h
at
 is
 t
he
 c
u
rr
en
t 
co
nd
it
io
n
 o
f 
th
e 
pa
re
n
ts
 o
f 
yo
u
r 
sp
ou
se
? 
 
TH
E 
FA
TH
ER
 O
F 
M
Y 
SP
O
US
E 
TH
E 
M
OT
HE
R 
O
F 
M
Y 
SP
O
US
E 
Co
nd
iti
on
 
1 
  
De
ce
as
ed
 
2 
  
Al
iv
e 
1 
  
De
ce
as
ed
 
2 
  
Al
iv
e 
 
Ag
e 
( 
 



) y
ea
rs
 
(




) y
ea
rs
 
Ti
m
e 
fr
om
 y
ou
r 
ho
us
e 
 
 (
By
 th
e 
m
os
t 
 
us
ed
 m
ea
ns
 o
f 
 
tr
an
sp
or
ta
tio
n)
 
   
1 
  
Li
ve
s t
og
et
he
r 
2 
  
Le
ss
 th
an
 1
5 
m
in
ut
es
 
3 
  
Be
tw
ee
n 
15
 a
nd
 2
9 
m
in
ut
es
 
4 
  
Be
tw
ee
n 
30
 a
nd
 5
9 
m
in
ut
es
 
5 
  
Be
tw
ee
n 
1 
an
d 
3 
ho
ur
s 
 
6 
  
M
or
e 
th
an
 3
 h
ou
rs
  

 
(W
ith
in
 Ja
pa
n)
 
7 
  
Li
ve
s a
br
oa
d 
1 
  
Li
ve
s t
og
et
he
r 
2 
  
Le
ss
 th
an
 1
5 
m
in
ut
es
 
3 
  
Be
tw
ee
n 
15
 a
nd
 2
9 
m
in
ut
es
 
4 
  
Be
tw
ee
n 
30
 a
nd
 5
9 
m
in
ut
es
 
5 
  
Be
tw
ee
n 
1 
an
d 
3 
ho
ur
s 
 
6 
  
M
or
e 
th
an
 3
 h
ou
rs
  

 
(W
ith
in
 Ja
pa
n)
 
7 
  
Li
ve
s a
br
oa
d 
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 54
-I
n
 t
he
 s
it
u
at
io
n
s 
fr
om
 A
 t
o 
G
 b
el
ow
, w
h
o 
(w
he
re
) 
do
 y
ou
 a
sk
 f
or
 h
el
p 
or
 a
dv
ic
e?
  
 
  
  
 C
ho
os
e 
up
 t
o 
tw
o 
al
te
rn
at
iv
es
 f
ro
m
 1
 t
o 
21
 b
el
ow
, i
n 
or
de
r 
of
 p
rio
rit
y.
 
AL
TE
RN
AT
IV
ES
 
1 
 I
t h
as
 n
ev
er
 h
ap
pe
ne
d 
to
 m
e 
12
  
 P
eo
pl
e 
fr
om
 c
hu
rc
h 
2 
 I
 d
o 
no
t a
sk
 fo
r h
el
p,
 I 
so
lv
e 
it 
by
 m
ys
el
f 
13
  
 R
el
at
iv
es
 a
nd
 fr
ie
nd
s i
n 
m
y 
ho
m
e 
co
un
tr
y 
3 
 S
po
us
e 
14
  
 C
ol
le
ag
ue
s a
nd
 fr
ie
nd
s o
f m
y 
na
tio
na
lit
y 
4 
 M
y 
pa
re
nt
s 
15
  
 C
ol
le
ag
ue
s a
nd
 Ja
pa
ne
se
 fr
ie
nd
s 
5 
 M
y 
sp
ou
se
’s 
pa
re
nt
s 
16
  
 T
ea
ch
er
s o
f t
he
 k
in
de
rg
ar
de
n,
 sc
ho
ol
, e
tc
 
6 
 M
y 
br
ot
he
rs
 
17
  
 C
on
tr
ac
to
r’s
 T
AN
TO
SH
A 
7 
 M
y 
sp
ou
se
’s 
br
ot
he
rs
 
18
  
 C
ity
 O
ffi
ce
 c
ou
nt
er
 
8 
 M
y 
ch
ild
re
n 
19
  
 M
ul
tic
ul
tu
ra
l E
xc
ha
ng
e 
Ce
nt
er
 
9 
 O
th
er
 re
la
tiv
es
 
20
  
 O
th
er
s 
10
  
Pe
op
le 
of
 m
y n
at
ion
ali
ty
 in
 th
e h
ou
sin
g c
om
ple
x 
 
21
  
 I
 d
o 
no
t h
av
e 
an
yo
ne
 to
 h
el
p 
m
e 
11
  
Ja
pa
ne
se
 p
eo
pl
e 
in
 th
e 
ho
us
in
g 
co
m
pl
ex
 
 
 
EX
AM
PL
E 
O
F 
AN
SW
ER
 (I
te
m
 A
) 
If 
I h
av
e 
fin
an
ci
al
 p
ro
bl
em
s,
 in
 1
st
 p
la
ce
, I 
as
k 
fo
r t
he
 h
el
p 
of
 m
y 
pa
re
nt
s;
 a
nd
 
in
 2
nd
 p
la
ce
, I
 a
sk
 fo
r t
he
 h
el
p 
of
 m
y 
br
ot
he
rs
. I
n 
th
is 
ca
se
, t
he
 a
ns
w
er
 w
ou
ld
 b
e:
 
A
W
he
n y
ou
 ha
ve
 fin
an
cia
l p
ro
ble
ms
, w
ho
 do
 yo
u a
sk
(as
ke
d)
 fo
r h
elp
? 
 

  
  
  
1st
 pl
ac
e (

 4


)  
 

2n
d  p
lac
e (
  
 6


) 
 A
  
W
he
n 
yo
u 
ha
ve
 fi
na
nc
ia
l p
ro
bl
em
s,
 w
ho
 d
o 
yo
u 
as
k(
as
ke
d)
 fo
r h
el
p?
  
1s
t  p
la
ce
 (


 
) 
  


2n
d  p
la
ce
 ( 
  



) 
B 
 W
he
n 
yo
u 
ha
ve
 p
ro
bl
em
s i
n 
yo
ur
 m
ar
ria
ge
, w
ho
 d
o 
yo
u 
as
k(
as
ke
d)
 fo
r h
el
p?
 
1s
t  p
la
ce
 (


 
) 
  


2n
d  p
la
ce
 ( 
  



) 
C 
 W
he
n 
yo
u 
or
 y
ou
r c
hi
ld
 g
et
s s
ic
k,
 w
ho
 d
o 
yo
u 
as
k(
as
ke
d)
 fo
r h
el
p?
 
1s
t  p
la
ce
 (


 
) 
  


2n
d  p
la
ce
 ( 
  



) 
D 
 W
he
n 
yo
u 
ha
ve
 p
ro
bl
em
s i
n 
ch
ild
-b
ea
rin
g 
or
 c
hi
ld
ca
re
, w
ho
 d
o 
yo
u 
as
k(
as
ke
d)
 fo
r h
el
p?
 
1s
t  p
la
ce
 (


 
) 
  


2n
d  p
la
ce
 ( 
  



) 
E 
 W
he
n 
yo
u 
go
 o
ut
 to
 w
or
k,
 w
ho
 ta
ke
s(
to
ok
) c
ar
e 
of
 y
ou
r c
hi
ld
? 
 
1s
t  p
la
ce
 (


 
) 
  


2n
d  p
la
ce
 ( 
  



) 
F 
 W
he
n 
yo
ur
 c
hi
ld
 h
as
 p
ro
bl
em
s w
ith
 h
is/
he
r f
rie
nd
s,
 w
ho
 d
o 
yo
u 
as
k(
as
ke
d)
 fo
r a
dv
ic
e?
 
1s
t  p
la
ce
 (


 
) 
  


2n
d  p
la
ce
 ( 
  



) 
G 
 W
he
n 
yo
u 
ha
ve
 to
 d
ec
id
e 
on
 y
ou
r c
hi
ld
’s 
ed
uc
at
io
n/
ed
uc
at
io
n 
co
nt
in
ua
nc
e,
 w
ho
 d
o 
yo
u 
 
as
k(
as
ke
d)
 fo
r a
dv
ic
e?
  
1s
t  p
la
ce
 (


 
) 
  


2n
d  p
la
ce
 ( 
  



) 
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 
55
-H
ow
 is
 y
ou
r 
he
al
th
 a
t 
th
e 
m
om
en
t?
  
 
1 
  
Ve
ry
 g
oo
d 
 
 
4 
  
N
ot
 v
er
y 
go
od
 
2 
  
Go
od
 
 
 
5 
  
Ba
d 
3 
  
N
or
m
al
  
 
 
56
-I
n
 t
he
 p
as
t 
ye
ar
 d
id
 y
ou
 h
av
e 
an
y 
w
or
ri
es
 o
r 
di
d 
yo
u
 f
ee
l a
ny
 s
tr
es
s?
  
1 
  
N
o 
  
  
  
   
3 
  
Ye
s,
 a
 fe
w
 ti
m
es
 
2 
  
N
ot
 m
uc
h 
  
  
 
4 
  
Ye
s,
 a
 lo
t 



 

57
-F
or
 t
ho
se
 w
ho
 c
ir
cl
ed
 a
lt
er
na
tiv
as
 “3
” o
r 
“4
” a
bo
ve
, w
ha
t 
w
as
 t
he
 r
ea
so
n
? 
 
  
  
  
(C
irc
le
 a
ll 
co
rr
es
po
nd
in
g 
al
te
rn
at
iv
es
) 
1 
 F
am
ily
 p
ro
bl
em
 (f
am
ily
 d
iff
er
en
ce
s,
 c
hi
ld
ca
re
, c
ar
e 
of
 fa
m
ily
 m
em
be
rs
, e
tc
) 
 
2 
 H
ea
lth
 p
ro
bl
em
 (c
on
ce
rn
s w
ith
 m
y 
ill
ne
ss
, b
od
y, 
et
c)
 
3 
 F
in
an
ci
al
 p
ro
bl
em
 (b
an
kr
up
tc
y, 
bu
sin
es
s i
na
ct
iv
ity
, d
eb
t, 
un
em
pl
oy
m
en
t, 
et
c)
 
4 
 P
ro
bl
em
 a
t w
or
k 
(t
ra
ns
fe
r, 
pr
of
es
sio
na
l i
na
ct
iv
ity
, h
um
an
 re
la
tio
ns
 a
t w
or
k,
  
lo
ng
 h
ou
rs
 o
f w
or
k,
 e
tc
) 
5 
 P
ro
bl
em
s b
et
w
ee
n 
m
en
 a
nd
 w
om
en
 (b
ro
ke
n 
he
ar
t, 
co
up
le
’s 
pr
ob
le
m
s,
 c
on
ce
rn
s w
ith
 
m
ar
ria
ge
, e
tc
) 
 
6 
 S
ch
oo
l p
ro
bl
em
s (
bu
lly
in
g,
 in
ac
tiv
e 
sc
ho
ol
in
g,
 h
um
an
 re
la
tio
ns
 w
ith
 th
e 
te
ac
he
rs
 
7 
 O
th
er
 (













 









  
  
  
  
 )
 
 
58
-W
ri
te
 b
el
ow
 y
ou
r 
co
nc
er
n
s 
or
 r
eq
ue
st
s/
su
gg
es
ti
on
s 
fo
r 
th
e 
pu
bl
ic
 a
dm
in
is
tr
at
io
n.
  
          
Ca
n 
w
e 
ca
ll 
yo
u 
to
 m
ak
e 
an
 a
pp
oi
nt
m
en
t f
or
 a
n 
in
di
vi
du
al
 in
te
rv
ie
w
? 
If 
yo
u 
ag
re
e,
 p
le
as
e,
 fi
ll 
in
 th
e 
in
fo
rm
at
io
n 
be
lo
w
. W
e 
w
ill
 c
on
ta
ct
 y
ou
 u
nt
il 
th
e 
en
d 
of
 D
ec
em
be
r 2
01
4.
 
Fu
ll 
n
am
e:
 




  
  











  
 
  
  







  
  

  
  


  
A
pa
rt
m
en
t 
nu
m
be
r:
 


  







  
  
  
  
  
  
 






  
 
  




 
Te
le
ph
on
e 
nu
m
be
r:
 





  





  
 
 








  
  





 
 

  
A
va
ila
bl
e 
w
ee
k 
da
y,
 t
im
e:
 



 



  
  
  
  
  
  








  
 

  
 
  
Th
an
k 
yo
u 
ve
ry
 m
uc
h 
fo
r 
yo
u 
co
op
er
at
io
n!
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 d
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 c
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 c
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 d
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 c
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) c
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r c
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) c
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r c
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 b
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 C
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 C
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at
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/ k
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 b
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at
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/ k
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 b
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 c
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 c
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O
  
4 
 J
ap
an
es
e 
KO
KO
  
5 
 K
in
de
rg
ar
de
n/
nu
rs
er
y 
of
 a
n 
 
et
hn
ic
 sc
ho
ol
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N
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O
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et
hn
ic
 sc
ho
ol
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l t
ra
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 o
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l t
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 c
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r c
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 b
ut
 h
as
 w
or
ke
d 
be
fo
re
 
3 
 N
ev
er
 w
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 b
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 d
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 d
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 d
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 c
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 m
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 b
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e p
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 m
ix
 b
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 p
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at
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r d
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 c
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 C
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r p
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 p
ra
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 c
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f o
f t
he
 M
ul
tic
ul
tu
ra
l E
xc
ha
ng
e 
Ce
nt
er
 “K
O
N
N
IC
HI
W
A!
” 
3 
  
I a
sk
 a
cq
ua
in
ta
nc
es
 o
f m
y 
na
tio
na
lit
y 
4 
  
I a
sk
 Ja
pa
ne
se
 a
cq
ua
in
ta
nc
es
 
5 
  
I r
ea
d 
th
e 
m
at
er
ia
l t
ha
t i
s d
ist
rib
ut
ed
 b
y 
th
e 
sc
ho
ol
  
6 
  
I s
ea
rc
h 
on
 th
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 c
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 p
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at
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 c
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 c
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 c
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ei
r s
ib
lin
gs
 
5 
  
Al
on
e 
18
-W
h
o 
ta
ke
s 
ca
re
 o
f 
yo
u
r 
ch
ild
 w
ho
 is
 n
ot
 o
f 
sc
ho
ol
 a
ge
? 
(C
irc
le
 a
ll 
co
rr
es
po
nd
in
g 
al
te
rn
at
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 b
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I d
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I d
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 c
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at
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5 
  
Co
m
pl
et
e 
Pr
of
es
sio
na
l S
ch
oo
l 
 
6 
  
Co
m
pl
et
e 
a 
U
ni
ve
rs
ity
, T
w
o-
ye
ar
 C
ol
le
ge
 c
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 c
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e c
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I c
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at
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at
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I d
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 c
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y c
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pa
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, c
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/ m
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 m
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at
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For more information: ᴾ
ᴾᴾIwata City Office, Shimin Katsudō Suishin Ka  
   Kyōdō Kyōsei Shakai Suishin Group  TEL 0538-37-4710ᴾ
For the residents of the TOSHINCHO housing complex 
ᴾ
Thank you very much for your cooperation in the survey we 
conducted in November last year.   
 
We will organise a meeting with the residents to inform about 
the results of the survey.   
 
We hope you will be able to attend it in the following date.ᴾ
Date: 8 March (Sunday) , 14:00 - 16:00 
 
Place: Ken’ei Jūtaku Dai Ni Shūkaijo ᴾ
ᴾ
Language:  Japanese ᵍᴾPortugueseᴾ
ᴾ
Organizer: Shizuoka University of Art and Culture 
ᴾ
There is no need to register, the entrance is free 
ᴾ
㻌
Mais informações: ᴾ
ᴾᴾPrefeitura de Iwata, Shimin Katsudō Suishin Ka  
   Kyōdō Kyōsei Shakai Suishin Group  Tel. 0538-37-4710ᴾ
Aos moradores do conjunto habitacional TOSHINCHO 
ᴾ
Muito obrigado pela sua colaboração na pesquisa realizada 
em novembro do ano passado.   
 
Na data abaixo faremos uma reunião com os moradores para 
informar a respeito dos resultados da pesquisa.  
 
Contamos com a sua presença. ᴾ
Dia: 8 de março (dom) , 14:00 às 16:00 
 
Local: Ken’ei Jūtaku Dai Ni Shūkaijo ᴾ
ᴾ
Idioma:  Japonês ᵍᴾPortuguêsᴾ
ᴾ
Realização:  Univ. Arte e Cultura de Shizuoka 
ᴾ
Não é preciso fazer inscrição, entrada gratuita 
ᴾ
㻌
Más informaciones: ᴾ
ᴾᴾMunicipalidad de Iwata, Shimin Katsudō Suishin Ka  
   Kyōdō Kyōsei Shakai Suishin Group  Tel. 0538-37-4710ᴾ
A los moradores del conjunto habitacional TOSHINCHO 
ᴾ
Muchas gracias por su colaboración en la encuesta realizada 
en noviembre del año pasado.   
 
En la fecha abajo haremos una reunión con los moradores 
para informarles acerca de los resultados de la encuesta.   
 
Contamos con su presencia. ᴾ
Fecha: 8 de marzo (dom) , 14:00 - 16:00 
 
Lugar: Ken’ei Jūtaku Dai Ni Shūkaijo ᴾ
ᴾ
Lengua: Japonés ᵍᴾPortuguésᴾ
ᴾ
Realización: Univ. Arte y Cultura de Shizuoka 
ᴾ
No es necesario hacer la inscripción, es gratis 
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磐田市東新町団地調査の結果報告
－居住者の皆様へ－
2015年3月8日（土）＠県営第二集会場
静岡文化芸術大学 文化政策学部
池上重弘 イシカワ エウニセ アケミ
東新町団地調査
• 県営住宅、公団（UR）住宅の全世帯が対象
• 16歳以上の居住者にアンケート調査
• 2014年11月に静岡文化芸術大学が実施
• 調査員の本学学生２０名のうち半数が外国に
つながる学生たち
• ３つの調査
–調査A 日本人個人調査
–調査B 外国人個人調査
–調査C 外国人世帯調査
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回収数と回収率
日本人個人調査の回収率は65％
外国人調査でも個人調査が49％、世帯調査が52.5％の高い回収率
リスト上の対象者数 調査票回収数 回収率
A票 日本人向け個人調査 㻟㻡㻞 㻞㻞㻥 㻢㻡㻚㻝㻑
B票 外国人向け個人調査 㻠㻜㻞 㻝㻥㻣 㻠㻥㻚㻜㻑
やさしい日本語 㻝㻝
ポルトガル語 㻝㻣㻝
スペイン語 㻥
英語 㻢
C票 外国人向け世帯調査 㻝㻥㻤 㻝㻜㻠 㻡㻞㻚㻡㻑
やさしい日本語 㻡
ポルトガル語 㻤㻤
スペイン語 㻤
英語 㻟
9.2
9.8
39.7
23.9
11.9
4.9
0.5
8.2
14.6
10.1
16
14.1
22.3
14.5
0 10 20 30 40 50
16-19歳
20-29歳
30-39歳
40-49歳
50-59歳
60-69歳
70歳－
日本人
外国人
日本人回答者は全般的に年齢が高く60代、70代も多いが、
外国人回答者は30代、40代が大半を占める。
回答者の年齢層構成比（％）
日本人（219人）、外国人（184人）
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14.7
34.7
50.7
13.9
33.3
52.8
0 10 20 30 40 50 60
知らない
知っているが、
参加なし
参加したことがある
日本人
外国人
日本人と外国人で大きな違いは見られない。
自治会の会合への参加（％）
日本人（216人）、外国人（150人）
5.3
8.5
57.7
26.5
2.1
0.9
19.2
25
48.2
6.7
0 10 20 30 40 50 60 70
不詳
一緒に何か、相談
ときどき立ち話
あいさつ程度
つきあいはない
日本人
外国人
日本人はあいさつ程度のつきあいが約半数。
一方、一緒に何かしたり相談したりする人も約２割。
外国人は立ち話程度が多い一方、何かを一緒にする人は少ない
団地に住む同じ国の人とのつきあい（％）
日本人（224人）、外国人（189人）
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3.2
2.1
34.9
58.2
1.6
0.4
8.9
14.7
54
21.3
0 10 20 30 40 50 60 70
不詳
一緒に何か、相談
ときどき立ち話
あいさつ程度
つきあいはない
日本人
外国人
日本人と外国人に認識のギャップあり。
日本人は外国人とつきあいはないと感じている人が約２割と多い。
一方、外国人はときどき立ち話程度と感じている人が多い。
団地に住む外国人／日本人とのつきあい（％）
日本人（224人）、外国人（189人）
36.4
41.8
16.8
4.9
8.5
42.2
28.7
20.6
0 10 20 30 40 50
まったく感じない
あまり感じない
かなり感じる
とても強く感じる
日本人
外国人
日本人と外国人に認識のギャップあり。
日本人は外国人との間に壁を感じる人が約半数。
一方、外国人はまったく感じない人が36％。
団地に住む外国人／日本人との間の壁（％）
日本人（223人）、外国人（184人）
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20.4
64.6
14.9
0
9.1
23.7
49.8
17.4
0 10 20 30 40 50 60 70
もっと積極的に関わってみたい
少し関わりを持ってみたい
なるべく関わりたくない
まったく関わりたくない
日本人
外国人
日本人は外国人との関わりに消極的。
一方、外国人は日本人との関わりに85％が積極的。
団地に住む外国人／日本人との今後の関係（％）
日本人（219人）、外国人（181人）
まとめ（１）
• 斡旋会社のつながりが強く、問題があっても
地域の同国人に相談することは少ない。
• 団地に住んでいても、「ここが自分の場所」と
は思っていない人が多い。
• 数はたくさん住んでいても「外国人コミュニ
ティ」ができているわけではない。
• 日本人とのつきあいを望む外国人も多い。
• 新しい関係づくりが求められる。
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45.2
17.1
24
13.8
0 10 20 30 40 50
まったくない
ほとんどない
顔見知り程度
外国人の友人あり
外国人の友人がいる日本人は約14％。
顔見知り程度まで含めても37.8％でほぼ３分の１。
その中（89人）では、仕事関係（45％）、学校（18％）、
子どもを通じた親どうしのつながり（11％）。
団地以外での外国人とのつきあい（％）
日本人（217人）
9.2
56.9
15.1
17.9
0 10 20 30 40 50 60
一切受け入れるべきではない
生活ルール順守を条件に受け入れ
日本語能力を条件に受け入れ
日本人と同じ条件で受け入れ
生活ルール順守を求める声が多い。
では「ルール」とは何か？「ルール」を伝える手段は確立しているか？
一切受け入れるべきではないという強い拒否は1割弱。
団地での共生はけっして不可能ではない。
団地における外国人受け入れの条件（％）
日本人（218人）
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37.4
28.4
18.7
32.3
0 5 10 15 20 25 30 35 40
その他
互いの言語を学習する講座
海外の音楽や踊りに触れるイベント
異文化体験講座
異文化体験講座への参加希望が多い。
一方、互いの言語を学習する講座への希望もある。
外国人との相互理解のために参加したいもの（％）
日本人（155人）
2.7
14.9
26.2
26.2
58.4
67.4
0 10 20 30 40 50 60 70 80
その他
地域の交流や活動への参加呼びかけ
差別意識を持たない
文化や生活習慣の違いを知る
日常的にあいさつする
生活ルールを外国人に知ってもらう
もっとも多いのは生活ルールを知ってもらった上で、
日常的にあいさつを交わすことが必要と考えられている。
外国人との相互理解のために地域で必要なこと（％）
日本人（221人）複数回答３つまで
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まとめ（２）
• 団地以外で外国人とのつきあいのある人は多く
ない。いても仕事関係が多いが、学校関係や子
どもつながりもある。
• 団地での生活において、日本人の多くは生活
ルールの遵守を求めている。
• 一方で、異文化体験や互いの言語を学ぶ講座
への関心も認められる。
• 生活ルールの理解を共有した上で、あいさつを
交わせるような関係づくりが求められている。
2.6
1
1.6
1.6
5.8
87.4
0 20 40 60 80 100
二重国籍
その他
日本人
フィリピン
ペルー
ブラジル
圧倒的にブラジル国籍者が多い。
外国人回答者の国籍（％）
外国人（191人）
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9
5.3
17.4
31.6
22.6
21.6
1.6
0 5 10 15 20 25 30 35
0-4年
5-9年
10-14年
15-19年
20-24年
25-29年
15年以上日本に滞在している回答者が約半数。
日本での滞在年数（％）
外国人（190人）
0.5
3.8
0.5
1.6
29.7
9.2
54.6
0 10 20 30 40 50 60
不詳
日本国籍
その他
永住者の配偶者等
定住者
日本人の配偶者等
永住者
永住者が５割強で過半数を占める。
次いで定住者が約３割で多い。
外国人回答者の在留資格（％）
外国人（185人）
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87.1
12.9
0 20 40 60 80 100
いいえ
はい
帰化の意向を持つ者は約13％と少ない。
帰化（日本国籍取得）の意向（％）
外国人（171人）
20
53.3
36.7
50
0 10 20 30 40 50 60
その他
いつでも自由に日本に戻れる
日本のパスポートがあると便利
就職に有利
複数回答での答えは「いつでも自由に日本の戻れる」が53％。
就職に有利との理由も50％。
帰化（日本国籍取得）希望の理由（％）
外国人（161人）
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12.2
16.9
17.5
24.3
40.7
47.1
48.7
50.8
54.5
55.6
0 20 40 60
その他のSNS
日本人の友人からの情報
会社からの情報
エスニックレストラン等の…
母国語のラジオ・テレビ
日本のラジオ・テレビ
同国籍の友人からの情報
広報紙（外国語版）
FACEBOOK
母国語の新聞・雑誌
上位４つは母国語での情報。
しかし、日本のラジオ・テレビも47％が活用。
一方、日本人からの直接的な情報入手は多くない。
生活情報の入手（％）
外国人（189人）
まとめ（３）
• 外国人回答者はブラジル人が大多数。
• 日本滞在が15年以上に及ぶ人が約半数。
• 永住資格が55％だが、日本国籍取得希望は
13％と少ない。日本永住に「迷い」がある？
• 生活情報の入手はやはり母国語に頼る
–母国語の新聞・雑誌、フェイスブック
–広報外国語版、同国籍の友人からの情報
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5.4
17.8
76.7
0 10 20 30 40 50 60 70 80 90
自営業
ハケン会社を通さず働いている
ハケン会社を通して働いている
ほぼ４人に３人が「ハケン会社（斡旋業者）」を通して働く。
自営業（経済的自立）は5％ほどでごくわずか。
現在仕事をしているか（％）
外国人（129人）
25.5
27.2
35.3
11.4
0 5 10 15 20 25 30 35 40
とても良い
まあ良い
普通
あまり良くない
健康状態は比較的よい。
いまの健康状態（％）
外国人（184人）
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16.2
42.4
23.4
17.4
0 5 10 15 20 25 30 35 40 45
よくあった
たまにあった
あまりなかった
まったくなかった
悩みやストレスは半数以上が経験。
よくあったという人も16％。
この１年間の悩みやストレス（％）
外国人（184人）
8.3
5.5
11.9
23.9
32.1
40.4
44
0 10 20 30 40 50
その他
学校問題
男女問題
健康問題
勤務問題
経済問題
家庭問題
家庭問題、経済問題、勤務問題は
相互に関連していることがうかがえる。
悩みやストレスの理由（％）
外国人（184人）
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62.8
1.6
4.9
11.5
5.5
13.7
0 10 20 30 40 50 60 70
わからない
今後１年未満
今後１年以上３年未満
今後３年以上１０年未満
今後１０年以上
永住するつもり
明確な永住希望は13.7％でほぼ７人に1人。
不安定な就労状況を反映しているためか、
「あとどれくらい日本で生活するかわからない」が約３分の２。
今後の日本での滞在予定（％）
外国人（183人）
41.1
12.3
46.6
0 10 20 30 40 50
わからない
希望しない
希望する
約半数は子どもが将来日本で生活することを希望。
一方、「わからない」の回答も41％。
先行きの不透明感がここにも表れている。
子どもの将来（日本での生活）への希望（％）
外国人（73人）
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15
12.9
14.3
37.1
30
5.7
25.7
10
14.3
0 5 10 15 20 25 30 35 40
わからない
母国の通信教育で大学を卒業
短大・大学を卒業
専門学校を卒業
外国人学校の高校段階を卒業
日本の高校を卒業
外国人学校の中学校段階を卒業
日本の中学校を卒業
日本の短大・大学卒業を望む親が37％。
日本の高卒後のさらなる学歴を希望するのは全体の３分の２。
子どもの教育への希望（％）
外国人（70人）
7.1
14.3
16.1
25
39.3
55.4
0 10 20 30 40 50 60
その他
進学について相談できる人がいない
日本の進学情報にアクセスできない
子どもの学力が不安
翻訳された進学情報が不足
家計への負担が大きい
進学については、家計への負担の心配が大きい（55％）。
また進学情報の不足も課題（40％）。
子どもの進学に関する問題（％）
外国人（56人）
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16
13.1
0
0
0
8.2
14.8
75.4
6.6
2.9
87.5
2.2
0.7
0 20 40 60 80 100
その他
専業主婦
農業
生産工程・一般作業
販売・サービス
事務的職業
専門職・管理職
子どもへの希望
回答者の現状
子どもに専門職・管理職を望む親が４分の３。
現状で9割の保護者が就いている生産工程・一般作業を望む者は０
子どもの将来の仕事への希望（％）
外国人：子どもの希望（61人）、回答者の現状（136人）
まとめ（４）
• 親世代の就労はここ20年、ほぼ変わらない
–製造業での間接雇用、ライン労働
–短期契約の不安定な雇用
–社会的・経済的上昇は難しい現状
• 子どもには日本での生活を期待
–日本での学歴、日本での安定した就業を望む
– しかし経済状況や情報不足が課題
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Relatório de Pesquisa 
&RQMXQWR5HVLGHQFLDO7RVKLQFKR 
 
8 de março de 2015（Sáb)＠ Sala 2  
Universidade de Arte e Cultura de Shizuoka   
 Faculdade de Administração e Política Cultural  
 
Shigehiro Ikegami 
Eunice Akemi Ishikawa 
Pesquisa no Conjunto  
Residencial Toshincho 
• Todos os residentes do conjunto provincial e  apartamentos 
públicos (UR) 
• Maiores de 16 anos 
• Pesquisa realizada pela Univ. de Arte e Cultura de Shizuoka 
em novembro de 2014 
• Entrevistadores: dos 20 estudantes,  metade são 
estrangeiros  
 
• 3 partes da pesquisa 
– Pesquisa A  Japoneses (Individual) 
– Pesquisa B㻌 Estrangeiros (Individual) 
– Pesquisa C㻌 Estrangeiros (Família) 
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Coleta dos questionários  
em número e porcentagem 
Coleta dos questionários:  Japoneses (Individual) 65％ 
Estrangeiros (Individual) 49％, Estrangeiro (Família) 52,5％ 
リスト上の対象者数 調査票回収数 回収率
A票 日本人向け個人調査 㻟㻡㻞 㻞㻞㻥 㻢㻡㻚㻝㻑
B票 外国人向け個人調査 㻠㻜㻞 㻝㻥㻣 㻠㻥㻚㻜㻑
やさしい日本語 㻝㻝
ポルトガル語 㻝㻣㻝
スペイン語 㻥
英語 㻢
C票 外国人向け世帯調査 㻝㻥㻤 㻝㻜㻠 㻡㻞㻚㻡㻑
やさしい日本語 㻡
ポルトガル語 㻤㻤
スペイン語 㻤
英語 㻟
9.2 
9.8 
39.7 
23.9 
11.9 
4.9 
0.5 
8.2 
14.6 
10.1 
16 
14.1 
22.3 
14.5 
0 10 20 30 40 50 
16-19 
20-29 
30-39 
40-49 
50-59 
60-69 
70 ou mais 
Japoneses 
Estrangeiros 
Idade média dos japoneses respondentes: faixa dos 60 e 70 anos ou mais. 
Estrangeiros, maioria na faixa dos 30 a 40 anos ou mais. 
Comparação de Idade dos respondentes（％） 
Japoneses（219）、Estrangeiros （184） 
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3 
14.7 
34.7 
50.7 
13.9 
33.3 
52.8 
0 10 20 30 40 50 60 
Não conheço 
Conheço, mas não participo 
Já participei 
Japoneses 
Estrangeiros 
Não apresenta grande diferença entre japoneses e 
estrangeiros. 
 
Participação na Associação de Residentes（％） 
Japoneses（216）、Estrangeiros（150） 
5.3 
8.5 
57.7 
26.5 
2.1 
0.9 
19.2 
25 
48.2 
6.7 
0 10 20 30 40 50 60 70 
Sem resposta 
Pede conselhos, faz algo junto 
Às vezes conversa um pouco 
rapidamente 
Só cumprimentos 
Não se relaciona 
Japoneses 
Estrangeiros 
Japoneses: Metade relaciona-se apenas com cumprimentos 
                     20% faz programas juntos ou pede conselhos uns aos outros 
Estrangeiros: Maioria relaciona-se  apenas com cumprimentos.  
                     Poucos fazem algum programa juntos. 
Relação com os moradores conterrâneos no 
residencial （％） 
Japoneses（224）、Estrangeiros（189） 
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3.2 
2.1 
34.9 
58.2 
1.6 
0.4 
8.9 
14.7 
54 
21.3 
0 10 20 30 40 50 60 70 
Sem resposta 
Pede conselhos, faz algo junto 
Às vezes conversa rapidamente 
Só cumprimentos 
Não se relaciona 
Japoneses 
Diferença de percepção entre japoneses e estrangeiros. 
Japoneses: 20 % sente que não tem relacionamento com os 
                    estrangeiros 
Estrangeiros: Muitos sentem que conversam com os japoneses com  
                   certa frequencia 
Relacionamento entre estrangeiros e japoneses（％） 
Japoneses（224）、Estrangeiros（189） 
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Não sente nada 
Não sente muito 
Sente bastante 
Sente muito fortemente 
Japoneses 
Estrangeiros 
Diferença de percepção entre japoneses e estrangeiros. 
Metade dos japoneses sente uma barreira em relação aos 
estrangeiros. Por outro lado, 36% dos estrangeiros não sente 
nenhuma barreira. 
 
Barreiras entre estrangeiros e japoneses（％） 
Japoneses（223）、Estrangeiros（184） 
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Quer se relacionar mais 
Quer se relacionar um pouco 
Se possível não relacionar 
Não quer qualquer 
relacionamento 
Japoneses 
Estrangeiros 
Japoneses têm pouco interesse em relacionar-se com os estrangeiros. 
Mas, 85% dos estrangeiros quer relacionar-se com os japoneses.  
Relações futuras entre estrangeiros e japoneses（％） 
Japoneses（219）、Estrangeiros（181） 
Conclusão（１） 
• Relacionamento forte com empreiteiras, por isso 
mesmo quando existe algum problema, poucos 
recorrem aos residentes conterrâneos . 
• Mesmo morando neste residencial, poucos pensam 
que este é “O SEU LUGAR”. 
•  Mesmo que haja um grande número de residentes 
estrangeiros, isso não significa que exista uma 
“COMUNIDADE ESTRANGEIRA” formada. 
•  Muitos estrangeiros querem se relacionar melhor com 
os  japoneses. 
• É necessário um novo tipo de relacionamento. 
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Não tem nenhum 
Muito pouco 
Só alguns conhecidos 
Tem amigos estrangeiros 
14% tem amigos estrangeiros. 
Mesmo incluindo os conhecidos, apenas 37,8% tem algum 
relacionamento com estrangeiros, ou seja 1/3 dos respondentes. 
Entre eles, 45% no trabalho, 18% na escola e 11% através dos filhos. 
 
Relacionamento dos japoneses com estrangeiros 
 fora do residencial Toshincho（％） 
Japoneses（217） 
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Não deve permitir nenhum estrangeiro 
Permitir com a condição de seguir as 
regras do residencial 
Permitir com a condição de domínio da 
língua japonesa 
Permitir com as mesmas condições dos 
japoneses 
Respeitar as regras do residencial. 
Mas quais são as regras? Como informar estas regras aos estrangeiros? 
10% dos japoneses rejeita fortemente a entrada de estrangeiros. 
Não é impossível a convivência multicultural no residencial. 
Condições para a entrada  
de estrangeiros no residencial（％） 
Japoneses（218人） 
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Outros 
Curso de língua estrangeira 
Eventos de músicas e danças 
estrangeiras 
Curso sobre culturas estrangeiras 
Muitos têm interesse em Cursos sobre Culturas Estrangeiras e 
Línguas Estrangeiras. 
 
 
Participação em eventos para  
conhecer melhor os estrangeiros（％） 
Japoneses（人） 
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67.4 
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Outros 
Convite para eventos locais 
Não ter pensamento discriminatório 
Conhecer diferenças de culturas e costumes 
Cumprimento diário 
Estrangeiros devem conhecer as regras do 
conjunto residencial 
A maioria acredita que é necessário respeitar as regras do 
residencial e cumprimentar uns aos outros diariamente. 
O que é necessário para melhorar o relacionamento 
 entre os japoneses e estrangeiros（％） 
Japoneses（221） Múltipla escolha (até 3 respostas) 
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Conclusão（２） 
• Poucos têm relacionamentos com estrangeiros 
fora do residencial. Os que têm, são através do 
trabalho ou dos filhos. 
• A maioria dos japoneses pede mais respeito às 
regras do residencial a todos os moradores. 
• Por outro lado, muitos japoneses têm interesse 
em cursos sobre culturas e línguas estrangeiras. 
• É necessário um relacionamento mútuo 
respeitando as regras do residencial, e uma 
relação onde as pessoas se cumprimentem  
diariamente. 
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Dupla nacionalidade 
Outros 
Japão 
Filipinas 
Peru 
Brasil 
A maioria é de nacionalidade brasileira. 
Nacionalidade dos estrangeiros（％） 
Estrangeiros（191） 
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25-29 anos 
Metade mora mais de 15 anos no Japão. 
Tempo de residência no Japão（％） 
Estrangeiros（190） 
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Sem resposta 
Nacionalidade japonesa 
Outros 
Cônjuge e filhos de Permanente 
Residente 
Cônjuge e filhos de japonês 
Permanente 
Metade tem o visto PERMANENTE. 
30% tem o visto RESIDENTE. 
Tipo de vistos（％） 
Estrangeiros（185） 
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Não 
Sim 
Apenas 13% tem intenção de se naturalizar japonês. 
Intenção de naturalização 
 (obtenção de nacionalidade japonesa)（％） 
Estrangeiros（171） 
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Outros 
Possibilidade de retornar ao Japão 
livremente 
Vantagem em ter passaporte japonês 
Vantagem para conseguir emprego 
Múltipla escolha. 
53%: Possibilidade de retornar ao Japão livremente. 
50%: Vantagem para conseguir emprego 
Motivo da intenção de naturalização（％） 
Estrangeiros（161） 
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Outros SNS 
Informações através de amigos japoneses 
Informações através da empresa 
Panfletos e informativos em restaurantes … 
Rádio e TV na língua nativa 
Rádio e TV japoneses 
Informações através de amigos conterrâneos 
Informativos em língua estrangeira  
FACEBOOK 
Jornal e revista na língua nativa 
Os 4 mais escolhidos são via língua nativa. 
Mas, 47% também obtem através de rádio e TV japoneses. 
Poucos obtêm através de japoneses.  
 
Informações do dia-a-dia（％） 
Estrangeiros（189） 
Conclusão（３） 
• Maioria dos respondentes é brasileiro. 
• Metade mora no Japão mais de 15 anos. 
• 55% tem o visto PERMANENTE, mas apenas 13% 
tem intenção de naturalizar-se japonês.  
Dúvidas em residir permanentemente no Japão? 
• Muita dependência da língua nativa para obter 
informações do dia-a-dia 
−Jornais e revistas na língua nativa, Facebook 
㻌  −Informativo na língua nativa 
    −Informações através de amigos conterrâneos 
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Negócio próprio 
Trabalho sem passar pela empreiteira 
Trabalho através de empreiteira 
76,7% trabalha através de empreiteiras. 
Apenas 5% tem negócio próprio (independência econômica) 
Trabalho atual（％） 
Estrangeiros（129） 
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Muito bom 
Relativamente bom 
Normal 
Não está muito bom 
O estado de saúde é relativamente bom. 
Estado de saúde atual（％） 
Estrangeiros（184） 
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Teve muito 
Teve algum 
Não teve muito 
Não teve nada 
Mais da metade teve algum tipo de preocupação ou estresse. 
16% teve com muita frequencia. 
Estresse e preocupação neste último ano（％）
Estrangeiro（184） 
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44 
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Outros 
Escola 
Relacionamento de casal/namorados 
Saúde 
Trabalho  
Econômico 
Família 
Problemas de família, econômico e de trabalho estão ligados 
entre si nos motivos de preocupação e estresse. 
Motivo da preocupação ou estresse（％） 
Estrangeiros（184） 
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Não sabe 
Menos de 1 ano 
De 1 a 3 anos 
De 3 a 10 anos 
Mais de 10 anos 
Pretende viver para sempre 
13,7% tem intenção clara de residir permanentemente. 
Talvez por motivo de instabilidade no trabalho, 63% não sabe 
quanto tempo mais vai residir no Japão. 
Planos de permanência no  Japão（％） 
Estrangeiros（183） 
41.1 
12.3 
46.6 
0 10 20 30 40 50 
Não sabe 
Não deseja 
Deseja 
Quase a metade quer que os filhos fiquem no Japão. 
Mas, 41% respondeu que não sabe. 
Aqui pode-se ver a indecisão e incerteza dos pais. 
Futuro dos filhos no Japão（％） 
Estrangeiros（73） 
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Não sabe 
Ensino superior do país de origem via ensino à … 
Ensino superior (2 ou 4 anos) 
Curso profissionalizante 
Ensino médio de escola étnica (brasileira) 
Ensino médio do Japão (Koukou) 
Ensino fundamental de escola étnica (brasileira) 
Ensino fundamental do Japão (Chugako) 
37% quer que os filhos terminem o ensino superior  
(curso 2 ou 4 anos). 
67% quer que os filhos continuem os estudos após o ensino médio. 
Educação dos filhos（％） 
Estrangeiros（70） 
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Outros 
Não tem pessoas para pedir conselhos 
sobre educação  
Não tem acesso a informações sobre 
continuação de educação do Japão 
Preocupação com nível de conhecimento 
do filho 
Falta de informativos sobre educação em 
língua estrangeira 
Problemas econômicos para a família 
Preocupação com problemas econômicos da família (55%). 
Falta de informação sobre como continuar os estudos no Japão (40%).  
Problemas na continuação  
da educação dos filhos（％） 
Estrangeiros（56） 
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Dona-de-casa 
Agricultura 
Operário de produção e outros 
Vendas e serviços 
Escritório 
Trabalho qualificado・diretoria 
Desejo para os filhos 
Ocupação do respondente 
75% dos pais deseja que os filhos tenham uma profissão qualificada. 
Apesar de 90% dos pais trabalhar como operário, ninguém quer o 
mesmo para os filhos. 
Profissão dos filhos no futuro（％） 
Estrangeiros: Desejo para os filhos（61）、 
                                                Trabalho atual dos respondentes（136） 
Conclusão（４） 
• As condições de trabalho quase não mudaram nos 
últimos 20 anos. 
     − Contrato indireto e trabalho em fábricas. 
     − Contratos temporários e instáveis. 
− Dificuldades de ascensão social e econômica. 
• Planos dos pais para os filhos no Japão 
     − Desejam que os filhos estudem no Japão e  
        obtenham uma profissão estável no Japão.  
     − Porém, há problemas econômicos e a falta de  
        informações. 
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